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記
事
の
内
容

№
1438　

二
〇
一
四
年
九
月
十
五
日

一
面　

自
治
労
第
八
十
七
回
定
期
大
会
（
八
／
二
十
八
～
二
十
九　

別
府
市
）

　
「
給
与
見
直
し
」
は
阻
止
を

　

確
定
方
針
に
議
論
集
中

　

五
七
人
が
発
言
、
議
案
は
可
決

　

森
執
行
委
員
が
発
言

県
本
部 
豪
雨
災
害
の
復
旧
を
支
援
（
八
／
二
十
三
・
二
十

四
）

　

丹
波
市
に
延
べ
一
六
〇
人

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣

住
民
主
体
の
防
災
に
米
軍
は
い
ら
な
い

　

芦
屋
で
反
対
集
会
（
八
／
三
十
）

し
こ
う

い
ま
い
ち
座　

二
十
四
時
間
闘
え
ま
す
か
。　

地
球
人

二
面　

重
点
項
目
を
尾
西
書
記
長
に
聞
く

　

九
月
二
十
六
日 

県
本
部
大
会

　

組
合
員
が
い
な
い
と
何
も
で
き
な
い

　

足
元
を
固
め
る
こ
と
が
大
切

回
復
求
め
神
戸
で
講
演
会
（
八
／
二
十
二　

神
戸
市
勤
労
会

館
）

　

振
興
費
補
助

　

朝
鮮
学
校
の
み
削
減
は
差
別

洲
本
市
清
掃
セ
ン
タ
ー
「
や
ま
な
み
苑
」

　

現
業
と
の
交
渉
拒
否

　

地
労
委
へ
あ
っ
せ
ん
申
請

県
人
事
委
に
申
し
入
れ
（
九
／
八
）

　
「
総
合
的
給
与
見
直
し
」
行
う
な

　

神
戸
は
「
注
視
」
に
止
め
る

十
四 

人
勧
と
課
題
㊥

　

平
均
２
％
の
「
見
直
し
」
阻
止

　

賃
金
、
一
時
金
、
通
勤
手
当
の
引
き
上
げ
を

№
1439　

二
〇
一
四
年
十
月
一
日

一
面　

現
業
・
公
企
闘
争

　

新
規
採
用
勝
ち
取
ろ
う

　

十
月
二
十
四
日
ス
ト
配
置
、
全
国
行
動

　

四
項
目
の
指
標
の
前
進
を

平
和
友
好
祭
五
十
七
回
祭
典
（
九
／
六
～
七
）

　
「
政
治
を
変
え
よ
う
」

　

危
険
な
安
倍
政
権
の
動
向
を
学
ぶ

六
十
周
年
記
念 

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　

但
丹
ブ
ロ
ッ
ク
（
九
／
十
）

　
　

団
体
優
勝
は
香
美
Ｂ

　
　

賞
品
は
抽
選
で
豊
岡
Ａ
が
獲
得

　

播
磨
ブ
ロ
ッ
ク
（
九
／
十
六
・
十
七
）

　
　

芝
さ
ん
個
人
・
女
子
で
優
勝

　
　

二
会
場
で
延
べ
六
十
人
が
楽
し
む

　

阪
淡
ブ
ロ
ッ
ク
（
九
／
五
・
十
二
）

　
　

猪
名
川
町
職
と
淡
路
②
が
優
勝

　
　

打
ち
上
げ
も
盛
り
上
が
る

国
際
反
戦
デ
ー 

兵
庫
集
会
（
案
内
）

し
こ
う

い
ま
い
ち
座　

Ｊ
Ｒ
み
ど
り
の
窓
口
営
業
時
間
縮
減　

ダ
ブ

ル
バ
イ
ン
ド

二
面　

各
評
議
会
の
総
会
報
告
①

　

青
年
部
総
会
（
九
／
二
十　

共
済
会
館
）

　
　

現
状
へ
の
不
満
や
不
安

　
　

変
え
る
た
め
一
致
団
結

　

公
企
評
総
会
（
九
／
十
九
～
二
十　

赤
穂
ハ
イ
ツ
）

　
　

危
機
管
理
体
制
の
充
実

　
　

人
員
確
保
に
全
力
を

　

女
性
部
総
会
（
九
／
二
十　

共
済
会
館
）

　
　

権
利
取
得
の
取
り
組
み

　
　

伝
え
る
こ
と
が
課
題

　

障
労
評
総
会
（
九
／
六
～
七　

い
こ
い
の
村
は
り
ま
）

　
　

状
況
や
課
題
を
確
認

　
　

議
論
し
交
流
深
め
る　

自
治
労
野
球
大
会
（
九
／
四
～
七　

札
幌
市
・
江
別
市
）

　

神
戸
市
従
が
健
闘

　

全
国
大
会
初
勝
利

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
放
置
は
認
め
ら
れ
な
い

　
「
の
り
こ
え
ね
っ
と
」
を
結
成

十
四 

人
勧
と
課
題
㊦

　
「
見
直
し
」
は
実
施
さ
せ
な
い

　

全
単
組
オ
ル
グ
で
意
思
統
一

№
1440　

二
〇
一
四
年
十
月
十
五
日

一
面　

第
六
十
五
回
県
本
部
定
期
大
会（
九
／
二
十
六　

舞
子
ビ
ラ
）

　

確
定
闘
争
の
方
針
確
認

　
「
直
営
堅
持
」
現
・
公
闘
争
の
意
思
統
一
も

　
「
給
与
制
度
見
直
し
」
阻
止

経
過
報
告
で
三
人
が
発
言

　

交
流
が
大
き
な
力　

豊
岡
病
院
労
組　

水
田
代
議
員

　

支
援
に
励
ま
さ
れ
た　

丹
波
市
職
労　

山
本
代
議
員

　

委
託
の
弊
害
を
た
だ
す　

加
古
川
市
職
労　

竹
下
代
議
員

し
こ
う

い
ま
い
ち
座　
「
頭
を
使
っ
て
回
せ
」　

大
植　

賢

二
面
～
三
面　

森
蔭
守
委
員
長 

挨
拶

　

生
活
改
善
、
政
治
闘
争
の
強
化
を

組
織
強
化
へ
全
力
を
あ
げ
よ
う

十
四
人
が
発
言
し
方
針
を
豊
富
化

　

改
善
分
の
実
施
を　

伊
丹
市
職
労　

浜
野
代
議
員

　

継
続
雇
用
を
守
れ　

三
田
市
職
労　

川
上
代
議
員

　

不
当
処
分
撤
回
せ
よ　

高
砂
市
職　

石
野
代
議
員

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
取
り
組
み
を　

尼
崎
市
職
労　

玉
城
代

議
員

　

県
下
に
公
契
条
例
を　

加
西
市
職　

藤
原
代
議
員

　

給
与
見
直
し
は
さ
せ
な
い　

県
職
労　

青
木
代
議
員

　

上
野
県
議
の
再
選
へ
支
援
を　

神
河
町
職　

平
岡
代
議
員

　

組
合
費
の
引
き
下
げ
を　

神
戸
市
職
労　

門
野
代
議
員

　

規
約
改
正
の
説
明
求
め
る　

南
あ
わ
じ
市
職
労　

金
山
代

議
員

　

総
会
で
総
務
省
通
知
を
学
習　

明
給
労　

前
田
代
議
員

　

分
会
か
ら
組
織
強
化
は
か
る　

社
保
労
連　

川
尻
代
議
員

　

病
院
の
組
織
化
め
ざ
す　

宍
粟
市
職
労　

大
西
代
議
員

　

働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
へ　

市
川
町
職　

金
丸
代
議
員

　

地
域
か
ら
平
和
運
動
強
め
る　

西
脇
市
職　

戸
田
代
議
員

各
評
議
会
の
総
会
報
告
②

　

臨
職
評
総
会
（
九
／
二
十
三　

共
済
会
館
）

　
　

あ
い
は
ら
参
議
院
が
激
励

　

現
評
総
会
（
九
／
二
十
四　

共
済
会
館
）

　
　

直
営
堅
持
に
こ
だ
わ
ろ
う

　

都
市
交
評
総
会
（
九
／
二
十
二　

県
本
部
）

　
　

最
重
要
課
題
は
尼
交
問
題

自
治
ひ
ょ
う
ご
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
あ
し
ら
せ
（
案
内
）

四
面　

労
働
者
保
護
ル
ー
ル
の
改
悪
阻
止
へ

　

連
合
が
全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

九
月
二
十
五
日 

全
国
一
斉
集
会

　

残
業
代
ゼ
ロ
よ
り
過
労
死
ゼ
ロ
を

公
契
約
条
例
へ 

尼
崎
で
セ
ミ
ナ
ー
（
十
／
四
～
五
）

　
　

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
防
止

　

公
正
契
約
に
不
可
欠



各
評
議
会
の
総
会
報
告
（
続
き
）

　

町
職
連
協
総
会
（
ひ
ょ
う
ご
共
済
会
館
）

　
　

確
定
で
統
一
要
求
書

　

公
共
民
間
協
総
会（
九
／
二
十　

ポ
ー
ト
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル
）

　
　

三
六
協
定
を
比
較

　
　

運
動
例
の
学
習
も

囲
碁
・
将
棋
大
会
の
参
加
者
募
集
中
（
案
内
）

№
1441　

二
〇
一
四
年
十
一
月
一
日

一
面　

現
業
・
公
正
統
一
闘
争

　

直
営
堅
持
基
本
に
交
渉

　

明
石 

現
業
職
の
採
用
へ

　

神
戸 

差
別
賃
金
認
め
な
い

現
業
公
企 

対
県
交
渉
（
十
／
十　

神
戸
市
教
育
会
館
）

　

賃
金
、
配
置
転
換
は
労
使
協
議

自
治
労
臨
職
協
全
国
集
会
（
十
／
十
九　

大
阪
）

　

雇
用
上
限
突
破
へ
全
国
集
会

　

七
・
四
総
務
省
通
知
を
学
習

高
砂
公
平
委 

口
頭
審
理

　

処
分
は
違
法
無
効

　

取
り
消
し
は
当
然

し
こ
う

い
ま
い
ち
座　

隣
同
士
仲
良
く　

大
西
英
剛

二
面　

秋
季
闘
争
交
渉

　

全
単
組
オ
ル
グ
で
意
思
統
一

　

引
き
上
げ
と
見
直
し
は
切
り
離
し

国
際
反
戦
デ
ー
（
十
／
二
十
一 

共
済
会
館
）

　

新
基
地
建
設
を
考
え
る

　

沖
縄
は
明
確
に
拒
否

　

意
思
受
け
止
め
運
動
を

全
国
自
治
研
集
会
（
十
／
十
七
～
十
八 

佐
賀
市
）

　

兵
庫
か
ら
四
十
人
が
参
加

　

役
場
へ
の
ク
レ
ー
ム
切
り
口
に
“
働
き
方
”
見
つ
め
直
す

退
職
者
会
総
会
（
十
／
二
十
一　

尼
崎
市
）

　
「
現
退
一
致
」
に
全
力

　

会
長
に
小
島
元
委
員
長

阪
神
・
淡
路
大
震
災
二
十
年
の
展
示
会
（
案
内
）

№
1442　

二
〇
一
四
年
十
一
月
十
五
日

一
面　

二
〇
一
四
確
定
闘
争
対
県
交
渉
（
十
一
／
五
）

　

労
使
交
渉
が
原
則 

再
確
認

　
「
給
与
見
直
し
」
平
行
線

町
職
連
協
交
流
会

　

労
使
交
渉
の
課
題
に

　

評
価
制
度
導
入
単
組
か
ら
報
告

働
く
女
性
の
交
流
集
会
（
十
／
二
十
六　

共
済
会
館
）

　

マ
タ
ハ
ラ
の
現
状
か
ら
考
え
る

　

産
み
育
て
る
こ
と
を
悪
い
と
感
じ
さ
せ
る
社
会

連
合
兵
庫
地
方
委
員
会
（
十
／
三
十　

ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル
）

　

労
働
者
犠
牲
の
成
長
戦
略
に
反
対

し
こ
う

い
ま
い
ち
座 

お
や
す
み
漫

二
面　

播
磨
、
阪
淡
ブ
ロ
ッ
ク
で
定
期
総
会

　
「
見
直
し
」
阻
止
を
意
思
統
一

　

阪
淡
ブ
ロ
ッ
ク
（
十
／
二
十
七 

三
田
市
）

　
　

臨
職
実
態
調
査
と
組
織
化

　
　

人
勧
引
き
上
げ
分
の
反
映
を

　

播
磨
ブ
ロ
ッ
ク
（
十
／
三
十
一 

姫
路
市
）

　
　

公
契
約
条
例
な
ど
課
題
持
ち
寄
る

　
　

新
事
務
局
長
に
足
立
さ
ん

黒
豆
収
穫
祭
に
四
〇
〇
人
（
十
／
二
十
六 

篠
山
）

　

豆
ご
は
ん
と
豚
汁
を
楽
し
む

組
織
内
議
員
の
紹
介
①

　

兵
庫
県
議
会
議
員
（
神
戸
市
垂
水
区
）

　

黒
田
一
美
さ
ん

連
合
兵
庫 

も
ち
つ
き
フ
ェ
ア
（
案
内
）

№
1443　

二
〇
一
四
年
十
二
月
一
日

一
面　

兵
庫
三
区 

よ
こ
は
た
さ
ん
を
推
せ
ん

　

雇
用
破
壊
す
る
安
倍
に
Ｎ
Ｏ

　

憲
法
改
悪
、
原
発
再
稼
働
は
反
対

県
本
部
推
せ
ん
候
補

私
た
ち
の
代
表
を
国
会
へ　

森
蔭
委
員
長

連
合
リ
レ
ー
キ
ャ
ラ
バ
ン

　

タ
ス
キ
が
兵
庫
入
り

　

労
働
規
制
緩
和
は
ア
カ
ン

お
詫
び
と
訂
正

し
こ
う

い
ま
い
ち
座　

身
体
検
査　

吉
田
ノ
ボ

二
面　

確
定
闘
争
第
一
波
（
十
一
／
十
四
）

　

阪
淡
中
心
に
切
り
離
し

　
「
総
合
的
見
直
し
」
が
焦
点
に

第
五
十
一
回
護
憲
大
会
で
シ
ン
ポ
（
十
一
／
一
～
三　

岐
阜

市
内
）

　

戦
後
七
十
年
を
前
に 

安
倍
政
権
の
姿
勢
問
う

但
丹
ブ
ロ
ッ
ク
定
期
総
会
（
十
一
／
十
一　

養
父
公
民
館
）

　

一
丸
と
な
っ
て
確
定
た
た
か
う

ピ
ー
ス
・
セ
ミ
ナ
ー
（
十
一
／
十
九　

神
戸
市
勤
労
会
館
）

　
「
慰
安
婦
」
の
苦
し
み
今
も

　

人
権
回
復
の
視
点
重
要

組
織
内
議
員
の
紹
介
②

　

兵
庫
県
議
会
議
員
（
神
崎
郡
）

　

上
野
英
一
さ
ん

№
1444　

二
〇
一
四
年
十
二
月
十
五
日

一
面　

第
四
十
七
回
衆
議
院
選
挙

　

よ
こ
は
た
さ
ん
訴
え
る

　
「
夢
持
て
る
社
会
へ
」

　

庶
民
切
り
捨
て
る
政
治
に
決
別
を

県
本
部
の
推
せ
ん
候
補

あ
な
た
に
も
で
き
る
活
動

反
行
革
・
予
算
要
求
闘
争

　

職
場
改
善
、
人
員
確
保
を

　
「
総
合
的
見
直
し
」
は
先
送
り

予
算
要
求
闘
争
の
日
程

沖
縄
県
知
事
選 

県
本
部
も
支
援

　

基
地
依
存
脱
却
め
ざ
す

し
こ
う

い
ま
い
ち
座　

寒
波
到
来　

地
球
人

二
面　

確
定
闘
争
第
二
波

　

多
く
の
単
組
で
一
号
抑
制
な
し

　

明
石
は
ラ
ス
抑
制
提
案
で
紛
争

　

県
職
労

　
　

独
自
カ
ッ
ト
縮
小
、
地
域
手
当

　
　

国
並
み
見
直
し
阻
止
、
現
給
保
障
継
続

青
年
女
性　

九
地
区
で
確
定
学
習
会

臨
職
評　

芦
屋
で
経
験
加
算
を
新
設

部
落
解
放
研
究
第
三
十
七
回
県
集
会
（
十
一
／
二
十
二　

新

長
田
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー
）

　

六
分
科
会
で
活
発
な
議
論

組
織
内
議
員
の
紹
介
③

　

神
戸
市
会
議
員
（
北
区
）

　

伊
藤
め
ぐ
み
さ
ん

№
1445　

二
〇
一
五
年
一
月
一
日　

新
年
号

一
面　

森
蔭
守
委
員
長
あ
い
さ
つ

　
　
　
　

大
震
災
か
ら
二
十
年　

命
育
む
ま
ち
へ

　

働
く
者
の
生
活
と
平
和
守
る
運
動
を
強
め
よ
う



県
本
部
役
員
・
書
記
一
同

二
面　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
二
十
年

現
場
の
教
訓
を
考
え
る

　

東
日
本
派
遣　
　

仲
間
か
ら
の
メ
ー
ル
励
み
に

　

神
戸
交
通
労
組　

公
共
交
通
は
福
祉
の
一
環

　

丹
波
市
社
協　
　
“
地
域
の
力
”
生
か
せ
た

三
面　

養
父
市
大
屋
町　

天
滝
を
生
か
す
会

　

天
滝
を
守
り
、
魅
力
を
発
信

　

落
差
九
十
八
メ
ー
ト
ル　

県
内
最
大

　

渓
谷
ハ
イ
キ
ン
グ
は
心
癒
す

私
た
ち
も
自
治
労
と
と
も
に
頑
張
り
ま
す

　

共
済
県
支
部

　

自
治
研
セ
ン
タ
ー

　

組
織
内
首
長
・
議
員

４
面　

新
春
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
ク
イ
ズ

総
選
挙
、
よ
こ
は
た
さ
ん
は
惜
敗

　

ご
支
援
に
感
謝
し
ま
す

組
織
内
候
補
の
勝
利
を
め
ざ
そ
う

№
1446　

二
〇
一
五
年
二
月
一
日　

一
面　

反
行
革
・
予
算
要
求
闘
争
（
一
／
二
十
三
）

　
「
見
直
し
」
は
第
二
波
へ
継
続

　

職
場
改
善
、
人
員
補
充
求
め
る

　

豊
岡
病
院 

臨
職
の
時
給
引
き
上
げ

県
本
部 

旗
開
き
（
一
／
七　

ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル
）

　

節
目
の
年
、
団
結
強
化
を

連
合
春
闘
方
針
（
十
二
／
二　

東
京
都
内
）

　

ベ
ア
要
求
二
％
以
上

　

民
間
大
手
は
三
月
十
八
日
ヤ
マ
場

春
闘
期
の
各
種
集
会
（
案
内
）

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
の
案
内

し
こ
う

い
ま
い
ち
座　

ダ
ブ
ル
バ
イ
ン
ド

二
面　

高
砂
公
平
委
員
会
（
十
二
／
二
十
二
）

　

懲
戒
処
分
を
取
り
消
し

　

組
合
主
張
認
め
る
「
手
続
き
不
備
、
無
効
」

女
性
部
・
臨
職
評 

合
同
学
習
会
（
十
二
／
二
十
一　

共
済

会
館
）

　
「
女
性
の
活
躍
促
進
」
と
は

　

成
長
戦
略
の
狙
い
学
ぶ

震
災
と
ア
ス
ベ
ス
ト
リ
ス
ク
を
考
え
る
シ
ン
ポ
（
一
／
十
二

神
戸
市
勤
労
会
館
）

　

低
か
っ
た
危
険
性
の
認
識

　

二
十
～
三
十
年
後 

発
生
の
可
能
性
あ
る

女
性
の
権
利
強
化
月
間

　

点
検
・
学
習
・
実
践

部
落
解
放
兵
庫
県
民
共
闘
会
議 

総
会
（
十
二
／
十
七　

神

戸
市
）

　

狭
山
再
審
、
人
権
政
策
の
確
立
を

組
織
内
議
員
の
紹
介
④

　

芦
屋
市
会
議
員

　

山
口
み
さ
え
さ
ん

№
1447　

二
〇
一
五
年
二
月
十
五
日

一
面　

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
一
／
十
七　

神
戸
・
元
町
）

　

震
災
の
教
訓
次
代
へ

　

市
民
社
会
の
課
題
、
若
者
が
議
論

自
治
労
一
四
八
回
中
央
委
員
会
（
一
／
二
十
九
～
三
十　

東

京
）

　
「
見
直
し
」
の
現
状
持
ち
寄
る

　

春
闘
へ
の
結
集
意
思
統
一

臨
職
評
が
冬
季
合
宿
（
一
／
二
十
四
～
二
十
五
）

　

重
点
課
題
は
組
織
拡
大

　

三
宮
で
春
闘
街
宣
も

県
会
補
欠
選
挙　

西
宮
選
挙
区

　

お
く
の
さ
ん
次
点

障
労
評　

電
話
相
談
（
案
内
）

県
本
部
ま
ん
が
集
団
例
会
（
案
内
）

し
こ
う

い
ま
い
ち
座　

シ
ス
テ
ム
の
一
部･･･　

大
植　

賢

二
～
四
面　

二
〇
一
五
春
闘
討
議
資
料

三
月
二
〇
日
が
ヤ
マ
場

格
差
是
正
、
賃
金
引
き
上
げ
を

　

１　

一
五
春
闘
を
め
ぐ
る
情
勢
と
課
題

　

２　

具
体
的
な
取
り
組
み

　

３　

人
事
評
価
制
度
に
対
す
る
取
り
組
み

　

４　

格
差
是
正
の
取
り
組
み

　

５　

政
治
活
動
の
推
進

　

６　

平
和
・
人
権
を
守
る
取
り
組
み

　

７　

県
本
部
四
万
人
体
制
確
立
の
取
り
組
み

統
一
自
治
体
選
組
織
内
候
補

新
春
ク
イ
ズ
解
答

№
1448　

二
〇
一
五
年
三
月
一
日

一
面　

県
本
部
第
一
九
七
回
中
央
委
員
会
（
二
／
十　

神
戸
市
内
）

　
「
見
直
し
」
交
渉
強
化
、
春
闘
方
針

　

明
石 

公
災
認
定
支
援
を
確
認

「
見
直
し
」
第
二
波

　

合
理
化
セ
ッ
ト
で
紛
糾

　

県
職
労 

人
員
交
渉 

技
術
継
承
の
執
行
体
制
確
認

青
年
女
性
十
五
春
闘
討
論
集
会
（
二
／
七　

共
済
会
館
）

　

要
求
書
の
つ
く
り
方

　

交
渉
の
ノ
ウ
ハ
ウ
学
ぶ

退
手
組
合
交
渉
（
二
／
十
ニ
）

　

四
級
五
十
歳
、
二
十
五
年
勤
務

　

調
整
額
三
万
二
千
五
百
円

し
こ
う

い
ま
い
ち
座　

助
け
て
! !　

大
西
英
剛

二
面　

一
五
春
闘
討
論
集
会
（
二
／
十
一　

共
済
会
館
）

　

課
題
別
に
分
科
会
も
実
施

　

能
力
で
賃
金
決
め
て
い
い
の
か

　

人
事
評
価
を
目
前
に
控
え
学
習

　

労
組
が
賃
金
に
関
与
も

狭
山
第
三
次
請
求

　

証
拠
リ
ス
ト
開
示

　

再
審
へ
大
き
な
一
歩

一
五
春
闘
討
論
集
会　

分
科
会
報
告
①

　
「
改
正
地
公
法
の
取
り
組
み
」

　
　

人
事
評
価
の
課
題
議
論

　
「
公
務
員
賃
金
の
確
立
に
向
け
て
」

　
　
「
見
直
し
」
の
取
り
組
み

共
済 

非
正
規
の
福
利
厚
生
に
（
案
内
）

　
「
シ
ン
プ
ル
パ
ッ
ク
」
が
登
場

組
織
内
議
員
の
紹
介
⑤

　

明
石
市
会
議
員

　

永
井
俊
作
さ
ん

№
1449　

二
〇
一
五
年
三
月
十
五
日

一
面　

統
一
自
治
体
選 

組
織
内
候
補
の
勝
利
め
さ
す

　

私
た
ち
の
声
を
届
け
よ
う

　

県
本
部
推
せ
ん
候
補

神
崎
郡
連
学
習
会

　

政
治
活
動
禁
止
は
誤
り

　

地
公
法
の
制
限
は
地
位
利
用

現
業
闘
争
交
流
会
（
二
／
二
十
～
二
十
一　

い
こ
い
の
村
は

り
ま
）

　

不
当
な
圧
力
に
抗
す
る



　

大
阪
の
取
り
組
み
に
学
ぶ

総
合
的
見
直
し 

粘
り
強
く
交
渉

ス
ト
批
准
投
票

　

兵
庫
の
批
准
率
向
上

し
こ
う

い
ま
い
ち
座　

梅
に
ウ
グ
イ
ス 

政
治
に
カ
ネ　

お
や
す
み
漫

二
面　

一
五
春
闘　

井
戸
知
事
へ
申
し
入
れ
（
三
／
六
）

　

交
付
税
使
っ
た
介
入
排
除

　

自
律
的
労
使
関
係
、
地
方
創
生

連
合 

ベ
ア
に
こ
だ
わ
る

第
十
回
県
本
部
卓
球
大
会
（
二
／
二
十
八　

南
淡
路
市
健
康

広
場
）

　

神
戸
市
職
労
が
連
覇

　

準
優
勝
は
姫
路
市
職

一
五
春
闘
討
論
集
会 

分
科
会
報
告
②

　

臨
職 

雇
用
、
処
遇
改
善
・
組
織
化
を
議
論

組
織
内
議
員
の
紹
介
⑥

　

宝
塚
市
会
議
員　

元
職

　

梶
川
み
さ
お
さ
ん

№
1450　

二
〇
一
五
年
四
月
一
日

一
面　

二
〇
一
五
春
闘 

県
本
部 

振
興
課
交
渉
（
三
／
十
八
）

　

拙
速
な
人
事
評
価
導
入
助
言
す
る
な

　
「
組
合
・
職
員
へ
の
周
知
と
理
解
は
重
要
」

　

民
間
先
行
組
合
回
答 

定
昇
込
み
で
七
千
四
百
九
十
七
円
、

二
・
四
三
％

　

連
合 

中
小
、
非
正
規
・
未
組
織
に
広
げ
る

人
事
院
・
大
臣
交
渉 

意
見
聞
く
姿
勢
を
確
認

各
評
議
会
が
春
闘
学
習

　

交
流
・
職
場
訪
問
で
団
結
の
重
要
性
学
ぶ

明
石 

島
谷
さ
ん
支
え
る
会
結
成
（
三
／
十
六
）

　

な
ぜ
死
な
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
の
案
内
（
案
内
）

し
こ
う

い
ま
い
ち
座　

こ
の
世
界
の
常
識　

吉
田
ノ
ボ

二
面　

統
一
自
治
体
選
挙
で
私
た
ち
の
声
を
届
け
よ
う

　

四
月
十
二
日
前
半
戦
、
二
十
六
日
後
半
戦

　

兵
庫
県
内
の
推
せ
ん
候
補

　

大
阪
府
内
各
種
選
挙
の
推
せ
ん
候
補

カ
ン
ボ
ジ
ア
寺
子
屋
を
訪
問
（
三
／
九
）

　

支
援
し
た
文
具
で
勉
強

　

子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
充
実
を

二
〇
一
五
春
闘
討
論
集
会 

分
科
会
報
告
③

　

町
村
会
交
渉
教
訓
に
運
動
の
課
題
を
交
流

№
1451　

二
〇
一
五
年
四
月
十
五
日

一
面　

統
一
自
治
体
選
・
前
半
戦
結
果
（
四
／
十
二
）

　

県
本
部
組
織
内
候
補
の
結
果

　

県
会 

黒
田
、
上
野
が
当
選

後
半
戦
二
十
六
日
投
票 

山
口
、
梶
川
、
永
井
の
必
勝
を

　

兵
庫
県
内
の
推
せ
ん
候
補

　

大
阪
府
内
の
推
せ
ん
候
補

人
員
確
保
・
男
女
平
等
産
別
闘
争

　

欠
員
、
超
勤
の
職
場
討
議
を

　

六
月
五
日
統
一
行
動
日

働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
（
案
内
）

加
西
市
長
選
挙

　

西
村
市
長
と
加
西
の
未
来
を
つ
く
り
あ
げ
よ
う

し
こ
う

い
ま
い
ち
座 

生
物
が
見
つ
か
っ
た
っ
て
！　

働
く
場
所
あ

る
か
な　

地
球
人

二
面　

新
入
組
合
員
の
み
な
さ
ん
自
治
労
へ
よ
う
こ
そ

　

先
輩
組
合
員
か
ら
歓
迎
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

各
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
会
に
参
加
を
（
案
内
）

カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
問
し
て

　

支
援
の
輪
を
広
げ
た
い　

尾
西
亮
太
郎
・
書
記
長

　

教
育
と
は
楽
し
い
も
の　

藤
原
敏
也
・
青
年
部
長

障
害
者
春
闘
二
〇
一
五
（
四
／
四　

神
戸
）

　

就
労
支
援
の
現
状
と
課
題
学
ぶ

№
1452　

二
〇
一
五
年
五
月
十
五
日

一
面　

統
一
自
治
体
選
・
後
半
戦
結
果
（
四
／
二
十
六
）

　

梶
川
返
り
咲
き
、
永
井
六
選

　

山
口
は
惜
し
く
も
次
点
に

　

県
本
部
組
織
内
候
補
の
結
果

公
契
約
条
例
を
制
定

　

西
村
加
西
市
長
の
公
約

五
・
三
兵
庫
憲
法
集
会
に
四
五
〇
人
（
五
／
三　

神
戸
市
勤

労
会
館
）

　

憲
法
の
三
原
則
取
り
戻
そ
う

　

許
す
な
壊
憲
国
民
投
票

二
〇
一
五
年
度
ナ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
（
案
内
）

平
和
・
人
権
・
環
境
を
考
え
る
集
い
（
案
内
）

第
三
十
二
回
保
育
を
考
え
る
つ
ど
い
（
案
内
）

戦
争
を
さ
せ
な
い
全
国
署
名
（
案
内
）

し
こ
う

い
ま
い
ち
座　

ダ
ブ
ル
バ
イ
ン
ド

二
面　

臨
職
雇
止
め 

撤
回
せ
よ

　

小
野
市 

一
方
的
に
通
告

　

県
本
部 

裁
判
闘
争
の
支
援
を
確
認

県
本
部
労
安
委 

労
働
法
制
改
悪
に
反
対

　

過
重
労
働
許
さ
な
い
運
動
を

自
治
労
カ
ッ
プ
（
五
／
三
～
五　

尼
崎
市
内
）

　

今
年
は
四
年
生
以
下
も

二
〇
一
五
人
員
確
保
闘
争
に
向
け
て
㊤

　

超
勤
三
十
時
間
以
上
が
十
六
％

県
本
部
ま
ん
が
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集
（
案
内
）

№
1453　

二
〇
一
五
年
六
月
一
日

一
面　

二
〇
一
五
反
行
革
・
組
織
集
会
（
五
／
二
十
二
～
二
十
三　

加
西
市
）

　

単
組
の
運
動
課
題
交
流

　

六
・
五
統
一
行
動　

欠
員
補
充
、
超
勤
の
縮
減
を

青
年
女
性
反
合
集
会
（
五
／
九
～
十　

新
た
ん
ば
荘
）

　

人
件
費
抑
制
の
評
価
制
度

　

職
場
改
善
に
は
つ
な
が
ら
な
い

西
村
加
西
市
長
が
再
選

　

四
年
の
実
績
に
圧
倒
的
支
援

反
行
革
組
織
集
会　

分
科
会
報
告
①

　

姫
路
市
従　

現
業
の
新
採
を
確
認

労
働
学
校
受
講
者
募
集
（
案
内
）

し
こ
う

い
ま
い
ち
座　

県
本
部 

ま
ん
が
コ
ン
ク
ー
ル　

大
植　

賢

二
面　

神
戸
空
襲
を
記
録
す
る
会　

内
橋
克
人
講
演
会
（
五
／
十
七 

神
戸
文
化
ホ
ー
ル
）

　

戦
後
七
十
年　

空
襲
体
験
か
ら
訴
え
る

　
「
平
和　

捨
て
な
い
で
」

加
西
公
契
約
条
例
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

安
売
り
競
争
に
歯
止
め

　

効
果
の
検
証
が
課
題

沖
縄
平
和
行
進
に
兵
庫
か
ら
三
人
（
五
／
十
四
）

　

県
民
大
会
に
も
参
加

二
〇
一
五
人
員
確
保
闘
争
に
向
け
て
㊦

　

患
者
、
職
員
が
安
心
で
き
る
病
院
に

県
本
部
ま
ん
が
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集
（
案
内
）

№
1454　

二
〇
一
五
年
六
月
十
五
日

一
面　

第
十
八
回
平
和
・
人
権
・
環
境
を
考
え
る
集
い
（
六
／
六　



神
戸
市
教
育
会
館
）

　

排
外
主
義　

許
さ
な
い
社
会
に

　

自
治
体
の
政
策
重
要

　

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
法
規
制
を

臨
職
評　

人
権
川
柳
の
結
果

記
念
講
演
要
旨　

講
師　

郭　

辰
雄
さ
ん

　
　

国
際
社
会
か
ら
逸
脱
す
る
日
本

人
員
確
保
闘
争

　

オ
ル
グ
で
実
態
把
握

　

宝
塚
、
三
田
な
ど
で
前
進
回
答

集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
反
対
兵
庫
県
大
集
会
に
参
加
を

（
案
内
）

し
こ
う

い
ま
い
ち
座 　

戦
争
に
引
き
ず
り
こ
ま
れ
る　

大
西
英
剛

二
面　

小
野
嘱
託
職
員
首
切
り
撤
回
闘
争

　

パ
ワ
ハ
ラ
訴
え
た
ら
雇
止
め

　

六
月
二
日　

神
戸
地
裁
へ
提
訴

　

本
部
中
央
委
員
会
で
支
援
要
請

　

不
当
解
雇
の
撤
回
へ

二
〇
一
五
ナ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
（
五
／
三
十　

私
学
会
館
）

　

地
域
医
療
の
確
保

　

人
員
増
を
市
民
ア
ピ
ー
ル

労
働
法
改
悪　

強
行
採
決
許
さ
な
い

　

過
労
死
ま
で
働
か
さ
れ
る

反
行
革
組
織
集
会　

分
科
会
報
告
②

　

新
採
組
織
化　

同
世
代
の
声
か
け

　

職
場
の
後
押
し
が
大
切

№
1455　

二
〇
一
五
年
七
月
一
日

一
面　

戦
争
法
反
対　

兵
庫
大
集
会
（
六
／
二
十
一　

神
戸
・
東
遊

園
地
）

　

憲
法
の
番
人
は
国
民

　

三
宮
に
九
千
人　

反
対
の
声
を
上
げ
よ
う

戦
争
さ
せ
な
い
一
〇
〇
〇
人
委
員
会
関
西
集
会
（
六
／
二
十

奈
良
文
化
会
館
）

　

安
倍
の
暴
走
ス
ト
ッ
プ

夏
期
一
時
金
闘
争

　

嘱
託
一
時
金
の
改
善

　

退
職
上
回
る
採
用

公
営
競
技
オ
ル
グ
（
六
／
十
）

　

尼
崎
競
艇
に
緊
急
申
し
入
れ

七
月
二
十
六
日
三
田
市
長
選

　

芝
野
照
久
さ
ん
を
推
せ
ん

し
こ
う

い
ま
い
ち
座 

食
中
毒
に
注
意
！　

お
や
す
み
漫

二
面　

第
三
十
二
回
保
育
を
考
え
る
つ
ど
い
（
六
／
十
四　

た
つ
の

市
赤
と
ん
ぼ
文
化
ホ
ー
ル
）

　

読
ん
で
も
ら
う
と
ド
キ
ド
キ

　
「
絵
本
の
力
」
を
学
ぶ

　

分
科
会
で
は
職
場
実
態
も
交
流

県
本
部
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

バ
レ
ー　

佐
用
が
初
優
勝

　

野
球　

サ
ヨ
ナ
ラ
で
篠
山
が
Ｖ

反
行
革
組
織
集
会　

分
科
会
報
告
③

　

社
協
の
組
織
化
が
課
題

　

周
知
に
終
わ
ら
ず
内
容
説
明
を

№
1456　

二
〇
一
五
年
七
月
十
五
日

一
面　

第
一
九
八
回
県
本
部
中
央
委
員
会
（
六
／
二
十
六　

三
田

キ
ッ
ピ
ー
モ
ー
ル
）

　

戦
争
法
、
労
働
法
改
悪
を
阻
止

　

三
田
市
長
選 

し
ば
の
照
久 

必
勝
へ
支
持
拡
大

小
野
闘
争　

原
告
が
決
意

　

人
権
踏
み
に
じ
ら
れ
た

　

絶
対
に
負
け
た
く
な
い

戦
争
法
反
対　

国
会
前
で
連
日
行
動

尼
崎
競
艇
労
組

　

不
当
提
案
を
撤
回

　

一
時
金
交
渉
が
大
綱
妥
結

第
六
回
ピ
ー
ス
セ
ミ
ナ
ー
（
七
／
八　

私
学
会
館
）

　

長
時
間
労
働
の
蔓
延
は
人
生
の
豊
か
さ
奪
う

　

労
働
法
改
正
で
セ
ミ
ナ
ー

第
三
十
一
回
反
核
平
和
の
火
リ
レ
ー
（
案
内
）

し
こ
う

い
ま
い
ち
座 

「
な
ん
で
や
ね
ん
」　

吉
田
ノ
ボ

二
面　

第
二
十
五
期
労
働
学
校
（
七
／
三
～
四　

共
済
会
館
）

　

組
合
の
企
画
は
自
由
に

　

運
営
通
し
て
楽
し
さ
を
実
感
し
よ
う

人
事
評
価
制
度
全
国
交
流
集
会（
六
／
二
十
九
～
三
十　

大
阪
）

　

評
価
の
活
用
は
交
渉
事
項

県
本
部
労
働
安
全
衛
生
集
会
（
六
／
二
十
三
）

　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
で
学
習

　

相
談
者
の
立
場
で
初
期
対
応
が
重
要

阪
神
淡
路
ブ
ロ
ッ
ク
水
道
部
会
（
六
／
二
十
七
）

　

里
山
で
保
全
に
汗

　

健
全
な
水
循
環
へ

№
1457　

二
〇
一
五
年
八
月
一
日

一
面　

単
組
代
表
者
会
議
（
七
／
十
六
）

　

人
事
評
価
の
対
応
を
意
思
統
一

　

評
価
の
活
用
は
交
渉
事
項

　

信
頼
性
の
確
立
が
肝
要

「
戦
争
法
」
は
廃
案
に

　

強
行
採
決
に
各
地
で
抗
議

平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
総
会
（
七
／
五　

神
戸
）

　

安
倍
首
相
の
暴
走 

全
力
で
と
め
よ
う

し
こ
う

い
ま
い
ち
座  

地
球
人

二
面　

県
本
部
福
祉
集
会
（
七
／
十
一　

共
済
会
館
）

　

地
域
と
協
働
で
き
る
体
制
づ
く
り

　

ニ
ー
ズ
、
生
活
文
化
に
寄
り
そ
お
う

臨
職
評 

対
県
交
渉
で
助
言
求
め
る
（
七
／
十
四
）

　

雇
用
不
安
の
解
消
、
労
基
法
通
り
の
年
休
と
繰
り
越
し

パ
ー
ト
ユ
ニ
オ
ン
学
習
会
（
七
／
十
一　

神
戸
）

　

公
契
約
条
例 

加
西
か
ら
広
げ
よ
う

第
三
十
一
回
反
核
平
和
の
火
リ
レ
ー

　

二
度
と
戦
争
し
な
い

　

県
下
を
走
り
つ
な
ぐ

№
1458　

二
〇
一
五
年
八
月
十
五
日　

人
事
院
勧
告
特
集
号

一
面　

二
〇
一
五
人
勧

　

月
例
給
〇
・
三
六
％ 

一
時
金
〇
・
一
月
の
増

　

現
給
保
障
で
引
き
上
げ
効
果
少
な
く

公
務
員
労
働
組
合
連
絡
会　

声
明

二
面
～
三
面　

人
事
院
勧
告
と
報
告
（
一
面
の
続
き
）

四
面
～
五
面　

行
政
職
棒
給
表
（
一
）

六
面　

行
政
職
棒
給
表
（
二
）

七
面　

人
事
院
勧
告
と
報
告
（
三
面
の
続
き
）

八
面　

給
与
勧
告
の
骨
子

　

勤
務
時
間
に
関
す
る
勧
告
の
骨
子

№
1459　

二
〇
一
五
年
九
月
一
日

一
面　

一
〇
〇
〇
委
員
会 

豊
岡
で
学
習
会
（
八
／
十　

豊
岡
市
民

会
館
）

　

憲
法
違
反
の
戦
争
法
案
阻
止

　

戦
争
を
合
法
化
す
る
た
め

　
「
自
衛
」
口
実
に
戦
争
し
た
歴
史

　

県
内
各
地
で
街
宣
・
パ
レ
ー
ド
も



猪
名
川
町
議
選

　

く
ぼ
宗
一
さ
ん
三
期
目
に
挑
戦

近
畿
地
連
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
八.

／
三
～
四
）

　

野
球
は
神
戸
市
従
三
連
覇

　

バ
レ
ー 

豊
病
、
佐
用
惜
敗

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
・
一
五
二
号
（
案
内
）

県
本
部
役
員
選
挙
（
案
内
）

し
こ
う

い
ま
い
ち
座　

ダ
ブ
ル
バ
イ
ン
ド

二
面　

安
全
衛
生
月
間 
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
職
場
点
検

　

阪
神
淡
路
ブ
ロ
ッ
ク

　
　

や
ま
な
み
苑
視
察
後
、
意
見
交
換

　
　

危
険
個
所
、
転
落
防
止

　

播
磨
ブ
ロ
ッ
ク

　
　

赤
穂
病
院 

管
理
者
に
改
善
を
要
求

　
　
「
改
善
す
る
」
と
回
答

　

但
馬
丹
波
ブ
ロ
ッ
ク

　
　

村
岡
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
　

ア
レ
ル
ギ
ー
食
対
応
へ
独
立
ス
ペ
ー
ス
必
要

現
業
評
議
会
総
会
（
八
／
七　

舞
子
ビ
ラ
）

　

新
規
採
用
に
こ
だ
わ
る

　

現
業
・
公
企
闘
争
へ
意
思
統
一

宍
粟
市
職
労 

学
習
会
を
企
画
・
実
施

　

病
院
の
組
織
化
め
ざ
す

＊ 　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報

№
142　

二
〇
一
四
年
十
月
二
十
八
日

一
面　

県
人
事
委
員
会
勧
告

月
例
給
、
一
時
金
と
も
に
引
き
上
げ

「
総
合
的
見
直
し
」
も
勧
告

県
職
労
は
断
固
反
対

二
面　

二
〇
一
四
兵
庫
県
人
事
委
員
会
勧
告
に
対
す
る
共
同
声
明

№
143　

二
〇
一
四
年
十
一
月
十
七
日

一
面　

二
波
の
統
一
行
動
に
結
集
を

十
一
月
七
日 

決
起
集
会
「
総
合
的
見
直
し
」
は
見
送

り
に

№
144　

二
〇
一
四
年
十
二
月
二
日

一
面　

組
織
内
候
補 

よ
こ
は
た
さ
ん　

元
気
に
出
発

安
倍
政
権
の
暴
走
を
止
め
よ
う

二
面　

檄　

安
倍
政
権
の
暴
走
に
歯
止
め
を
か
け
、
全
推
薦
候
補

の
必
勝
を
め
ざ
そ
う

№
145　

二
〇
一
四
年
十
二
月
二
十
二
日

一
面　

一
〇
〇
〇
委
員
会
・
ひ
ょ
う
ご
学
習
会
（
十
二
／
十
四
）

賛
同
人
ら
二
一
〇
人
が
参
加

戦
争
反
対 

幅
広
い
結
集
め
ざ
す

第
四
十
七
回
衆
議
院
選
挙

よ
こ
は
た
さ
ん
議
席
獲
得
な
ら
ず

二
面　

第
三
十
四
回
県
本
部
囲
碁
・
将
棋
大
会
（
十
二
／
六
）

囲
碁
の
部 

三
谷
さ
ん
、
将
棋
の
部 

松
本
さ
ん 

優
勝

女
性
部
・
臨
職
評
学
習
会
（
十
二
／
二
十
一
）

「
女
性
の
活
躍
促
進
」
と
は

成
長
戦
略
の
狙
い
学
ぶ

映
画
紹
介 

イ
ラ
ク 

チ
グ
リ
ス
に
浮
か
ぶ
平
和
（
案
内
）

№
146　

二
〇
一
五
年
一
月
十
五
日

一
面　

県
本
部
旗
開
き
（
一
／
七　

ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル
）

「
戦
後
七
十
年
、
大
震
災
二
十
年
」
森
蔭
委
員
長
が
あ

い
さ
つ

節
目
の
年
、
団
結
し
て
頑
張
ろ
う

単
組
代
表
者
会
議
（
一
／
七　

共
済
会
館
）

確
定
第
三
次
の
意
思
統
一

目
標
水
準
を
確
認

二
面　

高
砂 

懲
戒
処
分
取
り
消
し
（
十
二
／
二
十
二
）

公
平
委
員
会
闘
争
「
手
続
き
に
不
備
、
無
効
」
組
合
の

主
張
認
め
る

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
市
民
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム
二
〇
一
五（
案
内
）

県
会
西
宮
補
欠
選
挙

　

お
く
の
尚
美
さ
ん
を
推
せ
ん

№
147　

二
〇
一
五
年
三
月
六
日

一
面　

阪
神
淡
路
ブ
ロ
ッ
ク
、
播
磨
ブ
ロ
ッ
ク 

ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
生
活
実
態
か
ら
春
闘
た
た
か
お
う

二
面　

四
月
は
統
一
自
治
体
選
挙 
県
本
部
組
織
内
候
補
の
勝
利

に
全
力
あ
げ
よ
う

県
本
部
推
薦
せ
ん
候
補

№
148　

二
〇
一
五
年
四
月
一
日

一
面　

病
院
集
会
（
三
／
二
十
一
）

夜
勤
の
身
体
へ
の
影
響
を
学
ぶ

少
数
者
の
実
態
を
組
合
が
し
っ
か
り
取
り
あ
げ
よ
う

衛
生
医
療
評 

県
交
渉
（
三
／
三
）

地
域
医
療
確
保
基
金
の
周
知
を

二
面　

地
域
の
メ
ー
デ
ー
に
参
加
を

労
働
者
保
護
ル
ー
ル
の
改
悪
を
許
す
な

五
・
三
兵
庫
憲
法
集
会
（
案
内
）

№
149　

二
〇
一
五
年
四
月
十
日

一
面　

第
十
八
回
統
一
自
治
体
選
挙
・
前
半
戦
選
挙
戦
最
終
盤

№
150　

二
〇
一
五
年
六
月
四
日

一
面　
「
戦
争
法
」
の
成
立
を
阻
止
し
よ
う

　

他
国
の
戦
争
に
参
加  

憲
法
九
条
の
理
念
を
大
き
く
逸
脱

戦
争
を
さ
せ
な
い
一
〇
〇
〇
人
委
員
会
関
西
集
会（
案
内
）

集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
反
対 

兵
庫
県
大
集
会
・
パ

レ
ー
ド
（
案
内
）

二
面　
「
平
和
安
全
法
制
整
備
法
案
」
お
よ
び
「
国
際
平
和
支
援

法
案
」
の
閣
議
決
定
に
対
す
る
書
記
長
談
話

№
151　

二
〇
一
五
年
七
月
三
日

一
面　

第
十
八
回
平
和
・
人
権
・
環
境
を
考
え
る
集
い
（
六
／
六
）

分
科
会
報
告

第
一
分
科
会　

障
害
者
差
別
解
消
法
と
人
権

第
二
分
科
会　

国
際
結
婚
、
ダ
ブ
ル
の
子
ど
も
た
ち
、

外
国
人
女
性
支
援
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

二
面　

第
三
分
科
会　

平
和
運
動
の
前
進
に
向
け
て

№
152　

二
〇
一
五
年
八
月
二
十
一
日

一
面　

小
野
裁
判
闘
争　

パ
ワ
ハ
ラ
隠
蔽
は
許
さ
な
い

　

雇
用
止
取
り
消
せ
！ 

慰
謝
料
払
え
！

三
田
市
長
選
挙

　

し
ば
の
さ
ん 

惜
敗

全
国
一
〇
〇
万
人
大
行
動
（
案
内
）
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今
年
か
ら
独
り
暮

し
に
な
っ
た
義
母

が
認
知
症
検
査
を

受
け
た
。
か
か
り

つ
け
医
か
ら
「
施

設
も
考
え
た
方
が

い
い
」
と
、
説
明

を
受
け
大
学
病
院

を
紹
介
さ
れ
た
が
、
受
診
希
望

が
多
く
、
検
査
ま
で
数
ヵ
月
待

つ
こ
と
に
な
っ
た
。
待
機
の

間
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
変
更
、

馴
染
み
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の

訪
問
を
受
け
、
見
守
ら
れ
な
が

ら
の
入
浴
な
ど
を
し
、
日
ご
と

に
元
気
に
な
っ
て
い
っ
た
。
家

事
手
伝
い
か
ら
専
業
主
婦
一
筋

で「
私
は
働
い
た
こ
と
が
な
い
」

と
話
す
が
、
夫
と
子
ど
も
を
支

え
て
き
た
「
完
璧
な
妻
」「
完

璧
な
母
親
」
は
、
独
り
暮
し
に

な
っ
て
か
ら
も
身
の
回
り
の
整

理
や
料
理
ま
で
、
ゆ
っ
く
り
と

独
り
で
働
く
。
腰
の
悪
か
っ
た

義
父
が
受
け
て
い
た
毎
日
の

マ
ッ
サ
ー
ジ
は
、
何
故
か
婿
の

私
が
引
き
継
い
で
い
る
。
介
護

保
険
利
用
者
に
支
援
（
？
）
を

受
け
る
の
は
ど
う
か
と
思
い
な

が
ら
、
働
く
習
慣
を
無
理
に
な

く
す
こ
と
も
な
い
と
甘
え
て
い

る
。
検
査
の
結
果
、
今
の
と
こ

ろ
は
、認
知
症
の
徴
候
も
な
く
、

「
身
体
は
動
か
ん
く
な
っ
て
も
、

頭
は
少
し
は
働
い
て
い
る
」
と

笑
う
。
年
齢
を
重
ね
て
も
働
く

こ
と
は
ま
だ
ま
だ
続
く
。

17日　県本部60周年記念ワンデイゴルフ交流会
（西脇市）

23日　2014人権教育ひょうご スタディツアー in 長田
23日　9・23さようなら原発★全国集会＆大行進（東京）

当面の日程

24時間闘えますか。

地		球		人

　
８
月
16
日
か
ら
の
豪
雨
に
よ

り
、
丹
波
市
市
島
町
な
ど
で
甚

大
な
災
害
が
発
生
。死
者
１
人
、

負
傷
者
４
人
、
家
屋
全
壊
16
棟

を
含
め
１
７
０
０
棟
に
被
害
が

お
よ
ぶ
も
の
と
な
っ
た
。

　
県
本
部
は
急
き
ょ
、
８
月
23

日
、
24
日
の
２
日
間
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
派
遣
を
行
う
こ
と
を

決
定
。
要
請
に
こ
た
え
、
23
日

に
は
県
職
・
神
戸
・
阪
神
淡
路
・

但
馬
丹
波
ブ
ロ
ッ
ク
を
中
心
に

21
単
組
99
人
、24
日
に
は
県
職
・

播
磨
ブ
ロ
ッ
ク
14
単
組
61
人
が

参
加
し
た
。

　
派
遣
に
向
け
、
但
馬
丹
波

ブ
ロ
ッ
ク
は
現
地
入
り
し
、
丹

波
市
職
労
、
丹
波
市
社
会
福
祉

協
議
会
に
設
置
さ
れ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
調
整
を
行

い
、
市
北
部
の
市
島
町
大
杉
地

区
で
の
支
援
活
動
を
確
認
し
た
。

　
23
日
に
は
、
春
日
庁
舎
前
に

集
合
し
た
参
加
者
を
前
に
、
県

本
部
の
森
蔭
守
執
行
委
員
長
が

激
励
の
あ
い
さ
つ
、
そ
し
て
丹

波
市
職
労
の
広
瀬
直
司
委
員
長

が
活
動
へ
の
お
礼
を
述
べ
た
。

　
そ
の
後
、
参
加
者
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
手
配
の
バ
ス

に
分
乗
し
現
地
へ
向
か
っ
た
。

　
大
杉
地
区
で
は
、
自
治
会
長

の
指
示
で
支
援
先
の
お
宅
に
赴

き
、
ま
さ
に
人
海
戦
術
を
駆
使

し
土
砂
や
流
木
の
撤
去
に
汗
を

流
し
た
。
人
の
頭
程
度
の
大
き

な
石
が
邪
魔
を
し
、
思
う
よ
う

に
作
業
が
進
ま
ず
苦
戦
を
強
い

ら
れ
た
が
、
午
後
３
時
に
事
故

な
く
終
了
し
た
。

　
急
き
ょ
取
り
組
ん
だ
活
動
だ

が
、
多
く
の
組
合
員
に
参
加
を

い
た
だ
い
た
。

で
き
る
が
、
最
大
の
課
題
で
あ

る
雇
用
問
題
は
、
改
善
が
み
ら

れ
な
い
。

　
常
勤
的
業
務
に
臨
時
・
非
常

勤
職
員
が
働
い
て
い
る
事
実
を

放
置
し
、
新
た
な
雇
用
問
題
を

つ
く
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。

正
規
へ
の
任
用
を
見
据
え
た
任

用
期
間
の
制
限
撤
廃
を
基
本
と

し
た
地
公
法
の
改
正
に
向
け
、

取
り
組
み
強
化
を
。

災
訓
練
に
米
軍
が
参
加
す
る
こ

と
に
反
対
す
る
集
会
が
30
日
、

芦
屋
市
宮
塚
公
園
で
行
わ
れ
た
。

　
訓
練
会
場
と
な
る
芦
屋
市
内

の
労
働
組
合
、
市
民
団
体
が
構

成
す
る
実
行
委
員
会
が
呼
び
か

け
、
県
本
部
か
ら
は
阪
神
間
の

単
組
を
中
心
に
参
加
し
た
。

　
開
会
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
憲

法
あ
し
や
の
会
の
前
田
辰
一
さ

ん
は
、「
阪
神
淡
路
大
震
災
以

降
、
私
た
ち
は
住
民
の
視
点
か

ら
防
災
を
積
み
上
げ
て
き
た
。

突
然
県
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
米

軍
が
参
加
す
る
な
ど
認
め
ら
れ

な
い
」
と
述
べ
た
。

　
市
民
ア
ピ
ー
ル
で
登
壇
し
た

女
性
は
、「『
ト
モ
ダ
チ
作
戦
』

で
米
国
は
日
本
に
60
億
円
も
の

請
求
を
し
た
と
い
う
。
日
米
両

政
府
の
狙
い
は
人
命
救
助
で
は

な
く
、
軍
事
訓
練
の
強
化
に
過

ぎ
な
い
」
と
訴
え
た
。

　
集
会
に
は
県
内
各
地
か
ら

３
５
０
人
が
参
加
し
た
。

　
兵
庫
県
と
阪
神
間
８
市
町
が

主
催
し
て
８
月
31
日
に
行
う
防

　
辺
野
古
新
基
地
建
設
の
動
き

は
到
底
認
め
ら
れ
な
い
。
兵
庫

で
は
、
16
回
の
沖
縄
視
察
団
を

取
り
組
み
、
延
べ
１
０
０
０
人

の
組
合
員
が
参
加
し
て
い
る
。

　
戦
争
経
験
、
基
地
の
現
実
か

ら
、
た
た
か
う
沖
縄
に
学
ん
で

き
た
。
名
護
市
長
選
で
「
新
基

地
建
設
反
対
」
の
民
意
は
明
ら

か
。
本
部
は
情
報
発
信
、
激
励

行
動
な
ど
具
体
的
な
提
起
を
。

　
総
務
省
通
知
「
臨
時
・
非
常

勤
職
員
及
び
任
期
付
職
員
の
任

用
等
に
つ
い
て
」
は
一
定
評
価

　
本
部
大
会
の
方
針
決
定
を
受

け
、
県
本
部
も
今
秋
の
現
業
・

公
企
統
一
闘
争
、
賃
金
確
定
闘

争
に
全
力
を
あ
げ
る
。

の
強
化
を
。

　
全
労
済
と
の
統
合
に
よ
る
マ

イ
カ
ー
共
済
の
掛
け
金
引
き
上

げ
は
、
組
合
員
に
と
っ
て
不
利

益
。
組
織
討
議
も
不
十
分
だ
。

　
新
た
な
政
治
対
策
方
針
に
お

け
る
「
中
道
」
は
抽
象
的
で
理

解
で
き
な
い
。

　
臨
時
・
非
常
勤
の
処
遇
改
善

で
総
務
省
通
知
は
一
定
の
前
進

で
は
あ
る
が
、
継
続
雇
用
に
つ

い
て
は
不
十
分
、
引
き
続
き
本

部
の
取
り
組
み
強
化
を
。

　
兵
庫
県
か
ら
は
、
反
戦
闘
争

に
つ
い
て
本
部
か
ら
具
体
的
な

た
た
か
い
の
提
起
を
と
発
言
を

行
っ
た
（
別
掲
）。

主
な
発
言
を
記
載
す
る
。

　「
給
与
制
度
の
総
合
的
見
直

し
」
に
つ
い
て
は
、
地
方
に
お

い
て
は
、
給
与
水
準
の
引
き
下

げ
だ
け
で
あ
り
見
直
し
の
必
要

は
な
い
と
の
理
論
武
装
や
、
単

組
の
力
量
に
よ
る
差
が
出
な
い

よ
う
中
央
段
階
で
の
取
り
組
み

　
大
会
討
論
で
は
、
森
哲
二
執

行
委
員
が
発
言
し
た
。

　
冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
氏

家
常
雄
委
員
長
は
、
①
人
事
院

勧
告
の
プ
ラ
ス
勧
告
は
確
実
に

実
施
さ
せ
る
②
一
方
、「
給
与

制
度
の
総
合
的
見
直
し
」
勧
告

強
行
は
大
変
遺
憾
で
あ
り
実
施

を
阻
止
す
る
た
め
に
全
力
を
あ

げ
る
③
政
治
対
策
方
針
で
は

「
共
生
と
連
帯
に
基
づ
く
持
続

可
能
な
社
会
」
に
向
け
「
中
道
」

「
リ
ベ
ラ
ル
」
勢
力
の
結
集
を

め
ざ
す
④
来
春
の
統
一
自
治
体

選
挙
で
は
、
組
織
内
、
協
力
議

員
の
必
勝
を
め
ざ
す
、
と
決
意

を
述
べ
た
。
以
下
、
大
会
で
の

　
自
治
労
第
87
回
定
期
大
会
は
、８
月
28
～
29
日
大
分
県
別
府
市
で
開
催
さ
れ
た
。
議
論
は
、

「
給
与
制
度
の
総
合
的
見
直
し
に
対
す
る
取
り
組
み
」
や
「
新
た
な
政
治
対
応
方
針
」
な
ど

を
中
心
に
進
め
ら
れ
、
２
日
間
で
57
本
の
発
言
が
あ
っ
た
。
活
発
な
討
論
の
後
、
本
部
提
案

の
４
議
案
は
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。

４本の議案を可決し、団結ガンバローで大会を終えた

土砂の運搬作業などを行う県本部のボランティア

宮塚公園には350人が集った

「給与見直し」は阻止を
確
定
方
針
に
議
論
集
中

第
87
回

本
部
大
会

57
人
が
発
言
、議
案
は
可
決

森
執
行
委
員
が
発
言

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣

丹
波
市
に
延
べ
160
人

８
月
23
、24
日

県
本
部 
豪
雨
災
害
の
復
旧
を
支
援

住民主体の防災に
米軍はいらない

8月30日、芦屋で反対集会
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人
事
院
は
本
年
の
「
給
与
改
定
に

関
す
る
勧
告
」
と
「
給
与
制
度
の
総

合
的
見
直
し
」
に
関
す
る
勧
告
・
報

告
を
行
っ
た
。

「
給
与
改
定
」
勧
告

　
本
年
の
給
与
改
定
に
関
す
る
勧
告

に
つ
い
て
は
、
俸
給
月
額
を
７
年
ぶ

り
に
引
き
上
げ
改
定
し
た
こ
と
、
較

差
外
で
交
通
用
具
使
用
者
に
対
す
る

通
勤
手
当
の
改
善
を
行
っ
た
こ
と
は

一
定
の
評
価
が
で
き
る
。
ま
た
、
一

時
金
に
つ
い
て
、
月
数
増
と
な
っ
た

こ
と
は
、
民
間
動
向
を
反
映
す
る
と

と
も
に
組
合
員
の
期
待
に
添
う
当
然

の
結
果
で
あ
る
が
、
育
児
休
業
者
や

非
常
勤
職
員
に
支
給
さ
れ
な
い
勤
勉

手
当
に
全
て
を
配
分
し
た
こ
と
は
、

社
会
的
要
請
に
関
す
る
配
慮
に
な
お

課
題
を
残
す
こ
と
と
な
っ
た
。

　
一
方
で
、
本
年
の
プ
ラ
ス
改
定
勧

告
に
つ
い
て
は
、
物
価
が
上
昇
局
面

に
あ
る
中
で
、
実
質
賃
金
の
維
持
・
向

上
と
い
う
我
々
の
要
求
に
十
分
に
応

え
る
内
容
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
さ

ら
に
、
民
間
賃
金
の
動
向
や
人
事
院

勧
告
が
労
働
基
本
権
制
約
の
代
償
措

置
と
さ
れ
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
れ

ば
、
官
民
較
差
の
大
部
分
を
俸
給
表

へ
の
配
分
と
し
た
結
果
は
、
生
活
維

持
の
た
め
の
ぎ
り
ぎ
り
の
到
達
点
で

あ
る
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

「
総
合
的
見
直
し
」
勧
告
・
報
告

　
恣
意
的
に
生
み
出
し
た
格
差
を
用

い
て
、
給
与
水
準
引
き
下
げ
の
「
給

与
制
度
の
総
合
的
見
直
し
」
の
実
施

勧
告
は
、
非
常
に
遺
憾
で
あ
る
。
し

か
し
、
公
務
員
連
絡
会
の
粘
り
強
い

交
渉
・
折
衝
に
よ
っ
て
、
当
初
2
ポ

イ
ン
ト
台
半
ば
と
し
て
い
た
俸
給
表

引
き
下
げ
幅
の
圧
縮
や
若
年
層
の
賃

金
水
準
の
確
保
、
さ
ら
に
期
限
付
き

で
は
あ
る
が
現
給
保
障
の
措
置
、
行

（
一
）
を
上
回
る
行
（
二
）
水
準
引

き
下
げ
の
阻
止
、
加
え
て
寒
冷
地
手

当
の
基
準
維
持
と
経
過
措
置
の
獲
得

な
ど
当
初
案
か
ら
一
部
押
し
戻
す
こ

と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
、
人
事
院
総

裁
あ
て
の
個
人
署
名
・
大
型
は
が
き
、

職
場
決
議
、
2
度
の
ブ
ロ
ッ
ク
別
上

京
行
動
等
を
含
む
中
央
行
動
、
対
自

治
体
・
人
事
委
員
会
要
請
な
ど
地
域
・

現
場
の
声
を
人
事
院
に
ぶ
つ
け
る

春
闘
期
か
ら
の
中
央
・
地
方
一
体
と

な
っ
た
運
動
の
成
果
で
あ
る
。

　
平
均
２
％
引
き
下
げ
の
「
給
与
制

度
の
総
合
的
見
直
し
」
阻
止
、「
給

与
改
定
勧
告
」
に
よ
る
賃
金
・
一
時

金
の
引
き
上
げ
を
求
め
て
取
り
組
み

を
強
め
よ
う
。

●中

14
人
勧
と

課
題

官民格差による給与改定

民
間
給
与
　
　
　
　
　

　		

４
０
９
，５
６
２
円

国
家
公
務
員
給
与
　

	

４
０
８
，４
７
２
円

格差
1,090円

俸給
988円

はね返り分
102円

改定

－

県
本
部
の
重
点
課
題

尾
西
　
県
本
部
の
重
点
課
題
と

し
て
３
つ
あ
げ
て
い
ま
す
。
１

つ
は
、「
職
場
・
組
合
員
を
起
点

に
し
た
組
合
運
動
の
再
構
築
」

で
す
。
人
員
確
保
な
ど
労
働
環

境
の
改
善
を
組
合
員
と
一
緒
に

取
り
組
む
と
い
う
基
礎
的
活
動

の
強
化
で
す
。
２
つ
は
、
公
務

職
場
に
お
け
る
給
与
決
定
シ
ス

テ
ム
に
労
使
交
渉
を
し
っ
か
り

と
位
置
づ
け
る
こ
と
。３
つ
は
、

労
働
基
本
権
の
回
復
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
運
動
を
通
し
て
、

組
織
を
強
化
す
る
と
い
う
視
点

が
不
可
欠
で
す
。
当
然
で
す
が

組
合
員
が
い
な
け
れ
ば
何
も
で

き
ま
せ
ん
。
仲
間
を
組
織
し
、

当
局
と
対
等
に
対
峙
で
き
る
態

勢
を
つ
く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

－

具
体
的
な
課
題

尾
西
　
方
針
案
の
基
調
で
は
、

各
分
野
の
課
題
と
し
て
11
点
あ

げ
て
い
ま
す
。
当
面
、
現
業
公

企
闘
争
、
確
定
闘
争
が
控
え
て

い
ま
す
。現
業
公
企
闘
争
で
は
、

「
直
営
堅
持
」
を
掲
げ
続
け
て

き
た
意
義
を
再
確
認
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
直
営
に
こ
だ
わ
っ

て
き
た
か
ら
こ
そ
、
い
く
つ
か

の
単
組
で
は
新
規
採
用
を
勝
ち

取
っ
て
い
ま
す
。
自
信
を
持
っ

た
た
た
か
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
確
定
闘
争
で
は
、
ま
ず
は
７

年
ぶ
り
の
賃
上
げ
を
実
施
さ

せ
、
４
月
に
遡
及
さ
せ
る
こ
と

で
す
。
政
府
の
動
向
で
は
、
遡

及
も
値
切
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。「
給
与
制
度
の
見
直
し
」は
、

地
方
公
務
員
賃
金
の
引
き
下
げ

を
狙
っ
た
も
の
で
す
。０
・
２
％

賃
上
げ
を
し
て
、
15
年
４
月
か

ら
２
％
引
き
下
げ
る
な
ん
て
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
。
確
定
闘
争
か

ら
切
り
離
し
、
自
治
労
の
組
織

力
で
廃
止
を
求
め
ま
す
。

－
地
域
の
暮
ら
し
を
考
え
る
住

民
共
同
運
動

尾
西
　
私
た
ち
の
仕
事
は
住
民

生
活
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
ま

す
。「
暮
ら
し
を
守
る
」
と
の

視
点
で
の
運
動
強
化
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
地
域
医
療
の
あ
り
方

や
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
な
ど
、
安
心
で
信
頼
で
き
る

社
会
保
障
制
度
の
確
立
に
向
け

取
り
組
み
ま
す
。

－

政
治
闘
争

尾
西
　
私
た
ち
の
生
活
と
政
治

は
切
り
離
せ
ま
せ
ん
。
政
治
闘

争
の
必
要
性
を
丁
寧
に
働
き
か

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
特
に
安
倍
首
相
は
平
和
問
題

で
憲
法
理
念
に
逆
行
す
る
政
策

を
進
め
て
い
ま
す
。
沖
縄
「
辺

野
古
」
へ
の
新
基
地
建
設
強
行

や
自
衛
隊
の
オ
ス
プ
レ
イ
配
備

な
ど
は
到
底
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
来
年
の
統
一
自
治
体
選
挙

は
、
自
公
政
治
へ
の
意
思
を
示

す
場
で
も
あ
り
ま
す
。組
織
内
、

推
せ
ん
議
員
の
当
選
を
め
ざ
し

て
取
り
組
み
ま
す
。

　
日
朝
友
好
兵
庫
県
民
の
会
が

主
催
す
る「
朝
鮮
学
校
へ
の『
兵

庫
県
外
国
人
学
校
振
興
費
補

助
』削
減
に
反
対
す
る
講
演
会
」

が
、
８
月
22
日
、
神
戸
市
勤
労

会
館
で
開
か
れ
た
。

　
主
催
者
を
代
表
し
て
宮
本
博

美
幹
事
長
が
、「
県
が
振
興
費

補
助
を
朝
鮮
学
校
の
み
減
額
し

た
の
は
朝
鮮
学
校
狙
い
撃
ち
。

減
額
措
置
回
復
に
全
力
を
あ
げ

よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
講
演
で
は
、田
中
宏
さ
ん（
一

橋
大
学
名
誉
教
授
）
が
「
民
族

教
育
の
権
利
と
朝
鮮
学
校
」
と

題
し
行
っ
た
。
田
中
さ
ん
は
、

自
ら
の
運
動
経
験
を
語
り
、
朝

鮮
学
校
が
長
年
の
運
動
の
中
で

教
育
を
受
け
る
権
利
を
獲
得
し

て
き
た
歴
史
を
話
し
、
現
在
進

め
ら
れ
て
い
る
朝
鮮
学
校
へ
の

措
置
は
差
別
で
あ
り
認
め
ら
れ

な
い
と
厳
し
く
指
摘
し
た
。

　
最
後
に
、
兵
庫
県
へ
の
メ
ー

ル
等
で
の
要
請
行
動
を
確
認

し
、
集
会
を
終
え
た
。

こ
と
か
ら
、
洲
本・
南
あ
わ
じ
市

職
労・
阪
神
淡
路
ブ
ロ
ッ
ク
が
要

求
書
を
提
出
、
労
使
協
議
を
求

め
て
き
た
が
、
当
局
は
不
誠
実

な
対
応
に
終
始
し
、
応
じ
て
い

な
い
。
こ
の
状
況
を
打
開
す
る

た
め
、
２
単
組
と
ブ
ロ
ッ
ク
は
、

8
月
20
日
に
兵
庫
県
労
働
委
員

会
に
、
団
体
交
渉
の
実
施
を
求

め
る
あ
っ
せ
ん
申
請
を
行
っ
た
。

　
現
業
労
働
者
の
「
団
体
交
渉

権
（
労
働
協
約
権
）」
を
蔑
ろ
に

す
る
当
局
の
対
応
を
正
す
取
り

組
み
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
。

　
２
０
１
４
年
4
月
か
ら
、
洲

本
市
清
掃
セ
ン
タ
ー
「
や
ま
な

み
苑
」
に
南
あ
わ
じ
市
の
清
掃

セ
ン
タ
ー
が
統
合
さ
れ
、
衛
生

事
務
組
合
（
管
理
者
：
竹
内
通

弘
洲
本
市
長
）
が
施
設
の
管
理

運
営
を
行
っ
て
い
る
。

　
統
合
に
伴
い
、
組
合
員
の
賃

金・
労
働
条
件
に
変
更
が
生
じ
る

　
県
本
部
は
９
月
８
日
、
県
人

事
委
員
会
に
「
総
合
的
給
与
見

直
し
は
行
わ
な
い
こ
と
」
な
ど

５
点
を
申
し
入
れ
た
。

　
森
蔭
守
委
員
長
は
、「
人
事

院
勧
告
が
出
た
が
、
県
は
行
わ

な
い
よ
う
人
事
委
員
会
に
求
め

た
い
」
と
述
べ
た
。

　
人
事
委
員
会
の
伊
藤
聡
委
員

長
は
、「
国
の
勧
告
は
重
要
な

検
討
材
料
」
と
前
置
き
し
「
県

の
実
情
を
考
慮
し
た
い
」
と
回

答
し
た
。

　
神
戸
市
人
事
委
員
会
は
９
月

10
日
、
月
例
給
、
一
時
金
と
も

に
引
き
上
げ
る
よ
う
勧
告
し
た
。

月
例
給
は
１
０
１
４
円
（
０
・

25
％
）、
一
時
金
０
・
15
月
で
、

国
と
同
様
７
年
ぶ
り
の
引
き
上

げ
勧
告
と
な
っ
た
。
通
勤
手
当

も
使
用
距
離
の
区
分
に
応
じ
て

引
き
上
げ
る
よ
う
言
及
し
た
。

　
給
与
制
度
の
総
合
的
見
直
し

は
、「
国
や
他
の
政
令
指
定
都
市

の
状
況
を
注
視
」
し
て
い
く
と

の
内
容
に
と
ど
め
た
。

　県本部は９月26日、第65回定期大会を開催し
ます。一部の大企業や株主に富が集中する一方、
私たちの職場では、人員削減や賃金引き下げ、
不安定雇用の拡大、労働災害など様々な問題が
起きています。また、安倍政権は「戦後レジー
ムからの脱却」と称して、憲法のもと培ってき
た人権や民主主義、平和を根底から覆そうとし
ています。県本部大会の基調と強調点を尾西亮
太郎書記長に伺いました。

引き下げに伴う現給保障

講師の田中さん

神
戸
は「
注
視
」に
止
め
る

「
見
直
し
」行
う
な

平
均
２
％
の「
見
直
し
」阻
止

賃
金
、一
時
金
、通
勤
手
当
の
引
き
上
げ
を

重
点
課
題
を
尾
西
書
記
長
に
聞
く

９ 

月 

26 

日

県
本
部
大
会

組
合
員
が
い
な
い
と
何
も
で
き
な
い

足
元
を
固
め
る
こ
と
が
大
切

振興費補助

朝
鮮
学
校
の
み
削
減
は
差
別

回
復
求
め
て
神
戸
で
講
演
会

現
業
と
の
交
渉
拒
否

地
労
委
へ
あ
っ
せ
ん
申
請

清
掃
セ
ン
タ
ー「
や
ま
な
み
苑
」

県
人
事
委

申
し
入
れ



3

	 2014．10．1
　月２回（１日、15日）発行　定価10円
　購読料は組合費に含まれる。
　自治労兵庫県本部
　書記長／尾西亮太郎・編集人／宮本誠之

1439号
1993年９月６日　第三種郵便物認可

〒650－0004 神戸市中央区中山手通3－4－8 大東ビル TEL078－392－0820 FAX 078－392－0920

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド

ラ
「
花
子
と
ア

ン
」
が
終
わ
っ
て

し
ま
っ
た
。
毎
朝

「
ご
き
げ
ん
よ
う
、

さ
よ
う
な
ら
」
と

三
輪
明
宏
さ
ん
の

語
り
で
な
か
な
か

味
が
あ
っ
た
。「
ご
き
げ
ん
よ

う
、
さ
よ
う
な
ら
」
の
言
葉
に

な
ぜ
か
今
日
も
１
日
頑
張
ろ
う

と
意
欲
が
わ
い
て
く
る
。
こ
れ

が
毎
朝
聞
け
な
い
と
な
る
と
、

ち
ょ
っ
と
寂
し
さ
も
わ
い
て
く

る
▼
子
ど
も
の
頃
、
何
気
に
Ｔ

Ｖ
マ
ン
ガ
で
ジ
ブ
リ
の
「
赤
毛

の
ア
ン
」
を
見
て
い
た
の
を
思

い
出
し
た
。
懐
か
し
く
Ｄ
Ｖ
Ｄ

の
Ｂ
Ｏ
Ｘ
ま
で
大
人
買
い
し
て

し
ま
っ
た
。
こ
の
ア
ン
の
人
生

は
波
乱
万
丈
だ
っ
た
が
、
い
つ

も
ア
ン
は
「
曲
が
り
角
を
ま

が
っ
た
先
に
は
何
が
あ
る
か
わ

か
ら
な
い
の
。
で
も
き
っ
と
一

番
い
い
も
の
に
違
い
な
い
と
思

う
の
」
と
い
い
放
ち
、
ア
ン
の

し
な
や
か
さ
は
逆
境
に
打
ち
勝

つ
言
葉
だ
っ
た
。
こ
の
本
の
作

者
で
あ
る
モ
ン
ゴ
メ
リ
も
「
曲

が
り
角
が
あ
る
か
ら
人
は
成
長

で
き
る
」
と
い
っ
て
い
た
▼
今

年
も
公
務
員
に
対
し
て
大
き
な

波
が
襲
い
か
か
ろ
う
と
し
て
い

る
。
私
た
ち
も
モ
ン
ゴ
メ
リ
の

言
葉
を
信
じ
、
こ
れ
か
ら
も
頑

張
ろ
う
と
再
認
識
し
た
。（ど

ら
）

４～５日　公契約条例セミナーinあまがさき
５日　防災訓練へのオスプレイ参加の中止を求める関

西集会（和歌山）
11日　第５回自治研活動推進・財政分析講座

（共済会館）

当面の日程

JR みどりの窓口営業時間縮減

ダブルバインド

　
県
本
部
60
周
年
事
業
の
一
環

と
し
て
、
県
内
５
ヵ
所
で
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
を
実
施
し
た
。

　
但
丹
ブ
ロ
ッ
ク
は
９
月
10
日

に
豊
岡
市
内
の
ア
ー
バ
ン
ボ
ウ

ル
で
開
催
し
、
11
単
組
44
人
が

親
睦
と
交
流
を
深
め
た
。

　
試
合
結
果
に
つ
い
て
、
団
体

戦
は
香
美
町
職
Ｂ
チ
ー
ム
が
優

勝
、
準
優
勝
に
は
豊
岡
市
職
労

Ｂ
チ
ー
ム
と
な
っ
た
も
の
の
、

入
賞
賞
品
に
つ
い
て
は
抽
選
の

結
果
、
３
位
の
豊
岡
市
職
労
Ａ

チ
ー
ム
が
豪
華
但
馬
牛
焼
肉
を

ゲ
ッ
ト
し
た
。

　
ま
た
同
時
に
行
わ
れ
た
個
人

戦
で
は
男
子
は
豊
岡
市
職
労
の

田
中
直
樹
さ
ん
が
、
女
子
は
朝

来
市
職
労
の
高
階
智
恵
さ
ん
が

優
勝
の
栄
冠
に
輝
い
た
。

　
播
磨
ブ
ロ
ッ
ク
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
は
９
月
16
に
相
生
ス
カ
イ

レ
ー
ン
、
17
日
に
ラ
ウ
ン
ド
ワ

ン
加
古
川
で
実
施
し
た
。
２
会

場
、合
計
で
60
人
が
参
加
し
た
。

　
各
会
場
で
団
体
戦
・
個
人
戦
・

女
子
の
部
を
実
施
し
団
体
戦
で

は
佐
用
町
職
（
小
林
・
永
井
・
国

広
・
寺
田
）
チ
ー
ム
と
小
野
市
職

（
服
部
・
田
渕
・
上
奥
・
芝
）
チ
ー

ム
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
た
。

　
個
人
戦
で
は
、
太
子
町
職
・

石
原
貴
史
さ
ん
（
２
ゲ
ー
ム

ト
ー
タ
ル
３
５
６
）、
小
野
市

　
阪
神
淡
路
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、

９
月
５
日
に
宝
塚
市
で
阪
神
地

区
大
会
、
12
日
に
南
あ
わ
じ
市

で
淡
路
地
区
大
会
を
開
催
し

た
。
阪
神
地
区
８
チ
ー
ム
、
淡

路
地
区
７
チ
ー
ム
が
エ
ン
ト

リ
ー
し
た
。

　
両
地
区
大
会
と
も
に
休
日
前

の
開
催
だ
っ
た
た
め
、
優
勝
し

て
打
ち
上
げ
で
盛
り
上
が
ろ

う
！
と
多
く
の
チ
ー
ム
が
闘
志

を
燃
や
し
、ゲ
ー
ム
に
臨
ん
だ
。

　
結
果
は
、
阪
神
地
区
で
は
猪

名
川
町
職
、
淡
路
地
区
で
は
淡

路
市
職
労
②
が
見
事
団
体
優

勝
。
個
人
で
は
猪
名
川
町
職
の

村
上
さ
ん
と
洲
本
市
職
労
の
近

本
さ
ん
が
優
勝
。
女
子
の
部
は

宝
塚
市
職
労
の
前
澤
さ
ん
と
南

あ
わ
じ
市
職
労
の
宮
本
さ
ん
が

優
勝
し
た
。

職
・
芝
未
季
子
さ
ん（
３
２
６
）、

女
子
の
部
で
は
佐
用
町
職
・
上

谷
麻
由
未
さ
ん
（
２
９
２
）
が

優
勝
。
個
人
戦
優
勝
の
芝
さ
ん

が
女
子
の
部
で
も
優
勝
に
輝
い

た
。

　
優
勝
者
に
は
防
災
グ
ッ
ズ
な

ど
賞
品
が
贈
ら
れ
た
。

　
現
業
職
場
で
は
こ
の
間
新
規

採
用
が
行
わ
れ
ず
、
公
企
職
場

に
お
い
て
も
高
齢
化
が
進
み
技

術
力
の
継
承
が
困
難
と
な
っ
て

い
る
。

　
一
方
、
東
日
本
大
震
災
や
こ

の
間
の
集
中
豪
雨
な
ど
、
自
然

災
害
時
に
発
揮
さ
れ
た
住
民
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
守
る
活
動
に

お
い
て
は
、
現
業
・
公
企
職
場

の
迅
速
で
柔
軟
な
対
応
が
、
災

害
復
旧
や
復
興
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
き
て
い
る
。

　
多
様
な
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に

向
け
て
、
現
業
・
公
企
職
場
の

重
要
性
は
増
し
て
い
る
。

　
退
職
者
不
補
充
、
新
規
採

用
凍
結
と
い
っ
た
厳
し
い
状

況
の
中
、
全
国
で
は
５
１
５

人
の
現
業
の
正
規
職
員
採
用

（
２
０
１
３
年
６
月
）
を
勝
ち

取
っ
て
お
り
、
兵
庫
県
内
に
お

い
て
も
５
単
組
が
今
年
度
の
採

用
を
確
認
し
て
い
る
。
人
員
要

求
の
根
拠
を
明
確
に
し
て
粘
り

強
く
交
渉
を
積
み
重
ね
れ
ば
勝

ち
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
県
本
部
の
現
業
・
公
企
闘

争
委
員
会
で
は
、
闘
争
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
次
の
よ
う
に
確
認

し
て
い
る
。

【
要
求
書
提
出
基
準
日
】

　
９
月
30
日
（
火
）

【
県
本
部
決
起
集
会
】

10
月
14
日
（
火
）
午
後
２
時

※
午
前
中
に
青
年
女
性
交
流

会
【
全
国
統
一
行
動
】

10
月
24
日(

金
）

１
時
間
ス
ト
ラ
イ
キ
を
配
置

10
月
15
～
23
日
が
交
渉
強
化

ゾ
ー
ン

　
職
場
の
活
性
化
を
は
か
る
た

め
に
も
新
規
採
用
の
実
現
は
最

重
点
課
題
で
あ
る
。県
本
部
は
、

４
項
目
の
指
標
を
目
標
に
取
り

組
み
を
進
め
る
。
統
一
闘
争
に

結
集
し
よ
う
。

将
弘
さ
ん
（
ピ
ー
ス
ネ
ッ
ト
明

石
）
が
、「
安
倍
政
権
下
の
情

勢
と
課
題
」と
題
し
て
行
っ
た
。

　
狩
郷
さ
ん
は
、
集
団
的
自
衛

権
の
問
題
点
や
憲
法
に
お
け
る

立
憲
主
義
を
映
像
を
交
え
て
わ

か
り
や
す
く
説
明
。「
お
か
し

い
こ
と
を
お
か
し
い
と
い
え
る

　
平
和
友
好
祭
兵
庫
県
実
行
委

員
会
は
９
月
６
～
７
日
、
養
父

市
内
で
第
57
回
祭
典
を
開
い

た
。
40
人
の
青
年
女
性
が
参
加

し
、
安
倍
政
権
下
の
政
治
情
勢

や
原
発
、
有
事
法
制
問
題
な
ど

を
考
え
合
っ
た
。
ま
た
、
今
年

は
反
核
平
和
の
火
リ
レ
ー
が
30

年
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、
改
め

て
リ
レ
ー
運
動
の
意
義
を
問
う

分
科
会
も
設
定
さ
れ
た
。

　
講
演
は
明
石
で
市
民
と
一
緒

に
平
和
運
動
を
取
り
組
む
狩
郷

職
場
・
社
会
を
つ
く
る
運
動
を

し
よ
う
。
政
治
を
変
え
る
と
い

う
意
識
を
大
切
に
し
よ
う
」
と

ま
と
め
た
。

　
分
科
会
は
、
①
核
問
題
を
考

え
る
②
戦
争
す
る
国
に
な
っ
た

ら
？
③
30
回
目
を
迎
え
た
リ

レ
ー
運
動
の
３
つ
の
テ
ー
マ
で

行
い
、
議
論
を
深
め
た
。

　
２
日
目
は
生
野
銀
山
に
移
動

し
、
朝
鮮
人
の
強
制
労
働
の
歴

史
な
ど
を
学
ん
だ
。

取り組み指標
１　現業・公企職場の直営を
堅持し、公共サービスの拡
充・質の向上に向けて人員
と予算を確保する。
２　総務省通知や県の技術的
な助言による国公行（二）
の導入という現業差別賃金
の復活・強化に反対する。
３　地域公共サービス労働者
の組織化、臨時・非常勤職員
等の組織化により全体の労
働条件の底上げをはかる。
４　公共サービスの質を維
持・向上させるために住民
との共同運動を進める。

　国際反戦デーで
ある10月21日の午
後６時30分から、
ひょうご共済会館
で兵庫県集会が開
催される。

 10月21日（火）
 ひょうご共済会館
　講師は高作正博
さん（関西大学法
学部教授）。積極
的な参加を。

集団的自衛権テーマに学習

60周年記念
ボウリング大会

　
県
本
部
は
９
月
26
日
の
定
期
大
会
に
お
い
て
、
２
０
１
４
現
業
・
公
企
闘
争
を
産
別
統
一
闘

争
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
た
。
24
日
に
は
全
国
統
一
行
動
（
１
時
間
ス
ト
ラ
イ
キ
）

を
配
置
し
、
要
求
実
現
を
め
ざ
す
。
ま
た
、
14
日
に
は
県
本
部
決
起
集
会
を
兵
庫
県
民
会
館
に

お
い
て
開
催
し
、
闘
争
勝
利
に
向
け
た
意
思
統
一
を
は
か
る
。
各
単
組
は
要
求
書
提
出
、
交
渉

実
施
、
書
面
協
定
締
結
と
の
闘
争
サ
イ
ク
ル
の
確
立
に
向
け
取
り
組
み
を
進
め
よ
う
。

平友祭第57回祭典
「
政
治
を
変
え
よ
う
」

危
険
な
安
倍
政
権
の
動
向
を
学
ぶ

但丹ブロック

４
項
目
の
指
標
の
前
進
を

団
体
優
勝
は
香
美
B

賞
品
は
抽
選
で
豊
岡
Ａ
が
獲
得

播磨ブロック

芝
さ
ん
個
人
・
女
子
で
優
勝

２
会
場
で
延
べ
60
人
が
楽
し
む

阪
淡
ブ
ロ
ッ
ク

猪名川町職と
淡路②が優勝
打ち上げも盛り上がる

現業・公企闘争

新
規
採
用
勝
ち
取
ろ
う

ス
ト
配
置
、全
国
行
動

10
月
24
日

但馬牛をめざして熱戦をくり広げた

加古川の参加者

淡
路
②
の
メ
ン
バ
ー

分科会の発表を行う
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【
14
人
事
院
勧
告
（
給
与
制
度
総
合

的
見
直
し
）
へ
の
取
り
組
み
】

　
今
後
は
、
政
府
に
よ
る
勧
告
の
取

り
扱
い
が
焦
点
と
な
る
。
し
た
が
っ

て
、
政
府
に
対
し
て
は
、
ま
ず
は
本

年
の
官
民
較
差
に
基
づ
く
給
与
引
き

上
げ
を
確
実
に
実
施
す
る
こ
と
を
求

め
、
そ
の
上
で
「
給
与
制
度
の
総
合

的
見
直
し
」
は
、
地
方
の
公
務
員
の

賃
金
引
き
下
げ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地

場
・
中
小
労
働
者
と
地
域
経
済
に
大

き
な
打
撃
を
与
え
、
景
気
回
復
に
逆

行
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
識
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
。
政
府
に
は
公
務

員
の
使
用
者
と
し
て
、
自
治
労
・
公

務
員
連
絡
会
と
十
分
な
交
渉
・
協
議

を
行
う
こ
と
、「
給
与
制
度
の
総
合

的
見
直
し
」
に
関
す
る
勧
告
・
報
告

の
実
施
を
見
送
る
こ
と
を
求
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　「
総
合
的
見
直
し
」
に
対
す
る
取

り
組
み
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、
①

地
方
公
務
員
給
与
に
つ
い
て
、
15
年

４
月
か
ら
の
公
民
比
較
に
基
づ
か
な

い
引
き
下
げ
は
実
施
さ
せ
な
い
こ
と

を
基
本
と
し
②
「
総
合
的
見
直
し
」

に
関
わ
る
課
題
に
つ
い
て
、
確
定
期

に
は
妥
結
せ
ず
春
闘
以
降
へ
の
継
続

協
議
と
し
③
国
の
給
与
の
取
り
扱
い

に
関
す
る
閣
議
決
定
、
各
人
事
委
員

会
勧
告
等
の
状
況
を
踏
ま
え
、
具
体

的
な
協
議
に
入
ら
ざ
る
を
得
な
い
と

判
断
さ
れ
る
場
合
に
は
、
本
部
方
針

を
受
け
た
妥
結
基
準
を
設
定
す
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
上
述
の
と
お

り
14
確
定
闘
争
の
中
心
課
題
で
あ
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
こ
と
か
ら
、
第

65
回
県
本
部
大
会
で
当
面
の
闘
争
方

針
で
提
起
の
と
お
り
、
具
体
的
な
取

り
組
み
方
針
に
つ
い
て
は
、
９
月
30

日
開
催
の
自
治
労
本
部
第
１
回
拡
大

闘
争
委
員
会
で
決
定
さ
れ
る
が
、
先

行
し
て
「
総
合
的
見
直
し
」
に
関
し

て
、
現
業
・
公
企
統
一
闘
争
と
合
わ

せ
た
10
月
23
日
を
県
本
部
要
求
書
提

出
基
準
日
と
し
て
、「
総
合
的
見
直

し
」
を
実
施
し
な
い
労
使
合
意
を
求

め
る
。
ま
た
、
確
定
闘
争
学
習
会
資

料
を
作
成
し
、
全
単
組
オ
ル
グ
を
確

定
闘
争
前
段
に
実
施
し
、
ヤ
マ
場
に

向
け
た
意
思
統
一
を
は
か
る
。

　
政
府
・
自
民
党
に
よ
る
地
方
公
務

員
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
圧
力
に
対
し
、

組
織
の
総
力
を
あ
げ
て
抗
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
こ
そ
、
組

織
の
結
集
力
が
問
わ
れ
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
組
合
活
動
の
基
本
で
あ
る

「
自
ら
の
賃
金
・
労
働
条
件
は
、
労
使

交
渉
に
よ
っ
て
決
定
す
る
」
と
い
う

原
則
を
徹
底
し
、
産
別
統
一
闘
争
の

再
構
築
に
向
け
、
単
組
・
県
本
部
・
本

部
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
全

力
で
展
開
し
て
い
こ
う
。

●下下

14
人
勧
と

課
題

「
見
直
し
」は
実
施
さ
せ
な
い

全
単
組
オ
ル
グ
で
意
思
統
一

各
評
議
会
の
総
会
報
告 

●①

　
９
月
20
日
、
青
年
部
は
ひ
ょ

う
ご
共
済
会
館
で
第
18
回
定
期

総
会
を
開
催
し
、
新
副
部
長
に

岩
田
真
幸
さ
ん
（
神
戸
交
通
労

組
）、
岡
野
真
聡
さ
ん
（
洲
本

市
職
労
）、
北
村
望
さ
ん
（
播

磨
町
職
）、
新
書
記
長
に
安
井

智
士
さ
ん
（
香
美
町
職
）
を
選

出
し
た
。

　
30
単
組
47
人
が
参
加
。
冒
頭

藤
原
敏
也
青
年
部
長
が
「
こ
の

総
会
を
次
の
１
年
、
一
緒
に
頑

張
る
ん
だ
と
い
う
意
思
統
一
が

は
か
れ
る
場
と
し
た
い
」
と
述

べ
た
。

　
愛
知
県
本
部
青
年
部
の
熊
崎

貴
祥
書
記
長
を
招
き
、
講
演
を

い
た
だ
い
た
。「
組
織
強
化
に

鉄
板
、
魔
法
は
な
い
。
様
々
な

方
法
を
駆
使
し
な
が
ら
粘
り
強

く
取
り
組
も
う
」と
提
起
し
た
。

　
今
総
会
で
は
確
定
闘
争
期
に

行
う
市
町
振
興

課
交
渉
の
申
し

入
れ
の
内
容
に

つ
い
て
討
論

し
、「
節
電
の

た
め
と
称
し
て

時
差
出
勤
制
度

を
設
け
て
い
る

が
業
務
量
が
多

く
、
効
果
が
あ

が
っ
て
い
な

い
」「
イ
ベ
ン

ト
等
の
振
替
休

日
が
多
い
。
業

務
が
多
く
取
得
で
き
な
い
」
な

ど
現
状
に
対
す
る
不
安
、
不
満

が
数
多
く
出
さ
れ
た
。

　
現
状
を
変
え
る
た
め
に
一
致

団
結
し
て
取
り
組
む
こ
と
を
確

認
し
、
総
会
を
終
了
し
た
。

　
県
本
部
公
企
評
議
会
は
９
月

19
～
20
日
に
赤
穂
ハ
イ
ツ
で
第

16
回
総
会
と
公
企
集
会
を
開
催

し
、15
単
組
38
人
が
参
加
し
た
。

　
甘
中
章
二
議
長
は
「
最
近
の

ゲ
リ
ラ
豪
雨
で
は
、
県
下
の
公

企
職
場
で
も
大
き
な
被
害
が
出

た
。
日
頃
か
ら
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

を
守
る
た
め
に
危
機
管
理
体
制

の
充
実
を
。
現
業
公
企
闘
争
で

は
、
人
員
確
保
に
全
力
を
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。

　
活
動
報
告
と
度
活
動
方
針
で

は
但
馬
丹
波
ブ
ロ
ッ
ク
公
企
評

の
設
立
を
報
告
し
、
組
織
強
化

の
方
針
が
確
認
さ
れ
た
。
質
疑

で
は
播
磨
ブ
ロ
ッ
ク
公
企
評
よ

り
「
全
単
組
オ
ル
グ
報
告
し
、

地
域
別
に
結
集
を
め
ざ
す
」
と

決
意
を
受
け
た
。

　「
水
循
環
基
本
法
制
定
後
の

活
用
と
課
題
」
の
記
念
講
演
と

２
日
目
の
「
危
機
管
理
指
針
の

活
用
」
の
公
企
政
策
の
実
現
さ

せ
る
学
習
会
で
は
、
本
部
公
企

評
の
黒
川
副
議
長
が
さ
れ
、
○

×
ク
イ
ズ
な
ど
を
行
っ
た
。

　
９
月
20
日
、
女
性
部
は
第
18

回
定
期
総
会
を
ひ
ょ
う
ご
共
済

会
館
で
開
催
し
、
新
副
部
長
に

川
上
久
美
さ
ん
（
豊
岡
市
職

労
）、
書
記
長
に
前
垣
志
穂
さ

ん
（
八
鹿
病
院
職
組
）
を
選
出

し
た
。

　
29
単
組
54
人
が
参
加
。
来
ひ

ん
に
は
Ｉ
女
性
会
議
加
納
花
枝

代
表
、
本
部
松
澤
佳
子
女
性
部

長
、
県
本
部
森
蔭
守
委
員
長
が

か
け
つ
け
た
。

　
今
年
の
総
会
で
は
、
思
い
を

話
し
合
え
る
機
会
に
と
分
散
会

を
設
定
。「
社
会
人
採
用
の
人

が
公
務
員
は
恵
ま
れ
て
い
る
、

女
性
は
休
暇
制
度
が
多
く
て
恵

ま
れ
て
い
る
と
話
し
て
い
た
。

　
県
本
部
障
害
労
働
者
評
議
会

は
、
９
月
６
～
７
日
に
加
西
市

い
こ
い
の
村
は
り
ま
に
お
い

て
、
第
31
回
自
治
体
に
働
く
障

害
労
働
者
の
つ
ど
い
（
障
労
評

総
会
）
を
開
催
し
た
。

　
温
井
昭
彦
事
務
局
長
の
開
会

あ
い
さ
つ
の
後
、
尾
西
亮
太
郎

書
記
長
か
ら
は
、「
障
害
者
の

採
用
後
の
条
件
整
備
や
相
談
で

き
る
場
所
が
少
な
い
こ
と
が
問

題
」
と
三
田
市
の
事
例
を
交
え

な
が
ら
県
本
部
を
代
表
し
て
あ

い
さ
つ
を
受
け
た
。

　
総
会
で
は
、
14
年
度
の
活
動

報
告
、
15
年
度
活
動
方
針
、
15

年
度
役
員
体
制
を
確
認
し
、
兵

庫
地
方
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー
事

務
局
長
市
来
信
弥
さ
ん
を
講
師

に
招
き
学
習
会
を
行
っ
た
。

　
２
日
目
は
、
参
加
単
組
の
状

況
や
課
題
な
ど
を
確
認
、
議
論

し
交
流
を
深
め
た
。

権
利
が
取
得
で
き
る
よ
う
、
組

合
が
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
を

伝
え
る
こ
と
が
課
題
」「
生
休

は
せ
っ
か
く
あ
る
権
利
。
若
い

世
代
へ
つ
な
い
で
い
く
た
め
に

も
、
取
得
し
て
い
こ
う
」
等
の

意
見
が
で
た
。

　
神
戸
市
従
は
、
第
１
試
合
に

岩
手
県
本
部
宮
古
市
職
労
と
対

戦
し
、
エ
ー
ス
津
田
の
力
投
に

よ
り
６
対
０
で
勝
利
し
た
。
２

回
戦
で
は
、
出
雲
市
職
労
と
対

戦
し
、
投
手
戦
の
な
か
、
好
機

を
い
か
せ
ず
１
対
３
で
敗
れ
た
。

　
試
合
に
は
神
戸
市
従
各
支
部

か
ら
応
援
団
が
か
け
つ
け
大
き

な
声
援
を
送
っ
た
。

　
結
果
、
優
勝
に
は
群
馬
県
本

部
高
崎
市
職
労
が
輝
い
た
。

　
第
28
回
全
日
本
自
治
体
職
員

等
野
球
選
手
権
全
国
優
勝
大
会

が
、９
月
４
～
７
日
に
か
け
て
、

北
海
道
札
幌
市
・
江
別
市
で
開

催
さ
れ
、
兵
庫
か
ら
は
神
戸
市

従
業
員
労
働
組
合
チ
ー
ム
が
２

回
目
の
出
場
を
果
た
し
た
。

　「
朝
鮮
人
を
殺
せ
」
な
ど
と
街
頭

で
叫
ぶ
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
。
そ
の

放
置
は
認
め
ら
れ
な
い
と
政
府
は

国
連
か
ら
勧
告
も
受
け
て
い
る
。

　
ヘ
イ
ト
デ
モ
は
年
間
３
６
０
件

と
い
う
凄
ま
じ
い
状
況
。
こ
う
し

た
現
実
に
対
抗
す
る
た
め
、「
の

り
こ
え
ね
っ
と
」が
結
成
さ
れ
た
。

自
治
労
も
の
り
こ
え
ね
っ
と
と
協

力
し
て
、
差
別
を
許
さ
な
い
取
り

組
み
を
強
め
る
。

公
式
サ
イ
ト

  http://www.norikoenet.org/
Twitter
  https://twitter.com/norikoenet

放置は認められない
「のりこえねっと」を結成

ヘ イト
スピーチ

青
年
部
総
会 変えるため一致団結
現状への不満や不安

公企評総会

危
機
管
理
体
制
の
充
実

人
員
確
保
に
全
力
を

女性部総会

権
利
取
得
の
と
り
く
み

伝
え
る
こ
と
が
課
題

全
国
大
会
初
勝
利

神
戸
市
従
が
健
闘

自
治
労
野
球
大
会

状況や課題を確認
議論し交流深める

障労評総会
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統
計
的
に
長
寿
に

影
響
を
与
え
て
い

た
の
は
、
食
や
運

動
で
な
く
高
齢
者

の
就
業
率
が
高
い

そ
う
だ
。
自
由
に

使
え
る
お
金
を
得

て
、
孫
に
小
遣
い
を
あ
げ
た
り

自
分
の
楽
し
み
に
活
用
で
き

る
。
こ
れ
は
「
生
き
が
い
」
に

つ
な
が
る
。
健
康
長
寿
を
実
現

す
る
う
え
で
欠
か
す
こ
と
が
で

き
な
い
も
の
だ
。
ま
た
、
米
国

の
研
究
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

が
約
40
％
も
高
血
圧
リ
ス
ク
を

低
減
す
る
結
果
が
出
た
。
誰
か

の
た
め
に
何
か
し
て
い
る
と
、

ス
ト
レ
ス
が
緩
和
さ
れ
、
血
圧

が
上
が
り
に
く
い
ら
し
い
。
健

康
で
長
生
き
す
る
た
め
に
は
、

心
を
健
康
に
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
し
て
い
く
こ
と

だ
。
そ
し
て
人
や
自
分
を
幸
福

に
す
る
こ
と
は
そ
う
難
し
い
こ

と
で
は
無
い
。
自
分
を
幸
福
に

す
る
ホ
ル
モ
ン
、
セ
ロ
ト
ニ
ン

は
、「
星
が
き
れ
い
」「
お
い
し

い
」
と
か
小
さ
な
こ
と
で
感
動

す
る
の
が
い
い
そ
う
だ
。
今
日

は
家
族
や
自
分
を
幸
せ
に
す
る

た
め
早
め
に
帰
宅
し
よ
う
。「
今

日
は
早
い
ね
。
ど
う
し
た
の
」

と
い
わ
れ
る
覚
悟
で
。
　
　
○さ
さ

 20�4．10．15
　月２回（１日、15日）発行　定価10円
　購読料は組合費に含まれる。
　自治労兵庫県本部
　書記長／尾西亮太郎・編集人／宮本誠之

1440号
�993年９月６日　第三種郵便物認可

〒650－0004 神戸市中央区中山手通3－4－8 大東ビル TEL078－392－0820 FAX 078－392－0920

「頭を使って回せって」

大  植　賢
（豊岡市職労）

第65回定期大会
特　集　号

　
大
会
は
、議
長
に
白
髭
徹（
朝

来
市
職
労
）、
小
坂
安
弘
（
宍

粟
市
職
労
）
の
両
代
議
員
を
選

出
し
議
事
を
進
め
た
。

　
森
蔭
守
委
員
長
が
執
行
部
を

代
表
し
て
あ
い
さ
つ
し
た
後
、

近
畿
地
連
の
古
川
友
則
議
長
、

連
合
兵
庫
の
辻
芳
治
会
長
を
は

じ
め
行
政
機
関
、
各
級
議
員
、

組
織
内
首
長
、
福
祉
団
体
な
ど

多
く
の
来
ひ
ん
か
ら
あ
い
さ
つ

を
受
け
た
。

　
報
告
の
部
で
は
、
丹
波
市
職

労
か
ら
集
中
豪
雨
災
害
復
旧
に

対
す
る
県
本
部
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

へ
の
お
礼
、
臨
時
職
員
の
組
織

化
、
給
食
民
間
委
託
反
対
の
取

り
組
み
な
ど
３
人
か
ら
発
言
が

あ
り
、
そ
の
後
、
一
般
経
過
報

告
、
２
０
１
４
年
度
会
計
決
算

　
県
本
部
は
９
月
26
日
、
第
65
回
定
期
大
会
を
舞
子
ビ
ラ
で
開
催
し
た
。
大
会
で
は
、
活
発
な

議
論
が
行
わ
れ
、「
２
０
１
５
運
動
方
針
」
や
賃
金
確
定
闘
争
と
現
業
・
公
企
統
一
闘
争
に
向
け

た
「
当
面
の
闘
争
方
針
」「
規
約
等
の
一
部
改
正
（
離
席
専
従
役
員
の
賃
金
制
度
）」
な
ど
４
議

案
が
賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ
た
。
最
後
に
「
給
与
制
度
の
総
合
的
見
直
し
」
阻
止
や
来
年
４
月

の
統
一
自
治
体
選
挙
勝
利
に
向
け
た
大
会
宣
言
を
採
択
し
た
。

報
告
、
同
会
計
監
査
報
告
は
承

認
さ
れ
た
。

　
方
針
討
論
で
は
、「
給
与
制

度
の
総
合
的
見
直
し
」
闘
争
に

関
す
る
意
見
、
三
田
市
図
書
館

指
定
管
理
反
対
、
高
砂
市
職
の

不
当
処
分
撤
回
闘
争
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
法
に
対
す
る
課
題
、
加

西
市
公
契
約
条
例
制
定
に
向
け

た
協
力
要
請
、
県
職
労
賃
金

カ
ッ
ト
復
元
の
取
り
組
み
、
組

織
内
上
野
県
会
議
員
再
選
支

援
、
臨
職
評
の
取
り
組
み
、
社

保
労
連
の
学
習
会
、
宍
粟
病
院

の
組
織
化
、
市
川
町
職
員
処
分

問
題
、「
標
的
の
村
」上
映
運
動
、

災
害
時
の
組
合
費
減
免
、
離
席

専
従
役
員
の
賃
金
制
度
な
ど
で

14
人
か
ら
質
疑
・
意
見
が
出
さ

れ
た
。
執
行
部
答
弁
の
後
、
４

議
案
は
採
択
さ
れ
た
。（
詳
し

く
は
別
掲
）

　
大
会
中
に
は
、
自
治
労
本
部

の
川
本
淳
書
記
長
が
あ
い
さ
つ

に
か
け
つ
け
た
他
、
自
治
労
表

彰（
６
単
組
21
人
）の
伝
達
表
彰

や
60
周
年
記
念
事
業
の
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
の

団
体
、個
人
表
彰
も
行
わ
れ
た
。

あ
い
さ
つ
す
る
西
村
加
西
市

長
●上
と
自
治
労
表
彰
の
お
礼

を
述
べ
る
全
国
一
般
の
徳
山

県
本
部
執
行
委
員

経
過
報
告
で
３
人
が
発
言

交
流
が
大
き
な
力

豊
　
　
岡  
　
　
　
　
　

病
院
労
組  
水
田
代
議
員

　
１
７
０
人

の
非
正
規
、

劣
悪
な
賃
金

や
権
利
、
12

人
で
臨
職
評
を
結
成
。
以
降
毎

年
秋
に
要
求
提
出
し
交
渉
。
解

決
で
き
な
い
と
き
は
執
行
部
で

取
り
組
ん
だ
。
忌
引
や
病
休
の

新
設
、
雇
用
止
期
間
を
短
縮
さ

せ
た
。
し
か
し
賃
金
は
「
正
規

も
下
が
り
続
け
、
10
円
で
も
引

き
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

と
の
当
局
に
対
し
、
粘
り
強
く

取
り
組
み
、
時
給
60
円
改
善
、

社
会
保
険
の
継
続
（
途
切
れ

て
し
ま
う
も
解
決
）、
昇
給
年

1
回
が
2
回
に
、
調
理
師
は
月

８
９
０
０
円
の
給
与
改
善
が
で

き
た
。
こ
の
成
果
は
、
他
単
組

と
の
交
流
・
比
較
が
大
き
な
力
。

非
正
規
は
倍
増
。
今
後
は
組
織

拡
大
、
雇
用
止
廃
止
、
賃
上
げ
、

有
休
繰
越
、
退
職
金
を
取
り
組

み
た
い
。「
非
正
規
の
改
善
な

く
し
て
、
正
規
の
改
善
な
し
」。

未
組
織
の
組
織
化
を
。
▼
（
答

弁
）
臨
職
未
組
織
の
組
織
化
の

取
り
組
み
強
化
し
た
い
。

支
援
に
励
ま
さ
れ
た

丹
　
波  

　
　
　
　
　

市
職
労  

山
本
代
議
員

　
8
月
16
日

か
ら
の
局
地

的
豪
雨
に
よ

り
、死
者
1
、

負
傷
者
4
、
家
屋
損
壊
２
５
４

０
棟
、
林
地
崩
壊
１
１
６
、
道

路
崩
落
79
、
河
川
崩
落
26
、
電

気
・
水
道
等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

も
寸
断
な
ど
甚
大
な
被
害
を
受

け
た
。

　
８
月
23
～
24
日
、
の
べ
１
６

０
人
の
自
治
労
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

ま
た
、
行
政
支
援
に
も
各
自
治

体
か
ら
数
多
く
か
け
つ
け
て
い

た
だ
い
た
。
自
治
労
の
支
援
に

励
ま
さ
れ
た
。
被
災
地
で
は
ま

だ
ま
だ
混
乱
が
続
い
て
い
る
が
、

組
合
員
一
丸
と
な
り
復
興
に
向

け
て
歩
み
を
進
め
て
い
る
。
今

後
も
引
き
続
き
ご
支
援
、
ご
協

力
を
。
ま
た
、
美
し
い
紅
葉
を

見
に
丹
波
へ
来
て
ほ
し
い
。
▼

組
合
員
の
健
康
対
策
の
強
化
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
入
れ
を
担
っ

委
託
の
弊
害
を
た
だ
す

加
古
川  

　
　
　
　
　

市
職
労  

竹
下
代
議
員

　
13
年
前
の

突
然
の
「
行

革
緊
急
行
動

計
画
」
の
公

表
。
保
育
所
の
民
間
移
譲
、
学

校
給
食
の
民
間
委
託
が
ね
ら
わ

れ
た
。
特
に
、
学
校
給
食
は
毎

年
1
校
以
上
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
13
年
前
に
は
、
３
万
7
０
０

０
人
の
反
対
署
名
を
集
め
た
が
、

民
間
委
託
中
止
を
求
め
る
議
会

請
願
は
不
採
択
。
く
や
し
い
思

い
。
そ
れ
以
降
は
十
分
な
取
り

組
み
が
で
き
な
か
っ
た
。

　
あ
き
ら
め
て
は
い
け
な
い
と

考
え
直
し
、
４
年
前
か
ら
当
該

地
域
全
戸
ビ
ラ
と
校
門
前
ビ
ラ

を
実
施
し
て
い
る
。
来
年
の
委

託
予
定
に
対
し
て
７
・８
月
と
ビ

ラ
配
布
、
第
３
波
と
し
て
10
月

に
全
戸
ビ
ラ
を
予
定
し
て
い
る
。

民
間
委
託
に
よ
っ
て
、官
製
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア
、
偽
装
請
負
が
生

じ
て
い
る
。
委
託
の
弊
害
を
た

だ
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
給

食
を
熟
知
し
て
い
る
私
た
ち
し

か
な
い
。
引
き
続
き
取
り
組
む
。

▼
学
校
給
食
委
託
阻
止
へ
と
も

に
頑
張
ろ
う
。

た
未
組
織
の
社
会
福
祉
協
議
会

の
仲
間
の
組
織
化
を
。

「給与制度見直し」阻止

第65回県本部大会

確
定
闘
争
の
方
針
確
認

「
直
営
堅
持
」現
・
公
闘
争
の
意
思
統
一
も

賛成多数で提出議案は全て採択された
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14
人
が
発
言
し
方
針
を
豊
富
化

　
定
期
大
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
執

行
部
を
代
表
し
て
、
あ
い
さ
つ
を
申

し
あ
げ
ま
す
。

　
冒
頭
、
丹
波
市
で
の
豪
雨
災
害
に

対
し
て
お
見
舞
い
を
申
し
あ
げ
る
と

と
も
に
、
組
合
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
感
謝
し
た
い
。
自
治
労
の

多
く
の
組
合
員
は
自
治
体
職
員
で
あ

り
、
災
害
が
発
生
す
れ
ば
住
民
の
安

心
安
全
を
優
先
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
し
か
し
、
行
革
で
職
場
は
厳
し

い
人
員
体
制
と
な
っ
て
い
る
。本
来
、

自
治
体
が
責
任
を
持
っ
て
住
民
の
暮

ら
し
を
守
る
体
制
整
備
が
必
要
で
あ

る
。
人
員
確
保
、
地
方
自
治
を
確
立

し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
今
年
の
人
事
院
勧
告
は
、
春
闘
結

果
を
受
け
７
年
ぶ
り
に
給
与
引
き
上

げ
勧
告
を
行
な
っ
た
。
一
方
で
給
与

制
度
の
総
合
的
見
直
し
が
行
わ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。
政
府
と
自
民
党
の

圧
力
に
人
事
院
が
屈
し
た
も
の
で
あ

る
。
特
に
地
域
水
準
の
見
直
し
は
、

私
た
ち
地
公
に
と
っ
て
は
直
接
賃
金

削
減
と
な
る
も
の
。
２
％
の
引
き
下

げ
に
は
断
固
反
対
で
、
取
り
組
み
の

強
化
を
お
願
い
し
た
い
。

　
ま
た
、
安
倍
政
権
の
発
足
で
政
治

が
反
動
的
に
な
っ
て
い
る
。
集
団
的

自
衛
権
行
使
容
認
の
解
釈
改
憲
で

は
、
国
民
が
議
論
に
参
加
で
き
な
い

閣
議
で
決
定
さ
れ
、
非
民
主
的
な
や

り
方
で
あ
る
。兵
庫
に
お
い
て
も「
戦

争
を
さ
せ
な
い
１
０
０
０
人
委
員

会
」
の
取
り
組
み
に
積
極
的
に
参
加

し
て
い
き
た
い
。

　
今
臨
時
国
会
で
は
、
労
働
者
派
遣

法
の
改
悪
や
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
イ

グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
導
入
が
議
論
さ
れ

る
。
連
合
も
労
働
法
制
改
悪
阻
止
の

取
り
組
み
を
開
始
し
た
。
私
た
ち
の

命
を
削
る
労
働
者
保
護
ル
ー
ル
の
改

悪
を
許
さ
な
い
取
り
組
み
を
強
化
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
か
ら
の

政
治
闘
争
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

来
年
の
統
一
自
治
体
選
挙
で
は
、
私

た
ち
の
代
弁
者
を
政
治
の
場
に
送
り

出
そ
う
。

　
最
後
に
、
組
織
強
化
・
拡
大
の
課

題
に
つ
い
て
申
し
あ
げ
る
。
労
働
基

本
権
回
復
に
向
け
、
組
合
員
の
団
結

で
、
し
っ
か
り
と
「
要
求
・
交
渉
・
妥

結
（
協
約
締
結
）」
の
交
渉
サ
イ
ク

ル
を
確
立
し
、
当
面
す
る
現
業
・
公

企
統
一
闘
争
や
確
定
闘
争
を
、
自
治

労
に
結
集
し
て
と
も
に
頑
張
っ
て
い

こ
う
。

改
善
分
の
実
施
を

伊
　
丹  

　
　
　
　
　

市
職
労  

浜
野
代
議
員

　
俸
給
表
２

％
引
き
下
げ

は
、
生
活
給

に
影
響
を
与

え
る
の
で
実
施
さ
せ
な
い
取
り

組
み
を
進
め
て
も
ら
い
た
い

が
、
地
域
手
当
に
つ
い
て
は
、

全
国
一
律
で
自
治
体
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
い
る
の
に
近
隣
地
で

違
う
現
状
が
あ
る
。
県
下
同
じ

水
準
で
目
標
を
立
て
取
り
組
み

を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

単
身
赴
任
手
当
、
管
理
職
特
別

勤
務
手
当
は
国
に
遅
れ
る
こ
と

な
く
実
施
を
求
め
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

　「
人
事
評
価
制
度
」
に
つ
い

て
、
４
原
則
は
非
常
に
重
要
だ

と
思
う
。
２
要
件
は
制
度
構
築

ま
で
は
、
必
要
か
と
思
う
が
、

実
施
後
は
、
地
公
法
改
正
が
行

わ
れ
て
い
る
現
状
の
中
で
、
苦

情
の
関
与
は
厳
し
い
。
制
度
設

計
の
中
で
き
っ
ち
り
と
当
局
に

公
平
性
を
も
っ
た
制
度
を
確
立

さ
せ
る
の
で
あ
れ
ば
必
要
で
は

な
い
と
思
う
が
。

　
離
籍
専
従
者
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
の

で
説
明
を
。
基
金
会
計
へ
の
積

立
の
理
由
は
。
▼
「
総
合
的
見

直
し
」
は
先
送
り
が
方
針
、
良

い
と
こ
だ
け
や
ら
せ
る
の
は
難

し
い
と
思
う
。「
人
事
評
価
」
は

制
度
設
計
か
ら
か
か
わ
っ
て
い

く
べ
き
。「
４
原
則
２
要
件
」
の

確
保
も
。
基
金
会
計
へ
の
積
立

は
、
離
籍
と
本
部
返
済
金
確
保
。

継
続
雇
用
を
守
れ

三
　
田  

　
　
　
　
　

市
職
労  

川
上
代
議
員

　
２
０
１
４

年
４
月
か
ら

市
立
図
書
館

へ
の
指
定
管

理
者
制
度
の
導
入
。
嘱
託
19
人

が
雇
用
止
、
大
切
な
仲
間
を

失
っ
た
。
13
年
６
月
に
指
定
管

理
導
入
の
当
局
提
案
。
反
対
署

名
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
が
、
９

月
議
会
で
指
定
管
理
者
制
度
導

入
の
条
例
が
可
決
、
12
月
議
会

で
指
定
管
理
者
の
決
定
が
さ
れ

た
。
直
営
堅
持
を
求
め
て
学
習

会
、
決
起
集
会
、
座
り
込
み
、

朝
ビ
ラ
に
取
り
組
ん
だ
。
働
く

場
所
を
奪
い
、「
正
規
は
任
用

替
、
非
正
規
に
は
１
年
限
り
の

臨
職
か
、
指
定
管
理
で
働
け
」

と
い
う
当
局
に
、「
雇
用
を
守

れ
、
１
年
限
り
は
不
安
、
雇
用

責
任
を
果
た
せ
」
と
訴
え
た
。

抗
議
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
集
中
は
う
れ
し

か
っ
た
。
交
渉
の
結
果
、
１
年

雇
用
の
期
限
は
取
り
除
き
、
市

を
選
択
し
な
い
者
も
本
人
希
望

で
１
年
後
臨
職
の
約
束
が
で
き

た
。
19
人
の
雇
用
の
確
保
は
１

歩
前
進
し
た
。
残
っ
た
年
休
は

７
月
か
ら
繰
り
越
し
で
使
え

る
。
あ
き
ら
め
ず
い
い
続
け
る

こ
と
の
成
果
だ
と
学
ん
だ
。
こ

れ
か
ら
も
臨
職
と
な
っ
た
仲
間

と
と
も
に
、
雇
用
不
安
と
労
働

条
件
改
善
め
ざ
し
て
取
り
組

む
。
▼
雇
用
を
切
ろ
う
と
し
て

い
た
の
を
継
続
さ
せ
た
。
直

営
、
継
続
雇
用
で
た
た
か
っ
た

行
動
、
交
渉
の
成
果
。
し
っ
か

り
支
援
し
て
い
き
た
い
。

不
当
処
分
撤
回
せ
よ

高
砂
市
職  

石
野
代
議
員

　
高
砂
市
職

は
、
当
局
か

ら
一
律
７
・

５
％
カ
ッ
ト

た
。
組
合
は
不
当
処
分
は
容
認

で
き
な
い
の
で
撤
回
の
申
し
入

れ
を
行
い
、
公
平
委
に
は
「
不

利
益
処
分
に
関
す
る
不
服
申
し

立
て
」
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、

県
本
部
・
ブ
ロ
ッ
ク
・
市
職
の
三

者
で
処
分
撤
回
闘
争
に
取
り
組

み
、
抗
議
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
公
平
委
闘

争
、決
起
集
会
に
取
り
組
ん
だ
。

結
果
的
に
は
今
年
２
月
に
県
本

部
と
市
長
の
交
渉
で
、
市
長
か

ら
「
労
使
合
意
に
到
ら
ず
、
ス

ト
に
な
っ
た
こ
と
は
じ
く
じ
た

る
思
い
で
反
省
し
て
い
る
」
と

謝
罪
を
受
け
、
労
使
正
常
化
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
公

平
委
で
は
、
書
面
に
よ
る
審
理

を
進
め
て
い
た
が
、
10
月
９
日

に
第
１
回
口
頭
審
理
が
行
わ
れ

る
。
市
職
・
ブ
ロ
ッ
ク
で
傍
聴

行
動
を
か
け
て
、
不
当
処
分
撤

回
の
取
り
組
み
を
進
め
る
。
今

後
も
支
援
を
。
▼
当
局
側
の
不

当
処
分
の
法
的
根
拠
が
な
く
な

っ
て
き
た
。
県
本
部
も
ブ
ロ
ッ

ク
と
と
も
に
、
勝
利
に
向
け
支

援
し
て
い
き
た
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
取
り
組
み
を

尼
　
崎  

　
　
　
　
　

市
職
労  

玉
城
代
議
員

る
基
幹
シ
ス
テ
ム
は
入
れ
替
わ

り
、
窓
口
の
在
り
方
も
変
化
が

予
想
さ
れ
る
。
自
民
党
の
Ｊ

フ
ァ
イ
ル
に
も
あ
る
市
場
化
テ

ス
ト
も
含
め
た
市
民
窓
口
の
委

託
化
も
見
据
え
た
攻
撃
が
予
想

さ
れ
る
。
取
り
組
み
が
ふ
れ
ら

れ
て
い
な
い
の
で
、
今
後
の
運

動
を
取
り
組
む
に
あ
た
り
補
強

を
要
望
す
る
。

　
規
約
改
正
に
つ
い
て
は
、
有

利
な
方
の
適
用
を
す
る
よ
う
に

見
え
て
な
ら
な
い
。
も
う
少
し

丁
寧
な
説
明
を
求
め
た
い
。
▼

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
早
急
に
検
討

し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。
休

職
と
離
籍
の
違
い
は
在
職
か
退

職
か
。
休
職
専
従
は
職
場
に
戻

る
の
で
出
身
単
組
に
基
づ
い

て
。
離
籍
専
従
は
職
場
を
退
職

し
戻
ら
な
い
の
で
県
本
部
専
従

者
（
神
戸
市
に
準
ず
る
）
に
合

わ
し
た
い
。
神
戸
市
の
組
合
員

水
準
の
レ
ベ
ル
で
あ
る
。

県
下
に
公
契
条
例
を

加
西
市
職
　
藤
原
代
議
員

　
官
製
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア

を
な
く
し
、

働
く
者
が
安

心
し
て
生
活
が
で
き
る
よ
う
２

年
前
か
ら
公
契
約
条
例
の
制
定

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
。
連

絡
会
議
を
つ
く
り
、
結
成
集
会

を
開
催
、
13
年
１
月
に
３
６
８

６
筆
の
署
名
を
市
長
に
提
出
し

た
。
市
も
こ
れ
を
受
け
て
検
討

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
来
年
３

月
議
会
に
公
契
約
条
例
の
上
程

に
向
け
て
着
実
に
動
き
は
じ
め

て
い
る
。
公
契
約
条
例
は
、
三

木
が
制
定
さ
れ
て
い
る
が
、
１

つ
の
自
治
体
だ
け
で
は
効
果
は

薄
い
。
県
下
全
体
、
全
国
で
制

定
さ
れ
な
け
れ
ば
十
分
と
は
い

え
な
い
。
県
本
部
と
し
て
引
き

続
き
条
例
制
定
の
動
き
を
進
め

て
ほ
し
い
。

　
加
西
で
は
、
元
市
職
委
員
長

の
西
村
市
長
が
来
年
２
回
目
の

市
長
選
に
な
る
。
前
市
長
の
動

き
も
見
聞
す
る
。
西
村
市
長
が

出
馬
表
明
を
す
る
よ
う
で
あ
れ

ば
、
加
西
市
職
も
全
力
で
サ

ポ
ー
ト
す
る
予
定
で
あ
る
。
そ

の
際
に
は
県
本
部
を
は
じ
め
、

各
単
組
に
ご
協
力
を
お
願
い
す

る
。
▼
公
契
約
条
例
、
や
っ
と

動
き
出
し
た
状
況
。
県
下
に
広

げ
て
い
き
た
い
。
市
長
が
あ
い

さ
つ
も
さ
れ
た
。
し
っ
か
り
と

頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

給
与
見
直
し
は
さ
せ
な
い

県
職
労  

青
木
代
議
員

７
年
ぶ
り
の

月
例
給
引
き

上
げ
と
給
与

制
度
の
総
合
的
見
直
し
を
勧
告

し
た
。
こ
れ
を
受
け
県
職
労
で

は
、
県
本
部
と
一
緒
に
人
事
委

員
会
へ
の
申
し
入
れ
を
行
い
、

給
与
制
度
見
直
し
は
実
施
し
な

い
よ
う
求
め
て
き
た
。
ま
た
、

７
年
目
を
迎
え
て
い
る
賃
金

カ
ッ
ト
の
中
止
を
勧
告
す
る
よ

う
迫
っ
た
。

　
人
事
委
員
会
は
、
国
の
動
向

を
踏
ま
え
て
検
討
せ
ざ
る
を
得

な
い
、
独
自
カ
ッ
ト
は
勧
告
と

別
の
観
点
か
ら
労
使
交
渉
で
決

定
し
て
い
る
と
の
回
答
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
引
き
続
き
教
組

と
も
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
み

を
強
め
る
。

　
給
与
制
度
見
直
し
を
め
ぐ
っ

て
は
、
総
務
省
が
「
検
討
会
」

の
中
間
と
り
ま
と
め
を
公
表

し
、
制
度
は
国
、
水
準
は
地
域

へ
と
圧
力
を
か
け
て
い
る
。
県

本
部
・
自
治
労
全
体
の
取
り
組

み
強
化
を
要
請
す
る
。
▼
確
定

闘
争
は
ま
ず
は
賃
上
げ
を
確
実

に
実
施
さ
せ
、
総
合
的
見
直
し

は
切
り
離
し
て
交
渉
す
る
。
総

務
省
の
圧
力
は
問
題
。
本
部
と

連
携
し
て
取
り
組
む
。

上
野
県
議
の
再
選
へ
支
援
を

神
河
町
職  
平
岡
代
議
員

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

県
内
の
支
援
の
広
が
り
と
、
本

人
の
４
年
間
の
頑
張
り
が
あ
っ

て
無
投
票
再
選
と
い
う
結
果
を

実
現
で
き
た
。

　
し
か
し
首
長
を
輩
出
し
た
か

ら
と
い
っ
て
合
理
化
が
止
ま
る

わ
け
で
は
な
い
。
議
会
で
は
、

組
合
出
身
の
首
長
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
手
当
へ
の
攻
撃
な
ど

が
強
ま
っ
て
い
る
。
人
事
院
と

政
府
が
一
体
と
な
っ
た
総
合
的

見
直
し
で
は
、私
た
ち
の
賃
金
・

労
働
条
件
と
政
治
闘
争
が
密
接

で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

　
来
年
の
統
一
自
治
体
選
挙
で

は
、
組
織
内
の
上
野
英
一
県
議

の
再
選
を
め
ざ
す
。
引
き
続
く

ご
支
援
を
。
▼
政
治
闘
争
は
賃

金
・
労
働
条
件
に
も
か
か
わ
る
。

自
治
体
選
挙
を
精
い
っ
ぱ
い
取

り
組
む
。

組
合
費
の
引
き
下
げ
を

神
　
戸  

　
　
　
　
　

市
職
労  

門
野
代
議
員

　
８
月
の
豪

雨
災
害
で
県

本
部
は
、
２

日
間
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
組
織
し
、
機
敏
に

対
応
さ
れ
た
こ
と
に
敬
意
を
表

す
る
。
こ
う
し
た
支
援
活
動
と

あ
わ
せ
て
、
大
き
な
災
害
に
あ

規
約
改
正
の
説
明
求
め
る

南
あ
わ
じ  

　
　
　
　
　

市
職
労  

金
山
代
議
員

　
規
約
改
正

案
で
は
、
離

席
専
従
者
の

賃
金
が
上
が

る
の
で
は
な
い
か
。
県
本
部
は

借
入
金
の
返
済
も
し
て
い
る
状

況
。
ど
う
し
て
こ
の
時
期
に
規

約
改
正
を
す
る
の
か
。
今
回
の

規
約
改
正
に
よ
っ
て
、
何
人
の

賃
金
が
ど
う
変
わ
る
の
か
具
体

的
に
教
え
て
ほ
し
い
。
▼
対
象

は
３
人
。
賃
金
を
上
げ
る
と
い

う
提
案
で
は
な
い
。
離
籍
者
の

賃
金
水
準
を
そ
ろ
え
よ
う
と
い

う
も
の
で
あ
る
。

っ
て
は
組
合
費
の
減
額
、
あ
る

い
は
経
済
的
支
援
に
つ
い
て
も

検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

　
ま
た
、
賃
金
引
き
下
げ
に
よ

っ
て
生
活
が
厳
し
く
な
る
中
、

神
戸
市
職
労
は
組
合
費
の
引
き

下
げ
を
要
望
し
て
き
た
。
こ
の

間
「
ブ
ロ
ッ
ク
交
付
金
で
対
応

し
た
い
」
と
の
話
し
を
聞
い
て

い
る
が
、
大
き
な
闘
争
に
つ
い

て
は
交
付
金
の
活
用
を
お
願
い

し
た
い
。
▼
被
災
地
支
援
な
ど

の
主
旨
は
理
解
す
る
。
財
政
計

画
の
中
で
検
討
し
た
い
。
交
付

金
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

　
臨
職
評
は
９
月
23
日
、
ひ
ょ
う
ご
共
済
会
館

で
第
20
回
定
期
総
会
を
開
催
し
、
29
単
組
62
人

の
参
加
が
あ
っ
た
。

　
来
ひ
ん
の
あ
い
は
ら
参
議
院
議
員
（
写
真
）

は
「
兵
庫
の
臨
職
評
の
運
動
を
目
標
に
し
て
い

る
と
こ
ろ
は
多
い
。
厳
し
い
状
況
だ
が
国
会
で

も
非
正
規
問
題
は
議
論
に
も
な
っ
て
い
る
。
今

後
の
処
遇
改
善
に
も
頑
張
ろ
う
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
。

　
総
会
後
の
第
２
部
は
「
学
習
会
」
と
し
て
、

７
月
４
日
に
出
さ
れ
た
総
務
省
通
知
に
つ
い

て
、
各
担
当
幹
事
が
説

明
を
行
っ
た
。そ
の
後
、

会
場
の
組
合
員
か
ら
解

釈
の
仕
方
や
活
用
範
囲

な
ど
、
多
く
の
質
問
が

出
て
、
盛
会
に
総
会
は

終
了
し
た
。

あいはら参議員が激励

組織強化へ全力あげよう
森蔭守委員長

生
活
改
善
、政
治
闘
争
の
強
化
を

各
評
議
会
の
総
会
報
告 

●②

　
人
事
院
は
、
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え
る
の
で
実
施
さ
せ
な
い
取
り

組
み
を
進
め
て
も
ら
い
た
い

が
、
地
域
手
当
に
つ
い
て
は
、

全
国
一
律
で
自
治
体
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
い
る
の
に
近
隣
地
で

違
う
現
状
が
あ
る
。
県
下
同
じ

水
準
で
目
標
を
立
て
取
り
組
み

を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

単
身
赴
任
手
当
、
管
理
職
特
別

勤
務
手
当
は
国
に
遅
れ
る
こ
と

な
く
実
施
を
求
め
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

　「
人
事
評
価
制
度
」
に
つ
い

て
、
４
原
則
は
非
常
に
重
要
だ

と
思
う
。
２
要
件
は
制
度
構
築

ま
で
は
、
必
要
か
と
思
う
が
、

実
施
後
は
、
地
公
法
改
正
が
行

わ
れ
て
い
る
現
状
の
中
で
、
苦

情
の
関
与
は
厳
し
い
。
制
度
設

計
の
中
で
き
っ
ち
り
と
当
局
に

公
平
性
を
も
っ
た
制
度
を
確
立

さ
せ
る
の
で
あ
れ
ば
必
要
で
は

な
い
と
思
う
が
。

　
離
籍
専
従
者
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
の

理
者
制
度
の
導
入
。
嘱
託
19
人

が
雇
用
止
、
大
切
な
仲
間
を

失
っ
た
。
13
年
６
月
に
指
定
管

理
導
入
の
当
局
提
案
。
反
対
署

名
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
が
、
９

月
議
会
で
指
定
管
理
者
制
度
導

入
の
条
例
が
可
決
、
12
月
議
会

で
指
定
管
理
者
の
決
定
が
さ
れ

た
。
直
営
堅
持
を
求
め
て
学
習

会
、
決
起
集
会
、
座
り
込
み
、

朝
ビ
ラ
に
取
り
組
ん
だ
。
働
く

場
所
を
奪
い
、「
正
規
は
任
用

替
、
非
正
規
に
は
１
年
限
り
の

臨
職
か
、
指
定
管
理
で
働
け
」

と
い
う
当
局
に
、「
雇
用
を
守

れ
、
１
年
限
り
は
不
安
、
雇
用

　
高
砂
市
職

は
、
当
局
か

ら
一
律
７
・

５
％
カ
ッ
ト

の
提
案
に
対
し
て
、
労
使
合
意

を
め
ざ
し
て
交
渉
を
進
め
た

が
、
市
長
は
誠
実
な
回
答
を
示

さ
な
か
っ
た
た
め
、
ス
ト
に
入

っ
た
。
そ
の
後
ス
ト
参
加
者
に

対
し
不
当
処
分
が
発
令
さ
れ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
取
り
組
み
を

尼
　
崎  

　
　
　
　
　

市
職
労  

玉
城
代
議
員

　
再
来
年
以

降
に
施
行
さ

れ
る
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
法
改

正
。
全
国
の
市
民
窓
口
に
お
け

心
し
て
生
活
が
で
き
る
よ
う
２

年
前
か
ら
公
契
約
条
例
の
制
定

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
。
連

絡
会
議
を
つ
く
り
、
結
成
集
会

を
開
催
、
13
年
１
月
に
３
６
８

６
筆
の
署
名
を
市
長
に
提
出
し

た
。
市
も
こ
れ
を
受
け
て
検
討

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
来
年
３

月
議
会
に
公
契
約
条
例
の
上
程

に
向
け
て
着
実
に
動
き
は
じ
め

て
い
る
。
公
契
約
条
例
は
、
三

木
が
制
定
さ
れ
て
い
る
が
、
１

つ
の
自
治
体
だ
け
で
は
効
果
は

薄
い
。
県
下
全
体
、
全
国
で
制

定
さ
れ
な
け
れ
ば
十
分
と
は
い

え
な
い
。
県
本
部
と
し
て
引
き

続
き
条
例
制
定
の
動
き
を
進
め

て
ほ
し
い
。

　
加
西
で
は
、
元
市
職
委
員
長

の
西
村
市
長
が
来
年
２
回
目
の

市
長
選
に
な
る
。
前
市
長
の
動

き
も
見
聞
す
る
。
西
村
市
長
が

出
馬
表
明
を
す
る
よ
う
で
あ
れ

上
野
県
議
の
再
選
へ
支
援
を

神
河
町
職  

平
岡
代
議
員

　
昨
年
11
月

の
神
河
町
長

選
挙
に
お
い

て
、
組
織
内

の
山
名
宗
悟
を
支
援
い
た
だ
き

総
会
で
総
務
省
通
知
を
学
習

明
給
労  

前
田
代
議
員

　
臨
職
評
議

長
の
立
場
で

発
言
す
る
。

大
会
に
先
立

ち
開
催
し
た
総
会
で
は
、「
総
務

省
通
知
」
に
つ
い
て
学
習
し
た
。

事
前
に
幹
事
が
学
習
し
、
法
律

に
基
づ
い
て
各
種
休
暇
と
休
業

を
適
切
に
整
備
す
る
こ
と
、
再

度
の
任
用
で
あ
っ
て
も
空
白
期

間
は
必
要
な
い
こ
と
な
ど
を
説

明
。
ま
た
総
務
省
が
勧
め
る
任

期
付
職
員
制
度
は
雇
用
不
安
が

あ
る
こ
と
か
ら
導
入
に
反
対
し

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
こ
の
１
年
間
の
た
た
か
い
で

は
、「
芦
屋
で
嘱
託
・
臨
時
職
員

の
一
時
金
を
改
善
」「
淡
路
で

老
人
ホ
ー
ム
民
営
化
に
伴
い
、

移
譲
先
の
民
間
業
者
へ
の
採
用

に
向
け
取
り
組
ん
だ
」「
加
東

で
障
害
者
雇
用
の
嘱
託
職
員
の

雇
用
止
め
攻
撃
。
障
労
評
の
応

援
も
も
ら
っ
て
継
続
さ
せ
た
」

「
朝
来
で
は
産
前
休
暇
が
一
部

有
給
、
忌
引
き
休
暇
を
正
規
と

同
日
数
に
改
善
」
な
ど
の
取
り

組
み
や
成
果
が
報
告
さ
れ
た
。

こ
れ
か
ら
も
力
を
あ
わ
せ
て
取

り
組
ん
で
い
く
の
で
支
援
を
。

▼
臨
職
評
の
取
り
組
み
に
敬
意

を
表
す
る
。
非
正
規
の
処
遇
改

分
会
か
ら
組
織
強
化
は
か
る

社
保
労
連  

川
尻
代
議
員

　
社
会
保
険

庁
解
体
に
伴

い
、
健
康
保

険
協
会
が
で

き
て
６
年
、
ね
ん
き
ん
機
構
が

で
き
て
５
年
に
な
る
。
分
会
活

動
の
立
て
直
し
が
課
題
だ
が
、

仕
事
の
繁
忙
、
全
国
異
動
も
あ

っ
て
な
か
な
か
う
ま
く
い
か

ず
、
い
い
方
法
は
な
い
か
と
悩

ん
で
い
る
。

　
そ
ん
な
中
、
支
部
学
習
会
と

し
て
２
カ
月
に
１
度
県
本
部
で

学
習
会
を
開
催
し
、
交
流
を
深

め
て
い
る
。
西
岡
書
記
次
長
に

も
参
加
い
た
だ
い
て
い
る
が
、

「
活
動
が
弱
い
分
会
へ
、
支
部

が
出
向
く
出
張
学
習
会
を
行
わ

な
い
か
」
と
提
案
を
受
け
た
。

　
分
会
で
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
ラ
ン
チ
」
と
称
し
て
、

子
育
て
、
人
事
異
動
、
有
期
雇

用
の
労
働
条
件
な
ど
テ
ー
マ
を

決
め
て
交
流
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
。
交
流
活
動
か
ら

分
会
大
会
に
つ
な
が
っ
た
と
こ

ろ
も
あ
る
。

　
組
合
員
と
の
対
話
、
意
見
を

集
約
し
て
組
合
員
に
返
す
、
分

会
大
会
を
開
く
な
ど
、
組
織
の

基
本
活
動
を
丁
寧
に
行
い
、
運

動
の
強
化
に
つ
な
げ
た
い
。
県

本
部
の
支
援
も
お
願
い
す
る
。

▼
職
場
で
組
合
員
に
見
え
る
活

動
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
。

県
本
部
も
様
々
な
形
で
支
援
す

る
。病

院
の
組
織
化
め
ざ
す

宍
　
粟  

　
　
　
　
　

市
職
労  

大
西
代
議
員

　
宍
粟
病
院

は
県
内
の
公

立
病
院
で
唯

一
労
働
組
合

が
組
織
さ
れ
て
い
な
い
。
市
職

労
で
は
、
組
織
化
に
向
け
県
本

部
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
こ
の
度
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
っ
た
。そ
の
報
告
を
す
る
。

　
８
月
19
日
に
１
７
４
人
に
調

査
票
を
配
布
し
、
55
％
の
職
員

か
ら
回
収
し
た
。
勤
続
年
数
は

１
～
５
年
が
最
も
多
く
、
定
着

し
て
い
な
い
実
態
が
わ
か
っ

た
。
ま
た
「
辞
め
た
い
と
思
っ

た
こ
と
が
あ
る
」
と
回
答
し
た

人
が
73
％
を
占
め
、
主
な
理
由

と
し
て
は
「
給
料
が
安
い
」「
人

員
不
足
」
の
た
め
「
や
り
が
い

が
な
い
」
で
６
割
だ
っ
た
。

　
こ
の
他
に
も
国
の
基
準
を
超

え
る
夜
勤
実
態
や
労
働
組
合
や

権
利
を
認
め
な
い
管
理
者
の
言

動
、
休
日
の
呼
び
出
し
、
時
間

外
の
勉
強
会
な
ど
も
明
ら
か
に

な
っ
た
。
今
後
ア
ン
ケ
ー
ト
報

告
会
な
ど
を
行
い
、
組
織
化
に

取
り
組
む
。
▼
県
本
部
も
産
別

建
設
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
病
院

の
組
織
化
に
一
緒
に
取
り
組
む
。

働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
へ

市
川
町
職  
金
丸
代
議
員

　
現
在
の
町
長
に
な
っ
て
か

ら
、
問
題
が
多
発
し
て
い
る
。

労
使
協
議
で

決
定
し
た
事

項
を
反
故
に

す
る
、
町
内

施
設
で
発
生
し
た
事
故
の
解
決

を
め
ぐ
っ
て
の
住
民
と
の
ト
ラ

ブ
ル
な
ど
で
あ
る
。

　
昇
任
を
め
ぐ
っ
て
は
、
労
使

協
議
な
く
試
験
が
導
入
・
実
施

さ
れ
、
組
合
員
の
中
に
は
試
験

を
受
け
な
い
者
も
い
る
。

　
雇
用
問
題
も
発
生
し
て
い
る

が
、「
人
事
権
に
関
す
る
内
容
は

組
合
に
い
う
必
要
が
な
い
」
と

回
答
拒
否
の
状
況
で
あ
る
。
誰

も
が
安
心
し
て
働
き
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
職
場
を
め
ざ
し
、

組
合
も
頑
張
る
。
県
本
部
の
支

援
を
お
願
い
す
る
。
▼
法
律
的

な
問
題
も
あ
る
。
民
主
的
な
職

場
に
向
け
と
も
に
取
り
組
む
。

地
域
か
ら
平
和
運
動
強
め
る

西
脇
市
職  

戸
田
代
議
員

　
安
倍
政
権

は
数
の
力
を

背
景
に
、
特

定
秘
密
保
護

法
の
強
行
採
決
、
集
団
的
自
衛

　
都
市
公
共
交
通
評
議
会
は
９
月
22
日
、
県
本

部
に
お
い
て
第
２
回
総
会
を
開
催
し
た
。冒
頭
、

五い

百お

旗き

頭べ

議
長
よ
り
「
昨
年
の
統
合
以
降
、
自

治
労
運
動
に
積
極
的
に
参
画
し
取
り
組
み
を
進

め
て
き
た
。
県
本
部
の
中
で
公
共
交
通
の
役
割

を
さ
ら
に
広
め
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を

述
べ
、
県
本
部
尾
西
亮
太
郎
書
記
長
が
「
尼
崎

交
通
の
問
題
に
つ
い
て
、
当
局
の
姿
勢
に
対
し

て
毅
然
と
た
た
か
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
」
と

激
励
の
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。

　
議
事
に
入
り
、
報
告
、
方
針
、
役
員
体
制
は

承
認
さ
れ
、
終
了
後
は
、
３
単
組
が
報
告
し
、

交
通
事
業
や
労
働
環
境
な
ど
取
り
巻
く
課
題
の

情
報
交
換
を
行
っ
た
。
特
に
尼
崎
交
通
の
問
題

に
つ
い
て
は
、
最
重
要
課
題
と
し
、
評
議
会
が

一
丸
と
な
っ
て
要
求
前
進
に
向
け
取
り
組
み
を

強
め
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

　
９
月
24
日
ひ
ょ
う
ご
共
済
会
館
に
お
い
て
、

23
単
組
79
人
の
参
加
の
も
と
、
現
業
評
議
会
総

会
を
開
催
し
た
。
　
　

　
主
催
者
を
代
表
し
て
長
谷
川
議
長
が
、「
私

た
ち
現
業
職
員
は
、
市
民
か
ら
必
要
と
さ
れ
る

サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
と
し
て
、
安
全
安
心
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
直
営
堅

持
を
基
本
と
し
、
新
規
採
用
獲
得
に
取
り
組
も

う
」
と
述
べ
た
。

　
総
会
で
は
、
14
年
度
の
活
動
を
確
認
・
総
括

し
、
15
年
度
の
運
動
方
針
や
役
員
体
制
を
確
認

し
た
。

　
総
会
終
了
後
は
神
戸

副
議
長
が
講
師
と
な

り
、「
現
業
労
働
者
の

権
利
と
実
践
の
取
り
組

み
」
を
テ
ー
マ
に
記
念

講
演
を
受
け
た
。

　
臨
職
評
は
９
月
23
日
、
ひ
ょ
う
ご
共
済
会
館

で
第
20
回
定
期
総
会
を
開
催
し
、
29
単
組
62
人

の
参
加
が
あ
っ
た
。

　
来
ひ
ん
の
あ
い
は
ら
参
議
院
議
員
（
写
真
）

は
「
兵
庫
の
臨
職
評
の
運
動
を
目
標
に
し
て
い

る
と
こ
ろ
は
多
い
。
厳
し
い
状
況
だ
が
国
会
で

も
非
正
規
問
題
は
議
論
に
も
な
っ
て
い
る
。
今

後
の
処
遇
改
善
に
も
頑
張
ろ
う
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
。

　
総
会
後
の
第
２
部
は
「
学
習
会
」
と
し
て
、

７
月
４
日
に
出
さ
れ
た
総
務
省
通
知
に
つ
い

て
、
各
担
当
幹
事
が
説

明
を
行
っ
た
。そ
の
後
、

会
場
の
組
合
員
か
ら
解

釈
の
仕
方
や
活
用
範
囲

な
ど
、
多
く
の
質
問
が

出
て
、
盛
会
に
総
会
は

終
了
し
た
。

最重要課題は尼交問題都市交評 直営堅持にこだわろう現　評 あいはら参議員が激励臨職評

組織強化へ全力あげよう

権
行
使
を
容
認
す
る
憲
法
解
釈

の
変
更
を
行
っ
た
。
民
主
主
義

を
破
壊
し
、
戦
争
で
き
る
国
づ

く
り
を
進
め
る
政
府
に
地
域
か

ら
反
戦
・
平
和
の
た
た
か
い
を

強
め
よ
う
と
８
月
に
「
標
的
の

村
」の
上
映
会
に
取
り
組
ん
だ
。

会
場
満
席
と
な
る
２
０
０
人
が

参
加
し
た
。

　
市
職
労
の
ほ
か
に
解
放
同

盟
、
教
組
、
解
放
共
闘
、
市
民

で
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
準

備
を
進
め
た
。
映
画
は
、
オ
ス

プ
レ
イ
離
着
陸
の
基
地
建
設
反

対
闘
争
を
扱
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
だ
が
、
政
府
の
威
圧
や

強
行
な
姿
勢
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
ま
た
沖
縄
の
尊
厳
を
か
け

た
た
た
か
い
に
上
映
会
参
加
者

は
「
沖
縄
の
問
題
が
他
人
事
か

ら
自
分
の
こ
と
に
な
っ
た
」
な

ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
改
め
て
反
戦
平
和
の
た
た

か
い
の
大
切
さ
を
実
感
し
た
取

り
組
み
だ
っ
た
。
今
後
も
、
市

民
と
連
帯
し
て
頑
張
る
。
▼
平

和
運
動
を
地
域
か
ら
強
化
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
問
題

意
識
は
同
じ
。
県
本
部
も
運
動

強
化
に
向
け
取
り
組
む
。

自
治
ひ
ょ
う
ご
紙
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
お
知
ら
せ

「
自
治
ひ
ょ
う
ご
の
活
字
を
大
き
く
す
る
」
こ

と
を
大
会
で
確
認
し
、
今
号
か
ら
紙
面
を
見

直
し
ま
す
。
今
後
は
県
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.jichiro-hyogo.jp/

）
に
「
自

治
ひ
ょ
う
ご
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
」
を
ア
ッ

プ
す
る
な
ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
連
携
し

た
情
報
発
信
を
行
い
ま
す
。

善
は
、
正
規
も
一
緒
に
な
っ
て

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
意
味
で
県
本
部
も
精

い
っ
ぱ
い
取
り
組
む
。

左
上
か
ら
時
計
回
り
で
尾
西
書
記
長
、西
岡
書
記
次
長
、隅
田
副
委
員
長
、大
野
副
委
員
長
　



8

　　自治労兵庫県本部  （�993年９月６日　第三種郵便物認可） １ ４ ４ ０ 号　２ ０ １ ４ 年 １ ０ 月 １ ５ 日　　（4）

　
全
国
に
広
ま
り
か
け
た
公
契

約
条
例
を
さ
ら
に
広
げ
、
内
容

の
充
実
を
め
ざ
す
「
公
契
約
条

例
セ
ミ
ナ
ー
in
あ
ま
が
さ
き
」

が
10
月
４
～
５
日
、
同
市
内
で

開
か
れ
た
。
西
日
本
を
中
心
に

全
国
か
ら
、
自
治
体
職
員
や
議

員
、
労
働
組
合
員
、
研
究
者
な

ど
２
６
０
人
が
参
加
し
た
。
地

元
の
実
行
委
員
会
の
主
催
に
よ

る
も
の
で
、
５
年
前
に
全
国
に

先
駆
け
て
同
条
例
案
を
議
員
提

案
し
た
も
の
の
、
否
決
さ
れ
た

の
を
教
訓
に
、学
者
や
弁
護
士
、

経
営
者
Ｏ
Ｂ
、
議
員
ら
が
呼
び

か
け
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

　
１
日
目
は
基
調
提
起
と
分
科

会
、
２
日
目
は
全
国
初
の
条
例

制
定
を
果
た
し
た
千
葉
県
野
田

市
の
根
本
市
長
の
講
演
を
中
心

に
進
め
ら
れ
た
。

　
福
井
大
学
の
吉
村
教
授
に
よ

る
基
調
提
起
や
２
日
間
の
ま
と

め
、
分
科
会
討
議
で
は
、
官
製

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
防
止
と
地

場
事
業
者
や
公
正
契
約
の
確
保

の
た
め
に
公
契
約
条
例
は
不
可

欠
。
地
域
の
実
情
に
よ
り
内
容

は
様
々
に
な
ろ
う
が
、
施
行
時

に
は
労
使
自
治
を
確
保
す
る
審

議
会
が
必
要
ー
な
ど
の
討
議
が

さ
れ
た
。

　
根
本
市
長
は
、
対
象
拡
大
や

雇
用
継
続
の
確
保
策
等
、
毎
年

の
よ
う
に
条
例
改
正
し
て
い
る

状
況
を
報
告
し
、「
国
が
法
制

化
す
べ
き
だ
が
や
ら
な
い
か
ら

…
。
そ
の
た
め
に
条
例
化
の
広

が
り
が
必
要
」
と
し
た
。
ま
た

冒
頭
、
歓
迎
あ
い
さ
つ
し
た
尼

崎
市
の
稲
村
市
長
は
、「
未
制

定
だ
が
本
セ
ミ
ナ
ー
の
成
果
を

い
か
す
施
策
研
究
を
開
始
す

る
」
旨
を
語
っ
た
。

　「
残
業
代
ゼ
ロ
よ
り
過
労
死

ゼ
ロ
を
！
」「
働
く
者
を
犠
牲

に
す
る
成
長
戦
略
は
許
さ
な

い
！
」
安
倍
政
権
の
進
め
る
労

働
者
保
護
ル
ー
ル
の
改
悪
阻
止

の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
集
会

が
９
月
25
日
、
全
国
47
都
道
府

県
で
一
斉
に
開
催
さ
れ
た
。

　
兵
庫
会
場
で
は
、
連
合
兵
庫

の
辻
芳
治
会
長
が
、「
安
倍
政

権
の
暴
走
を
許
さ
な
い
。
今
取

り
組
ま
な
い
と
将
来
に
禍
根
を

残
す
こ
と
と
な
る
。
働
く
者
を

犠
牲
に
し
た
成
長
戦
略
は
断
じ

て
許
さ
な
い
」
と
訴
え
た
。

　
中
央
会
場
で
は
、
古
賀
伸
明

連
合
会
長
が
、
残
業
代
ゼ
ロ
の

ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
エ
グ
ゼ
ン
プ

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
「
年
収
１
０

０
０
万
円
な
ら
い
い
だ
ろ
う
と

考
え
て
は
い
け
な
い
。
経
団
連

は
当
初
４
０
０
万
円
と
い
っ
て

い
た
。
会
社
は
成
果
の
み
を
求

め
て
く
る
。
そ
の
先
に
あ
る
の

は
、
過
労
死
だ
」
と
地
域
・
職

場
で
の
積
極
的
な
行
動
を
呼
び

か
け
た
。

　
労
働
法
制
改
悪
阻
止
に
向
け

連
合
は
全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

取
り
組
む
。
ア
ピ
ー
ル
リ
レ
ー

は
11
月
７
～
９
日
に
兵
庫
入
り

す
る
。

　
町
職
連
協
第
43
回
総
会
が
、

神
戸
・
ひ
ょ
う
ご
共
済
会
館
で

県
内
町
職
単
組
よ
り
13
単
組
40

人
が
参
加
し
開
催
さ
れ
た
。
総

会
冒
頭
、
恒
例
の
町
職
連
協
の

歌
を
う
た
い
総
会
を
進
め
た
。

　
主
催
者
を
代
表
し
て
野
崎
直

規
町
職
連
協
議
長
よ
り
「
人
勧

が
勧
告
さ
れ
た
。
７
年
ぶ
り
に

月
例
給
・
一
時
金
を
引
き
上
げ

る
内
容
だ
が
、
給
与
制
度
の
総

合
的
見
直
し
の
問
題
も
あ
る
。

町
職
単
組
が
結
集
し
取
り
組
み

を
進
め
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
活
動
方
針
は
参
加
者
全
員
の

拍
手
で
確
認
。
当
面
10
月
24
日

に
開
催
さ
れ
る
町
職
単
組
交
流

集
会
で
再
度
、
確
定
期
に
向
け

て
の
統
一
要
求
書
等
を
確
認
し
、

取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
。

　
公
共
民
間
労
組
協
議
会
は
、

９
月
20
日
に
神
戸
ポ
ー
ト
タ

ワ
ー
ホ
テ
ル
で
第
14
回
総
会
を

開
催
し
た
。

　
大
野
議
長
は
、「
自
分
た
ち

の
運
動
で
協
議
会
を
盛
り
上
げ

て
い
こ
う
」
と
熱
く
訴
え
た
。

　
総
会
に
は
、
４
月
に
結
成
し

た
近
畿
地
連
評
議
会
か
ら
増
田

議
長
ら
も
来
ひ
ん
出
席
し
た
。

　
第
２
部
で
は
、
参
加
単
組
の

36
協
定
を
比
較
し
、
国
保
労
組

駒
田
書
記
長
か
ら
の
36
協
定
を

い
か
し
た
取
り
組
み
報
告
を
受

け
た
。昼
食
交
流
会
の
後
、ハ
ー

バ
ー
ラ
ン
ド
の
「
８
時
間
労
働

発
祥
の
地
の
碑
」
を
見
学
し
、

交
流
を
深
め
た
。

連
合
兵
庫
決
起
集
会
●上
（
９
月
25
日
）、
北
海

道
と
沖
縄
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
全
国
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
。
各
地
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
中

http://appealrelay.jp/

第34回囲碁・将棋大会を12月6日に行う
にあたって、参加者を募集しています。
初心者から経験者まで、多くの参加を
お待ちしております。
【囲碁の部】
　本因坊、Ａ・Ｂ・Ｃ各クラス

【将棋の部】
　名人位、Ａ・Ｂ・Ｃ各クラス

【申込期限】
　11月13日（木）
　※詳しくは組合事務所まで

囲碁・将棋大会の参加者募集中
申込期限は11月13日（木）

労働者保護ルールの改悪阻止へ

連合が全国キャンペーン

残
業
代
ゼ
ロ
よ
り
過
労
死
ゼ
ロ
を

９
月
25
日 

全
国
一
斉
集
会

公契約
条例へ 尼崎でセミナー

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
防
止

公
正
契
約
に
不
可
欠

各
評
議
会
の
総
会
報
告
　（続き）

確
定
で
統
一
要
求
書

町
職
連
協

公
共
民
間
協

36協定を比較
運動例の学習も

野崎議長

公契約条例の意義を２日間にわたって議論した
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10
月
17
日
、
元

県
本
部
委
員
長
代

行
の
小
田
不
二
夫

さ
ん
が
永
眠
さ
れ

た
。
小
田
さ
ん
は

播
磨
ブ
ロ
ッ
ク
議

長
と
し
て
も
92
年

か
ら
11
年
の
永
き
に
に
わ
た
り

先
頭
に
た
っ
て
活
躍
さ
れ
て
き

た
▼
「
よ
っ
し
ゃ
、
よ
っ
し
ゃ
、

わ
か
っ
た
。
そ
れ
で
い
こ
」
播

州
弁
で
多
く
の
仲
間
を
引
っ

張
っ
て
い
っ
て
く
れ
た
▼
「
播

磨
ブ
ロ
ッ
ク
ぐ
る
み
の
た
た
か

い
」
は
、
単
に
労
使
の
た
た
か

い
に
留
ま
ら
な
か
っ
た
。「
地
域

の
生
活
を
守
る
」
た
た
か
い
と

位
置
付
け
、
03
年
に
は
、
当
時

の
ブ
ロ
ッ
ク
事
務
局
長
の
上
野

さ
ん（
現
県
会
議
員
）が
大
河
内

町
長
選
挙
に
出
馬
し
て
見
事
当

選
▼
そ
の
後
、
播
磨
ブ
ロ
ッ
ク

内
で
は
、
た
た
か
い
の
中
か
ら

自
治
労
組
織
内
の
首
長
が
次
々

誕
生
す
る
。
06
年
に
は
古
谷
稲

美
町
長
。
09
年
山
名
神
河
町
長
。

11
年
に
は
西
村
加
西
市
長
が
勝

利
し
た
▼
こ
う
し
た
流
れ
を
つ

く
り
あ
げ
た
の
は
ま
さ
に
小
田

さ
ん
だ
っ
た
。
私
た
ち
は
小
田

さ
ん
の
意
思
を
後
世
に
つ
な
げ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ご
冥
福

を
お
祈
り
し
ま
す
。　
　
　（
誠
）

 20�4．11．�
　月２回（１日、15日）発行　定価10円
　購読料は組合費に含まれる。
　自治労兵庫県本部
　書記長／尾西亮太郎・編集人／宮本誠之

1441号
�993年９月６日　第三種郵便物認可

〒650－0004 神戸市中央区中山手通3－4－8 大東ビル TEL078－392－0820 FAX 078－392－0920
http : //www.jichiro-hyogo.jp/　E-mail : jhyogo@jichiro-hyogo.jp

１～３日　第51回護憲大会（岐阜県）
４日　近畿地連第61回定期総会（神戸市内）
７日　秋季闘争勝利！青年女性決起集会（県民会館）
７日　2014確定闘争勝利！県本部決起集会

（県庁２号館前）

当面の日程

隣同士仲良く

大 西 英 剛
（兵庫県職労）

　
本
部
臨
職
協
が
主
催
し
た「
臨

時・
非
常
勤
等
職
員
の
雇
用
上
限

突
破
！
全
国
集
会
」
が
10
月
19

日
、
大
阪
で
、
全
国
約
４
０
０

人
の
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。

　
第
１
部
雇
用
上
限
突
破
！
全

国
集
会
で
は
、
相
原
久
美
子
参

議
院
議
員
が
、「
総
務
省
通
知
が

出
た
が
、
こ
れ
を
ど
う
使
っ
て

勝
ち
取
る
か
、運
動
で
勝
ち
取
っ

て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
基
調
提
起
に
続
く
事
例
報
告

で
は
、
唐
津
市
小
中
学
校
司
書

労
と
昭
島
市
社
協
労
組
か
ら
有

期
雇
用
撤
廃
な
ど
の
運
動
報
告

が
あ
っ
た
。
今
回
特
別
報
告
と

し
て
、
ね
ん
き
ん
機
構
労
組
か

ら
、
有
期
雇
用
職
員
の
雇
用
問

題
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
報
告

も
あ
っ
た
。
質
疑
で
は
明
保
労

の
松
山
執
行
委
員
長
が
保
育
所

の
民
間
委
託
か
ら
調
理
員
の
首

切
問
題
と
保
育
士
の
実
態
を
訴

え
た
。

　
第
２
部
均
等
待
遇
と
雇
用
安

定
を
求
め
る
決
起
集
会
で
は
、

野
角
事
務
局
長
が
「
７
月
４
日

付
の
総
務
省
通
知
が
良
い
ス

タ
ー
ト
。
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
重

要
さ
を
住
民
に
理
解
し
て
も
ら

い
、
仲
間
を
増
や
し
運
動
を
つ

く
ろ
う
」
と
訴
え
た
。

　
分
科
会
で
は
「
処
遇
改
善
、

総
務
省
通
知
」「
仲
間
づ
く
り
」

「
初
め
て
の
組
合
活
動
」
の
３
つ

に
分
か
れ
て
学
習
し
、
運
動
へ

つ
な
げ
よ
う
と
確
認
し
た
。

本
ル
ー
ル
」
等
は
「
従
来
通
り
」

と
の
回
答
を
引
き
出
し
、
賃
金

課
題
は「
確
定
交
渉
で
の
協
議
」

を
確
認
し
た
。

　
神
戸
市
従
で
は
、
24
日
午
前

２
時
の
交
渉
で
、
当
局
が
「
年

内
に
時
間
外
勤
務
が
発
生
し
な

い
勤
務
体
系
の
確
立
が
で
き
な

い
場
合
、
年
明
け
に
も
給
料
表

の
見
直
し
を
提
案
せ
ざ
る
を
得

な
い
」と
の
考
え
方
を
示
し
た
。

そ
れ
に
対
し
市
従
は
、「
直
営

を
堅
持
す
る
こ
と
、
絶
対
に
差

別
的
な
給
料
表
は
導
入
さ
せ
な

い
こ
と
、
そ
の
た
め
に
総
労
働

時
間
短
縮
に
向
け
て
効
率
化
で

き
る
こ
と
は
取
り
組
ん
で
い
く

が
、
残
さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て

は
、事
業
予
算
闘
争
に
向
け
て
、

十
分
協
議
す
る
こ
と
」
を
強
く

申
し
入
れ
確
認
し
た
。

　
阪
淡
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
交
渉

予
定
17
単
組
中
、
23
日
に
５
単

組
が
交
渉
、
南
あ
わ
じ
市
職
労

は
、
現
業
職
員
の
昇
格
運
用
や

特
養
民
営
化
に
伴
う
職
員
の
処

遇
を
協
議
、
三
田
市
職
労
は
、

特
別
支
援
学
校
へ
の
校
務
員
配

置
の
協
議
と
、
現
業･

公
企
職

場
の
直
営
堅
持
を
確
認
し
た
。

　
播
磨
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
５
単

組
が
ス
ト
配
置
。
明
石
市
職
労

は
、
現
業
職
の
年
次
的
・
計
画

的
な
採
用
再
開
を
確
認
、
高
砂

市
職
は
、
現
業
公
企
職
場
の
人

員
体
制
等
を
確
認
し
、
合
意
結

果
の
確
認
書
を
締
結
、
加
古
川

市
職
労
は
当
局
の
再
回
答
に
基

づ
き
各
職
場
交
渉
の
実
施
を
確

認
し
た
。

　
県
本
部
現
業
・
公
企
闘
争
委

員
会
は
10
月
10
日
、
神
戸
市
教

育
会
館
に
て
市
町
振
興
課
等
と

対
県
交
渉
を
行
な
っ
た
。
市
町

振
興
課
交
渉
で
は
、
技
能
労
務

職
の
賃
金
決
定
基
準
の
あ
り
方

を
再
度
確
認
し
た
。

　
ま
た
、
7
月
4
日
に
総
務
省

か
ら
出
さ
れ
た
「
臨
時
職
員
に

対
す
る
総
務
省
通
知
」
に
つ
い

て
は
改
め
て
各
市
町
に
助
言
を

行
う
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
県
教
育
委
員
会
関
係
部
課
の

交
渉
で
は
、「
臨
時・
非
常
勤
の

職
を
も
っ
て
充
て
る
べ
き
職
務

内
容
以
外
の
職
に
つ
い
て
は
、

正
規
職
員
を
も
っ
て
充
て
る
べ

き
」「
民
間
委
託
で
生
じ
る
職
員

の
配
置
換
え
な
ど
は
ま
さ
に
交

渉
の
対
象
で
あ
る
こ
と
」
等
、

改
め
て
確
認
を
行
っ
て
き
た
。

　
ま
た
、
学
校
の
防
災
体
制
の

整
備
・
充
実
に
努
め
る
こ
と
を

確
認
し
、
県
と
の
意
見
交
換
を

行
う
こ
と
も
検
討
す
る
こ
と
を

確
認
し
た
。

　
公
企
関
係
部
課
の
交
渉
で

は
、
36
協
定
や
苦
情
処
理
共
同

調
整
会
議
等
の
法
令
順
守
を
基

本
に
交
渉
を
進
め
、
労
使
協
議

が
基
本
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を

行
っ
た
。

　
ス
ト
実
施
に
よ
る
「
戒
告
処

分
」
で
、高
砂
市
職
委
員
長
（
当

時
）
が
「
処
分
は
不
服
と
し
て

申
立
て
た
」
件
に
つ
い
て
、
10

月
９
日
高
砂
市
公
平
委
員
会

は
、
口
頭
審
理
を
開
催
し
た
。

　
昨
年
９
月
27
日
に
高
砂
市
か

ら
処
分
が
発
令
さ
れ
て
以
降
、

県
本
部
を
交
え
て
不
当
処
分
撤

回
闘
争
を
た
た
か
っ
て
き
た
。

　
こ
れ
ま
で
書
面
に
よ
る
審
理

が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
組
合
側

は
、
①
処
分
は
憲
法
お
よ
び
Ｉ

Ｌ
Ｏ
条
約
に
違
反
し
、
無
効
で

あ
る
②
ス
ト
は
当
局
の
不
誠
実

か
つ
地
公
法
に
違
反
す
る
賃
金

決
定
に
対
す
る
や
む
を
得
な
い

自
救
行
為
で
あ
る
③
ス
ト
に
対

す
る
処
分
は
過
去
に
前
例
が
な

く
裁
量
権
を
逸
脱
し
て
い
る
④

処
分
手
続
き
に
不
備
が
あ
り
無

効
で
あ
る
等
主
張
し
て
き
た
。

　
口
頭
審
理
で
も
組
合
側
は
、

「
処
分
は
、
違
法
無
効
で
あ
り

取
り
消
し
を
免
れ
な
い
」
と
強

く
主
張
し
た
。
裁
決
は
近
々
に

行
わ
れ
る
と
み
ら
れ
る
。

自治労臨職協

雇
用
上
限
突
破
へ
全
国
集
会

７
・
４
総
務
省
通
知
を
学
習

処
分
は
違
法
無
効

取
り
消
し
は
当
然

高
砂
公
平
委
口
頭
審
理

口頭審理後の報告集会

現
業
公
企

対
県
交
渉

賃
金
、配
置
換
は
労
使
協
議

全国から大阪に400人が集まった

但丹ブロックの決起集会

明石 現業職の採用へ
神
戸 

差
別
賃
金
認
め
な
い

直
営
堅
持
基
本
に
交
渉

現
業
・
公
企

統
一
闘
争

　
現
業
・
公
企
統
一
闘
争
、
但

馬
丹
波
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
公
企

評
を
結
成
、
現
業
・
公
企
合
同

幹
事
会
で
統
一
要
求
書
を
確

認
、
決
起
集
会
と
３
地
域
別
集

会
を
開
催
し
て
意
思
統
一
を
は

か
っ
た
。

　
県
職
労
は
20
日
の
交
渉
で
、

「
各
部
局
あ
り
方
交
渉
確
認
の

順
守
」「
事
前
協
議
制
等
の
基
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　「
創
ろ
う
、
市
民
自
治
の
ゆ

た
か
な
社
会
～
毎
日
の
仕
事

の
、
ち
ょ
っ
と
先
。
さ
が
し
て

み
よ
う
、
わ
が
ま
ち
の
未
来
」

を
テ
ー
マ
に
第
35
回
地
方
自
治

研
究
全
国
集
会
が
、
10
月
17
・

18
日
、
佐
賀
市
で
開
催
さ
れ

た
。
全
国
か
ら
自
治
労
組
合
員

や
研
究
者
、
市
民
運
動
家
な
ど

２
０
０
０
人
が
参
加
。
兵
庫
か

ら
は
40
人
が
参
加
し
た
。

　
１
日
目
は
基
調
提
起
や
記
念

講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
、
２
日
目
は
終
日
、
分

科
会
が
行
わ
れ
た
。
記
念
講
演

は
九
州
大
学
の
嶋
田
暁
文
准
教

授
か
ら
「
み
ん
な
が
幸
せ
に
な

る
、
自
治
体
職
員
の
働
き
方
」

の
標
題
で
行
わ
れ
、「
こ
の
集

会
が
初
心
を
取
り
戻
し
、
日
常

の
仕
事
を
見
つ
め
直
す
場
に
」

を
旨
に
締
め
く
く
ら
れ
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
津
田

大
介
さ
ん
の
他
、
嶋
田
准
教
授

や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
代
表
、
自
治
体
職
員

の
４
人
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
実
施
。

仮
設
定
し
た
市
役
所
へ
の
ク

レ
ー
ム
を
切
り
口
に
討
議
を
開

始
し
た
。こ
の
討
議
に
は
ツ
イ
ッ

タ
ー
が
利
用
さ
れ
、
会
場
全
体

の
参
加
者
の
参
加
が
可
能
。
舞

台
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
は
、
同
時

進
行
で
次
々
に
客
席
か
ら
の
意

見
や
感
想
が
写
し
出
さ
れ
た
。

　
基
調
提
起
は
「
目
標
と
す
る

働
き
方
の
実
践
が
困
難
な
現
状

で
半
歩
先
を
め
ざ
そ
う
」
と
提

起
。
分
科
会
は
「
住
民
と
協
働

で
つ
く
る
地
域
社
会
」
な
ど
13

分
科
会
が
開
か
れ
た
。

　
県
本
部
は
秋
季
闘
争
の
意
思

統
一
を
は
か
る
た
め
、
10
月
15

～
22
日
に
か
け
て
全
単
組
オ
ル

グ
、
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
学
習

会
に
取
り
組
ん
だ
。

　
現
業
・
公
企
統
一
闘
争
で
は
、

「
直
営
堅
持
」
を
基
本
に
人
員

補
充
な
ど
の
た
た
か
い
を
強
め

る
よ
う
呼
び
か
け
た
。
14
確
定

闘
争
で
は
、
人
事
院
が
①
14
年

の
官
民
較
差
に
基
づ
く
俸
給
表

と
一
時
金
の
引
き
上
げ
と
、
②

15
年
４
月
実
施
の
給
与
制
度
の

総
合
的
見
直
し
を
勧
告
し
て
い

る
が
、
切
り
離
し
て
交
渉
す
る

よ
う
意
思
統
一
し
た
。
ま
た
、

安
倍
政
権
に
よ
る
憲
法
や
労
働

法
制
破
壊
攻
撃
に
対
し
て
は
、

１
０
０
０
人
委
員
会
の
賛
同
団

体
と
な
る
こ
と
、
統
一
自
治
体

選
挙
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強

め
る
こ
と
を
訴
え
た
。

　
確
定
闘
争
を
め
ぐ
っ
て
は
、

ま
だ
当
局
と
具
体
的
な
協
議
を

行
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
多

か
っ
た
が
、
町
職
を
中
心
に

「
総
合
的
見
直
し
」
の
「
１
号

抑
制
実
施
」
を
ち
ら
つ
か
せ
る

と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。「
総
合
的

見
直
し
を
実
施
し
な
い
と
い
い

と
こ
取
り
に
な
る
」「
よ
く
も

悪
く
も
人
勧
準
拠
で
や
っ
て
き

た
」
と
迫
ら
れ
て
い
る
単
組
も

あ
り
、
切
り
離
し
て
交
渉
で
き

る
か
ど
う
か
が
14
確
定
の
正
念

場
と
な
る
。

　
こ
の
他
に
は
、「
人
事
評
価
の

勤
勉
手
当
へ
の
反
映
が
実
施
さ

れ
て
い
る
」「
現
業
職
員
が
減
少

し
、取
り
組
め
て
い
な
い
」な
ど
、

悩
み
や
意
見
も
出
さ
れ
た
。

▼
県
人
勧
の
情
報
は
Ｈ
Ｐ

　
全
日
本
自
治
体
退
職
者
会
兵

庫
県
本
部
の
第
39
回
定
期
総
会

が
10
月
21
日
、
尼
崎
市
内
の
ホ

テ
ル
ホ
ッ
プ
イ
ン
で
開
か
れ
た
。

　
総
会
に
は
県
本
部
の
森
蔭
委

員
長
、
兵
庫
高
退
連
の
藤
江
会

長
、
尼
崎
市
の
稲
村
市
長
な
ど

来
ひ
ん
11
人
と
、役
員・代
議
員・

傍
聴
な
ど
70
人
が
参
加
し
た
。

　
一
強
他
弱
の
国
会
状
況
を
背

景
に
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
容

認
や
原
発
再
稼
働
、
社
会
保
障

制
度
の
切
り
捨
て
、
労
働
法
制

改
悪
な
ど
暴
走
を
続
け
る
安
倍

政
権
に
対
し
、
高
齢
者
や
国
民

の
生
活
と
平
和
を
守
る
た
め
、

全
日
本
自
治
体
退
職
者
会
に
結

集
し
、「
現
退
一
致
」
の
活
動
に

全
力
を
尽
く
す
方
針
を
満
場
一

致
で
決
定
し
た
。

　
役
員
改
選
で
は
、
今
年
６
月

に
急
逝
さ
れ
た
黒
田
会
長
の
後

任
に
、
小
島
元
県
本
部
委
員
長

を
選
出
、
新
副
会
長
に
は
大
槻

元
県
本
部
委
員
長
が
就
任
し
た
。

　
平
和
憲
法
を
守
る
兵
庫
県
連

絡
会
（
事
務
局
・
自
治
労
兵
庫
県

本
部
）は
、10
・
21
国
際
反
戦
デ
ー

兵
庫
県
集
会
を
ひ
ょ
う
ご
共
済

会
館
で
開
催
し
１
０
０
人
を
超

え
る
参
加
者
が
あ
っ
た
。

　
集
会
で
は
、
関
西
大
学
の
高

作
正
博
教
授
が
「
沖
縄
と
集
団

的
自
衛
権
」
と
題
し
講
演
を

行
っ
た
。
高
作
教
授
は
、
沖
縄

で
推
し
進
め
ら
れ
て
い
る
辺
野

古
新
基
地
建
設
問
題
に
つ
い
て

詳
し
く
述
べ
、
集
団
的
自
衛
権

「
行
使
容
認
」
と
連
動
し
た
動

き
と
し
て
と
ら
え
る
必
要
性
を

指
摘
し
た
。
そ
の
上
で
沖
縄
県

民
が
明
確
に
拒
否
す
る
新
基
地

建
設
を
私
た
ち
が
き
っ
ち
り
と

受
け
止
め
運
動
を
進
め
て
い
く

こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

　
最
後
に
「
沖
縄
県
民
と
と

も
に
新
基
地
建
設

反
対
に
全
力
を
あ

げ
る
」
と
集
会
ア

ピ
ー
ル
を
採
択

し
、
県
本
部
大
野

義
政
副
委
員
長
の

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
閉
会
し
た
。

主
　
　
　
催
　
人
・
街
・
な
が
た
震
災
資
料
室

問
い
合
わ
せ
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
８

－

５
７
９

－

２
３
１
１

震
災
資
料
を
展
示
し
ま
せ
ん
か
？

阪
神
・
淡
路
大
震
災
20
年
の
展
示
会

秋季闘争交渉

引
き
上
げ
と
見
直
し
は
切
り
離
し

全
単
組
オ
ル
グ
で
意
思
統
一

「
現
退
一
致
」
に
全
力

会
長
に
小
島
元
委
員
長

退
職
者
会
総
会

淡路で行われた学習会（10月20日）

役場へのクレーム切り口に
“働き方”見つめ直す

兵
庫
か
ら
40
人
が
参
加

全
国
自
治
研

沖縄は明確に拒否
意思受け止め運動を

国際反戦デー  新基地建設考える

13の分科会で議論を深めた

会場を埋め尽した参加者
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10
月
24
日
に
県
人

事
委
員
会
勧
告
が

出
さ
れ
た
。
月
例

給
、
一
時
金
等
は

国
並
み
引
き
上
げ

だ
が
、「
給
与
制

度
の
総
合
的
見
直

し
」
も
国
に
準
じ
た
内
容
で
勧

告
さ
れ
た
。「
な
ぜ
12
県
に
合

わ
せ
て
引
き
下
げ
ら
れ
な
い
と

い
け
な
い
の
か
」
と
改
め
て
不

合
理
な
内
容
に
怒
り
が
沸
く
▼

先
日
の
連
合
兵
庫
地
方
委
員
会

で
知
事
は
、「
春
闘
で
３
％
近

い
賃
上
げ
を
し
て
い
た
だ
い
た

お
か
げ
で
、
県
職
員
の
人
勧
も

引
き
上
げ
が
勧
告
さ
れ
、
久
し

ぶ
り
に
差
額
が
出
そ
う
だ
。
地

方
の
創
成
。
東
京
一
極
集
中
さ

せ
な
い
こ
と
。
東
京
に
集
中
し

た
若
者
を
地
方
に
分
散
さ
せ
る

政
策
が
大
切
」
と
あ
い
さ
つ
▼

こ
れ
っ
て
、
都
市
部
と
地
方
の

格
差
を
さ
ら
に
広
げ
、
地
方
の

創
成
に
逆
行
す
る
よ
う
な
「
総

合
的
見
直
し
」
は
見
送
り
ま
す

と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
か
？
そ

ん
な
に
甘
く
な
い
こ
と
は
わ

か
っ
て
い
る
が
、
知
事
が
本
気

で
地
方
の
創
成
を
考
え
て
い
る

の
な
ら
、
国
か
ら
ど
う
い
わ
れ

よ
う
が
貫
い
て
い
た
だ
き
た
い

も
の
だ
。
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15日　人権教育ひょうご青年交流会（ラッセホール）
19日　ピース ･セミナー「朝日新聞報道と『慰安婦』問

題をめぐる現状」（神戸勤労会館）
22日　部落解放研究第35回兵庫県集会

（新長田ピフレホール）

当面の日程

おやすみ漫

　
町
職
連
協
は
確
定
闘
争
に
向

け
て
町
職
単
組
交
流
集
会
を
た

つ
の
市
で
13
単
組
36
人
が
参
加

し
開
催
し
た
。
野
﨑
直
規
議
長

は
、「
今
回
の
集
会
、
２
つ
の

課
題
を
設
定
し
た
。
１
つ
は
確

定
交
渉
、
２
つ
は
人
事
評
価
制

度
。
町
職
単
組
、
同
じ
仲
間
と

し
て
団
結
し
て
取
り
組
ん
で
い

こ
う
」
と
力
強
い
あ
い
さ
つ
を

行
っ
た
。

　
人
事
評
価
制
度
の
状
況
報
告

と
し
て
、
太
子
町
職
か
ら
「
12

町
の
中
で
は
早
い
段
階
で
取
り

組
ん
で
い
る
。評
価
制
度
が『
管

理
運
営
事
項
』
に
な
る
の
か
が

攻
防
に
な
っ
た
」。
播
磨
町
職

か
ら
は
「
組
合
員
ア
ン
ケ
ー
ト

で
も
制
度
に
不
信
感
が
満
載
し

て
い
る
」と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　
引
き
続
き
町
職
単
組
代
表
者

会
議
を
実
施
。
北
川
寿
一
事
務

局
長
が
、
今
回
の
確
定
交
渉
に

つ
い
て
、「
給
与
制
度
の
見
直

し
」
に
つ
い
て
の
対
応
方
針
や

町
職
連
協
要
求
書
を
利
用
し
、

統
一
交
渉
日
に
全
町
職
単
組
が

結
集
し
、
取
り
組
み
を
強
化
し

よ
う
と
提
起
し
た
。
ま
た
、
参

加
単
組
か
ら
は
確
定
交
渉
へ
の

取
り
組
み
や
人
事
評
価
制
度
の

状
況
、
独
自
課
題
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
、
各
単
組
の
状
況
を

共
有
し
た
。

　
連
合
兵
庫
は
10
月
30
日
、
神

戸
市
ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル
に
お
い
て

第
28
回
地
方
委
員
会
を
開
催
し

た
。
会
議
で
は
、
格
差
是
正
、

労
働
者
保
護
ル
ー
ル
の
改
悪
阻

止
な
ど
に
つ
い
て
方
針
を
補

強
。
ま
た
、
来
年
4
月
の
統
一

自
治
体
選
挙
に
つ
い
て
推
せ
ん

候
補
の
必
勝
に
向
け
た
取
り
組

み
を
確
認
し
た
。

　
冒
頭
、
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た

辻
芳
治
会
長
は
、「
ど
こ
を
向

き
、
誰
の
た
め
の
政
治
な
の
か
」

と
安
倍
政
権
を
批
判
、「
世
界
一

ビ
ジ
ネ
ス
し
や
す
い
環
境
を
つ

く
る
た
め
、
労
働
者
保
護
ル
ー

ル
を
改
悪
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

労
働
者
を
犠
牲
に
す
る
成
長
戦

略
に
は
反
対
だ
。
派
遣
法
改
悪

を
阻
止
し
、
残
業
代
ゼ
ロ
で
は

な
く
過
労
死
ゼ
ロ
を
め
ざ
そ
う
」

と
檄
を
と
ば
し
た
。

の
仲
間
、
指
定
管
理
導

入
に
よ
る
雇
用
確
保
を

た
た
か
っ
た
自
治
労
の

仲
間
な
ど
集
会
で
は
官

民
を
超
え
た
交
流
も
行

わ
れ
た
。

そ
ん
な
に
悪
い
こ
と
か
？
』
と

女
性
に
感
じ
さ
せ
る
社
会
環
境

に
あ
る
。
環
境
を
変
え
て
い
れ

ば
生
ま
れ
た
命
は
も
っ
と
あ
っ

た
の
で
は
？
」
と
指
摘
し
た
。

　
労
働
組
合
の
意
味
に
も
触
れ

「
過
去
に
組
合
と
協
力
し
て
、

看
護
職
・
一
般
職
の
流
産
率
を

記
事
に
し
た
こ
と
が
あ
る
。
連

帯
し
て
い
く
大
切
さ
を
感
じ

た
」
と
話
し
、「
マ
タ
ハ
ラ
が

横
行
す
る
職
場
は
、
育
児
や
介

護
の
両
立
に
冷
た
く
人
材
を
失

う
。
妊
娠
し
た
ら
『
お
め
で
と

う
』
と
い
え
る
社
会
を
つ
く
っ

て
い
き
た
い
」
と
ま
と
め
た
。

　
解
雇
撤
回
を
た
た
か
う
民
間

賃
金
を
得
る
た
め
に
新
た
な
命

を
失
う
均
衡
点
の
意
と
な
り
、

『
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
の
は

テ
ー
マ
に
、
10
月
26
日
、
第
18

回
働
く
女
性
の
交
流
集
会
が

ひ
ょ
う
ご
共
済
会
館
で
開
催
さ

れ
た
。

　
集
会
で
は
労
働
経
済
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
小
林
美
希
さ
ん
に

よ
る
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　
講
演
は
「
雇
用
崩
壊
か
ら
社

会
の
在
り
方
を
み
る
」
を
テ
ー

マ
に
、
雇
用
形
態
や
企
業
の
規

模
、
一
般
企
業
・
公
務
員
を
問

わ
ず
、
様
々
な
職
場
で
の
マ
タ

ニ
テ
ィ
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
マ

タ
ハ
ラ
）
の
実
態
に
つ
い
て
述

べ
、「
Ｗ
Ｌ
Ｂ
は
今
や
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
で
は
な
く
、

ウ
ェ
ッ
ジ（Wage

）・
Ｌ
・
Ｂ
＝

　「
声
を
あ
げ
よ
う
！
職
場
も

社
会
も
か
え
る
た
め
に

－

が
ん

ば
り
か
た
の
転
換
を

－

」
を

は
、国
の
「
給
与
制
度
見
直
し
」

初
年
度
の
原
資
確
保
で
あ
る
こ

と
か
ら
給
与
水
準
の
下
が
る
地

方
に
は
求
め
な
い
こ
と
④
「
見

直
し
」
実
施
時
期
は
２
０
１
５

年
４
月
に
こ
だ
わ
ら
な
い
こ
と

な
ど
で
追
及
し
た
。

　
し
か
し
、
県
は
、「
人
事
院

勧
告
の
取
り
扱
い
は
一
体
で
行

う
べ
き
」
と
の
総
務
省
の
見
解

に
終
始
し
た
。
個
別
課
題
に
つ

い
て
も
、
号
給
の
増
設
に
つ
い

て
は
理
解
を
示
し
た
が
、
そ
の

他
は
国
通
り
と
し
た
。

　
県
本
部
は
生
活
の
維
持
・
向

上
の
観
点
か
ら
、
独
自
カ
ッ
ト

実
施
自
治
体
の
取
り
扱
い
な

ど
、
労
使
交
渉
の
結
果
は
尊
重

す
る
よ
う
念
押
し
し
た
。

　
他
の
課
題
で
は
、
①
人
事
評

価
制
度
の
処
遇
へ
の
反
映
に
つ

い
て
職
員
団
体
の
意
見
を
聞
く

こ
と
②
臨
時
・
非
常
勤
職
員
の

処
遇
改
善
に
つ
い
て
は
総
務
省

通
知
の
趣
旨
を
踏
ま
え
る
こ
と

な
ど
を
確
認
し
た
。

　
賃
金
確
定
闘
争
は
14
日
、
21

日
の
統
一
行
動
を
背
景
に
、
粘

り
強
い
た
た
か
い
を
進
め
よ
う
。

　
県
本
部
は
、
官
民
格
差
に
基

づ
く
賃
金
改
定
は
、
４
月
遡
及

適
用
、
年
内
差
額
支
給
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
12
月
議
会
条
例
化

が
必
要
で
あ
る
が
、「
給
与
制

度
見
直
し
」
は
、
地
方
で
は
給

与
水
準
の
引
き
下
げ
に
即
つ
な

が
る
た
め
12
月
議
会
は
見
送
る

べ
き
と
主
張
し
た
。

　
個
別
課
題
と
し
て
、
①
号
給

の
増
設
に
つ
い
て
は
、
４
級
の

増
設
な
ど
各
団
体
の
実
情
を
考

慮
す
べ
き
②
現
給
保
障
に
つ
い

て
は
、
終
期
を
求
め
な
い
こ
と

③
１
号
昇
給
抑
制
に
つ
い
て

　
県
本
部
は
５
日
、
人
事
院
勧
告
の
取
り
扱
い
な
ど
今
確
定
闘
争
の
課
題
に
つ
い
て
県
市
町

振
興
課
交
渉
を
行
っ
た
。
県
本
部
は
、「
給
与
制
度
の
総
合
的
見
直
し
」
に
つ
い
て
は
、
国

家
公
務
員
給
与
配
分
の
問
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
県
と
し
て
助
言
し
な
い
よ
う
強
く
求
め
た
。

し
か
し
、
県
は
、
給
与
改
定
と
同
様
に
国
に
お
け
る
取
り
扱
い
を
基
本
に
対
処
す
べ
き
と
の

考
え
に
終
始
し
た
。
労
使
交
渉
が
基
本
と
の
原
則
は
改
め
て
確
認
し
た
。

労
使
交
渉
の
課
題
に

町職連協交流会

評
価
制
度
導
入
単
組
か
ら
報
告

産み育てることを
悪いと感じさせる社会

マタハラの現状から考える働く女性の
交 流 集会

労
働
者
犠
牲
の
　

成
長
戦
略
に
反
対

連
合
兵
庫
地
方
委

給与制度見直しの取り扱いについて追及する県本部交渉団

確定の課題を意思統一した

講演する小林さん

2014確定

「
給
与
見
直
し
」平
行
線

労
使
交
渉
が
原
則 

再
確
認

県
交
渉
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10
月
26
日
、
組
合
員
と
家
族

ら
４
０
０
人
が
参
加
し
て
、
篠

山
に
お
い
て
県
本
部
第
８
回
黒

豆
収
穫
祭
が
行
わ
れ
た
。

　
左
川
忍
副
委
員
長
は
、「
今

日
は
１
日
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
、
明
日
か
ら
の
仕
事
や
組
合

活
動
を
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
豆
ご
は
ん
、
枝
豆
と
豚
汁
を

楽
し
ん
だ
後
、抽
選
会
を
実
施
。

新
米
や
栗
が
贈
呈
さ
れ
た
。
子

ど
も
向
け
ビ
ン
ゴ
も
行
わ
れ

た
。

務
災
害
認
定
闘
争
に
支
援
を
」

（
明
石
市
職
労
）。「
ス
ト
処
分

撤
回
闘
争
支
援
に
お
礼
。
公
平

委
員
会
で
勝
利
を
め
ざ
す
」（
高

砂
市
職
）。「
公
契
約
条
例
の
制

定
を
め
ざ
す
。
加
西
市
長
選
挙

に
支
援
を
」（
加
西
市
職
）。「
上

野
県
会
議
員
の
３
選
に
支
援

を
」（
神
河
町
職
）。
等
、
４
単

組
５
人
か
ら
発
言
が
あ
っ
た
。

　
高
松
豊
事
務
局
長
は
、「
補

強
意
見
と
し
て
方
針
に
反
映
し

た
い
。
各
単
組
は
取
り
組
み
を

広
げ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
答

弁
し
、
報
告
・
議
案
は
採
択
さ

れ
た
。

　
本
大
会
に
お
い
て
は
、
退
任

す
る
高
松
事
務
局
長
の
後
任
に

足
立
育
生
さ
ん
（
神
河
町
職
）

が
選
任
さ
れ
た
。
今
後
の
活
躍

に
期
待
す
る
。

「
今
賃
金
確
定
闘
争
の
課
題
は
、

『
給
与
制
度
の
総
合
的
見
直
し
』

の
12
月
議
会
条
例
阻
止
で
あ

り
、
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
意
思
統

一
し
て
た
た
か
お
う
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。

　
報
告
・
議
案
の
部
で
は
、「
現

業
闘
争
で
合
理
化
対
案
を
撤
回

さ
せ
た
が
ス
ト
延
期
で
継
続
し

て
た
た
か
う
。
ア
ス
ベ
ス
ト
公

　
播
磨
ブ
ロ
ッ
ク
定
期
総
会

は
、
10
月
31
日
姫
路
市
勤
労
市

民
会
館
に
お
い
て
、
37
単
組
97

人
の
参
加
で
開
催
さ
れ
た
。

　
冒
頭
、
宮
本
誠
之
議
長
は
、

問
が
あ
っ
た
。

　
活
動
方
針
案
・
予
算
案
と
も

に
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
、
阪

神
淡
路
ブ
ロ
ッ
ク
の
15
年
度
の

取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

み
に
つ
い
て
要
望
」
が
出
さ
れ

た
。
ま
た
、
川
西
市
職
労
の
山

下
さ
ん
か
ら
は
、
今
後
の
「
給

与
制
度
の
総
合
的
見
直
し
」
に

対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
質

か
ら
は
、「
人
勧
で
出
さ
れ
た

一
時
金
の
引
き
上
げ
を
、
嘱
託

も
勝
ち
取
り
た
い
」
と
い
う
決

意
が
述
べ
ら
れ
た
の
を
は
じ

め
、
芦
屋
指
導
員
労
組
の
森
口

さ
ん
か
ら
は
、「
臨
時
職
員
の

実
態
調
査
と
組
織
化
の
取
り
組

み
強
化
の
要
望
」
が
出
さ
れ
、

尼
崎
市
職
労
の
森
さ
ん
か
ら

は
、「
団
体
交
渉
の
成
果
が
非

組
合
員
に
も
お
よ
ぶ
こ
と
に
対

す
る
対
策
や
組
合
事
務
所
費
の

問
題
」
が
、
同
じ
く
尼
崎
市
職

労
の
水
口
さ
ん
か
ら
は
、「
狭

山
裁
判
支
援
の
具
体
的
取
り
組

　
阪
神
淡
路
ブ
ロ
ッ
ク
は
10
月

27
日
、
三
田
市
に
お
い
て
定
期

総
会
を
開
催
し
た
。
23
単
組
57

人
が
参
加
し
、
総
括
、
方
針
に

つ
い
て
討
議
を
深
め
、
全
単
組

団
結
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
活
動
方
針
案
に
対
し
以
下
の

意
見
・
質
疑
が
あ
っ
た
。

　
尼
崎
嘱
託
労
組
の
伊
藤
さ
ん

　
来
年
の
統
一
自
治
体
選
挙
の
県
本

部
組
織
内
推
せ
ん
議
員
を
紹
介
す
る
。

　
黒
田
一
美
さ
ん
は
垂
水
で
生
ま
れ

育
っ
た
。
神
戸
市
役
所
で
家
屋
評
価

員
と
し
て
働
き
、
地
域
で
は
解
放
運

動
、
平
和
運
動
に
取
り
組
ん
だ
。
そ

の
中
で
市
民
の
生
活
の
実
情
や
、
地

域
の
様
々
な
課
題
に
接
し
、
行
政
に

反
映
し
た
い
、
県
と
神
戸
市
の
つ
な

ぎ
に
な
り
た
い
と
思
い
は
じ
め
た
。

　
震
災
の
時
、「
家
が
潰
れ
た
、
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
か
」
と
多
く
の
相

談
が
あ
り
は
じ
め
た「
よ
ろ
ず
相
談
」

は
、
あ
れ
か
ら
毎
年
２
月
に
続
け
て

い
る
。
県
会
常
任
委
の
視
察
で
気
の

つ
い
た
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー
の
改
築

や
警
察
署
内
の
死
体
安
置
所
設
置
な

ど
、県
に
要
望
あ
げ
て
実
現
さ
れ
た
。

　「
財
源
、
権
限
、
責
任
」
を
地
方

に
任
せ
て
い
く
「
地
方
主
権
」
を
訴

え
て
い
き
た
い
、
と
県
本
部
議
員
連

合
会
長
の
黒
田
さ
ん
は
語
っ
た
。

www.kuroda-kazum
i.jp

連合兵庫

もちつきフェア
　おもち引換
　ビンゴゲーム
　各種出店

12月14日（日）
　11：30 開場
　12：00 開会

神戸ポートアイランド
CATパーク
問い合わせは組合事務所まで

組織内議員
の紹介　●①

兵庫県会議員（神戸市垂水区）

黒  田  一  美 さん

「見直し」阻止を意思統一
播磨、阪淡ブロックで定期総会

阪淡ブロック

臨
職
実
態
調
査
と
組
織
化

人
勧
引
き
上
げ
分
の
反
映
を

播
磨
ブ
ロ
ッ
ク

新事務局長に足立さん
公契約条例など課題持ち寄る

黒
豆
収
穫
祭
に
４
０
０
人

豆
ご
は
ん
と
豚
汁
を
楽
し
む

あいさつを行う酒井議長

親
子
で
の
参
加
も
多
く
、
収
穫
祭
は
盛
り
上
が
っ
た

就任の決意を述べる足立事務局長
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「
驚
く
な
よ
」

「
何
？
」「
悲
し
む

な
よ
」「
何
？
」

「
お
も
ち
ゃ
屋
さ

ん
今
月
で
閉
店
」

「
え
～
っ
！
」
大

げ
さ
に
倒
れ
た
ま

ま
息
子
は
動
か
な
い
。
商
店
街

の
お
も
ち
ゃ
屋
閉
店
の
寂
し
い

ニ
ュ
ー
ス
で
、
原
因
を
い
ろ
い

ろ
話
し
合
っ
た
。ネ
ッ
ト
通
販
、

量
販
店
の
品
揃
え
に
負
け
た

か
？
い
ろ
い
ろ
考
え
た
結
果
、

一
番
は
「
子
ど
も
が
減
っ
た
」

小
学
校
は
４
校
統
合
。
見
つ
め

続
け
る
だ
け
で
、
ミ
ニ
カ
ー
ぐ

ら
い
し
か
買
わ
な
い
子
ど
も
相

手
で
は
多
売
で
し
か
成
り
立
た

な
い
。
息
子
が
商
店
街
を
歩
け

ば
、
串
カ
ツ
屋
で
ラ
ム
ネ
菓
子

を
も
ら
い
、豆
腐
屋
で「
赤
ち
ゃ

ん
ち
ゃ
う
け
ど
、
あ
げ
る
わ
」

と
ヤ
ク
ル
ト
を
受
け
取
る
。
将

来
の
購
買
層
は
厚
遇
さ
れ
て
い

る
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
商
店
街
が
多

い
中
、
よ
く
通
る
売
り
声
と
、

元
気
な
お
年
寄
り
で
、
何
と
か

頑
張
っ
て
い
る
街
に
は
元
気
を

も
ら
う
。
い
ろ
ん
な
世
代
が
交

わ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
暮

ら
し
続
け
ら
れ
な
い
か
。
働
く

人
を
犠
牲
に
し
な
が
ら
の
成
長

戦
略
は
も
う
い
ら
な
い
。

 2014．12．1
　月２回（１日、15日）発行　定価10円
　購読料は組合費に含まれる。
　自治労兵庫県本部
　書記長／尾西亮太郎・編集人／宮本誠之

1443号
1993年９月６日　第三種郵便物認可

〒650－0004 神戸市中央区中山手通3－4－8 大東ビル TEL078－392－0820 FAX 078－392－0920
http : //www.jichiro-hyogo.jp/　E-mail : jhyogo@jichiro-hyogo.jp

６日　第34回県本部囲碁・将棋大会（共済会館）
13日　第25回連合兵庫もちつきフェア

（ポートアイランド）
14日　戦争をさせない1000人委員会・ひょうご学習会

（ラッセホール）
14日　衆議院選挙投開票日

当面の日程

身  体  検  査

吉 田 ノ ボ

　
師
走
の
あ
わ
た
だ
し
い
中

で
、
衆
議
院
の
解
散
総
選
挙
が

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
兵
庫
３
区
か
ら
は
、
自
治

労
組
織
内
の「
よ
こ
は
た
和
幸
」

さ
ん
が
、
再
び
民
主
党
公
認
候

補
と
し
て
立
候
補
し
ま
す
。

　
マ
ス
コ
ミ
は
、
今
回
の
解
散

に
大
義
が
な
い
と
報
道
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
解
散
に
踏
み
切

っ
た
安
倍
首
相
の
思
惑
は
、
選

挙
で
過
半
数
を
維
持
し
、
原
発

再
稼
働
や
集
団
的
自
衛
権
の
解

釈
変
更
な
ど
の
信
任
を
得
た
も

の
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
私
た
ち
の
職
場
で
は
、
給
与

制
度
の
総
合
的
見
直
し
が
勧
告

さ
れ
、
来
年
４
月
か
ら
平
均

２
％
も
の
賃
金
削
減
が
行
わ
れ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
景
気
の

回
復
に
は
労
働
者
の
賃
上
げ
が

必
要
不
可
欠
で
す
。
ま
た
、
労

働
法
制
改
悪
の
動
き
も
逆
行
す

る
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
多
く

が
国
政
の
場
で
決
め
ら
れ
て
し

ま
い
ま
す
。

　
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
携
わ
る
私

た
ち
の
代
表
を
国
会
に
送
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
よ
こ
は
た
和

幸
さ
ん
の
勝
利
に
向
け
、
県
本

部
は
組
織
の
総
力
を
あ
げ
て
奮

闘
す
る
決
意
で
す
。
全
組
合
員

の
総
力
を
結
集
し
ま
し
ょ
う
。

　
11
月
19
日
、
安
倍
首
相
は
衆
議
院
を
解
散
。
こ
の
間
進
め

て
き
た
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
信
を
問
う
の
だ
と
い
う
。
秘
密
保

護
法
や
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
な
ど
憲
法
に
関
わ
る
重

要
事
項
の
信
を
問
う
の
で
は
な
い
ら
し
い
。
き
し
く
も
公
務

員
賃
金
引
き
下
げ
を
強
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
今
こ
そ
、

働
く
者
の
怒
り
で
鉄
槌
を
下
す
と
き
だ
。

　
自
治
労
兵
庫
県
本
部
は
、
前

回
に
引
き
続
き
、
兵
庫
第
3
選

挙
区
（
垂
水
・
須
磨
区
）
の
候

補
者
と
し
て「
よ
こ
は
た
和
幸
」

（
神
戸
市
従
特
別
執
行
委
員
）

さ
ん
の
推
せ
ん
を
決
定
し
た
。

　
こ
の
選
挙
で
、
現
在
の
政
権

が
継
続
す
る
よ
う
な
こ
と
に
な

れ
ば
、
多
く
の
国
民
が
危
惧
す

る
原
発
再
稼
働
や
、
残
業
代
ゼ

ロ
な
ど
労
働
者
を
使
い
捨
て
に

す
る
よ
う
な
政
策
に
フ
リ
ー
ハ

ン
ド
を
与
え
て
し
ま
う
こ
と
に

な
る
。
首
相
は
雇
用
が
増
加
し

た
と
う
そ
ぶ
く
。
正
規
雇
用
が

減
少
し
非
正
規
労
働
者
が
増
大

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
雇
用
が
拡
大
し
た
」
と
。
前

回
の
自
民
党
の
公
約
で
あ
る
公

務
員
賃
金
抑
制
も
、
い
ま
現
場

で
厳
し
い
交
渉
を
行
っ
て
い

る
。
働
く
者
を
大
切
に
す
る
政

治
を
取
り
戻
そ
う
。
政
治
に
無

関
心
で
あ
れ
て
も
無
関
係
で
は

い
ら
れ
な
い
の
だ
。

　
お
詫
び
と
訂
正

　
自
治
ひ
ょ
う
ご
１
４
４
２
号

（
11
月
15
日
付
）
に
、
連
合
も

ち
つ
き
フ
ェ
ア
を
12
月
14
日
と

案
内
し
て
い
ま
し
た
が
、
正
し

く
は
12
月
13
日
（
土
）
で
す
。

お
詫
び
し
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
連
合
兵
庫
は
労
働
者
派
遣
法

改
悪
な
ど
、
労
働
者
保
護
ル
ー

ル
の
改
悪
に
反
対
し
、
連
合
が

展
開
し
て
い
る
「
全
国
縦
断
ア

ピ
ー
ル
リ
レ
ー
」
を
連
合
徳
島

か
ら
タ
ス
キ
を
引
き
継
ぎ
、
11

月
７
日
～
９
日
に
県
内
を
縦
断

し
た
。
神
戸
で
は
７
日
に
大
丸

前
で
、
辻
芳
治
会
長
が
マ
イ
ク

を
持
っ
て
訴
え
た
。

　
西
播
か
ら
北
阪
神
の
各
地
域

協
議
会
が
中
心
と
な
っ
て
タ
ス

キ
を
つ
な
ぎ
、「
生
涯
派
遣
で

低
賃
金
を
払
拭
」「
残
業
代
ゼ

ロ
よ
り
、
過
労
死
ゼ
ロ
」
を
合

言
葉
に
、
安
倍
自
民
党
政
権
が

推
し
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
改

悪
に
反
対
し
、「
働
く
者
の
権

利
を
守
る
た
た
か
い
を
強
め
よ

う
」
と
ア
ピ
ー
ル
、
タ
ス
キ
は

連
合
和
歌
山
へ
引
き
継
い
だ
。

元町・大丸前で訴える連合の辻会長

第２区　兵庫区・北区・長田区

向　山　好　一
第３区　須磨区・垂水区

よこはた  和 幸
第６区　川西市・宝塚市・伊丹市

辻　　　泰　弘
第７区　西宮市・芦屋市

石　井　登志郎
第11区　姫路市

松　本　剛　明
※推せんの最終決定は、連合の組織

決定を受け、12月１日の県本部執
行委員会で行います。最終の県本
部推薦決定は、ネットワーク情報
で案内します。

兵庫
３区よこはたさんを推せん

衆議院選挙

雇
用
破
壊
す
る
安
倍
に
NO

憲
法
改
悪
、原
発
再
稼
働
は
反
対

森

蔭

委
員
長

私
た
ち
の
代
表
を
国
会
へ

連合リレー
キャラバン

タ
ス
キ
が
兵
庫
入
り

労
働
規
制
緩
和
は
ア
カ
ン

県本部推せん候補
職場・地域で広げよう

【よこはた和幸さんのプロフィール】
1971年生まれ。民主党兵庫県第３区総支部長。
2003年神戸市会議員初当選、３期務める。2012年
の第46回衆議院選挙に出馬も惜敗。家族は妻･長
男（５歳）、長女（１歳）
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　「
町
の
将
来
を
町
民
と
と
も
に
考

え
る
」
と
03
年
、
市
町
合
併
を
機
に

大
河
内
町
長
に
。「
住
民
投
票
の
実

施
や
本
庁
舎
の
場
所
な
ど
、
住
民
と

議
論
し
、
弊
害
の
少
な
い
合
併
が
で

き
た
」
と
政
治
家
に
な
っ
た
き
っ
か

け
を
話
す
。
合
併
後
、
07
年
に
県
議

選
に
出
馬
。
現
在
２
期
目
。

　
郡
部
で
は
空
き
家
を
利
用
し
た

「
空
き
家
バ
ン
ク
」
に
取
り
組
む
と

こ
ろ
も
多
い
が
、
県
内
で
は
神
河
町

の
契
約
成
立
が
圧
倒
的
だ
。「
山
名

宗
悟
町
長
（
組
織
内
）
と
連
携
し
、

田
舎
生
活
の
宣
伝
、
町
づ
く
り
の
提

案
を
行
っ
て
い
る
」
と
活
動
を
紹
介

す
る
。

　
福
崎
に
は
柳
田
國
男
の
生
家
、
市

川
は
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
製
造
の
技
術
が

あ
り
、情
熱
を
持
っ
た
人
々
が
い
る
。

「
地
域
創
生
と
い
う
が
、
過
大
な
イ

ン
フ
ラ
は
求
め
な
い
。
地
域
資
源
を

生
か
す
こ
と
、
住
民
の
意
思
決
定
が

あ
る
こ
と
が
重
要
だ
」

組織内議員
の紹介　●②

兵庫県議会議員（神崎郡）

上  野  英  一 さん

　
憲
法
ひ
ょ
う
ご
（
事
務
局
・

自
治
労
県
本
部
）
が
主
催
す
る

ピ
ー
ス
・
セ
ミ
ナ
ー
が
、
11
月

19
日
、
神
戸
勤
労
会
館
で
行
わ

れ
た
。
朝
日
新
聞
報
道
と
「
慰

安
婦
」
問
題
を
テ
ー
マ
に
方パ

ン

清チ
ョ
ン

子ジ
ャ

さ
ん
の
講
演
に
学
ん
だ
。

　
朝
日
新
聞
の
吉
田
証
言
の
取

り
消
し
が
「
慰
安
婦
」
問
題
が

な
か
っ
た
こ
と
と
す
る
論
調
に

対
し
て
方
さ
ん
は
、「『
慰
安

婦
』
問
題
を
告
発
し
た
の
は
被

害
者
の
立
ち
上
が
り
。
全
く
的

外
れ
」
と
一
蹴
。
国
連
の
勧
告

な
ど
、
国
際
社
会
は
安
倍
政
権

に
対
し
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る

と
続
け
、「『
慰
安
婦
』
は
今
も

人
権
を
侵
害
さ
れ
苦
し
ん
で
い

る
。
過
去
の
問
題
で
は
な
い
」

と
訴
え
た
。

　
12
月
は
18
日
に
「
安
全
保

障
」
を
テ
ー
マ
に
ピ
ー
ス
・
セ

ミ
ナ
ー
を
実
施
す
る
。

較
差
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、

係
長
職
の
給
料
表
を
修
正
、
07

年
の
給
与
構
造
見
直
し
に
伴
う

経
過
措
置
を
３
年
延
長
さ
せ
る

こ
と
で
合
意
し
た
。
総
合
的
見

直
し
は
、
給
料
表
、
地
域
手
当

見
直
し
（
10
→
12
％
）
を
確
認
。

再
任
用
職
員
の
給
料
月
額
は
引

き
下
げ
な
い
こ
と
も
確
認
し
た
。

　
県
本
部
第
２
波
統
一
行
動

（
11
月
21
日
）、
県
職
労
交
渉

（
26
日
）
の
結
果
は
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
情
報
で
掲
載
。

ん
だ
。
結
果
、
高
砂
市
職
や
太

子
町
職
で
給
与
改
定
の
12
月
条

例
化
と
、
総
合
的
見
直
し
に
つ

い
て
３
月
議
会
ま
で
の
継
続
協

議
を
確
認
し
た
。
そ
の
他
の
単

組
で
も
第
２
波
を
背
景
に
総
合

的
見
直
し
先
送
り
で
交
渉
を
進

め
て
い
る
。

　
但
丹
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
臨
時

単
組
代
表
者
会
議
や
総
会
で
意

思
統
一
し
、
第
２
波
に
結
集
し

て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　
神
戸
市
労
連
は
、
14
年
官
民

一
体
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た

が
、
各
単
組
は
「
給
与
改
定
」

の
み
決
着
を
め
ざ
し
て
取
り
組

第
1
波
交
渉
日
に
あ
わ
せ
、
15

単
組
が
交
渉
を
設
定
。
芦
屋
水

労
が
、
14
年
官
民
較
差
解
消
と

給
与
制
度
の
総
合
的
見
直
し
が

同
時
に
提
案
さ
れ
た
が
、（
提

案
内
容
に
誤
り
が
あ
り
、
白
紙

撤
回
）、
そ
の
他
の
単
組
は
、

総
合
的
見
直
し
は
切
り
離
し
別

途
協
議
、
給
与
改
定
は
実
施
す

る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
播
磨
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
６
単

組
が
ス
ト
配
置
し
て
深
夜
ま
で

交
渉
を
行
っ
た
。
当
局
側
か
ら

の
提
案
は
多
く
が
、
14
年
官
民

較
差
解
消
と
総
合
的
見
直
し
を

　
確
定
闘
争
は
、
11
月
14
日
に

第
１
波
の
県
本
部
統
一
行
動
を

配
置
し
て
交
渉
が
行
わ
れ
た
。

神
戸
市
労
連
は
、
11
日
の
交
渉

で
妥
結
に
い
た
っ
た
。

　
阪
神
淡
路
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、

　
11
月
１
～
３
日
、
岐
阜
市
内

で
第
51
回
護
憲
大
会
が
開
催
さ

れ
た
。
戦
後
70
年
を
目
前
に
歴

史
認
識
を
問
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
内
田
雅
敏

弁
護
士
は
、「『
政
府
の
行
為
に

よ
っ
て
国
民
を
戦
争
の
惨
禍
に

巻
き
込
ま
な
い
』
と
い
う
戦
後

の
出
発
点
の
も
と
、
日
中
共
同

声
明
や
村
山
談
話
が
あ
る
。
戦

後
70
年
に
村
山
談
話
を
見
直
そ

う
と
す
る
安
倍
首
相
は
、
歴
史

の
過
ち
を
否
定
し
て
い
る
」
と

強
調
。
飯
島
滋
明
名
古
屋
学
院

大
学
准
教
授
は
、「
積
極
的
平

和
主
義
と
は
、
貧
困
を
な
く
し

た
り
教
育
を
高
め
た
り
す
る
と

い
う
の
が
平
和
学
で
の
常
識
。

安
倍
首
相
は
そ
れ
を
捻
じ
曲

げ
、
戦
争
へ
の
道
を
進
ん
で
い

る
」
と
説
明
し
た
。

　
但
馬
丹
波
ブ
ロ
ッ
ク
第
44
回

定
期
総
会
が
11
単
組
46
人
の
参

加
に
よ
り
11
月
11
日
に
養
父
公

民
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　
総
会
冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立
っ

た
隅
田
龍
議
長
は
「
安
倍
総
理

は
女
性
閣
僚
の
不
祥
事
に
よ
る

内
閣
不
信
を
払
拭
す
る
た
め

に
、
消
費
税
引
き
上
げ
判
断
の

審
判
と
い
う
理
由
を
付
け
年
内

解
散
に
出
る
可
能
性
も
あ
り
、

政
治
状
況
は
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
と
な
っ
て
い
る
。
当
面
す

る
確
定
闘
争
で
は
、
給
与
制
度

の
総
合
的
見
直
し
と
格
差
是
正

は
切
り
離
し
て
た
た
か
い
を
進

め
よ
う
」
と
述
べ
た
。

　
そ
の
後
、
活
動
経
過
報
告
、

活
動
方
針
案
お
よ
び
会
計
予
算

案
が
全
体
の
拍
手
で
可
決
さ
れ
、

当
面
す
る
た
た
か
い
で
は
確
定

闘
争
は
、
給
与
制
度
の
見
直
し

は
ベ
ア
分
と
切
り
離
し
て
12
月

議
会
へ
の
提
案
を
回
避
さ
せ
る

と
と
も
に
、
１
号
抑
制
に
つ
い

て
は
必
ず
阻
止
す
る
こ
と
を
確

認
、
各
単
組
交
渉
経
過
に
つ
い

て
は
随
時
ブ
ロ
ッ
ク
へ
報
告
す

る
と
と
も
に
、
全
単
組
が
情
報

共
有
を
は
か
り
な
が
ら
取
り
組

み
を
進
め
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
11
月
７
日
、
県
庁
前
で
行

っ
た
県
本
部
決
起
集
会
。

▲
52
単
組
７
２
０
人
が
参
加

し
、「
生
活
改
善
」
な
ど

を
訴
え
た（
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
）

確定闘争第１波

阪
淡
中
心
に
切
り
離
し

「
総
合
的
見
直
し
」が
焦
点
に

一
丸
と
な
っ
て
確
定
た
た
か
う

但
丹
ブ
ロ
ッ
ク

定
期
総
会

戦後７０年を前に
安倍政権の姿勢問う
第51回護憲大会でシンポ

「
慰
安
婦
」の
苦
し
み
今
も

人
権
回
復
の
視
点
重
要

11
月
19
日
ピ
ー
ス
・
セ
ミ
ナ
ー

確定への意思統一をはかった

集会後のデモ
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さ
て
、
今
年
も
余

す
と
こ
ろ
２
週
間

と
な
っ
て
き
た
。

毎
年
の
こ
と
な
が

ら
流
行
語
大
賞
な

る
も
の
が
某
企
業

か
ら
発
表
さ
れ
て

い
る
▼
今
年
は
「
ダ
メ
よ
～
、

ダ
メ
ダ
メ
」
と
「
集
団
的
自
衛

権
」
だ
っ
た
。
こ
の
２
つ
の
流

行
語
、
関
連
性
が
あ
る
な
と
。

も
し
か
し
て
、
標
語
的
？
２
つ

を
連
続
さ
せ
る
と
、「
ダ
メ
よ

～
、
ダ
メ
ダ
メ
！
集
団
的
自
衛

権
」
だ
。
こ
の
新
聞
が
発
行
さ

れ
る
こ
ろ
に
は
衆
議
院
議
員
選

挙
も
大
詰
め
を
迎
え
、
結
果
が

決
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
か
も

わ
か
ら
な
い
が
、
経
済
政
策
も

大
事
だ
が
平
和
憲
法
を
守
る
と

い
う
こ
と
で
こ
の
流
行
語
大
賞

の
言
葉
を
使
え
な
い
だ
ろ
う

か
？
▼
14
年
、
賃
金
が
７
年
ぶ

り
に
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
と
な
っ
た

が
給
与
制
度
の
見
直
し
に
よ
り

賃
下
げ
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
。
全
体
的
に
は
あ
ま
り
い

い
年
と
は
い
え
な
い
が
、
15
年

が
組
合
員
み
な
さ
ま
に
と
っ
て

良
い
お
年
に
な
る
こ
と
を
祈
願

し
て
筆
を
置
き
ま
す
。
ご
き
げ

ん
よ
う
。

（
ど
ら
）

 2014．12．15
　月２回（１日、15日）発行　定価10円
　購読料は組合費に含まれる。
　自治労兵庫県本部
　書記長／尾西亮太郎・編集人／宮本誠之

1444号
1993年９月６日　第三種郵便物認可

〒650－0004 神戸市中央区中山手通3－4－8 大東ビル TEL078－392－0820 FAX 078－392－0920
http : //www.jichiro-hyogo.jp/　E-mail : jhyogo@jichiro-hyogo.jp

18日　第２回ピース・セミナー（神戸勤労会館）

20日　障害者問題を考える兵庫県連絡会議（障問連）

第34回総会とシンポジウム（あすてっぷ神戸）

21日　第７回　女性部・臨職評合同学習会（共済会館）

当面の日程

　
選
挙
区
で
20
の
労
働
組
合
が

よ
こ
は
た
さ
ん
を
支
援
し
て
い

る
。
関
係
者
が
埋
め
尽
く
す
会

場
に
よ
こ
は
た
さ
ん
が
入
場
す

る
と
「
頑
張
れ
！
頑
張
れ
！
」

と
声
援
が
飛
ん
だ
。

　
兵
庫
３
区
で
よ
こ
は
た
さ
ん

の
選
挙
対
策
委
員
長
を
務
め
る

黒
田
一
美
県
会
議
員
が
冒
頭
に

あ
い
さ
つ
。
医
療
の
後
退
、
戦

争
の
道
へ
進
む
安
倍
政
権
に
懸

念
を
示
し
、「
子
、
孫
の
世
代

の
た
め
に
も
、
何
と
し
て
も
よ

こ
は
た
さ
ん
を
国
会
に
送
ろ

う
」
と
訴
え
た
。

　
政
界
に
お
け
る
よ
こ
は
た
さ

ん
の
師
、
石
井
一
元
参
議
院
議

員
も
激
励
に
か
け
つ
け
た
。「
長

　
県
本
部
は
来
年
１
月
23
日
に

１
時
間
ス
ト
ラ
イ
キ
を
配
置

し
、
反
行
革
・
予
算
要
求
闘
争

を
取
り
組
む
。
６
月
の
人
員
確

保
闘
争
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
一

連
の
た
た
か
い
の
決
着
の
場
と

し
て
、
①
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
拡

充
の
た
め
人
員
と
予
算
の
確
保

②
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
外
部
委
託

反
対
③
高
齢
者
再
任
用
制
度
の

確
立
と
運
用
改
善
④
臨
時
・
非

常
勤
職
員
等
の
雇
用
継
続
と
待

遇
改
善
な
ど
職
場
要
求
を
踏
ま

え
た
た
た
か
い
を
進
め
る
。

　
今
回
は
特
に
、
賃
金
確
定
闘

争
か
ら
継
続
課
題
と
な
っ
て
い

る
「
給
与
制
度
の
総
合
的
見
直

し
」
が
、
来
年
度
予
算
の
関
係

か
ら
３
月
議
会
を
見
据
え
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
く
る
。

　「
総
合
的
見
直
し
」
に
つ
い

て
は
、
国
家
公
務
員
内
部
の
給

与
配
分
政
策
の
変
更
で
あ
り
、

本
来
地
方
自
治
体
で
実
施
す
る

必
要
の
な
い
制
度
で
あ
る
こ
と

を
念
頭
に
取
り
組
み
を
進
め

る
。
県
本
部
と
し
て
は
、
①
実

施
時
期
の
２
０
１
５
年
４
月
以

降
へ
の
先
送
り
②
組
合
員
レ
ベ

ル
の
号
給
の
増
設
③
現
給
保
障

に
終
期
を
設
け
な
い
こ
と
や
、

退
職
手
当
調
整
額
に
つ
い
て
も

増
額
改
正
を
め
ざ
す
。

知
人
に
会
っ
た
ら

　
選
挙
期
間
中
に
、
友
人
・

知
人
に
電
話
で
投
票
依
頼

す
る
こ
と
は
自
由
で
す
。
た

だ
し
、
反
感
を
持
た
れ
な
い

よ
う
注
意
し
、
相
手
の
意
見

や
注
文
に
耳
を
傾
け
ま
し
ょ

う
。

は
が
き
や
手
紙
を
使
う

　
は
が
き
や
手
紙
を
通
常
の

方
法
で
利
用
し
、
そ
の
中
で

投
票
を
依
頼
す
る
こ
と
は
選

挙
期
間
中
も
可
能
で
す
。

　
友
人
、知
人
に
会
っ
た
り
、

訪
問
す
る
機
会
に
「
○
○
さ

ん
に
」
と
投
票
依
頼
す
る
こ

と
は
自
由
で
す
。
ぜ
ひ
お
願

い
し
て
下
さ
い
。

棄
権
は
キ
ケ
ン

　
社
会
を
構
成
す
る
一
員
と

し
て
、
選
挙
へ
の
参
加
は
大

切
な
行
為
で
す
。
棄
権
す
る

こ
と
な
く
、
旅
行
や
出
張
の

さ
い
は
期
日
前
投
票
に
行
き

ま
し
ょ
う
。

  

あ
な
た
に
も

  

で
き
る
活
動

い
間
政
治
の
世
界
に
い
た
が
、

こ
ん
な
解
散
見
た
こ
と
な
い
」

と
切
り
出
し
た
石
井
さ
ん
は
、

「
政
策
の
失
敗
、
閣
僚
の
失
職
。

ミ
ス
を
隠
す
た
め
の
党
利
党
略

の
解
散
だ
」
と
安
倍
首
相
を
厳

し
く
批
判
し
た
。

　
続
い
て
登
壇
し
た
よ
こ
は
た

さ
ん
は
、「
須
磨
の
連
続
殺
人

事
件
を
機
に
犯
罪
被
害
者
支
援

の
活
動
を
は
じ
め
た
こ
と
が
政

治
家
を
志
す
き
っ
か
け
。
そ
の

後
、
過
労
死
遺
族
の
支
援
活
動

も
。
市
議
を
経
験
し
、
地
域
で

活
動
す
る
中
で
、
子
ど
も
の
貧

困
や
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
問
題

も
学
ん
で
き
た
」
と
自
身
の
経

験
を
紹
介
。「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

は
庶
民
の
暮
ら
し
を
何
ら
よ
く

し
て
い
な
い
。
こ
ん
な
政
治
を

続
け
さ
せ
て
は
い
け
な
い
」
と

決
意
し
、支
援
を
呼
び
か
け
た
。

　
14
日
投
票
で
た
た
か
わ
れ
る
第
47
回
衆
議
院
選
挙
が
大
詰
め
を
迎
え
て
い
る
。
県
本
部
は

兵
庫
３
区
（
須
磨
・
垂
水
）
の
よ
こ
は
た
和
幸
さ
ん
（
組
織
内
候
補
）
の
勝
利
に
向
け
全
力

を
あ
げ
て
い
る
。
４
日
、
５
日
に
は
、
須
磨
と
垂
水
で
演
説
会
が
行
わ
れ
、
よ
こ
は
た
さ
ん

は
、「
働
く
者
や
社
会
的
に
弱
い
立
場
に
お
か
れ
て
い
る
人
が
、夢
を
持
て
る
社
会
に
し
た
い
」

と
決
意
を
述
べ
た
。
県
本
部
が
推
せ
ん
す
る
各
候
補
者
も
各
地
で
奮
闘
し
て
い
る
。

寒 波 到 来

地 球 人

　
辺
野
古
へ
の
新
基
地
建
設
を

阻
止
し
、
基
地
に
頼
ら
な
い
自

立
し
た
経
済
の
振
興
と
発
展
と

平
和
な
沖
縄
づ
く
り
に
向
け
大

き
な
山
場
と
い
わ
れ
た
沖
縄
県

知
事
選
挙（
11
月
16
日
投
開
票
）

は
、｢

オ
ー
ル
沖
縄｣

の
立
場

で
新
基
地
建
設
反
対
を
訴
え
た

前
那
覇
市
長
の
翁
長
雄
志
さ
ん

が
現
職
に
約
10
万
票
の
大
差
で

圧
勝
し
た
。

　
翁
長
さ
ん
は
自
治
労
も
推
せ

ん
し
て
お
り
、
県
本
部
も
森
蔭

守
委
員
長
が
現
地
支
援
に
参
加

す
る
な
ど
積
極
的
な
取
り
組
み

を
推
進
し
た
。

【県本部の推せん候補】

第２区（兵庫区・北区・長田区）

　向山　好一（57歳・元職）

第３区（須磨区・垂水区）

　よこはた和幸（43歳・新人）

第６区（川西市・宝塚市・伊丹市）

　辻　　泰弘（58歳・新人）

第７区（西宮市・芦屋市）

　石井登志郎（43歳・元職）

第11区（姫路市）

　松本　剛明（59歳・５期）

予算要求闘争の日程

　要求書提出基準日　12月15日（月）

　第１集中行動期間　12月中

　第２次集中期間　　１月19～22日

　統一行動日　　　　１月23日（金）

「夢持てる社会へ」

第47回衆議院選挙

よ
こ
は
た
さ
ん
訴
え
る

庶
民
切
り
捨
て
る
政
治
に
決
別
を

沖
縄
県
知
事
選

県
本
部
も
支
援

基
地
依
存
脱
却
め
ざ
す

反行革・予算要求闘争

職
場
改
善
、人
員
確
保
を

「
総
合
的
見
直
し
」は
先
送
り
に

「何としても勝つぞ」とこぶしをあげる“よこはた”さん
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伊
藤
め
ぐ
み
さ
ん
は
、
故
田
中
健

造
神
戸
市
議
の
長
女
。「
父
の
選
挙

を
手
伝
い
、
ウ
グ
イ
ス
歴
20
数
年
」

　
兵
庫
中
学
校
教
員
の
時
に
震
災
、

避
難
所
運
営
に
携
わ
る
。
子
育
て
で

退
職
、
そ
の
後
は
非
正
規
等
と
し
て

働
く
。「
経
験
し
た
教
育
・
子
育
て
・

非
正
規
の
問
題
、
変
え
て
い
く
の
は

政
治
」
と
立
候
補
を
決
意
。

　
議
会
で
は
中
学
校
給
食
実
現
に
取

り
組
み
、来
年
春
か
ら
全
校
実
施
に
。

「
子
ど
も
が
中
学
生
。
昼
食
を
も
っ

て
こ
れ
な
い
生
徒
も
い
る
。
給
食
は

絶
対
必
要
」。
ま
た
、
パ
ッ
カ
ー
車

の
安
全
問
題
も
質
問
。「
給
食
も
清

掃
も
直
営
が
大
切
」

　
昨
年
の
神
戸
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
完

走
、
市
従
の
丹
波
市
災
害
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
も
参
加
し
た
伊
藤
め
ぐ

み
さ
ん
は
、「
現
場
を
見
て
な
い
と

ダ
メ
」「
教
育
・
子
育
て
支
援
、
地
域

力
活
性
が
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
」と
語
る
。

www.itomegu.com

組織内議員
の紹介　●③

神戸市会議員（北区）

伊 藤  めぐみ さん

　
11
月
22
日
、
新
長
田
勤
労
市

民
セ
ン
タ
ー
・
ピ
フ
レ
ホ
ー
ル

で
部
落
解
放
研
究
第
35
回
兵
庫

県
集
会
が
開
催
さ
た
。

　「
共
生
す
る
作
法
」
と
題
し

て
内
田
樹た

つ
る

さ
ん
（
神
戸
女
学
院

大
学
名
誉
教
授
）
が
記
念
講
演
。

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
カ
ジ

ノ
化
が
、「
本
来
50
年
、
１
０
０

年
先
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
政
治
を
目
先
の
利
害
関
係
に

と
ど
め
、
社
会
の
価
値
観
を
狭

め
て
い
る
」
と
強
調
し
た
。

　
分
科
会
は
６
つ
に
わ
か
れ
て

行
わ
れ
、
兵
庫
県
に
お
け
る
被

差
別
部
落
の
実
態
、
地
域
か
ら

の
発
信
、
社
会
的
責
任
と
人
権

等
に
つ
い
て
活
発
な
論
議
が
な

さ
れ
た
。
こ
の
内
「
人
権
教
育

の
現
状
と
課
題
」
＝
写
真
＝
で

は
、
授
業
等
で
部
落
問
題
を
学

ん
だ
子
ど
も
の
方
が
、「
暗
い
」

「
怖
い
」
な
ど
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
こ
と
が

デ
ー
タ
で
示
さ
れ
「
誤
解
や
偏

見
を
取
り
除
く
人
権
教
育
へ
の

転
換
が
必
要
」
な
ど
と
議
論
さ

れ
た
。

　「
あ
る
精
肉
店
の
は
な
し
」

の
上
映
も
行
わ
れ
、
参
加
者
は

充
実
し
た
１
日
を
過
ご
し
た
。

　
県
本
部
は
、
14
確
定
第
２
波

闘
争
を
11
月
21
日
を
ヤ
マ
場
に

た
た
か
っ
た
。

　
阪
淡
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
第
１

波
で
、「
総
合
的
見
直
し
」
の

切
り
離
し
を
確
認
し
た
９
単
組

（
宝
塚
、
宝
塚
臨
職
労
、
三
田
、

洲
本
、
伊
丹
市
労
連
、
南
あ
わ

じ
）
が
、
統
一
行
動
日
を
前
後

し
て
交
渉
を
行
い
、
官
民
較
差

の
解
消
や
交
通
費
改
定
、
臨
職

の
改
善
な
ど
の
積
み
残
し
課
題

を
当
局
に
迫
っ
た
。
結
果
、「
総

合
的
見
直
し
」
は
全
単
組
で
越

年
。
３
月
議
会
に
向
け
、
た
た

か
い
を
進
め
て
い
く
。

　
播
磨
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
明
石

３
単
組
、
加
古
川
、
三
木
、
加

西
が
１
時
間
ス
ト
を
構
え
て
の

交
渉
を
実
施
し
た
。
独
自
課
題

と
し
て
明
石
で
は
ラ
ス
抑
制
の

た
め
１
月
昇
給
２
号
抑
制
提
案

で
紛
糾
し
た
。
三
木
で
は
職
務

の
等
級
・
特
殊
勤
務
手
当
・
退
職

手
当
調
整
額
の
廃
止
提
案
に
つ

い
て
継
続
協
議
と
な
っ
た
。

　「
総
合
的
見
直
し
」
の
取
り
扱

い
は
、
地
域
に
よ
っ
て
結
果
が

わ
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
但
丹
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
豊
岡
病

院
が
１
時
間
ス
ト
を
配
置
し
て

交
渉
し
た
。
６
単
組
（
香
美
、

新
温
泉
、
養
父
、
朝
来
、
丹
波
、

篠
山
）
は
、
月
例
給
の
遡
及
お

よ
び
一
時
金
引
き
上
げ
で
妥

結
。
１
号
抑
制
に
つ
い
て
は
実

施
し
な
い
こ
と
で
合
意
し
、
通

勤
手
当
に
つ
い
て
も
現
行
額
が

国
を
下
回
る
部
分
に
つ
い
て
は

国
並
み
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を

確
認
し
た
。
豊
岡
、
豊
病
、
八

鹿
病
院
、
南
但
広
域
が
継
続
交

渉
と
な
っ
た
。

　
青
年
部
女
性
部
で
は
確
定
闘

争
期
に
合
わ
せ
て
学
習
会
を
開

催
、25
単
組
99
人
が
参
加
し
た
。

県
内
を
９
地
区
に
わ
け
11
月
５

～
12
日
の
間
で
行
い
、
人
勧
の

内
容
や
課
題
を
学
習
し
た
う
え

で
確
定
闘
争
へ
の
結
集
を
呼
び

か
け
た
。
講
師
は
青
年
部
・
女

性
部
の
幹
事
が
務
め
た
。

　
単
組
交
流
で
は
、
い
く
つ
か

の
単
組
で
、独
自
学
習
会
を
行
っ

た
り
、
職
場
集
会
を
開
き
青
年

女
性
層
の
悩
み
を
吸
い
上
げ
単

組
要
求
に
反
映
さ
せ
る
な
ど
、

職
場
改
善
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
る
例
が
報
告
さ
れ
た
。
ま

た
、
人
員
削
減
に
よ
る
部
員
減

少
な
ど
の
悩
み
も
出
さ
れ
た
。

　
臨
職
評
結
集
の
単
組
で
は
、

人
勧
の
賃
金
・
一
時
金
引
き
上

げ
を
背
景
に
交
渉
を
行
っ
た
。

な
か
で
も
大
き
く
前
進
し
た
の

が
芦
屋
非
正
規
３
単
組
。
年
末

一
時
金
は
２
・
０
月
で
妥
結
。

長
年
訴
え
続
け
て
き
た
経
験
年

数
に
応
じ
て
報
酬
額
を
加
算
。

学
校
臨
時
調
理
員
に
は
面
接
等

の
選
考
が
あ
る
が
、
満
２
年
を

迎
え
れ
ば
嘱
託
職
員
に
２
０
１

５
年
度
４
月
か
ら
任
用
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
雇
用

年
限
も
65
歳
ま
で
と
な
っ
た
。

尼
崎
嘱
託
労
も
６
年
ぶ
り
に
賃

金
０
・
27
％
の
ア
ッ
プ
に
な
っ

た
。播
磨
ブ
ロ
ッ
ク
の
単
組
は
、

遡
及
に
は
な
ら
な
い
が
、
来
年

度
か
ら
賃
金
・一
時
金
を
引
き

上
げ
る
成
果
を
確
認
し
た
。

　
県
職
労
は
25
日
に
第
５
回
交

渉
。「
総
合
的
見
直
し
」
導
入

阻
止
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
地

域
手
当
の
「
国
並
み
見
直
し
」

を
阻
止
し
、
現
給
保
障
を
継
続

さ
せ
、
昇
給
の
１
号
抑
制
は
来

年
度
改
め
て
協
議
と
し
た
。

　
独
自
カ
ッ
ト
も
給
料
月
額

０
・
７
％
縮
小
と
地
域
手
当

０
・
５
％
回
復
、役
職
加
算
５
％

対
象
者
の
カ
ッ
ト
を
終
了
さ

せ
、「
給
与
抑
制
措
置
を
1
日

も
早
く
回
復
で
き
る
よ
う
努
力

す
る
」
を
引
き
出
し
た
。

　
14
給
与
改
定
は
給
料
表
、
一

時
金
、通
勤
手
当
（
交
通
用
具
）

の
改
定
、
勤
勉
手
当
成
績
率
は

「
き
め
細
や
か
な
対
応
」
を
確

認
、
退
職
手
当
の
調
整
額
は
国

に
準
じ
て
増
額
を
確
認
し
た
。

　
し
か
し
「
行
政
職
６
級
任
用

上
の
措
置
」
に
つ
い
て
は
、
当

局
は
全
く
譲
歩
す
る
姿
勢
を
示

さ
な
か
っ
た
た
め
、
５
級
の
号

給
延
長
等
、
高
齢
層
職
員
の
士

気
の
確
保
を
確
認
、
26
日
午
前

３
時
20
分
妥
結
し
た
。

　
な
お
現
評
交
渉
で
は
、
給
料

表
と
独
自
の
現
給
保
障
の
継
続

を
確
認
、
県
病
労
課
題
の
「
看

護
職
4
級
へ
の
任
用
上
の
措

置
」
は
、「
今
年
度
と
同
様
の
取

り
扱
い
を
基
本
」
を
確
認
し
た
。

交渉待機者に状況を説明する執行部（高砂市職）

淡路地区ではグループ交流も行った

確定闘争第２波

多
く
の
単
組
で
１
号
抑
制
な
し

明
石
は
ラ
ス
抑
制
提
案
で
紛
糾県 職 労

独
自
カ
ッ
ト
縮
小
、地
域
手
当

国
並
み
見
直
し
阻
止
、現
給
保
障
継
続

６
分
科
会
で
活
発
な
議
論

部
落
解
放
研
究
第
37
回
県
集
会

青
年
女
性

９
地
区
で
確
定
学
習
会

臨
職
評

芦
屋
で
経
験
加
算
を
新
設
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副
執
行
委
員
長 

大
　
野
　
義
　
政

 

同 

左
　
川
　
　
　
忍

 

同 

服
　
部
　
圭
　
司

 

同 

宮
　
本
　
誠
　
之

 

同 

隅
　
田
　
　
　
龍

書

記

長 

尾
　
西
　
亮
太
郎

書
記
次
長 

西
　
岡
　
　
　
裕

執
行
委
員 

大
　
西
　
昭
　
博

 

同 

森
　
　
　
哲
　
二

 

同 

青
　
木
　
慎
　
吾

 

同 

酒
　
井
　
正
　
美

 

同 

戎
　
　
　
　
　
剛

 

同 

石
　
田
　
幹
　
治

 

同 

朱
　
山
　
和
　
成

 

同 

吉
　
田
　
一
　
正

 

同 

森
　
本
　
英
　
行

 

同 

北
　
川
　
寿
　
一

 

同 

吉
　
田
　
秀
　
夫

 

同 

三
　
宅
　
一
　
茂

 

同 

澤
　
本
　
　
　
明

 

同 

長
　
谷
　
敬
　
太

 

同 

早
　
渕
　
淳
　
一

 

同 

山
　
本
　
三
千
子

 

同 

温
　
井
　
昭
　
彦

 

同 

藤
　
原
　
敏
　
也

 

同 

藤
　
原
　
潤
　
子

 

同 

鎌
　
浦
　
利
　
恵

 

同 

津
　
村
　
崇
　
夫

 

同 

徳
　
山
　
銑
　
造

 

同 

加
　
地
　
幸
　
夫

 

同 

秦
　
　
　
信
　
昭

会
計
監
査
委
員 

橋
　
本
　
維
　
文

 

同 

松
　
尾
　
雅
　
史

 

同 

川
　
端
　
啓
　
介

オ
ル
グ
担
当 

坂
　
居
　
匡
　
子

 

同 

安
　
井
　
　
　
功

書
　
　
　
　
記 

梶
　
川
　
美
佐
男

 

同 

松
　
田
　
　
　
薫

 

同 

青
　
山
　
よ
り
子

 

同 

石
　
川
　
知
　
子

 

同 

荒
　
西
　
正
　
和

 

同 

藤
　
田
　
正
　
也

 

同 

瀬
　
合
　
宏
　
江

 

同 

山
　
中
　
一
　
慶

 

同 

竿
　
尾
　
敦
　
子

 

同 

孫
　
　
　
可
　
耶

特
別
執
行
委
員 

坪
　
田
　
眞
　
樹

 

同 

小
和
田
　
敏
　
晴

 

同 

高
　
橋
　
芳
　
夫

 

同 

市
　
来
　
信
　
弥

 

同 

辰
　
巳
　
信
　
彦

 

同 

西
　
田
　
浩
　
樹

 

同 

本
　
多
　
義
　
弘

 

同 

澤
　
田
　
正
　
実

大
震
災
か
ら
20
年

命
育
む
ま
ち
へ

　
組
合
員
の
み
な
さ
ま
、
謹
ん
で
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
昨

年
は
、
県
本
部
の
結
成
60
周
年
と
い
う

節
目
の
年
で
、
各
単
組
・
組
合
員
の
み

な
さ
ま
の
ご
協
力
の
も
と
、
様
々
な
取

り
組
み
が
展
開
で
き
ま

し
た
こ
と
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
特
に
、
昨
年
8
月
に

発
生
し
た
豪
雨
災
害
で

は
、
被
災
地
へ
の
支
援

活
動
に
か
か
わ
っ
て
こ

ら
れ
た
多
く
の
組
合
員

の
み
な
さ
ん
に
、
心
か

ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
そ
し
て
、
昨
秋
の
賃

金
確
定
闘
争
で
は
、
春

闘
結
果
を
反
映
し
た
給

与
改
定
の
一
方
で
、
政

府
の
圧
力
に
よ
る
「
給

与
制
度
の
総
合
的
見
直

し
」
が
勧
告
さ
れ
、
地

域
間
や
世
代
間
格
差
と

い
っ
た
賃
金
制
度
の
根

幹
に
か
か
わ
る
課
題
に

対
し
、
果
敢
に
取
り
組

み
を
展
開
さ
れ
ま
し
た
こ
と
に
敬
意
を

表
し
ま
す
。「
さ
ら
に
、
年
末
に
行
わ

れ
た
解
散
総
選
挙
で
は
、
組
織
内
推
せ

ん
候
補
の
必
勝
に
向
け
ご
支
援
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
に
対
し
ま
し
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
安
倍
政
権
の
進
め
る
デ
フ
レ
脱
却
政

策
と
労
働
者
保
護
ル
ー
ル
の
改
悪
な
ど
、

大
企
業
中
心
の
新
自
由
主
義
へ
の
回
帰

と
消
費
税
増
税
の
是
非
を
問
う
情
勢
の

中
で
の
選
挙
と
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち

は
立
憲
主
義
に
反
す
る
集
団
的
自
衛
権

行
使
の
解
釈
改
憲
の
閣
議
決
定
や
秘
密

保
護
法
の
強
行
採
決
、
さ
ら
に
沖
縄
新

基
地
建
設
問
題
な
ど
、
数
の
力
を
盾
に

戦
争
へ
の
道
を
突
き
進
も
う
と
す
る
勢

力
に
歯
止
め
を
か
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
先
送
り
さ
れ
た
消
費
税

増
税
の
課
題
を
は
じ
め
社
会
保
障
制
度

の
充
実
な
ど
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
課
題

も
あ
り
ま
す
。
戦
後
70
年
を
迎
え
る
今

年
４
月
に
は
統
一
自
治
体
選
挙
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
平
和

憲
法
の
理
念
を
守
り
、

勤
労
国
民
や
生
活
者
の

視
点
、
そ
し
て
何
よ
り

も
働
く
者
の
立
場
で
取

り
組
み
を
進
め
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
今
後
と

も
職
場
・
地
域
で
の
奮

闘
を
期
待
し
ま
す
。

　
今
年
は
、
阪
神
淡
路

大
震
災
か
ら
20
年
を
迎

え
ま
す
。そ
し
て
少
子
・

高
齢
化
と
と
も
に
人
口

減
少
社
会
が
到
来
し
、

地
方
で
は
消
滅
す
る
自

治
体
が
生
じ
る
と
も
報

道
さ
れ
て
い
ま
す
。
地

方
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
町
で
な
け
れ
ば
こ
の

国
の
未
来
は
あ
り
ま
せ

ん
。
住
民
サ
ー
ビ
ス
を

維
持
す
る
た
め
に
は
自

治
体
の
機
能
拡
充
と
現
場
力
の
向
上
は

必
要
不
可
欠
で
す
。

　
引
き
続
き
、
県
本
部
運
動
の
強
化
を

は
か
り
、
単
組
・
組
合
員
の
み
な
さ
ま

か
ら
信
頼
さ
れ
る
労
働
組
合
と
し
て
、

今
後
と
も
精
い
っ
ぱ
い
努
力
し
て
い
く

決
意
で
す
。
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
心
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

　
最
後
に
、
今
年
１
年
が
良
い
年
と
な

り
ま
す
よ
う
、
ご
祈
念
を
申
し
上
げ
ご

あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。

執行委員長
森  蔭　 守

阪
神･

淡
路
大
震
災
犠
牲
者
の
鎮
魂
の
意
と
、
復
興･

再
生
へ
の
夢
と
希
望

が
託
さ
れ
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 Ⓒ

K
obe Lum

inarie O
.C

.

神
戸
ル
ミ
ナ
リ
エ

働く者の生活と平和
守る運動を強めよう



18

　　自治労兵庫県本部  （1993年９月６日　第三種郵便物認可） ２０１５年１月１日　１４４５号　　（�）

　
95
年
1
月
の
阪
神
淡
路
大
震
災
、そ
れ
以
降
も
震
災
、台
風
、

集
中
豪
雨
等
に
よ
る
大
災
害
が
起
こ
っ
て
い
る
。
災
害
に
よ

る
被
災
者
の
苦
難
、
被
災
自
治
体
で
の
財
政
悪
化
、
そ
し
て

自
治
体
現
場
で
の
復
旧
・
復
興
や
支
援
の
取
り
組
み
と
多
く
の

問
題
、
そ
れ
ら
の
点
を
も
う
一
度
見
つ
め
直
し
て
み
た
い
と
、

宮
城
県
山
元
町
に
派
遣
さ
れ
た
神
河
町
職
の
平
岡
民
雄
さ
ん
、

震
災
後
の
市
民
の
移
動
手
段
確
保
に
努
め
た
神
戸
交
通
労
組
、

集
中
豪
雨
災
害
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
事
務
局
を
担
っ

た
丹
波
市
社
協
の
み
な
さ
ん
に
話
を
伺
っ
た
。

　
加
地
幸
夫
書
記
長（
地
下
鉄
）

と
藤
崎
眞
二
執
行
委
員
（
市
バ

ス
）
に
話
し
を
う
か
が
っ
た
。

　
震
災
当
日
は
市
バ
ス
の
営
業

所
に
家
を
失
く
し
た
多
く
の
人

が
救
い
を
求
め
て
集
ま
っ
て
き

た
。
外
は
寒
い
、
車
庫
の
バ
ス

車
内
に
入
れ
て
あ
げ
、
組
合
の

指
示
で
動
く
バ
ス
は
エ
ン
ジ
ン

を
か
け
、
暖
房
を
入
れ
た
。

　
地
下
鉄
の
構
内
で

は
、
組
合
員
が
余
震
の

揺
れ
に
怯
え
な
が
ら
復

旧
作
業
に
あ
た
っ
た
。

　
市
バ
ス
・
地
下
鉄
が

走
っ
て
い
る
、
安
心

感
が
あ
る
。
市
民
の
大

切
な
移
動
手
段
を
1
日

も
早
く
再
開
さ
せ
よ
う

と
、
組
合
と
交
通
局
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
だ
。

　
走
ら
せ
る
の
は
組
合
支
部
が

専
門
、
震
災
翌
日
か
ら
運
行
可

能
な
路
線
を
設
定
し
、
組
合
員

が
中
心
に
な
っ
て
ダ
イ
ヤ
を
組

ん
で
運
行
を
進
め
て
い
っ
た
。

　
バ
ス
は
家
が
潰
れ
、
が
れ
き

の
山
、
渋
滞
で
走
れ
な
い
。
普

通
20
分
の
距
離
を
何
時
間
も
か

け
て
走
っ
た
。
市
バ
ス
は
６
月

に
全
路
線
の
運
行
を
再
開
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　
地
下
鉄
は
夕
方
に
試
運
転
、

翌
日
か
ら
一
部
の
運
行
を
開

始
、
１
カ
月
で
全
線
開
通
（
三

宮
等
は
通
過
）、
日
替
わ
り
で

変
わ
る
ダ
イ
ヤ
を
作
成
し
、
混

乱
す
る
ホ
ー
ム
の
整
理
に
あ
た

り
、
１
日
３
交
代
勤
務
に
し
て

進
め
た
。
全
国
の
都
市
交
の
仲

間
か
ら
は
、
施
設
の
点
検
等
の

援
助
と
膨
大
な
支
援
金
を
送
っ

て
も
ら
っ
た
。

　
地
震
の
も
た
ら
し
た
財
政
面

の
落
ち
込
み
、
補
助
金
が
削
ら

れ
、
経
営
計
画
の
見
直
し
に
よ

り
、
地
下
鉄
海
岸
線
、
路
線
の

見
直
し
、
委
託
、
新
規
採
用
が

止
ま
る
等
の
課
題
に
対
し
て
提

案
型
の
運
動
を
進
め
、
困
難
な

課
題
を
解
決
し
て
い
っ
た
。
ま

た
、「
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
バ

ス
」の
取
り
組
み
も
生
ま
れ
た
。

　
冬
の
夜
は
真
っ
暗
。
ル
ミ
ナ

リ
エ
を
見
に
行
け
な
い
人
に
光

を
届
け
る
。
約
１
万
個
の
電
飾

を
施
し
た
市
バ
ス
車
両
「
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
バ
ス
」
を
つ
く

り
、老
人
ホ
ー
ム
や
養
護
施
設
・

福
祉
施
設
な
ど
、
昨
年
も
30
カ

所
以
上
回
っ
た
。
公
営
の
存
在

意
義
、
市
民
に
活
用
し
て
も
ら

う
。

　
２
人
は
震
災
を
振
り
返
っ
て

「
不
眠
不
休
で
市
民
の
移
動
手

段
確
保
に
努
め
た
」。
公
共
交

通
は
収
支
だ
け
で
判
断
で
き
る

の
か
。
市
バ
ス
・
地
下
鉄
は「
福

祉
行
政
の
一
環
」
と
。

配
属
さ
れ
て
い
る
。
私
は
、
産

業
振
興
課
で
農
業
委
員
会
の
職

場
に
配
属
さ
れ
た
。

　
山
元
町
は
通
常
50
億
円
ほ
ど

の
予
算
規
模
だ
が
、
復
興
で

５
０
０
億
円
に
な
り
、
予
算
で

　
２
０
１
３
年
４
月
か
ら
１
年

間
、
宮
城
県
山
元
町
に
派
遣
さ

れ
た
。
当
時
、
防
災
の
担
当
を

し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
家
族

の
理
解
も
あ
っ
た
の
で
私
が
行

く
こ
と
に
な
っ
た
。

　
山
元
町
の
職
員
数
は
１
７
０

人
余
り
、
そ
こ
に
全
国
か
ら

１
０
０
人
程
度
が
派
遣
さ
れ
て

い
た
。
業
務
と
し
て
は
復
旧
復

興
業
務
の
他
、
通
常
業
務
に
も

は
10
倍
の
人
手
が
要
る
わ
け
で

増
員
を
要
求
し
て
い
た
が
、
結

果
１
・
６
倍
ほ
ど
の
配
置
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。

　
部
署
に
よ
っ
て
は
毎
晩
残
業

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る

が
、
一
方
で
は
「
も
っ
と
仕
事

を
ま
わ
し
て
ほ
し
い
」
と
い
っ

て
い
る
人
も
あ
っ
た
。
全
国
か

ら
集
ま
っ
た
自
治
体
職
員
の
力

を
効
率
よ
く
活
用
す
る
た
め
、

一
部
の
部
署
の
職
員
に
業
務
が

集
中
し
な
い
よ
う
調
整
す
る
機

能
も
必
要
か
と
思
う
。

　
現
地
で
困
っ
た
の
は
、
住

民
、
特
に
お
年
寄
り
の
方
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
方
言

や
な
ま
り
で
話
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
理
解
で
き
な
い
こ
と
が
し

ば
し
ば
あ
っ
た
。
ま
た
、
電
話

の
応
対
で
「
あ
な
た
本
当
に
役

場
の
人
？
」
と
い
わ
れ
た
こ
と

も
。

　
震
災
か
ら
復
興
と
い
う
イ
レ

ギ
ュ
ラ
ー
な
業
務
の
中
、
精
神

的
に
疲
れ
て
２
、３
カ
月
休
職

す
る
現
地
の
職
員
も
い
た
。
職

場
の
仲
間
が
次
々
休
ん
で
い
く

姿
を
見
る
の
は
大
変
つ
ら
か
っ

た
が
、
自
分
自
身
は
現
地
の
同

僚
に
非
常
に
親
切
に
し
て
も
ら

い
、
ま
た
神
河
町
職
の
仲
間
か

ら
も
メ
ー
ル
な
ど
た
く
さ
ん
の

励
ま
し
を
も
ら
い
元
気
に
過
ご

す
こ
と
が
で
き
た
。

　「
震
災
の
教
訓
を
地
元
に
も

伝
え
て
ほ
し
い
」
と
、
地
域
の

住
民
か
ら
も
大
変
な
被
災
の
体

験
談
を
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
。

神
河
町
に
帰
っ
て
き
て
か
ら
被

災
地
の
様
子
を
伝
え
る
機
会
を

度
々
与
え
ら
れ
て
い
る
。
経
験

で
き
な
い
こ
と
を
経
験
し
、
全

国
の
自
治
体
職
員
と
の
繋
が
り

も
で
き
、「
一
生
の
宝
」
が
で

き
た
と
感
じ
て
い
る
。

た
。
当
時
の
状
況
や
現
状
を
、

丹
波
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
松

浪
豊
さ
ん
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
長
）
に
う
か
が
っ
た
。

　
災
害
発
生
時
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
受
付
や
現
状
把
握
を
社
会

　
昨
年
８
月
、

丹
波
市
で
発
生

し
た
豪
雨
災
害

に
、
県
本
部
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
り
、
延
べ

１
６
０
人
に
参

加
い
た
だ
い

福
祉
協
議
会
（
社
協
）
が
行
う

自
治
体
が
大
半
。
丹
波
豪
雨
災

害
で
も
私
た
ち
社
協
職
員
が
第

一
線
で
活
動
し
た
。

　
被
災
当
時
、
市
島
町
前さ

き

山や
ま

地

区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

が
自
主
避
難
場
に
な
り
、
今
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
ボ

ラ
セ
ン
）
と
し
て
機
能
し
て
い

る
。
泥
の
か
き
出
し
な
ど
、
ま

だ
終
わ
っ
て
い
な
い
。

　
社
協
で
は
、
日
頃
か
ら
地
域

福
祉
活
動
を
担
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
育
成
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を

行
い
、
そ
う
し
た
業
務
を
担
う

社
協
と
市
の
間
で
災
害
時
対
応

の
協
定
を
結
ん
で
い
る
。

　
今
回
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ

き
、
当
初
、
春
日
と
氷
上
に
事

務
所
を
設
置
し
た
が
、
す
ぐ
に

市
島
に
移
し
た
。
現
場
で
は
臨

機
応
変
な
対
応
も
必
要
。
反
省

点
を
踏
ま
え
、
こ
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
見
直
し
て
い
く
。

　
当
初
、社
協
が
担
っ
た
の
は
、

全
国
各
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受

付
、
被
災
地
の
要
望
把
握
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
先
決
定

だ
っ
た
が
、
自
治
会
長
と
社
協

職
員
の
連
携
が
生
き
た
。
自
治

会
長
は
、
各
世
帯
の
家
族
構
成

や
状
況
を
よ
く
知
っ
て
い
る
。

そ
の
情
報
を
も
と
に
要
望
や
作

業
順
番
な
ど
を
決
め
た
。

　
要
望
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
つ

な
げ
る
こ
と
を「
マ
ッ
チ
ン
グ
」

と
い
う
が
、
こ
れ
に
は
地
元
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
ま
ご
こ

ろ
」
と
連
携
を
と
っ
た
。「
ま

ご
こ
ろ
」
は
東
日
本
大
震
災
を

支
援
し
て
い
た
住
民
で
構
成
さ

れ
て
い
て
、
そ
の
経
験
が
丹
波

に
も
生
き
た
。

　
市
か
ら
は
現
在
、
災
害
復
旧

に
５
人
（
正
規
１
、
臨
時
４
）

が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
丹
波
の

場
合
、「
ボ
ラ
セ
ン
の
運
営
経

費
は
市
が
負
担
す
る
」
と
い
う

後
ろ
盾
が
あ
る
こ
と
。「
相
談

で
き
る
態
勢
」
が
あ
る
こ
と
が

心
強
い
。
要
望
や
復
旧
す
る
力

は
現
場
に
あ
り
、
市
は
現
場
が

活
躍
し
や
す
い
条
件
を
整
え
る

と
い
う
形
が
う
ま
く
機
能
し
て

い
る
と
思
う
。

　
課
題
は
法
律
の
関
係
上
、
農

地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で

き
な
い
こ
と
。
田
畑
の
復
旧
の

遅
れ
は
、
農
村
地
域
で
は
生
活

に
直
撃
す
る
。
法
制
度
の
在
り

方
も
問
わ
れ
て
い
る
の
で
は
。

東
日
本

派

遣

仲
間
か
ら
の
メ
ー
ル
励
み
に

神
戸
交
通

労

組

公
共
交
通
は
福
祉
の
一
環

丹波市
社 協“地域の力”を生かせた

震災時は営業所の車庫も被害を受けた

左から加地さんと藤崎さん

ボランティアセンターの松浪さん

平岡さんが派遣された
山元町の仮設庁舎　　

平岡さん・神河町職

現場の教訓を考える 阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
20
年

災害復旧に全国から集まったボランティア
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養
父
市
大
屋
町 

天
滝
を
生
か
す
会

　
天
滝
渓
谷
入
口
の
駐
車
場
か

ら
、
渓
流
沿
い
に
登
山
道
を
約

１
・
２
キ
ロ
登
る
と
、
突
然
目

の
前
に
白
い
水
の
柱
が
現
れ

る
。
天
滝
だ
。

　
落
差
98
㍍
と
県
内
最
大
。
そ

の
荘
厳
で
力
強
い
姿
と
滝
に

ま
つ
わ
る
伝
説
な
ど
か
ら
、

１
９
９
０
年
、「
日
本

の
滝
１
０
０
選
」
に
選

定
さ
れ
た
。
伝
説
と
は
、

弘
法
大
師
が
仏
運
興
隆

の
地
を
求
め
て
全
国
行

脚
し
た
さ
い
、
滝
の
霊

気
に
打
た
れ
て
「
こ
の

　
養
父
市
大
屋
町
筏い

か
だ

に
あ
る
「
天
滝
」。
天
か
ら
勢
い
よ
く

あ
ふ
れ
る
水
し
ぶ
き
は
壮
大
だ
。
そ
の
落
差
は
県
内
最
大
の

98
㍍
。
天
滝
ま
で
の
道
の
り
は
自
然
豊
か
な
渓
谷
が
続
き
、

「
森
林
浴
の
森
１
０
０
選
」
に
も
選
ば
れ
て
い
る
。
昔
か
ら

地
域
住
民
に
愛
さ
れ
て
き
た
天
滝
は
、
近
年
の
登
山
ブ
ー
ム

も
あ
っ
て
観
光
客
は
増
加
し
て
い
る
。「
天
滝
の
自
然
を
守

ろ
う
」「
訪
問
者
に
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
」
と
地
域
住
民
で

つ
く
る
天
滝
を
生
か
す
会
が
奮
闘
し
て
い
る
。

地
こ
そ
仏
陀
の
我
に
恵
み
給
い

し
聖
地
」
と
、
谷
の
数
を
か
ぞ

え
た
と
こ
ろ
、
千
に
１
つ
た
ら

な
か
っ
た
た
め
、
居
を
高
野
山

に
求
め
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
古
く
か
ら
愛
さ
れ
た
天
滝
で

は
、
昔
か
ら
４
月
に
祭
り
が
開

か
れ
て
き
た
。
そ
の
さ
い
、
大

屋
町
筏
区
の
人
た
ち
は
、
村
全

体
で
祭
り
の
準
備
は
も
ち
ろ

ん
、掃
除
な
ど
を
担
っ
て
き
た
。

１
９
８
０
年
、
旧
大
屋
町
が
天

滝
に
キ
ャ
ン
プ
施
設
を
つ
く
っ

た
こ
と
を
機
に
、
住
民
で
天
滝

を
生
か
す
会
を
結
成
し
た
。

　「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
『
鑑
賞
マ
ニ
ュ

ア
ル
美
の
壺
』
で
も
紹
介
さ
れ

た
こ
と
が
あ
る
。
見
ど
こ
ろ
が

多
い
の
が
天
滝
」と
話
す
の
は
、

生
か
す
会
の
中
尾
登
美
夫
会

長
。「
１
０
０
㍍
級
の
滝
で
あ

り
な
が
ら
、
岩
場
ま
で
近
づ
い

て
触
れ
ら
れ
る
。
こ
ん
な
滝
は

な
い
」
と
魅
力
を
紹
介
す
る
。

　
生
か
す
会
の
活
動
は
、
改
め

て
紹
介
す
る
こ
と
と
し
て
、
天

滝
の
魅
力
を
も
う
少
し
紹
介
し

よ
う
。

　
登
山
口
か
ら
天
滝
ま
で
は
約

40
分
。
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
も
そ
こ

そ
こ
あ
っ
て
、ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
に
は
も
っ
て
こ
い
。
途
中
に

は
糸
滝
、
夫
婦
滝
な
ど
７
つ
の

滝
が
楽
し
め
る
。
何
よ
り
も
四

季
折
々
の
彩
り
を
見
せ
る
木
々

　
男
子
12
人
で
結
成
さ
れ
た
天

滝
を
生
か
す
会
。
キ
ャ
ン
プ
施

設
が
で
き
る
と
町
外
か
ら
も
人

が
た
く
さ
ん
来
る
。
し
か
し
当

時
、
登
山
道
は
ご
み
で
埋
も
れ

て
い
た
。「
筏
の
住
民
が
協
力
し

て
登
山
道
を
き
れ
い
に
し
よ
う
」

と
い
う
の
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

現
在
の
登
山
道
は
ご
み
１
つ
な

く
整
備
さ
れ
て
い
る
。「
天
滝

渓
谷
を
満
喫
し
て
も
ら
い
た
い
」

と
い
う
生
か
す
会
の
み
な
さ
ん

の
熱
い
思
い
が
伝
わ
る
。

　
１
９
８
６
年
に
は
女
子
部
も

誕
生
し
、
現
在
は
男
子
部
、
女

子
部
、
キ
ャ
ン
プ
班
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。

　
主
な
活
動
は
、
倒
木
処
理
や

遊
歩
道
の
補
修
と
い
っ
た
登
山

道
の
整
備
、
天
滝
の
Ｐ
Ｒ
、
キ
ャ

ン
プ
客
の
受
付
や
管
理
棟
管
理
、

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
運
営
な
ど
と

多
様
だ
。
遊
歩
道
と
キ
ャ
ン
プ

場
は
、
市
か
ら
委
託
と
い
う
形

態
を
と
っ
て
い
る
申
込
み
が
あ

れ
ば
、
登
山
ガ
イ
ド
も
行
う
。

　「
都
市
部
で
は
寺
や
神
社
で
な

い
と
紅
葉
が
楽
し
め
な
い
が
、

天
滝
周
辺
は
自
然
な
形
で
紅
葉

が
楽
し
め
る
」
と
話
す
中
尾
会

長
。
１
９
９
０
年
か
ら
毎
年
11

月
に
も
み
じ
祭
り
を
は
じ
め
た
。

昨
年
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
天
滝
の
紅
葉

が
紹
介
さ
れ
た
。

　
女
子
部
が
運
営
す
る
レ
ス
ト

ハ
ウ
ス
天
滝
も
好
評
だ
。
手
作

り
の
「
よ
も
ぎ
の
お
や
き
」
は

名
物
料
理
と
な
り
、
市
内
や
近

隣
自
治
体
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
出

店
す
る
ほ
ど
。
だ
ん
ご
と
餅
の

中
間
の
よ
う
な
食
感
で
、
甘
さ

控
え
め
の
あ
ん
こ
が
入
っ
て
い

る
。
ま
と
め
て
買
っ
て
帰
る
お

客
も
多
く
、
癖
に
な
る
一
品
。

　
そ
ん
な
生
か
す
会
に
も
悩
み

は
あ
る
。
人
口
減
少
、
高
齢
化

で
担
い
手
が
不
足
し
て
い
る
こ

と
。レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
は
週
末（
金・

土・
日
）
と
祝
日
の
み
の
営
業
が

精
い
っ
ぱ
い
。

　「
昔
は
、遠
足
と
い
え
ば
天
滝
、

お
参
り
し
た
り
住
民
に
愛
さ
れ

て
き
た
場
所
。『
村
の
天
滝
』
を

後
世
に
伝
え
た
い
」
と
中
尾
会

長
が
思
い
を
語
っ
た
。

  

共
済
県
支
部

事
務
局
長	

西
田
　
浩
樹

職
　
　
　
　
員	

堀
岡
有
美
子

　
　
　同	

高
木
さ
つ
き

　
　
　同	

飯
田
　
美
佳

  

自
治
研
セ
ン
タ
ー

理
　
　事
　　
長	

坪
田
　
眞
樹

副
理
事
長	

木
谷
　
晋
市

理
　
　
　
事	

丹
治
　
初
彦

　
　
　同	

伊
藤
　
弘
孝

事
務
局
長	

市
来
　
信
弥

研
　
究
　
員	

兵
藤
　
　
宏

　
　
　同	

浜
崎
　
利
澄

　
　
　同	

高
山
　
博
司

　
　
　同	

清
水
　
誠
一

　
　
　同	

米
澤
　
正
紀

　
　
　同	

塩
見
　
幸
治

　
　
　同	

小
和
田
敏
晴

  

組
織
内
首
長
・
議
員

加
西
市
長	

西
村
　
和
平

稲
美
町
長	

古
谷
　
　
博

神
河
町
長	

山
名
　
宗
悟

兵
庫
県
議
会
議
員	

黒
田
　
一
美

兵
庫
県
議
会
議
員	

上
野
　
英
一

元
兵
庫
県
議
会
議
員	

芝
野
　
照
久

神
戸
市
議
会
議
員	

伊
藤
め
ぐ
み

元
神
戸
市
議
会
議
員	

横
畑
　
和
幸

芦
屋
市
議
会
議
員	

山
口
み
さ
え

明
石
市
議
会
議
員	

永
井
　
俊
作

加
古
川
市
議
会
議
員	

松
崎
　
雅
彦

西
脇
市
議
会
議
員	

村
井
　
正
信

宍
粟
市
議
会
議
員	

大
畑
　
利
明

丹
波
市
議
会
議
員	

前
川
　
豊
市

前
宝
塚
市
議
会
議
員	

梶
川
み
さ
お

猪
名
川
町
議
会
議
員	

久
保
　
宗
一

私たちも自治労とともに頑張ります

天滝への道のりと
、
渓
流
の
音
に
癒
や
さ
れ
る
。

　
体
力
に
自
信
の
あ
る
人
は
、

天
滝
か
ら
30
分
歩
く
と
溶
岩
が

規
則
正
し
く
積
み
重
な
っ
た
俵

石
、さ
ら
に
30
分
進
む
と
杉
ヶ
沢

高
原
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

天
滝
を
守
り
、魅
力
を
発
信

落
差
98
㍍ 

県
内
最
大

渓
谷
ハ
イ
キ
ン
グ
は
心
癒
す

登
山
口
付
近
に
あ
る
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
天
滝
。
生
か
す
会
の
女

性
で
運
営
し
て
い
る
。
名
物「
よ
も
ぎ
の
お
や
き
」（
写
真
下
）

は
、
近
隣
自
治
体
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
出
店
す
る
人
気
ぶ
り

生かす会の中尾会長

天
か
ら
勢
い
よ
く
降
り
注
ぐ
姿
は
迫
力
が
あ
る
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自
治
ひ
ょ
う
ご
新
春
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
ク

イ
ズ
に
挑
戦
し
て
下
さ
い
。
ク
イ
ズ
を
解

き
、
Ａ
～
Ｍ
の
文
字
を
埋
め
、
並
び
替
え

て
で
き
る
言
葉
を
お
答
え
下
さ
い
。
正
解

者
か
ら
抽
選
で
５
人
に
５
０
０
０
円
商
品

券
、
10
人
に
１
０
０
０
円
図
書
カ
ー
ド
を

贈
呈
し
ま
す
。
１
月
16
日
（
金
）
ま
で
に

県
本
部
「
教
宣
部
」
宛
に
、
は
が
き
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
応
募
下
さ
い
（
宛
先

は
本
紙
１
面
を
参
照
）。
①
答
え
②
組
合

名
③
名
前
④
住
所
（
景
品
の
届
け
先
）
を

必
ず
明
記
し
て
下
さ
い
。連
名
で
の
応
募
、

複
数
回
答
は
無
効
と
な
り
ま
す
。
当
選
者

は
２
月
15
日
号
で
掲
載
し
ま
す
。

〈
タ
テ
の
カ
ギ
〉

１
　
底
に
重
り
を
つ
け
た
、
だ

る
ま
の
人
形

２
　
←
→
セ
ー
フ

３
　
琥
珀

４
　
組
織
な
ど
を
動
か
し
て
機

能
を
発
揮
さ
せ
る
こ
と

５
　
共
通
の
目
的
で
集
ま
っ
て

作
っ
た
集
団

６
　
ボ
ウ
リ
ン
グ
で
３
回
連
続

の
ス
ト
ラ
イ
ク

７
　
マ
ー
ケ
ッ
ト

８
　
油

９
　
浮
標

10
　
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
、
少
人
数
の

授
業

11
　
時
間
に
沿
っ
て
物
事
を
整

理
し
並
べ
る
こ
と

12
　
食
器
類
を
拭
く
た
め
の
布

13
　
紫
陽
花

14
　
筋
道
の
通
っ
た
正
し
い
議

論
15
　
物
事
の
道
理

16
　
フ
ェ
イ
ス

17
　
寺
院
に
あ
る
多
層
の
建
物

18
　
串
を
通
し
た
い
わ
し
な
ど

の
干
物

19
　
君
の
○
○
○
は
一
万
ボ
ル

ト
♪

20
　
○
○
一
髪

21
　
武
術
な
ど
を
習
い
練
習
す

る
こ
と

22
　
家
の
中
で
地
面
の
ま
ま
に

な
っ
た
所

23
　
あ
る
問
題
に
つ
い
て
の
考

え
方
を
ま
と
め
た
書

24
　
区
切
り
を
つ
け
た
地
域

25
　
氷
柱

26
　
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
☆
○
○
○

27
　
移
り
動
く
こ
と

28
　
積
極
的
に
行
お
う
と
す
る

心
29
　
タ
バ
コ
10
箱
を
詰
め
た
箱

〈
ヨ
コ
の
カ
ギ
〉

１
　
←
→
寒
冷
前
線

２
　
そ
ら
で
覚
え
る
こ
と

４
　
羊
毛

６
　
伸
縮
性
の
あ
る
布
で
作
ら

れ
た
腰
か
ら
下
を
覆
う
衣
服

８
　
み
か
ん
科
に
属
す
る
ダ
イ

ダ
イ
の
一
類

12
　
ホ
テ
ル
の
受
付

13
　
も
ち
米
に
麹
を
ま
ぜ
て

作
っ
た
甘
い
飲
み
物

15
　
勤
務
先
に
通
う
こ
と

19
　
手
が
あ
い
て
い
る
時
間
・

状
態

22
　
←
→
ウ
エ
ッ
ト

25
　
○
○
と
言
え
ば
カ
ー

30
　
無
事
安
全
で
何
の
危
険
も

な
い
こ
と

31
　
一
時
か
ぎ
り
支
給
さ
れ
る

金
32
　
木
乃
伊

33
　
自
分
だ
け
の
利
益
を
は
か

る
こ
と

34
　
勝
馬
投
票
券

35
　
君
主
に
忠
誠
を
誓
っ
て
仕

え
る
者

36
　
静
か
な
○
○
○
の
森
の
か

げ
か
ら
♪

37
　
←
→
君

38
　
学
校
や
会
社
の
宿
舎
に
住

む
こ
と

39
　
能
あ
る
鷹
は
○
○
を
隠
す

40
　
予
定
の
価
格

41
　
烏
賊

42
　
←
→
伯
母

43
　
動
物
を
飼
い
育
て
る
こ
と

44
　
波

45
　
傾
斜
し
て
い
る
道

46
　
○
○
○
○
よ
、
僕
は
旅
に

立
つ
♪

47
　
屋
根
の
雨
水
を
集
め
て
地

上
に
流
す
し
か
け

48
　
←
→
陽
イ
オ
ン

■ 

Ａ
か
ら
Ｍ
ま
で
の
文
字
を
な
ら
び
か
え
て
で
き
る
こ
と
ば
は
？

　 

ヒ
ン
ト
「
ノ
ー
ベ
ル
賞
で
話
題
に
な
っ
た
も
の
は
」

【兵庫県議会】現職・垂水区

黒 田  一 美
【兵庫県議会】現職・神崎郡

上野ひでかず
【神戸市議会】現職・北区

伊藤 めぐみ
【芦屋市議会】現職

山口 みさえ
【明石市議会】現職

永 井  俊 作
【宝塚市議会】元職

梶川 みさお

組織内候補の勝利をめざそう
　今年４月は統一自治体選挙が実施
されます。県本部組織内候補の勝利
をめざして取り組もう。

みんなでチャレンジ
新

春

ク
イ
ズ

ど
し
ど
し
応
募
下
さ
い

　
12
月
14
日
に
実
施
さ
れ
た

衆
議
院
選
挙
は
、
暴
走
す
る

自
公
政
権
に
歯
止
め
を
か
け

る
こ
と
が
で
き
ず
、

安
定
多
数
を
許
す
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

　
県
本
部
組
織
内
と

し
て
た
た
か
っ
た
よ

こ
は
た
和
幸
さ
ん

（
兵
庫
３
区
）
は
、

組
合
員
の
み
な
さ
ま

の
ご
支
援
に
も
か
か

わ
ら
ず
議
席
獲
得
に

い
た
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
県
内
各
地
で
、
推
せ
ん

候
補
の
勝
利
に
向
け
取
り
組

ん
だ
組
合
員
の
み
な
さ
ま
に

は
、
あ
ら
た
め
て
感
謝
い
た

し
ま
す
。

　「
信
任
を
得
た
」
と
評
す

る
安
倍
首
相
は
、
憲

法
改
正
に
向
け
た

議
論
に
言
及
し
て
い

ま
す
。
ま
さ
に
大
儀

の
な
い
、
争
点
隠
し

の
選
挙
で
あ
っ
た
と

い
わ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
現
在
の
政
治
の

流
れ
は
、
人
権
や
民

主
主
義
、
平
和
を
脅

か
す
も
の
で
す
。
今

選
挙
戦
で
培
っ
た
団
結
で
、

統
一
自
治
体
選
挙
の
前
進
を

勝
ち
取
り
ま
し
ょ
う
。

ご支援に感謝します
総選挙、よこはたさんは惜敗
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年
末
の
衆
議
院
選

挙
は
、
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
に
対
す
る
国

民
の
評
価
を
受
け

る
と
い
う
名
目
？

で
あ
っ
た
は
ず
だ

が
、
選
挙
後
、
早

く
も
安
倍
首
相
は
憲
法
改
正
を

い
い
出
し
た
▼
そ
の
動
き
に
私

た
ち
は
ど
う
対
決
す
る
の
か
。

対
外
的
に
は
反
核
平
和
の
火
リ

レ
ー
や
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど

が
企
画
す
る
集
会
に
参
加
し
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
認
識
を
高

め
、
と
き
に
は
街
頭
ビ
ラ
配
布

行
動
も
い
い
だ
ろ
う
▼
で
は
内

部
的
に
ど
う
す
る
の
か
。
県
本

部
は
09
年
２
月
に
「
戦
争
非
協

力
宣
言
」
を
採
択
決
議
し
て
い

る
。
こ
の
宣
言
を
県
本
部
傘
下

の
全
単
組
で
決
議
す
る
。
そ
の

上
で
少
な
く
と
も
年
１
回
は
宣

言
に
基
づ
く
単
組
集
会
を
開
催

し
て
全
組
合
員
に
周
知
す
る
の

は
ど
う
だ
ろ
う
▼
宣
言
で
は
、

①
い
か
な
る
「
戦
争
協
力
」
に

も
応
じ
な
い
②
「
戦
争
協
力
」

は
通
常
業
務
で
は
な
い
な
ど
と

決
議
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
決
議

は
非
常
に
重
た
い
▼
私
た
ち
の

意
思
は
内
外
に
示
さ
れ
て
い

る
。
自
治
労
組
合
員
は
立
ち
上

が
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
○無
無
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２日　2015年度第５回執行委員会（県本部）

７日　青年女性2015年春闘討論集会（共済会館）

10日　県本部第197回中央委員会（中央労働センター）

11日　県本部2015春闘討論集会（共済会館）

当面の日程

ダブルバインド

　
阪
神
淡
路
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、

統
一
日
程
に
あ
わ
せ
７
単
組（
伊

丹・
宝
塚・
三
田・
猪
名
川・
淡
路・

洲
本・
南
あ
わ
じ
）
が
交
渉
を
実

施
。
職
場
要
求
に
つ
い
て
は
、

伊
丹
、
宝
塚
、
三
田
が
、
職
場

の
実
態
を
訴
え
改
善
を
求
め
た

ほ
か
、
各
単
組
独
自
の
課
題
解

決
に
向
け
交
渉
を
行
な
っ
た
。

給
与
制
度
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
単
組
で
提
案
を
受

　「
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
」「
予
算
・
人
員
の
確
保
」
を
指
標
に
反
行
革
・
予
算
要
求
闘
争

が
１
月
23
日
を
ヤ
マ
場
に
た
た
か
わ
れ
た
。
ま
た
、
給
与
制
度
の
総
合
的
見
直
し
の
第
３

次
闘
争
第
１
波
と
位
置
づ
け
、
14
確
定
を
越
年
し
た
単
組
を
中
心
に
交
渉
を
行
っ
た
。
２

波
は
２
月
６
日
が
ヤ
マ
場
と
な
る
。
県
本
部
は
１
月
７
日
、
単
組
代
表
者
会
議
を
行
い
、

こ
れ
ら
の
闘
争
に
向
け
た
意
思
統
一
を
行
っ
て
い
る
。

け
た
が
、
２
月
の
ヤ
マ
場
に
向

け
て
継
続
交
渉
と
な
っ
た
。

　
播
磨
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
明
石

が
行
政
職
は
退
職
者
を
大
き
く

上
回
る
採
用
と
臨
時
保
育
士
の

療
養
休
暇
制
度
改
善
を
確
認
。

高
砂
は
人
員
配
置
・
欠
員
補
充

に
つ
い
て
確
認
。
ま
た
福
利
厚

生
制
度
の
拡
充
や
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
対
策
に
つ
い
て
具
体
的
方
策

を
引
き
出
し
た
。
西
脇
、
加
西

で
も
採
用
人
員
を
確
認
し
た
。

宍
粟
で
は
係
長
試
験
導
入
問
題

で
断
続
的
に
交
渉
を
続
け
て
い

る
。

　
総
合
的
給
与
見
直
し
は
多
く

の
単
組
で
継
続
協
議
と
な
っ
た
。

　
但
馬
丹
波
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
確

定
闘
争
で
給
与
制
度
の
総
合
的

見
直
し
に
つ
い
て
は
全
て
の
単

組
で
妥
結
、
予
算
要
求
闘
争
で

は
、
残
さ
れ
た
単
組
の
課
題
、

非
正
規
職
員
の
賃
金
改
善
と
均

等
待
遇
・
安
定
雇
用
の
実
現
に

向
け
取
り
組
ん
だ
。
豊
岡
病
院

労
組
で
は
、
臨
時
職
員
の
時
給

10
円
引
き
上
げ
、
嘱
託
介
護
士

の
経
験
年
数
区
分
の
改
善
な
ど

を
勝
ち
取
っ
た
。

　
神
戸
市
職
労
と
市
従
は
、
12

月
に
ヤ
マ
場
を
設
定
し
て
人
員

配
置
の
交
渉
を
行
っ
た
。
市
職

労
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
化
な
ど
で

過
員
配
置
を
確
認
、
市
従
は
時

間
外
勤
務
の
縮
減
と
機
械
操
作

手
の
減
員
幅
縮
減
な
ど
を
引
き

出
し
た
。

　
連
合
は
12
月
２
日
、
東
京
都

内
で
中
央
委
員
会
を
開
き
、
15

春
闘
で
２
％
以
上
の
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
を
要
求
す
る
こ
と
を
柱

と
す
る
闘
争
方
針
を
決
定
し

た
。
連
合
の
ベ
ア
要
求
は
２

年
連
続
で
、
水
準
は
14
春
闘
の

「
１
％
以
上
」
を
上
回
る
。

　
12
月
22
日
、
兵
庫
県
中
央
労

働
セ
ン
タ
ー
で
連
合
兵
庫
主
催

の
15
春
闘
方
針
説
明
集
会
が
開

催
さ
れ
た
。
連
合
の
春
闘
方
針

の
ポ
イ
ン
ト
や
、
た
た
か
い
の

進
め
方
に
つ
い
て
意
思
統
一
す

る
も
の
で
、
連
合
本
部
の
須
田

孝
総
合
労
働
局
長
が
提
起
し
た
。

　
連
合
兵
庫
の
闘
争
日
程
を
福

永
明
事
務
局
長
が
説
明
、「
12

月
25
日
開
催
の
連
合
兵
庫
中
小

労
働
対
策
委
員
会
で
春
闘
方
針

を
協
議
し
、
２
月
４
日
開
催
の

執
行
委
員
会
で
方
針
確
認
、
お

よ
び
闘
争
開
始
宣
言
を
行
う
」

と
述
べ
た
。
ま
た
闘
争
本
部
の

下
に
、
構
成
組
織
の
自
主
的
な

参
加
に
よ
る
「
中
小
共
闘
セ
ン

タ
ー
」
を
設
置
し
、
賃
上
げ
集

計
、
情
報
の
共
有
化
を
行
い
、

中
小
・
地
場
労
組
へ
の
闘
争
支

援
を
行
う
。
最
大
の
ヤ
マ
場
を

３
月
18
日
に
設
定
し
て
、
大
手

の
決
着
を
は
か
る
。

　
自
治
労
の
春
闘
方
針
は
、
１

月
29
～
30
日
の
本
部
中
央
委
員

会
で
確
定
、
県
本
部
は
２
月
10

日
の
中
央
委
員
会
で
春
闘
方

針
を
議
論
し
、
翌
日
11
日
に
は

春
闘
討
論
集
会
で
議
論
を
深
め

る
。
賃
金
闘
争
の
ス
タ
ー
ト
で

あ
る
春
闘
に
結
集
し
よ
う
。

  

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
の
案
内

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
145
号
に

「
戦
争
を
さ
せ
な
い
１
０
０
０

人
委
員
会
学
習
会
」「
囲
碁
将

棋
大
会
」、
146
号
に
「
県
本
部

旗
開
き
」「
単
組
代
表
者
会
議
」

等
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
自
治

労
兵
庫
県
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
参
照
下
さ
い
。

　県本部は１月７日、ラッセホールで新春
旗開きを開催し200人が参加した。
　森蔭守委員長は、「戦後70年、阪神淡路
大震災から20年の節目の年。団結を固めて
頑張ろう」とあいさつした。
（詳細はネットワーク情報に掲載）

春闘期の各種集会
青年女性  春闘討論集会
　と　き　２月７日（土）
　　　　　午前10時30分開会
　ところ　ひょうご共済会館
　内　容　要求づくり、模擬交渉

県本部春闘討論集会
　と　き　２月11日（水・祝）
　　　　　午前９時30分開会
　ところ　ひょうご共済会館
　内　容　2015春闘情勢学習会
　　　　　分科会

公共民間協  春闘学習会
　と　き　３月７日（土）
　　　　　午後２時開会
　ところ　自治労兵庫県本部
　内　容　講演「見つめ直そう
　　　　　労働相談」

県本部
旗開き 節目の年、団結強化を

新
年
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
る
森
蔭
委
員
長

連合の春闘方針を説明する須田さん
●上と兵庫のたたかいを話す福永さん

連合春闘方針

ベ
ア
要
求
２
％
以
上

民
間
大
手
は
３
月
18
日
ヤ
マ
場

単組代表者会議での意思統一した

豊病 臨職の時給引き上げ

反行革・予算要求闘争

「
見
直
し
」は
第
２
波
へ
継
続

職
場
改
善
、人
員
補
充
求
め
る
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　「
震
災
と
ア
ス
ベ
ス
ト
リ
ス

ク
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

が
、
１
月
12
日
、
神
戸
市
勤
労

会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　
主
催
者
を
代
表
し
て
、
ひ
ょ

う
ご
労
働
安
全
衛
生
セ
ン
タ
ー

の
神
田
雅
之
理
事
長
は
、「
震

災
20
年
を
迎
え
震
災
体
験
の
な

い
世
代
が
増
え
て
き
て
い
る
。

ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
な
ど
多
く
の

課
題
が
残
っ
て
お
り
、研
究
者
・

医
師
・
地
域
運
動
な
ど
で
行
政

を
動
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
災
害

に
ど
の
よ
う
に
備
え
る
か
を
と

　
女
性
部
と
臨
職
評
は
12
月
21

日
、
７
回
目
と
な
る
合
同
学
習

会
を
共
済
会
館
で
開
催
し
た
。

安
倍
首
相
が
成
長
戦
略
の
一
環

と
し
て
掲
げ
る
「
女
性
の
活
躍

促
進
」
の
内
容
や
問
題
点
を
学

習
。
ま
た
、
出
産
、
子
育
て
な

ど
に
関
わ
る
権
利
・
制
度
に
つ

い
て
交
流
を
深
め
た
。

　「
安
倍
政
権
の
『
女
性
の
活

躍
』
か
ら
考
え
る
」
を
テ
ー
マ

に
本
部
の
松
澤
佳
子
女
性
部
長

が
問
題
提
起
。「
女
性
は
資
本
に

と
っ
て
都
合
の
い
い
働
き
方
を

強
い
ら
れ
て
き
た
。
そ
し
て
今
、

『
女
性
の
活
躍
』
と
い
う
響
き
の

い
い
言
葉
で
、
働
き
方
を
迫
ら

れ
て
い
る
。
女
性
が
力
を
あ
わ

せ
て
権
利
を
守
る
た
た
か
い
を

行
お
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　
１
～
３
月
は
「
女
性
の
働
く

権
利
確
立
運
動
強
化
月
間
」
と

位
置
づ
け
、
自
治
労
は
点
検
・

学
習
・
実
践
を
呼
び
か
け
て
い

る
。
県
本
部
女
性
部
も
ア
ン

ケ
ー
ト
や
、
妊
娠
や
子
育
て
に

関
す
る
権
利
・
制
度
の
教
宣
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。点
検
・

議
論
を
行
い
、
職
場
・
単
組
で

女
性
の
要
求
を
集
約
し
よ
う
。

　
県
本
部
が
事
務
局
を
担
う
部

落
解
放
兵
庫
県
民
共
闘
会
議
の

第
37
回
総
会
が
、
12
月
17
日
に

神
戸
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

狭
山
事
件
の
再
審
、
差
別
の
な

い
人
権
政
策
確
立
を
求
め
る
取

り
組
み
を
確
認
し
た
。
役
員
改

選
で
は
副
議
長
に
森
蔭
守
委
員

長
、
事
務
局
長
に
西
岡
裕
書
記

次
長
、
幹
事
に
森
哲
二
執
行
委

員
が
選
任
さ
れ
た
。

　
池
田
啓
子
議
長
は
、「
統
一

自
治
体
選
挙
で
三
田
か
ら
県
議

会
に
挑
戦
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
議
会
の
場
で
人
権
課
題
を

取
り
組
み
た
い
」と
決
意
表
明
。

後
任
に
は
、川
原
芳
和
さ
ん（
兵

教
組
）
を
確
認
し
た
。

　
ス
ト
ラ
イ
キ
実
施
に
よ
る

「
戒
告
処
分
」
で
、
高
砂
市
職

委
員
長
（
当
時
）
が
「
処
分
は

不
服
」
と
し
て
申
立
て
た
件
に

つ
い
て
、
12
月
22
日
付
で
高
砂

市
公
平
委
員
会
は
、「
懲
戒
処

分
を
取
り
消
す
」
と
の
裁
決
を

行
っ
た
。

　
理
由
と
し
て
「
処
分
に
あ

た
っ
て
、
合
議
制
機
関
で
あ
る

農
業
委
員
会
と
し
て
の
審
理
が

一
切
な
く
、
書
面
の
作
成
や
交

付
も
事
実
上
市
当
局
が
行
っ
て

お
り
、
農
業
委
員
会
に
お
い
て

自
主
的
に
文
書
が
作
成
、
交
付

さ
れ
た
経
緯
も
な
い
。（
任
命
権

者
で
あ
る
）
農
業
委
員
会
が
意

思
決
定
を
行
っ
た
と
い
う
実
質

も
存
在
せ
ず
、
本
件
処
分
が
農

業
委
員
会
に
よ
る
決
定
と
は
到

底
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
本

件
処
分
は
、
懲
戒
処
分
を
行
う

要
件
を
欠
く
も
の
で
あ
り
、
こ

れ
を
取
り
消
す
べ
き
法
令
に
違

反
し
た
重
大
な
瑕
疵
が
あ
る
も

の
と
判
断
す
る
」
と
し
て
い
る
。

　
今
回
の
裁
決
は
、
組
合
側

の
「
処
分
に
は
、
手
続
き
に
不

備
が
あ
り
、
無
効
で
あ
る
」
と

の
主
張
を
全
面
的
に
認
め
た
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
再

審
制
度
は
あ
る
も
の
の
、
任
命

権
者
の
何
ら
処
分
を
待
つ
こ
と

な
く
、
原
処
分
の
な
さ
れ
た
時

点
に
遡
っ
て
、「
処
分
が
な
い
」

と
の
効
力
が
生
ず
る
。

　
高
砂
市
職
の
「
国
公
給
与
削

減
の
地
公
阻
止
」
の
た
た
か
い

及
び
ス
ト
ラ
イ
キ
実
施
に
伴
う

市
か
ら
の
処
分
問
題
は
、
県
本

部
を
交
え
て
不
当
処
分
撤
回
闘

争
を
た
た
か
っ
て
き
た
。
昨
年

２
月
に
は
、
高
砂
市
長
か
ら
の

謝
罪
を
受
け
労
使
正
常
化
を
確

認
、今
回
の
「
処
分
取
り
消
し
」

で
組
合
側
の
勝
利
と
い
え
る
。

　
山
口
み
さ
え
さ
ん
が
小
学
生
の
時

に
解
放
同
盟
が
結
成
さ
れ
、
隣
保
館

で
の
勉
強
や
レ
ク
活
動
、
生
活
指
導

に
通
い
、
集
会
な
ど
へ
参
加
し
て
差

別
、
人
権
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　
非
常
勤
嘱
託
の
学
童
保
育
指
導
員

に
な
っ
て
職
場
で
は
改
善
の
要
望
が

た
く
さ
ん
あ
り
、
不
安
を
持
っ
て
い

る
の
を
知
り
、
組
合
結
成
を
呼
び
か

け
指
導
員
労
組
を
結
成
、書
記
長
に
。

　
思
い
出
す
の
は
双
子
を
出
産
、
産

休
が
年
度
を
ま
た
が
っ
て
首
に
な
り

１
年
間
の
た
た
か
い
で
復
帰
で
き
た

こ
と
。
退
職
金
闘
争
で
、
市
役
所
前

の
座
り
込
み
に
自
治
労
の
仲
間
が
駆

け
つ
け
て
く
れ
て
団
結
を
感
じ
た
。

　
非
正
規
の
改
善
、
差
別
を
な
く
す

に
は
政
治
の
場
で
や
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
議
員
に
。
議
会
で
は
弱
者
に

視
点
を
あ
て
、
働
く
者
の
権
利
を
守

る
、
常
に
非
正
規
の
問
題
を
取
り
上

げ
て
き
た
。「
と
こ
と
ん
市
民
と
と
も

に
」
と
山
口
み
さ
え
さ
ん
は
語
っ
た
。

組織内議員
の紹介　●④

芦屋市会議員

山 口  みさえ さん

も
に
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と

し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
記
念
講
演
で
は
、
東
京
女
子

大
学
名
誉
教
授
の
広
瀬
弘
忠
さ

ん
よ
り
「
ア
ス
ベ
ス
ト
災
害―

体
内
時
限
爆
弾
の
脅
威
」
と
題

し
た
講
演
を
受
け
、
そ
の
後
、

基
調
報
告
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
ア
ス
ベ
ス
ト

の
危
険
性
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

高砂公平委

懲
戒
処
分
を
取
り
消
し

「
手
続
き
不
備
、無
効
」

組
合
主
張
認
め
る

「
女
性
の
活
躍
促
進
」と
は

成
長
戦
略
の
狙
い
学
ぶ

女
性
部

臨
職
評

狭
山
再
審
、人
権

政
策
の
確
立
を

県
民
共
闘
総
会

市職の処分撤回集会（2013年11月）

低かった危険性の認識
20～30年後　発生の可能性ある

震
災
と
ア
ス
ベ
ス
ト
リ
ス
ク
を
考
え
る
シ
ン
ポ

女
性
の
権
利

強
化
月
間

点
検
・
学
習
・
実
践

パネリストの広瀬さん●左と南さん

権利強化の取り組みを報告
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預
貯
金
や
株
式
、

投
資
信
託
な
ど
の

金
融
資
産
を
１
億

円
以
上
持
つ
「
富

裕
者
世
帯
」
は
、

100
万
世
帯
を
超
え

た
（
13
年
野
村
総

合
研
究
所
）。
前
回
11
年
よ
り

２
割
増
え
た
。
一
方
で
、
資
産

を
持
た
な
い
「
ゼ
ロ
世
帯
」
は

３
割
に
も
上
る
▼
資
産
の
増
加

は
株
価
の
値
上
が
り
に
よ
る
も

の
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
、
富
め

る
者
は
ま
す
ま
す
富
み
、
貧
困

者
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
抜
け

出
せ
な
い
「
格
差
拡
大
社
会
」

を
つ
く
り
あ
げ
た
▼
企
業
の
純

資
産
も
13
年
に
は
550
兆
円
を
超

え
年
々
増
加
の
一
方
だ
。
大
企

業
内
部
に
蓄
積
さ
れ
た
膨
大
な

資
産
は
、
デ
フ
レ
化
の
も
と
金

融
資
産
に
ま
わ
る「
カ
ネ
余
り
」

状
態
だ
▼
15
春
闘
も
ス
タ
ー
ト

を
切
っ
た
。
働
く
者
は
正
当
な

労
働
力
の
対
価
と
し
て
の
賃
上

げ
を
行
い
、
格
差
是
正
の
た
め

に
も
社
会
全
体
の
底
上
げ
を
は

か
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
▼
企
業
の
資
産
は
、
労
働
者

の
生
み
出
し
た
も
の
。
今
春
闘

は
、
企
業
資
産
を
社
会
に
還
元

さ
せ
る
た
た
か
い
で
も
あ
る
。

（
誠
）
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討 議 資 料
　
自
治
労
第
148
回
中
央
委
員
会

が
、
１
月
29
～
30
日
東
京
で
開

催
さ
れ
た
。
委
員
会
で
は
、
春

闘
方
針
や
当
面
の
闘
争
方
針
な

ど
が
議
論
さ
れ
、
２
日
間
で
34

本
の
発
言
が
あ
っ
た
。
活
発
な

討
論
の
後
、
本
部
提
案
の
５
議

案
は
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ

た
。
な
お
、
16
年
の
参
議
院
選

挙
比
例
代
表
選
挙
の
組
織
内
候

に
結
集
し
、
働
く
者
の
底
上
げ

を
は
か
る
②
「
給
与
制
度
の
総

合
的
見
直
し
」
は
半
数
以
上
が

継
続
闘
争
、
２
月
６
日
の
統
一

行
動
を
背
景
に
全
力
で
た
た
か

う
③
非
正
規
処
遇
改
善
や
労
働

者
派
遣
法
改
悪
阻
止
④
集
団
的

自
衛
権
や
脱
原
発
の
取
り
組
み

⑤
地
方
創
生
の
動
向
に
注
視
し

て
い
く
等
当
面
の
課
題
に
取
り

組
む
決
意
を
述
べ
た
。

　
各
県
支
部
か
ら
は
①
春
闘
で

は
、
自
治
労
も
賃
上
額
（
率
）

で
要
求
す
る
べ
き
②「
見
直
し
」

で
国
同
様
の
引
き
下
げ
を
さ
せ

な
い
成
果
を
得
た
③
臨
時
・
非

常
勤
職
員
の
組
織
化
・
処
遇
改

善
で
成
果
④
統
一
自
治
体
選
で

組
織
内
候
補
擁
立
を
追
求
⑤
沖

縄
知
事
選
で
勝
利
、
反
戦
争
・

反
基
地
の
た
た
か
い
の
強
化
な

ど
の
発
言
が
出
さ
れ
た
。

補
と
し
て
江
崎
孝
現
参
議
院
議

員
を
擁
立
す
る
こ
と
を
確
認
し

た
。

　
冒
頭
あ
い
さ
つ
で
氏
家
常
雄

委
員
長
は
、
①
今
春
闘
は
連
合

　
１
月
17
日
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
20
年
を
迎
え

た
。
24
日
に
は
、「
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
市
民
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
１
５
」
が
神
戸
・
元
町
で
開
か
れ
、
震
災
の
経
験
を
次

世
代
に
伝
え
、
若
い
世
代
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
宣
言
）
を
作
成

す
る
営
み
が
あ
っ
た
。
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
県
本
部
も
実
行
委

員
団
体
と
し
て
参
加
、
高
校
生
、
大
学
生
ら
が
中
心
に
な
っ

て
、
震
災
体
験
者
の
想
い
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
か
ら
、「
未

来
に
何
を
発
信
す
る
の
か
」
話
し
合
っ
た
。

　
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
95
年
に

「
被
災
者
自
身
が
、
語
り
、
学

び
、決
め
る
た
め
の
行
動
を
し
、

新
し
い
社
会
シ
ス
テ
ム
を
創
造

す
る
力
を
養
お
う
」
と
の
「
神

戸
宣
言
」
を
発
表
し
て
い
る
。

今
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
震
災
を
経

験
し
て
い
な
い
世
代
と
と
も
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
作
成
す
る
た
め

に
開
か
れ
た
も
の
。

　「
私
た
ち
若
者
が
震
災
の
教

訓
を
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
考

え
、
伝
え
て
い
き
た
い
」
と

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
準
備
し
て
き
た

頼
政
良
太
さ
ん
（
被
災
地
Ｎ
Ｇ

Ｏ
）
が
開
会
の
あ
い
さ
つ
を

行
っ
た
。

　
Ⅰ
部
は
若
者
が
大
切
に
し
た

い
こ
と
な
ど
を
話
し
合
い
、
Ⅱ

部
は
震
災
体
験
者
が
次
世
代
に

伝
え
た
い「
想
い
」を
出
し
合
い
、

Ⅲ
部
で
は
、
全
員
参
加
の
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

　
Ⅰ
部
で
は
、「
人
間
関
係
が

希
薄
に
な
り
、
つ
な
が
り
の
中

で
（
震
災
体
験
が
）
継
承
さ
れ

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
」、

Ⅱ
部
で
は
、「
震
災
の
中
で
生

み
出
さ
れ
た
の
は
、
既
存
の
価

値
観
や
損
得
勘
定
に
縛
ら
れ
な

い
人
間
ら
し
く
生
き
る
た
め
の

価
値
観
で
は
な
か
っ
た
か
」
な

ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
１
月
24
～
25
日
、
神
戸
で
臨

職
評
が
冬
季
合
宿
が
開
催
し

た
。

　
臨
時
・
非
常
勤
職
員
向
け
の

共
済
制
度「
シ
ン
プ
ル
パ
ッ
ク
」

の
誕
生
を
受
け
、
西
田
全
労
済

県
支
部
事
務
局
長
か
ら
説
明
を

受
け
た
。
そ
の
後
、
幹
事
会
で

は
県
ネ
ッ
ト
・
パ
ー
ト
キ
ャ
ラ

バ
ン
で
の
ア
ク
シ
ョ
ン
行
動
、

仲
間
つ
く
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

推
進
や
組
織
拡
大
の
取
り
組
み

な
ど
を
協
議
し
た
。
そ
の
後
単

組
報
告
に
入
り
、
26
単
組
か
ら

現
状
報
告
が
さ
れ
た
。
２
日
目

　
1
月
25
日
投
開
票
で
行
わ
れ

た
県
会
議
員
補
欠
選
挙
（
西
宮

市
）
に
お
い
て
、
県
本
部
推
薦

の
お
く
の
尚
美
候
補
（
新
人
・

民
主
党
）
は
１
万
５
４
３
６
票

と
善
戦
し
た
が
次
点
。
お
く
の

さ
ん
は
、
4
月
の
統
一
自
治
体

選
を
め
ざ
し
て
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
。

システムの一部…

大  植　賢（豊岡市職労）

は
、
模
擬
団
交
を
行
っ
た
。
今

後
の
協
議
に
備
え
た
り
、
将
来

の
幹
事
を
担
う
心
構
え
を
養
う

た
め
①
年
休
繰
り
越
し
②
休
暇

制
度
に
つ
い
て
③
賃
金・
一
時
金

ア
ッ
プ
に
つ
い
て
の
事
例
を
３

班
に
分
か
れ
、
全
員
参
加
で
模

擬
団
交
を
行
っ
た
。

　
集
会
後
は
三
宮
マ
ル
イ
前

で
街
宣
行
動
、
15
春
闘
ビ
ラ
と

テ
ィ
シ
ュ
を
配
布
し
た
。

障労評 電話相談
　障害労働者評議会による電話相談を
実施します。秘密は厳守します。どん
な悩みでもご連絡下さい。

期　間　３月２日（月）～７日（土）

　　　　受付時間午前９時～午後５時30分

連絡先　TEL 078－392－0820

　　　　FAX 078－392－0920

　　　　E-mail k-yamanaka@jichi-hyogo.jp

県本部まんが集団例会
と　き　２月21日（土）

　　　　午後２時～午後５時

ところ　自治労兵庫県本部会議室
合宿後は三宮で街頭宣伝を行った

KOBE市民フォーラム

震
災
の
教
訓
次
代
へ

市
民
社
会
の
課
題
、若
者
が
議
論

「
見
直
し
」の
現
状
持
ち
寄
る

自
治
労

中
央
委

春
闘
へ
の
結
集
意
思
統
一

重点課題は組織拡大
三宮で春闘街宣も
臨職評が冬季合宿

県
会
補
欠
選
挙

お
く
の
さ
ん
次
点

西
宮
選
挙
区

あいさつを行う頼政さん●上未来に発信する
キーワードを出し合った●下　　　　　　　
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安
倍
政
権
の
失
政
に
よ
る
勤
労
国
民
の
生
活
悪
化
、
労
働
者
保
護
ル
ー
ル
の
改
悪
攻
撃
と
対

決
す
る
15
春
闘
が
ス
タ
ー
ト
。
連
合
は
「
底
上
げ
」「
格
差
是
正
」
に
向
け
、
２
％
以
上
の
賃

金
引
き
上
げ
、
非
正
規
は
「
誰
も
が
時
給
１
０
０
０
円
」
を
め
ざ
し
て
取
り
組
む
。
継
続
と
な

っ
て
い
る
「
総
合
的
見
直
し
」
に
対
す
る
取
り
組
み
、
組
合
員
の
生
活
の
維
持･

改
善
、
非
正

規
の
雇
用
と
処
遇
の
改
善
を
め
ざ
し
、
ス
ト
批
准
投
票
を
成
功
さ
せ
、
県
本
部
決
起
集
会
へ
の

結
集
、
春
闘
要
求
書
を
提
出
、
交
渉
を
実
施
し
15
春
闘
を
取
り
組
も
う
。

　
安
倍
政
権
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
の
成
果
を
強
弁
し
て
き
た

が
、
国
民
生
活
を
圧
迫
し
て
い

る
。
14
年
10
月
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
（
国

際
通
貨
基
金
）
は
、
日
本
の
成

長
率
の
見
通
し
を
大
幅
に
下
方

修
正
し
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
下
に
お
い

て
、
10
月
31
日
、
日
銀
は
追
加

の
金
融
緩
和
を
決
定
し
、
こ
れ

と
タ
イ
ミ
ン
グ
を
あ
わ
せ
る
よ

う
に
、
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
は
年
金
積
立

金
運
用
比
率
に
関
し
、
国
債
比

率
を
引
き
下
げ
、
国
内
外
の
株

式
を
２
倍
に
す
る
見
直
し
を
行

う
決
定
を
し
た
。

　
12
月
８
日
、
内
閣
府
は
、
７

～
９
月
期
の
国
内
総
生
産
（
Ｇ

Ｄ
Ｐ
）
に
つ
い
て
、
実
質
Ｇ

Ｄ
Ｐ
が
４
～
６
月
期
に
比
べ
て

０
・
５
％
減
と
２
四
半
期
連
続

の
マ
イ
ナ
ス
、
年
率
換
算
で

１
・
９
％
マ
イ
ナ
ス
と
公
表
し

た
。
ま
た
、
最
終
的
な
14
年
度

の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
に
つ
い

て
も
、
前
年
度
比
で
小
幅
の
マ

イ
ナ
ス
成
長
と
な
る
こ
と
を
見

込
ん
で
い
る
。

　
安
倍
総
理
は
こ
う
し
た
景
気

悪
化
を
理
由
に
10
％
へ
の
増
税

を
１
年
半
先
送
り
す
る
と
い
う

判
断
を
示
し
、
国
民
に
真
意
を

問
う
た
め
、
解
散
、
総
選
挙
を

行
っ
た
。
自
公
・
与
党
で
３
分

の
２
の
議
席
を
獲
得
す
る
圧
勝

と
な
っ
た
が
、
消
費
再
増
税
の

先
送
り
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の

失
敗
を
自
ら
認
め
た
に
等
し
い

も
の
と
い
え
る
。

　
厚
生
労
働
省
の
毎
月
勤
労
統

計
（
14
年
11
月
）
に
よ
る
と
、

現
金
給
与
総
額
は
前
年
同
月
に

比
べ
、
１
・
５
％
減
（
一
般
労

働
者
は
１
・
５
％
減
、
パ
ー
ト

タ
イ
ム
１
・
２
％
減
）、
常
用

雇
用
は
前
年
同
月
に
比
べ
１
・

３
％
増（
一
般
労
働
者
１
・
４
％

増
、パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
１
・

２
％
増
）
と
な
っ
て
い
る
。
た

だ
し
、
物
価
変
動
を
考
慮
し
た

実
質
賃
金
は
前
年
比
４
・
３
％

減
と
17
ヵ
月
連
続
マ
イ
ナ
ス

で
、下
げ
幅
も
拡
大
し
て
い
る
。

賃
金
上
昇
が
物
価
上
昇
に
追
い

つ
か
ず
低
迷
が
続
く
一
方
、
企

業
の
内
部
留
保
は
増
え
続
け
て

い
る
。

　
さ
ら
に
、
正
社
員
に
限
っ
た

有
効
求
人
倍
率
は
０
・
69
倍
に

と
ど
ま
り
雇
用
環
境
が
改
善

し
た
と
は
い
え
な
い
状
況
に
あ

る
。

　
ま
た
、
安
倍
総
理
は
「
女
性

の
活
躍
」
を
成
長
戦
略
の
１
つ

に
掲
げ
、
女
性
労
働
力
の
活
用

を
進
め
る
と
う
た
う
一
方
で
、

労
働
者
の
「
非
正
規
化
」
を
加

速
・
拡
大
さ
せ
る
労
働
者
派
遣

法
の
改
悪
を
進
め
よ
う
と
し
て

い
る
。

　
労
働
政
策
審
議
会
に
お
い
て

は
、
労
働
時
間
規
制
の
見
直
し

＝
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
・
エ
グ
ゼ

ン
プ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
議
論
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ

か
、
解
雇
の
金
銭
解
決
制
度
な

ど
、
労
働
者
保
護
ル
ー
ル
の
改

悪
も
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
ら
の
見
直
し
は
、
働
く
者
の

犠
牲
の
上
に
、
企
業
利
益
の
拡

大
を
は
か
ろ
う
と
い
う
も
の
で

あ
り
、
改
悪
阻
止
に
向
け
、
一

層
の
取
り
組
み
強
化
が
必
要
で

あ
る
。

　
ま
た
、
総
務
省
は
、
人
事
委

員
会
勧
告
で
「
給
与
制
度
の
総

合
的
見
直
し
」
を
見
送
っ
た
自

治
体
に
対
し
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

実
施
す
る
な
ど
圧
力
を
強
め
て

い
る
。
し
か
し
、
地
方
公
務
員

の
給
与
は
自
治
体
自
ら
の
判
断

で
決
定
す
る
こ
と
が
基
本
で
あ

り
、
こ
の
見
直
し
を
地
方
へ
押

し
付
け
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
も

の
で
は
な
い
。
春
闘
期
に
お
い

て
も
「
総
合
的
見
直
し
」
も
含

め
、
自
治
体
の
交
渉
が
尊
重
さ

れ
る
よ
う
対
策
を
強
め
る
必
要

が
あ
る
。

　
14
年
７
月
４
日
、
総
務
省
は

「
臨
時
・
非
常
勤
職
員
及
び
任
期

付
職
員
の
任
用
等
に
つ
い
て
」

を
発
出
し
た
。
通
勤
費
用
や
時

間
外
手
当
の
取
り
扱
い
、
雇
用

に
お
け
る
空
白
期
間
に
つ
い
て

の
考
え
方
な
ど
が
改
善
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
こ
の
通
知
を
活
用

し
、
処
遇
改
善
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

情
勢
お
よ
び
動
向

　
総
務
省
が
示
し
た
15
年
４
月

か
ら
の
試
行
開
始
、
16
年
４
月

か
ら
本
格
実
施
を
行
う
と
い
う

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
受
け
、
当
局

か
ら
の
提
案
等
導
入
に
向
け
た

動
き
が
顕
在
化
し
て
い
る
。

　
な
お
、
国
家
公
務
員
は
給
与

構
造
改
革
と
並
行
す
る
形
で
06

年
1
月
か
ら
新
た
な
人
事
評
価

制
度
の
施
行
、
09
年
10
月
か
ら

本
格
実
施
を
し
て
い
る
。

運
用
通
知
の
発
出

　
総
務
省
は
8
月
15
日
に
運
用

通
知
を
発
出
し
①
各
地
方
公
共

団
体
の
任
命
権
者
は
、
改
正
法

の
趣
旨
を
踏
ま
え
人
事
評
価
制

度
に
関
す
る
規
定
等
の
整
備
を

行
う
こ
と
②
そ
の
規
定
等
に
お

い
て
は
国
の
人
事
評
価
制
度
な

ど
を
参
考
に
必
要
な
規
定
を
設

け
る
こ
と
、
③
規
定
等
の
整
備

に
あ
た
っ
て
は
、
職
員
へ
の
十

分
な
周
知
と
理
解
を
踏
ま
え
な

が
ら
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
こ
と
、
④
円
滑
な
導
入
の
た

め
に
は
、
簡
易
か
つ
実
効
性
の

高
い
制
度
の
構
築
と
試
行
や
運

用
を
通
じ
必
要
に
応
じ
て
改
善

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
ど
と

し
、
人
事
評
価
の
定
義
と
評
価

手
法
、
標
準
職
務
追
行
能
力
、

人
事
評
価
の
実
施
お
よ
び
評
価

結
果
の
活
用
に
つ
い
て
基
本
的

に
国
の
制
度
に
準
じ
た
運
用
を

求
め
て
い
る
。
な
お
、
着
目
す

べ
き
点
と
し
て
、
評
価
結
果
の

活
用
に
関
し
、
特
に
勤
勉
手
当

へ
の
反
映
に
関
す
る
ト
ー
ン
が

強
い
こ
と
に
留
意
し
て
対
応
す

る
必
要
が
あ
る
。

取
り
組
み
の
考
え
方

　
こ
れ
ら
の
動
き
を
踏
ま
え
、

人
事
評
価
制
度
の
勤
務
実
績
等

の
給
与
へ
の
反
映
は
、「
職
場

に
差
別
と
分
断
を
持
ち
込
む

な
」
と
の
基
本
認
識
の
も
と
で

以
下
の
取
り
組
み
を
進
め
る
。

　
①
　
本
部
は
、
こ
れ
ま
で
の

総
務
省
等
と
の
協
議
に
お
い
て

人
事
評
価
結
果
の
活
用
等
は
交

渉
事
項
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
単
組
は
制

度
設
計
や
運
用
に
つ
い
て
は
、

十
分
な
労
使
協
議
に
よ
る
労
使

合
意
を
尊
重
す
る
よ
う
当
局
に

求
め
る
。

　
②
　
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、

本
部
が
作
成
し
た
「
単
組
交
渉

指
針
」
を
活
用
し
、
交
渉
・
合

意
を
前
提
に
労
働
組
合
の
十
分

な
制
度
構
築
・
運
用
へ
の
関
与

と
、
４
原
則
（
公
平
・
公
正
性
、

透
明
性
、
客
観
性
、
納
得
性
）

２
要
件
（
労
働
組
合
の
関
与
・

参
加
、苦
情
解
決
制
度
の
構
築
）

の
確
保
を
め
ざ
す
。

　
③
　
県
本
部
・
単
組
は
、
評

価
結
果
の
活
用
に
あ
た
っ
て
②

の
到
達
点
を
踏
ま
え
、
十
分
に

労
使
交
渉
を
行
い
、特
に
給
与
・

処
遇
へ
の
拙
速
な
反
映
は
行
わ

せ
な
い
よ
う
取
り
組
む
。

　
④
　
す
で
に
人
事
評
価
制
度

が
導
入
さ
れ
て
い
る
単
組
に
お

い
て
は
、
今
回
の
法
改
正
を
機

に
改
め
て
制
度
運
用
を
検
証

し
、
労
使
交
渉
・
協
議
に
よ
っ

て
必
要
な
改
善
を
行
う
。

　
⑤
　
単
組
は
、
本
部
が
６
月

に
開
催
す
る
「
第
５
回
全
国
交

流
集
会
」
に
積
極
的
に
参
加
す

る
。

等
級
別
基
準
職
務
表
の
条
例
化

へ
の
対
応

　
条
例
化
、
級
別
・
職
制
段
階

ご
と
の
職
員
数
の
公
表
に
つ
い

て
は
、
以
下
の
取
り
組
み
を
進

め
る
。

　
①
　
条
例
化
に
あ
た
っ
て

は
、
自
治
労
「
等
級
別
基
準
職

務
表
」
モ
デ
ル
を
参
考
に
現
在

の
運
用
に
つ
い
て
点
検
し
、
少

な
く
と
も
運
用
に
支
障
の
な
い

形
で
の
条
例
化
を
は
か
る
。

　
②
　
公
表
方
法
に
つ
い
て
も

具
体
的
に
労
使
協
議
を
行
い
、

一
方
的
な
公
表
を
行
わ
せ
な
い

こ
と
と
す
る
。

　
③
　
技
能
労
務
職
に
関
し
て

は
、
法
律
上
等
級
別
基
準
職
務

表
の
条
例
化
お
よ
び
級
別
・
職

名
（
職
制
上
の
段
階
）
義
務
付

け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

安
易
に
条
例
化
・
公
表
を
行
わ

な
い
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
公

表
等
の
内
容
に
つ
い
て
は
労
働

協
約
を
締
結
す
る
。

［
連
合
春
闘
の
ポ
イ
ン
ト
］

　
連
合
は
、
社
会
・
経
済
の
源

泉
で
あ
る
「
働
く
こ
と
」
の
価

値
を
削
ぐ
政
策
に
対
し
警
鐘
を

鳴
ら
す
と
と
も
に
、「
底
上
げ
・

底
支
え
」「
格
差
是
正
」
の
実

現
と
、「
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
」

と
「
経
済
の
好
循
環
実
現
」
を

は
か
り
、「
働
く
こ
と
を
軸
と

す
る
安
心
社
会
」
の
実
現
を
め

ざ
す
。

　
賃
金
引
上
げ
に
つ
い
て
は
、

定
期
昇
給
・
賃
金
カ
ー
ブ
維
持

相
当
分
の
確
保
を
前
提
と
し
、

２
％
以
上
（
定
期
昇
給
相
当
額

と
賃
上
げ
額
を
加
え
た
要
求
は

４
％
以
上
）の
獲
得
を
め
ざ
し
、

取
り
組
み
を
す
す
め
る
。
非
正

規
に
つ
い
て
は
、
正
規
職
員
と

の
格
差
是
正
に
向
け
、「
誰
も

が
時
給
１
０
０
０
円
」
を
め
ざ

し
取
り
組
み
を
展
開
す
る
。

［
自
治
労
の
基
本
的
考
え
方
］

　
地
方
公
務
員
給
与
は
、
地
域

の
中
小
企
業
等
で
働
く
労
働
者

の
賃
金
に
も
影
響
を
お
よ
ぼ
す

可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
民
間

賃
金
の
動
向
が
公
務
員
賃
金
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
連
合
に
結
集
し
て
取

り
組
み
を
進
め
る
。

　
交
渉
に
あ
た
っ
て
は
、「
労

使
関
係
に
関
す
る
基
本
要
求

書
」お
よ
び「
単
組
独
自
要
求
書
」

を
提
出
し
、交
渉
・
協
議
の
結
果
、

合
意
し
た
内
容
は
書
面
協
定
ま

た
は
労
働
協
約
を
締
結
す
る
。

　「
給
与
制
度
の
総
合
的
見
直

し
」
が
確
定
期
か
ら
の
継
続
課

題
と
な
っ
て
い
る
場
合
に
は
、

引
き
続
き
実
施
阻
止
を
原
則
と

し
て
取
り
組
み
、
人
勧
期
・
確

定
期
ま
で
を
見
据
え
た
賃
金
改

善
の
取
り
組
み
を
進
め
る
。

［
取
り
組
み
の
進
め
方
］

　
15
春
闘
は
、
２
月
５
日
の
連

合
闘
争
開
始
宣
言
集
会
を
起
点

に
諸
行
動
が
展
開
さ
れ
、
民
間

大
手
の
ヤ
マ
場
は
３
月
第
３
週

（
３
月
16
～
20
日
を
回
答
ゾ
ー

ン
と
し
、
最
大
の
ヤ
マ
場
は
18

日
）
に
設
定
さ
れ
る
が
、
自
治

労
も
３
月
16
～
20
日
を
統
一
交

渉
ゾ
ー
ン
と
し
、
３
月
20
日
に

全
国
統
一
行
動
を
配
置
し
当
局

回
答
を
迫
る
。

　
公
務
員
の
自
立
的
労
使
関
係

の
確
立
に
向
け
、
連
合
が
２
月

24
日
に
東
京
で
開
催
す
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
お
よ
び
決
起
集
会

（
国
会
請
願
デ
モ
）
に
全
国
動

員
体
制
で
参
加
す
る
。

　
公
務
員
連
絡
会
全
国
統
一
行

動　
第
１
次
全
国
統
一
行
動
２
月

19
日
〈
要
求
書
提
出
の
翌
日
〉、

第
２
次
全
国
統
一
行
動
３
月
12

日
〈
中
央
行
動
に
連
動
〉、
第

３
次
全
国
統
一
行
動
３
月
25
日

〈
回
答
指
定
日
の
翌
日
〉、
公
務

労
協
及
び
公
務
員
連
絡
会
が
開

催
す
る
３
月
12
日
の
全
国
行
動

に
全
国
体
制
で
参
加
す
る
。

　
そ
の
後
も
３
月
の
国
家
公
務

員
担
当
大
臣
・
総
務
大
臣
お
よ

び
人
事
院
総
裁
回
答
ま
で
闘
争

態
勢
を
維
持
し
、
地
域
春
闘
と

の
連
携
を
は
か
り
、公
共
民
間
・

全
国
一
般
単
組
の
課
題
解
決
に

向
け
て
自
治
労
一
体
と
な
っ
て

最
後
ま
で
た
た
か
い
抜
く
。

［
県
本
部
の
取
り
組
み
］

　
県
本
部
は
、
３
月
７
日
に
開

催
さ
れ
る
連
合
兵
庫
の
決
起
集

会
と
あ
わ
せ
、
官
公
部
門
連
絡

会
総
決
起
集
会
に
結
集
す
る
。

　
要
求
書
は
、
２
月
末
ま
で
に

全
単
組
で
提
出
し
、「
要
求

－

交
渉

－

妥
結
（
書
面
化
・
協
約

化
）」
の
闘
争
態
勢
の
確
立
を

め
ざ
す
。
全
国
統
一
行
動
指

標
の
達
成
に
向
け
、
３
月
20
日

に
29
分
時
間
内
食
い
込
み
集
会

（
民
間
で
は
ス
ト
ラ
イ
キ
）
を

配
置
し
、
交
渉
を
実
施
す
る
。

［
ス
ト
ラ
イ
キ
批
准
投
票
］

　
批
准
投
票
は
、
年
間
を
通
じ

て
１
波
に
つ
き
２
時
間
を
上
限

と
す
る
ス
ト
ラ
イ
キ
を
含
む
闘

争
指
令
権
を
中
央
闘
争
委
員
会

に
移
譲
す
る
も
の
。
２
月
10
～

18
日
の
ゾ
ー
ン
の
中
で
単
組
ご

と
に
投
票
日
（
期
間
）
を
設
定
、

県
本
部
へ
の
報
告
日
は
２
月
19

日
。
あ
わ
せ
て
自
治
労
大
会
代

議
員
選
挙
も
実
施
さ
れ
る
。

１ 

15
春
闘
を
め
ぐ
る
情
勢
と
課
題

３ 

人
事
評
価
制
度
に
対
す
る
取
り
組
み

２ 

具
体
的
な
取
り
組
み

2015春闘の行動日程
①要求提出ゾーン
　２月12日（木）～ 18日（水）
　遅くとも２月末
②春闘キャンペーン統一行動
　３月５日（木）
　ポケットティッシュ配布行動
③集中取り組み期間
　３月16日（月）～ 20日（金）
④全国統一行動
　３月20日（金）29分時間内集会
15春闘の３つの重点課題
①賃金水準の確保・改善
②地方財政の確立
③格差是正と公正なワークルール
を確立

2015春闘「3・20全国統一行動指標」
（1）公務・公務準拠単組
①　実質生活水準を確保するた
め、積極的な賃金改善をはかる
こと。賃金・労働条件の変更に
あたっては、十分な労使協議と
合意を前提とすること
②　臨時・非常勤等職員の雇用の
安定と処遇改善をはかること

（2）民間労組
①　組合の要求に基づき賃金改善
をはかり、早期に実施すること
②　非正規従業員の雇用の安定・
処遇改善をはかること

３
月
20
日
が
ヤ
マ
場

格
差
是
正
、賃
金
の
引
き
上
げ
を

ま
た
、
年
度
末
の
雇
止
め
問
題

の
解
決
に
向
け
て
、
雇
用
継
続

を
は
か
る
取
り
組
み
を
強
化
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
春
闘
期
の
た
た
か
い
は
１
年

の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。
改
め
て

県
本
部
に
結
集
し
た
取
り
組
み

の
強
化
を
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

連合兵庫

2015春闘決起集会
  と　き　３月７日（土）
  　　　　午前11時開会
  ところ　神戸・東遊園地

官公部門連絡会決起集会
連合決起集会の前段に官公
部門労働者の決起集会が予
定されています。この集会
を県本部決起集会と位置づ
け、結集します。
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情
勢
お
よ
び
動
向

　
総
務
省
が
示
し
た
15
年
４
月

か
ら
の
試
行
開
始
、
16
年
４
月

か
ら
本
格
実
施
を
行
う
と
い
う

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
受
け
、
当
局

か
ら
の
提
案
等
導
入
に
向
け
た

動
き
が
顕
在
化
し
て
い
る
。

　
な
お
、
国
家
公
務
員
は
給
与

構
造
改
革
と
並
行
す
る
形
で
06

年
1
月
か
ら
新
た
な
人
事
評
価

制
度
の
施
行
、
09
年
10
月
か
ら

本
格
実
施
を
し
て
い
る
。

運
用
通
知
の
発
出

　
総
務
省
は
8
月
15
日
に
運
用

通
知
を
発
出
し
①
各
地
方
公
共

団
体
の
任
命
権
者
は
、
改
正
法

の
趣
旨
を
踏
ま
え
人
事
評
価
制

度
に
関
す
る
規
定
等
の
整
備
を

行
う
こ
と
②
そ
の
規
定
等
に
お

い
て
は
国
の
人
事
評
価
制
度
な

ど
を
参
考
に
必
要
な
規
定
を
設

け
る
こ
と
、
③
規
定
等
の
整
備

に
あ
た
っ
て
は
、
職
員
へ
の
十

分
な
周
知
と
理
解
を
踏
ま
え
な

が
ら
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
こ
と
、
④
円
滑
な
導
入
の
た

め
に
は
、
簡
易
か
つ
実
効
性
の

高
い
制
度
の
構
築
と
試
行
や
運

用
を
通
じ
必
要
に
応
じ
て
改
善

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
ど
と

し
、
人
事
評
価
の
定
義
と
評
価

手
法
、
標
準
職
務
追
行
能
力
、

人
事
評
価
の
実
施
お
よ
び
評
価

結
果
の
活
用
に
つ
い
て
基
本
的

に
国
の
制
度
に
準
じ
た
運
用
を

求
め
て
い
る
。
な
お
、
着
目
す

べ
き
点
と
し
て
、
評
価
結
果
の

活
用
に
関
し
、
特
に
勤
勉
手
当

へ
の
反
映
に
関
す
る
ト
ー
ン
が

強
い
こ
と
に
留
意
し
て
対
応
す

る
必
要
が
あ
る
。

取
り
組
み
の
考
え
方

　
こ
れ
ら
の
動
き
を
踏
ま
え
、

人
事
評
価
制
度
の
勤
務
実
績
等

の
給
与
へ
の
反
映
は
、「
職
場

に
差
別
と
分
断
を
持
ち
込
む

な
」
と
の
基
本
認
識
の
も
と
で

以
下
の
取
り
組
み
を
進
め
る
。

　
①
　
本
部
は
、
こ
れ
ま
で
の

総
務
省
等
と
の
協
議
に
お
い
て

人
事
評
価
結
果
の
活
用
等
は
交

渉
事
項
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
単
組
は
制

度
設
計
や
運
用
に
つ
い
て
は
、

十
分
な
労
使
協
議
に
よ
る
労
使

合
意
を
尊
重
す
る
よ
う
当
局
に

求
め
る
。

　
②
　
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、

本
部
が
作
成
し
た
「
単
組
交
渉

指
針
」
を
活
用
し
、
交
渉
・
合

意
を
前
提
に
労
働
組
合
の
十
分

な
制
度
構
築
・
運
用
へ
の
関
与

と
、
４
原
則
（
公
平
・
公
正
性
、

透
明
性
、
客
観
性
、
納
得
性
）

２
要
件
（
労
働
組
合
の
関
与
・

参
加
、苦
情
解
決
制
度
の
構
築
）

の
確
保
を
め
ざ
す
。

　
③
　
県
本
部
・
単
組
は
、
評

価
結
果
の
活
用
に
あ
た
っ
て
②

の
到
達
点
を
踏
ま
え
、
十
分
に

労
使
交
渉
を
行
い
、特
に
給
与
・

処
遇
へ
の
拙
速
な
反
映
は
行
わ

せ
な
い
よ
う
取
り
組
む
。

　
④
　
す
で
に
人
事
評
価
制
度

が
導
入
さ
れ
て
い
る
単
組
に
お

い
て
は
、
今
回
の
法
改
正
を
機

に
改
め
て
制
度
運
用
を
検
証

し
、
労
使
交
渉
・
協
議
に
よ
っ

て
必
要
な
改
善
を
行
う
。

　
⑤
　
単
組
は
、
本
部
が
６
月

に
開
催
す
る
「
第
５
回
全
国
交

流
集
会
」
に
積
極
的
に
参
加
す

る
。

等
級
別
基
準
職
務
表
の
条
例
化

へ
の
対
応

　
条
例
化
、
級
別
・
職
制
段
階

ご
と
の
職
員
数
の
公
表
に
つ
い

て
は
、
以
下
の
取
り
組
み
を
進

め
る
。

　
①
　
条
例
化
に
あ
た
っ
て

は
、
自
治
労
「
等
級
別
基
準
職

務
表
」
モ
デ
ル
を
参
考
に
現
在

の
運
用
に
つ
い
て
点
検
し
、
少

な
く
と
も
運
用
に
支
障
の
な
い

形
で
の
条
例
化
を
は
か
る
。

　
②
　
公
表
方
法
に
つ
い
て
も

具
体
的
に
労
使
協
議
を
行
い
、

一
方
的
な
公
表
を
行
わ
せ
な
い

こ
と
と
す
る
。

　
③
　
技
能
労
務
職
に
関
し
て

は
、
法
律
上
等
級
別
基
準
職
務

表
の
条
例
化
お
よ
び
級
別
・
職

名
（
職
制
上
の
段
階
）
義
務
付

け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

安
易
に
条
例
化
・
公
表
を
行
わ

な
い
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
公

表
等
の
内
容
に
つ
い
て
は
労
働

協
約
を
締
結
す
る
。

臨
時
・
非
常
勤
都
職
員
の
雇
用

安
定
と
処
遇
改
善

　
自
治
体
職
員
の
３
人
に
１

人
が
臨
時
・
非
常
勤
等
職
員
と

な
っ
て
お
り
、
雇
用
契
約
で
は

３
ヵ
月
、
半
年
、
１
年
な
ど
の

短
期
契
約
で
極
め
て
不
安
定
で

あ
り
、
そ
の
処
遇
は
、
時
給
で

は
８
０
０
円
台
、
月
給
で
は
14

～
16
万
円
が
ほ
と
ん
ど
で
、
ま

さ
し
く
「
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

ア
」と
い
わ
れ
る
実
態
で
あ
る
。

　
こ
の
間
、
県
本
部
は
、
臨
時・

非
常
勤
等
職
員
の
雇
用
安
定
と

処
遇
改
善
に
向
け
全
力
を
あ
げ

て
き
た
。
し
か
し
、い
ま
だ
に
多

く
の
仲
間
が
未
組
織
の
状
態
に

あ
り
引
き
続
き
取
り
組
み
を
強

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
自
治
労
は
全
国
的
な
取
り
組

み
を
進
め
、
政
府
・
総
務
省
に

対
し
て
も
改
善
を
求
め
、
14
年

７
月
４
日
に
は
、
総
務
省
が
、

通
知
「
臨
時
・
非
常
勤
職
員
及

び
任
期
付
職
員
の
任
用
等
に
つ

い
て
」
を
発
出
し
、
①
通
勤
費

用
や
時
間
外
手
当
に
つ
い
て
の

適
切
な
取
り
扱
い
②
空
白
期
間

と
社
会
保
険
等
と
の
関
係
性
を

明
記
し
た
厚
生
労
働
省
通
知
も

引
用
し
、
育
児
な
ど
各
種
休
業

制
度
の
整
備
や
業
務
研
修
の
実

施
な
ど
に
つ
い
て
各
自
治
体
で

適
切
な
対
応
を
行
う
こ
と
を
求

め
た
。

　
各
単
組
で
は
、
本
部
が
作
成

し
た
「
総
務
省
通
知
『
臨
時
・

非
常
勤
職
員
及
び
任
期
付
職
員

の
任
用
等
に
つ
い
て
』
の
解
説

書
」（
自
治
労
賃
金
資
料
№
201
）

を
活
用
し
具
体
的
な
改
善
を
勝

ち
取
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。

　
15
春
闘
で
は
臨
時
・
非
常
勤

等
職
員
の
さ
ら
な
る
組
織
化
と

雇
用
安
定
、
処
遇
改
善
を
重
要

課
題
と
位
置
づ
け
以
下
の
取
り

組
み
を
進
め
る
。

【
雇
用
継
続
の
取
り
組
み
】

１
　
恒
常
職
に
就
く
臨
時
・
非

常
勤
職
員
の
年
度
変
わ
り
に
よ

る
雇
用
止
め
の
阻
止

２
　
雇
用
更
新
制
限
や
雇
用
の

空
白
期
間
の
設
定
の
廃
止

【
処
遇
改
善
の
取
り
組
み
】

１
　
全
単
組
で
モ
デ
ル
要
求
の

「
最
低
到
達
条
件
」
の
実
現

２
　
労
働
基
準
法
や
総
務
省
通

知
を
最
低
基
準
と
し
た
通
勤
手

当
（
費
用
弁
償
）、
時
間
外
勤

務
手
当
の
全
額
支
払
い
、
病
気

休
暇
、
忌
引
休
暇
な
ど
諸
休
暇

制
度
の
整
備

　
県
本
部
は
、
連
合
兵
庫
・
地

協
が
実
施
す
る
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
　

Ｔ
Ｈ
Ｅ
　
格
差
社
会
！
　
暮
ら

し
の
底
上
げ
実
現
」
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
積
極
的
に
参
加
し
世

論
喚
起
を
行
う
。
ま
た
、
14
年

11
月
施
行
の
過
労
死
等
防
止
対

策
推
進
法
を
も
と
に
過
労
死
等

の
撲
滅
に
向
け
た
取
り
組
み
を

行
う
と
と
も
に
、「
労
働
時
間

規
制
の
緩
和
」
に
反
対
す
る
社

会
的
気
運
を
高
め
る
。

　
政
府
は
産
業
競
争
力
会
議
等

で
の
議
論
を
踏
ま
え
、「
日
本

再
興
戦
略
　
改
訂
２
０
１
４
」

（
14
年
６
月
24
日
閣
議
決
定
）

の
中
で
、「
解
雇
の
金
銭
解
決
」

制
度
の
導
入
や
「
労
働
時
間
法

制
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
検
討

す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
労
働

政
策
審
議
会
労
働
条
件
分
科
会

で
は
、
政
府
方
針
を
受
け
、
①

長
時
間
労
働
抑
制
策
・
年
次
有

給
休
暇
の
取
得
促
進
策
②
新
た

な
労
働
時
間
制
度
（
ホ
ワ
イ
ト

カ
ラ
ー
・
エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン

の
創
設
）
③
裁
量
労
働
制
の
新

た
な
枠
組
み
の
構
築
④
フ
レ
ッ

ク
ス
タ
イ
ム
制
の
見
直
し
を
重

点
に
議
論
を
行
っ
た
。

　
政
府
は
次
期
通
常
国
会
で
、

「
年
収
１
０
０
０
万
円
以
上
」

「
高
度
な
職
業
能
力
を
持
つ
人
」

を
対
象
に
し
た
残
業
代
ゼ
ロ
制

度
の
関
連
法
改
正
案
の
成
立
を

目
論
ん
で
い
る
が
、
高
い
年
収

を
得
て
さ
え
い
れ
ば
労
働
時
間

規
制
を
適
用
除
外
と
す
る
考
え

方
は
到
底
認
め
ら
れ
る
も
の
で

は
な
い
。

　
第
187
回
臨
時
国
会
で
は
、
現

在
３
年
と
な
っ
て
い
る
企
業
の

派
遣
労
働
者
受
け
入
れ
期
間
の

制
限
を
廃
止
す
る
な
ど
多
く
の

問
題
が
あ
る
「
労
働
者
派
遣
法

改
正
法
案
」
が
提
出
さ
れ
、
一

時
は
強
行
採
決
が
行
わ
れ
よ
う

と
し
て
い
た
が
、
安
倍
首
相
に

よ
る
突
然
の
解
散
・
総
選
挙
に

よ
り
結
果
と
し
て
廃
案
と
な
っ

た
。

　
本
部
は
い
ず
れ
も
労
働
者
に

多
大
な
犠
牲
を
強
い
る
こ
と
か

ら
、
労
働
者
保
護
ル
ー
ル
の
規

制
緩
和
・
改
悪
の
阻
止
に
向
け
、

連
合
と
と
も
に
国
会
対
策
等
に

取
り
組
む
こ
と
か
ら
、県
本
部
・

単
組
と
も
全
て
の
労
働
者
の
処

遇
改
善
に
向
け
た
法
改
正
の
実

現
を
め
ざ
す
こ
と
と
す
る
。

　
春
闘
期
の
労
使
交
渉
で
決
定

さ
れ
た
地
場
の
民
間
労
働
者
の

賃
金
相
場
は
、
公
共
サ
ー
ビ
ス

労
働
者
の
賃
金
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
こ
と
か
ら
、県
本
部
・

地
域
組
織
・
関
係
単
組
の
共
同

の
取
り
組
み
を
進
め
、
地
場
中

小
民
間
労
働
者
の
賃
金
引
き
上

げ
・
大
手
企
業
と
の
格
差
是
正
、

労
働
諸
条
件
改
善
を
め
ざ
す
。

　
政
府
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が

中
小
企
業
を
苦
境
に
追
い
込

ん
で
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
12

月
16
日
の
政
労
使
会
議
に
お
い

て
、「
高
収
益
の
企
業
は
、
下

請
け
企
業
に
支
払
う
価
格
に
つ

い
て
も
配
慮
を
求
め
た
い
」
と

申
し
出
た
。
し
か
し
、
中
小
企

業
経
営
団
体
か
ら
は
、「
大
手

企
業
が
（
実
際
に
配
慮
）
し
て

く
れ
る
か
は
別
問
題
」
と
さ
れ

る
な
ど
、ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が「
経

済
の
好
循
環
」
を
生
み
だ
し
て

い
る
と
は
い
え
な
い
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
賃
金
や

労
働
条
件
等
の
処
遇
改
善
は
、

政
府
が
介
入
す
る
こ
と
で
は
な

く
、
あ
く
ま
で
も
労
使
に
よ
っ

て
決
め
ら
れ
て
い
く
も
の
で
あ

る
。
使
用
者
側
の
「
支
払
い
能

力
論
」
や
「
業
績
の
還
元
は
一

時
金
で
」
と
の
流
れ
に
飲
み
込

ま
れ
る
こ
と
な
く
、賃
金
は「
労

働
力
の
再
生
産
費
」
で
あ
り
、

「
企
業
の
業
績
に
対
す
る
配
分

で
は
な
い
」
と
の
認
識
に
立
っ

て
、
し
っ
か
り
と
賃
上
げ
を
要

求
し
、
粘
り
強
い
交
渉
、
納
得

の
で
き
る
妥
結
を
は
か
る
た
め

に
組
織
が
一
丸
と
な
っ
て
15
春

闘
を
た
た
か
っ
て
い
く
。

【
全
国
一
般
賃
金
要
求
基
準
】

①
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
分
４
、５

０
０
円
②
生
活
維
持
・
向
上

（
３
％
以
上
）
７
２
０
０
円
以

上
③
格
差
是
正
・
配
分
歪
み
是

正
分
１
８
０
０
円
以
上
④
パ
ー

ト
労
働
者
の
時
給
引
き
上
げ
50

円
以
上
。

【
公
共
民
間
労
組
統
一
基
準
】

春
闘
学
習
会
（
3
月
7
日
）
に

結
集
し
、
全
単
組
で
要
求
書
提

出
を
行
う
。
職
場
内
最
低
賃
金

（
月
額
15
万
１
８
０
０
円
以
上
、

日
額
７
５
９
０
円
以
上
、
時
間

給
９
８
０
円
以
上
）
を
協
約
化

す
る
。

【
自
治
体
準
拠
単
組
】

公
務
に
お
け
る
「
給
与
制
度
の

総
合
的
見
直
し
」
の
影
響
を
受

け
る
形
の
賃
金
引
き
下
げ
阻
止

【
介
護
関
係
単
組
】

介
護
職
員
処
遇
改
善
分
の
反
映

【
非
正
規
・
パ
ー
ト
職
員
】

正
社
員
と
の
均
等
・
均
衡
措
置

と
し
て
37
円
／
ｈ+

２
％
（
物

価
上
昇+

格
差
是
正
分
）
の

実
施
。

４ 

格
差
是
正
の
取
り
組
み

（1） 

非
正
規
労
働
者
の
処
遇
改
善

（2） 

労
働
者
保
護
ル
ー
ル
の
改
悪
阻
止

（3） 

民
間
・
中
小
の
底
上
げ

2015春闘の行動日程
①要求提出ゾーン
　２月12日（木）～ 18日（水）
　遅くとも２月末
②春闘キャンペーン統一行動
　３月５日（木）
　ポケットティッシュ配布行動
③集中取り組み期間
　３月16日（月）～ 20日（金）
④全国統一行動
　３月20日（金）29分時間内集会
15春闘の３つの重点課題
①賃金水準の確保・改善
②地方財政の確立
③格差是正と公正なワークルール
を確立

2015春闘「3・20全国統一行動指標」
（1）公務・公務準拠単組
①　実質生活水準を確保するた
め、積極的な賃金改善をはかる
こと。賃金・労働条件の変更に
あたっては、十分な労使協議と
合意を前提とすること
②　臨時・非常勤等職員の雇用の
安定と処遇改善をはかること

（2）民間労組
①　組合の要求に基づき賃金改善
をはかり、早期に実施すること
②　非正規従業員の雇用の安定・
処遇改善をはかること

改正法には、「職員の給与
は、その職務と責任に応ず
るものでなければならな
い」「給料表には、職員の
職務の複雑、困難および責
任の度に基づく等級ごとに
明確な給料の幅を定めてい
なければならない」などと
定められている

等級別基準職務表と職員数の公表イメージ（総務省資料）
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昨
年
の
衆
議
院
議
員
選
挙
の

結
果
は
、
民
主
党
が
73
議
席
、

社
民
党
が
２
議
席
に
と
ど
ま

り
、
極
め
て
厳
し
い
結
果
と
い

わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
与
党
が
引
き
続
き
、
衆
議
院

の
３
分
の
２
を
超
え
る
326
議
席

を
確
保
し
、
自
民
党
が
単
独
で

291
議
席
を
確
保
し
た
こ
と
に
つ

い
て
、
深
刻
に
受
け
止
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後
、
安
倍

政
権
が「
選
挙
で
信
任
を
得
た
」

と
し
て
、
労
働
法
制
の
規
制
緩

和
や
法
人
税
減
税
な
ど
大
企
業

優
先
の
政
策
を
推
進
し
、
原
発

再
稼
働
や
集
団
的
自
衛
権
行
使

の
一
部
容
認
の
安
保
法
制
な
ど

国
民
の
多
数
が
反
対
す
る
政

策
、
公
務
員
人
件
費
、
地
方
交

付
税
な
ど
の
削
減
を
、
強
硬
に

推
し
進
め
よ
う
と
す
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。

　
安
倍
首
相
は
総
選
挙
後
の
会

見
に
お
い
て
、「（
集
団
的
自

衛
権
行
使
を
容
認
し
た
）
閣
議

決
定
に
基
づ
き
、
切
れ
目
の
な

い
安
全
保
障
法
制
を
速
や
か
に

整
備
」
す
る
こ
と
等
を
明
ら
か

に
し
た
選
挙
公
約
に
関
し
、
有

権
者
の
理
解
が
得
ら
れ
た
と
し

て
、
15
年
通
常
国
会
に
お
い
て

関
連
法
案
の
成
立
を
期
す
考
え

を
強
調
し
た
。
さ
ら
に
は
、
憲

法
改
正
に
つ
い
て
「
悲
願
で
あ

り
、自
民
党
結
党
以
来
の
目
標
」

「
憲
法
改
正
の
必
要
性
を
訴
え

て
い
き
た
い
」
と
積
極
的
な
姿

勢
を
示
し
て
い
る
。

統
一
自
治
体
選
で
組
織
内
候
補

の
必
勝
を

　
こ
の
よ
う
な
安
倍
政
権
が
進

め
よ
う
と
す
る
危
険
極
ま
り
な

い
暴
走
を
く
い
止
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
４
月
に
行
わ
れ
る

統
一
自
治
体
選
挙
は
極
め
て
重

要
で
あ
る
。
県
本
部
は
組
織
内

候
補
、
推
せ
ん
候
補
の
必
勝
に

向
け
、
県
本
部
・
全
単
組
が
組

織
の
総
力
を
あ
げ
取
り
組
み
を

推
進
す
る
。 【兵庫県議会】現職・垂水区

黒 田  一 美
【兵庫県議会】現職・神崎郡

上野ひでかず
【神戸市議会】現職・北区

伊藤 めぐみ
【芦屋市議会】現職

山口 みさえ
【明石市議会】現職

永 井  俊 作
【宝塚市議会】元職

梶川 みさお

　
総
選
挙
に
先
立
っ
て
、
11
月

に
投
開
票
が
行
わ
れ
た
沖
縄
県

知
事
選
挙
で
は
、
辺
野
古
新
基

地
建
設
反
対
の
翁
長
前
那
覇
市

長
が
３
選
を
め
ざ
す
仲
井
真
知

事
を
破
り
初
当
選
。
そ
し
て
総

選
挙
で
は
全
て
の
選
挙
区
で
普

天
間
基
地
の
県
外
移
設
を
求
め

る
候
補
者
が
当
選
し
、
沖
縄
県

民
の
意
思
は
明
確
に
示
さ
れ
る

形
と
な
っ
た
。し
か
し
政
府
は
、

「
立
場
は
全
く
変
わ
ら
ず
粛
々

と
進
め
る
」
と
強
気
の
姿
勢
を

示
し
、
辺
野
古
で
の
基
地
建
設

を
強
行
し
て
い
る
。

　
辺
野
古
の
現
地
で
は
、
平
和

と
自
然
を
守
る
た
め
、
ま
さ
に

体
を
張
っ
た
た
た
か
い
が
続
け

ら
れ
て
い
る
。
民
意
を
踏
み
に

じ
っ
て
軍
事
化
を
進
め
よ
う
と

す
る
政
府
を
許
さ
な
い
た
た
か

い
を
地
域
で
実
践
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。
現
地
が
緊

迫
化
す
る
中
、
県
本
部
と
し
て

も
単
組
・
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の
運

動
強
化
と
具
体
的
な
支
援
行
動

を
追
求
し
、
連
帯
を
は
か
る
。

　
13
年
12
月
に
強
行
採
決
さ
れ

た
特
定
秘
密
保
護
法
が
、
昨
年

12
月
10
日
に
施
行
さ
れ
た
。「
国

民
の
知
る
権
利
」
を
真
っ
向
か

ら
否
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
引

き
続
き
、
法
律
の
廃
止
を
求
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
こ
う
し
た
動
き
に
対
し
て
、

戦
争
を
さ
せ
な
い
１
０
０
０
人

委
員
会
が
発
足
し
、
兵
庫
で
も

同
委
員
会
が
結
成
さ
れ
た
。
県

本
部
は
全
単
組
の
委
員
会
へ
の

結
集
を
求
め
取
り
組
む
。

　
早
期
再
審
を
求
め
る
狭
山
事

件
で
は
、
１
月
23
日
の
三
者
協

議
で
東
京
高
検
が
保
管
す
る
全

て
の
証
拠
物
の
一
覧
表
が
弁
護

団
に
開
示
さ
れ
た
。
大
き
な
１

歩
で
あ
り
、
ま
す
ま
す
の
世
論

喚
起
と
再
審
開
始
へ
の
運
動
強

化
が
求
め
ら
れ
る
。
県
本
部
も

解
放
同
盟
、
県
民
共
闘
会
議
と

連
帯
し
て
運
動
を
強
化
す
る
。

　
県
本
部
は
「
人
権
」
を
メ
イ

ン
テ
ー
マ
に
６
月
に
平
和
・
人

権
・
環
境
を
考
え
る
集
い
を
開

催
す
る
。
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に

見
ら
れ
る
差
別
の
横
行
を
許
さ

ず
、
人
権
確
立
の
社
会
づ
く
り

に
つ
い
て
考
え
あ
う
。

　
県
本
部
は
第
193
回
中
央
委
員

会
に
お
い
て
「
組
織
強
化
・
拡
大

の
た
め
の
12
年
次
推
進
計
画
」

を
策
定
し
、
12
年
７
月
か
ら
16

年
６
月
ま
で
の
４
年
間
を
対
象

と
し
、「
単
組
の
強
化
」
と
「
組

織
拡
大
」
に
総
力
を
あ
げ
て
取

り
組
み
を
進
め
て
き
た
。

　
し
か
し
、
一
時
の
急
激
な
減

少
は
お
さ
ま
り
つ
つ
あ
る
も
の

の
基
礎
自
治
体
正
規
職
員
の
減

少
が
続
い
て
お
り
、
14
年
６
月

の
調
査
で
は
県
本
部
組
合
員
数

は
本
部
納
入
人
員
が
初
め
て

４
万
人
を
切
る
事
態
と
な
っ
て

お
り
大
変
厳
し
い
状
態
と
い
え

る
。

　
一
方
、
政
治
を
め
ぐ
る
情
勢

は
、
昨
年
末
の
衆
議
院
解
散
総

選
挙
に
よ
っ
て
第
３
次
安
倍
政

権
が
発
足
す
る
と
と
も
に
、
自

治
労
を
敵
視
す
る
政
治
勢
力
の

台
頭
に
よ
り
、
自
治
労
産
別
に

と
っ
て
極
め
て
厳
し
い
政
治
情

勢
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
県
本
部
４

万
人
体
制
の
維
持
は
、
組
織
的

な
影
響
力
を
発
揮
す
る
た
め
に

も
大
変
重
要
と
い
え
る
。
そ
の

た
め
に
も
県
本
部
組
織
が
総
力

を
あ
げ
て
組
織
強
化・
拡
大
を
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
団
塊
の
世
代
の
退
職
は
ピ
ー

ク
を
越
え
、
市
町
合
併
後
の
職

員
削
減
が
止
ま
り
つ
つ
あ
る
。

当
然
に
組
織
す
べ
き
新
採
職
員

や
非
正
規
職
員
お
よ
び
消
防
職

員
の
組
織
化
と
関
連
団
体
を
は

じ
め
と
し
た
公
共
民
間
職
場
の

組
織
拡
大
活
動
は
一
層
重
要
に

な
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
自

治
体
単
組
に
お
け
る
組
織
率
の

低
下
は
、
組
織
全
体
の
力
量
低

下
に
つ
な
が
る
重
要
な
課
題
で

あ
り
対
策
を
強
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
県
本
部
４
万
人
体
制
確
立
に

向
け
、
県
本
部
・
ブ
ロ
ッ
ク
・
単

組
、
各
評
議
会
が
全
組
織
を
あ

げ
て
具
体
的
な
取
り
組
み
を
進

め
て
い
こ
う
。

「青色発光ダイオード」新春クイズ
解　   答

５ 
政
治
活
動
の
推
進

６ 

平
和
・
人
権
を
守
る
取
り
組
み

７ 

県
本
部
４
万
人
体
制
確
立
の
取
り
組
み

　
自
治
ひ
ょ
う
ご
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
ク
イ
ズ
の
解
答

は
、「
青
色
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
」
で
し
た
。
応
募

総
数
は
３
２
８
人
。
当
選
者
は
次
の
通
り
で
す
。

【
商
品
券
】

小
畑
　
博
史
（
神
戸
市
職
労
）

横
山
　
貴
里
（
尼
崎
市
職
労
）

郡
　
　
智
代
（
洲
本
市
職
労
）

塚
原
小
百
合
（
赤
穂
市
労
連
）

徳
岡
　
　
泰
（
丹
波
市
職
労
）

【
図
書
カ
ー
ド
】

川
見
　
宏
美
（
県
職
労
）

子
安
　
和
宣
（
神
戸
市
職
労
）

大
平
　
素
子
（
尼
崎
市
職
労
）

関
　
　
智
子
（
尼
崎
競
艇
労
組
）

土
井
　
孝
行
（
南
あ
わ
じ
市
職
労
）

山
野
ひ
さ
み
（
加
西
調
校
労
組
）

萩
原
　
和
寅
（
姫
路
市
従
）

宮
本
　
峰
幸
（
赤
穂
市
労
連
）

酒
井
　
正
幸
（
篠
山
市
職
労
）

島
木
　
正
和
（
新
温
泉
町
職
労
）

統一自治体選組織内候補

安
倍
政
権
の
暴
走
を
く
い
止
め
よ
う
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労
働
者
に
対
す
る

政
府
の
「
越
権
」

行
為
が
目
立
っ
て

き
た
。
昨
春
闘
か

ら
の
経
営
者
側
へ

の
「
賃
上
げ
要
請
」

に
加
え
て
、
有
給

休
暇
の
取
得
時
期
の
指
定
を
使

用
者
に
義
務
付
け
る
労
働
基
準

法
改
正
案
が
今
国
会
に
提
出
さ

れ
る
方
向
だ
▼
有
休
を
い
つ
取

る
か
は
労
働
者
の
自
由
で
あ
る
。

取
得
率
が
低
い
の
は
、
職
場
の

人
員
不
足
や
当
局
の
「
嫌
が
ら

せ
」
が
大
き
な
原
因
だ
。「
ま
わ

り
へ
の
気
兼
ね
」
も
そ
れ
が
背

景
に
あ
る
▼「
官
制
春
闘
」で「
賃

上
げ
も
し
て
あ
げ
る
」、
有
休
も

「
取
ら
せ
て
あ
げ
る
」
と
い
う
の

は
、
ま
さ
に
「
労
働
運
動
つ
ぶ

し
」
で
あ
る
▼
当
局
の
意
向
を

受
け
た
政
府
の
狙
い
は
、
こ
の

先
の
労
働
者
保
護
ル
ー
ル
の
改

悪
や
「
成
果
に
よ
る
賃
金
決
定
」

で
あ
る
こ
と
は
明
白
だ
。
賃
金

は
労
働
者
の
生
活
の
糧
で
あ
り
、

労
働
時
間
は
そ
の
た
め
の
「
自

己
時
間
の
制
約
」
で
あ
り
、
有

休
は
当
局
か
ら
「
解
放
」
さ
れ

る
た
め
の
手
段
で
あ
る
。
当
局

や
政
府
の
「
支
配
」
を
許
し
て

は
な
ら
な
い
。

 20�5．３．１
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５日　県本部春闘地域宣伝行動（テッシュ配布行動）
　　　全労済県支部単組共済担当役員学習会（全労済）
７日　連合兵庫官公部門決起集会・県本部2015春闘総
　　　決起集会（神戸・東遊園地）
　　　県青年女性団結集会（県民会館）

当面の日程

助 け て ! !

大 西 英 剛（兵庫県職労）

　
県
職
労
の
人
員
・
職
場
要
求

闘
争
は
、
12
月
か
ら
各
職
能
協

で
要
求
・
交
渉
を
積
み
上
げ
、

１
月
14
日
に
第
１
回
目
の
基
本

（
本
部
）
交
渉
を
実
施
、
30
日

に
妥
結
し
た
。

　「
人
員
配
置
、
超
勤
・
業
務
縮

減
」
で
は
、
技
術
継
承
や
将
来

不
安
の
声
も
踏
ま
え
た
執
行
体

制
を
構
築
す
る
と
確
認
し
た
。

「
公
務
上
の
訴
訟
負
担
の
軽
減
」

で
は
、
訴
訟
等
支
援
チ
ー
ム
を

設
置
し
て
対
応
す
る
と
し
、
具

体
的
に
は
弁
護
士
の
紹
介
、
訴

訟
遂
行
に
係
る
助
言
、
裁
判
資

料
作
成
の
支
援
な
ど
を
行
う
と

し
た
。
こ
の
他
に
も
、
各
庁
舎

の
整
備
や
非
正
規
職
員
の
処
遇

改
善
で
も
前
進
回
答
が
示
さ

れ
、交
渉
に
区
切
り
を
つ
け
た
。

 

「
見
直
し
」で
６
日
行
動
配
置

　
県
本
部
は
２
月
６
日
、
給
与

制
度
の
総
合
的
見
直
し
の
第
２

波
統
一
行
動
を
配
置
、
単
組
に

よ
っ
て
は
、
そ
の
後
も
断
続
的

に
交
渉
を
継
続
し
た
。

　
阪
淡
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
淡
路

３
市
、
猪
名
川
が
人
勧
ど
お
り

で
妥
結
。
伊
丹
は
昇
給
延
伸
を

復
元
さ
せ
る
一
方
、
国
を
上
回

る
引
き
下
げ
率
と
な
っ
た
。

　
播
磨
で
は
、
加
古
川
が
現
給

保
障
の
取
り
扱
い
で
合
意
に
い

た
ら
ず
、
高
砂
は
給
与
改
定
と

地
域
手
当
引
き
上
げ
を
切
り
離

そ
う
と
す
る
当
局
の
姿
勢
を
正

し
た
。

　
開
会
あ
い
さ
つ
で
森
蔭
守
委

員
長
は
、「『
総
合
的
見
直
し
』

は
、
ど
こ
で
働
い
て
も
同
水
準

の
賃
金
を
求
め
て
き
た
私
た
ち

の
産
別
運
動
へ
の
攻
撃
。
生
活

実
態
を
基
本
に
し
た
春
闘
を
精

い
っ
ぱ
い
た
た
か
お
う
」
と
述

べ
た
。

　
現
業
・
公
企
闘
争
総
括
、
春

闘
方
針
の
他
、「
14
確
定
・
一
時

金
闘
争
中
間
総
括
」「
15
年
度

一
般
会
計
・
特
別
会
計
補
正
予

算
」「
第
18
回
統
一
自
治
体
選

挙
の
推
進
」「
執
行
委
員
の
交

代
」
の
６
議
案
が
執
行
部
か
ら

提
起
さ
れ
た
。

　
中
央
委
員
か
ら
は
、「
基
金

支
部
の
『
公
務
外
認
定
』
は
不

服
。
認
定
闘
争
を
た
た
か
う
態

勢
を
整
え
る
た
め
、
３
月
に
は

支
え
る
会
を
結
成
す
る
」（
明

石
）、「
非
正
規
の
処
遇
改
善
に

向
け
、
今
春
闘
で
は
連
合
を
巻

き
込
ん
だ
取
り
組
み
を
行
っ
て

　
県
本
部
は
２
月
10
日
、
神
戸
市
内
で
第
197
回
中
央
委
員
会
を
開
き
、「
14
現
業
・
公
企
闘
争
中

間
総
括
」「
15
春
闘
方
針
及
び
当
面
の
闘
争
方
針
」
な
ど
、６
本
の
議
案
を
提
起
、承
認
さ
れ
た
。

明
石
の
環
境
局
職
員
が
阪
神
大
震
災
時
の
業
務
が
原
因
で
中
皮
腫
を
発
症
し
た
と
す
る
公
務
災

害
認
定
闘
争
で
は
、
遺
族
か
ら
「
公
務
外
と
し
た
基
金
支
部
の
認
定
は
納
得
で
き
な
い
」
と
の

訴
え
が
あ
り
、
県
本
部
と
し
て
運
動
を
支
え
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
青
年
部
・
女
性
部
は
２
月
７

日
、
神
戸
で
15
春
闘
討
論
集
会

を
開
催
し
、
18
単
組
31
人
の
参

加
が
あ
っ
た
。
昨
年
に
引
き
続

き
模
擬
交
渉
を
行
い
、
要
求
書

の
つ
く
り
方
や
交
渉
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
学
ん
だ
。

　
男
性
２
グ
ル
ー
プ
と
女
性
１

グ
ル
ー
プ
で
要
求
書
づ
く
り
に

向
け
た
分
散
会
を
実
施
。
男
性

グ
ル
ー
プ
は
あ
ら
か
じ
め
設
定

さ
れ
た
課
題
「
適
正
な
人
員
の

確
保
」「
人
事
評
価
制
度
の
給

与
反
映
」
に
基
づ
き
、
実
態
を

出
し
合
っ
た
り
、
ど
の
よ
う
に

交
渉
を
進
め
る
か
討
論
し

た
。
女
性
グ
ル
ー
プ
は
実

態
討
論
か
ら
要
求
内
容
を

絞
り
込
み
要
求
書
に
ま
と

め
た
。

　
そ
の
後
、
青
年
・
女
性

部
３
役
が
当
局
役
と
な
り

交
渉
を
実
施
し
た
。
当
局

側
が
財
政
難
を
理
由
に
人

員
配
置
の
要
求
に
応
じ
ら
れ
な

い
と
回
答
す
る
と
、
財
政
難
を

つ
く
り
出
し
た
責
任
を
追
及
す

る
な
ど
、
当
局
を
追
い
詰
め
る

場
面
も
見
ら
れ
た
。
一
方
、
実

態
に
基
づ
か
な
い
こ
と
、
要
求

に
自
分
の
本
音
が
盛
り
込
ま
れ

な
い
と
当
局
か
ら
簡
単
に
押
し

込
ま
れ
る
こ
と
も
明
ら
か
と
な

り
、
改
め
て
実
態
に
基
づ
く
討

論
・
要
求
が
重
要
で
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。

　
藤
原
潤
子
女
性
部
長
が
ま
と

め
を
行
い
、
藤
原
敏
也
青
年
部

長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
終
了

し
た
。

　
２
月
13
日
退
職
手
当
調
整
額

の
改
定
等
に
つ
い
て
、
県
本
部

退
職
手
当
共
闘
会
議
は
退
職
手

当
組
合
（
19
市
12
町
）
と
交
渉

を
行
っ
た
（
２
月
23
日
退
職
手

当
組
合
議
会
提
案
）。

　
今
回
の
提
案
は
調
整
額
の
増

額
改
定
で
あ
る
こ
と
、
第
８
号

区
分
（
現
行
１
万
６
７
０
０
円
）

の
勤
続
要
件
期
間
（
24
年
以
下

無
支
給
）
が
緩
和
さ
れ
る
こ
と

な
ど
プ
ラ
ス
要
因
で
あ
る
こ
と

か
ら
提
案
ど
お
り
合
意
と
し
た
。

　
た
だ
し
、
調
整
額
の
見
直
し

で
あ
る
こ
と
に
関
連
し
、
06
年

３
月
27
日
付
確
認
書
の
以
下
の

履
行
を
条
件
に
合
意
し
た
。
第

６
号
区
分
（
現
行
２
万
５
０
０

０
円
）
に
お
い
て
、
国
公
基
準

（
５
級
）
よ
り
上
乗
せ
（
50
歳

か
つ
勤
続
25
年
を
条
件
と
し
て

国
公
４
級
在
職
者
を
対
象
）
で

労
使
合
意
し
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
国
公
ど
お
り
と
し
て
構

成
市
町
が
受
け
止
め
て
い
る
事

例
（
確
認
書
は
参
考
）
が
判
明

し
た
こ
と
か
ら
再
度
の
確
認
書

の
履
行
を
条
件
と
し
た
。

い
る
。
県
内
運
動
で
は
非
正
規

の
組
織
化
が
課
題
。
協
力
を
」

（
明
給
労
・
県
本
部
臨
職
評
）、

「
公
契
約
条
例
が
３
月
議
会
で

成
立
予
定
。
政
治
闘
争
を
頑
張

る
」（
加
西
）、「
補
正
予
算
の

詳
し
い
説
明
を
」（
神
戸
）、「『
見

直
し
』
や
人
事
評
価
制
度
で
取

り
組
ん
で
い
る
。県
本
部
に
は
、

振
興
課
の
見
解
や
県
内
の
情
報

を
発
信
し
て
ほ
し
い
」（
高
砂
）

と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

　
執
行
部
は
、「
運
動
支
援
を

す
る
」「
単
組
が
孤
立
し
な
い

よ
う
、
情
報
発
信
、
交
流
を
行

う
」
と
答
弁
を
行
っ
た
。

　
中
央
委
員
会
に
は
、
４
月
に

統
一
自
治
体
選
挙
を
た
た
か
う

組
織
内
候
補
予
定
者
、
５
月
の

加
西
市
長
選
挙
を
控
え
た
組
織

内
の
西
村
和
平
市
長
が
か
け
つ

け
、
連
帯
し
て
運
動
を
強
化
す

る
決
意
を
述
べ
た
。

合
理
化
セ
ッ
ト
で
紛
糾

技
術
継
承
の
執
行
体
制
確
認

県
職
労

人
員
交
渉

「
見
直
し
」

第
２
波

要求書のつくり方
交渉のノウハウ学ぶ
青年女性15春闘討論集会

４
級
50
歳
、25
年
勤
続

退手組合交渉

調
整
額
３
万
２
５
０
０
円

春闘方針を提起する尾西書記長

グループで模擬交渉の準備

県本部第197回中央委

「
見
直
し
」交
渉
強
化
、春
闘
方
針

明
石 

公
災
認
定
支
援
を
確
認
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昨
年
の
地
公
法
改
正
に
伴

い
評
価
制
度
が
義
務
付
け
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
に

対
す
る
取
り
組
み
方
針
や
単

組
の
取
り
組
み
を
交
流
す
る

こ
と
を
目
的
に
討
論
を
深
め

た
。

　
は
じ
め
に
座
長
の
尾
西
亮

太
郎
書
記
長
が
「
16
年
４
月

に
向
け
各
単
組
で
評
価
制
度

の
正
式
導
入
や
、
級
別
定
数

の
公
表
に
関
し
取
り
組
み
が

重
要
な
時
期
を
む
か
え
る
。

問
題
点
を
把
握
し
、
交
渉
を

強
化
し
よ
う
」
と
課
題
を
説

明
。
そ
の
後
、
自
治
労
本
部

の
森
本
正
宏
労
働
条
件
局
長

か
ら
、改
正
地
公
法
に
関
し
、

単
組
で
の
取
り
組
み
ポ
イ
ン

ト
の
説
明
を
受
け
た
。

　
当
局
か
ら
人
事
評
価
制
度

の
導
入
に
つ
い
て
提
案
を
受

け
た
高
砂
市
職
は
、
提
案
概

要
に
つ
い
て
報
告
し
分
科
会

参
加
者
や
森
本
局
長
に
助
言

を
求
め
た
。
局
長
は
、「
県
の

イ
メ
ー
ジ
は
あ
る
が
、
規
模

の
大
小
な
ど
画
一
的
で
は
な

い
市
の
モ
デ
ル
を
つ
く
れ
と

総
務
省
へ
要
請
し
て
い
る
。

本
部
は
統
一
的
な
取
り
組
み

を
提
起
し
た
い
」
と
し
た
。

　
各
単
組
か
ら
も
、
試
行
段

階
で
の
問
題
点
や
評
価
制
度

が
持
つ
問
題
点
な
ど
に
つ
い

て
報
告
し
あ
い
討
論
し
た
。

　
人
事
評
価
制
度
は
、
公
務

の
特
性
に
な
じ
ま
な
い
こ
と

は
明
ら
か
だ
。
評
価
制
度
が

持
つ
問
題
を
学
習
し
、
当
局

交
渉
の
強
化
が
必
要
と
集
約

し
た
。

　
19
人
が
参
加
し
、
15
年
４

月
か
ら
実
施
さ
れ
る
「
給
与

制
度
の
総
合
的
見
直
し
」
に

よ
る
、
賃
金
水
準
引
き
下
げ

に
対
し
て
議
論
を
行
っ
た
。

15
春
闘
の
動
向
も
踏
ま
え
な

が
ら
、
15
確
定
期
ま
で
を
闘

争
期
間
と
し
た
取
り
組
み

を
進
め
よ
う
と
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
通
し
て
確
認
し
た
。

　
参
加
者
全
員
よ
り
、
各
単

組
の
14
確
定
の
取
り
組
み
と

第
２
波
の
取
り
組
み
の
報

告
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
単
組

の
課
題
を
共
有
し
つ
つ
座
長

の
服
部
圭
司
副
委
員
長
よ
り

助
言
を
受
け
た
。
各
単
組
の

交
渉
過
程
の
中
で
、
県
職
の

妥
結
状
況
や
周
辺
自
治
体

の
状
況
が
影
響
す
る
傾
向
が

み
ら
れ
、
但
丹
ブ
ロ
ッ
ク
で

は
官
民
格
差
と
制
度
見
直
し

の
切
り
離
し
は
で
き
な
か
っ

た
も
の
の
、
１
号
抑
制
は
阻

止
で
き
た
。
阪
淡
ブ
ロ
ッ
ク

で
は
切
り
離
し
は
で
き
た
も

の
の
、
新
た
な
合
理
化
案
の

提
示
、
播
磨
ブ
ロ
ッ
ク
で
は

独
自
カ
ッ
ト
と
の
兼
ね
合
い

や
、
地
域
手
当
の
対
応
な
ど

の
報
告
が
あ
っ
た
。

　
こ
の
確
定
期
に
お
い
て
、

闘
争
サ
イ
ク
ル
の
確
立
の
た

め
に
交
渉
参
加
者
や
書
面
協

定
が
で
き
て
い
る
か
ど
う
か

の
確
認
も
14
単
組
中
、
半
分

の
約
７
単
組
が
で
き
て
い
た

が
、
議
会
対
策
の
た
め
に
し

な
い
単
組
も
あ
っ
た
。

　
最
後
に
15
春
闘
で
の
行
動

日
程
を
確
認
し
、
分
科
会
を

終
え
た
。

「
改
正
地
公
法
の
取
り
組
み
」

人
事
評
価
の
課
題
議
論

「
公
務
員
賃
金
の
確
立
に
向
け
て
」

「
見
直
し
」の
取
り
組
み
交
流

　
県
本
部
は
15
春
闘
討
論
集
会

を
２
月
11
日
、
共
済
会
館
で

開
催
し
33
単
組
90
人
が
参
加
し

た
。
自
治
体
職
場
へ
の
人
事
評

価
制
度
導
入
が
目
前
と
迫
る

中
、
労
働
問
題
研
究
委
員
会
の

津
和
崇
代
表
を
講
師
に
、「
成

果
主
義
を
根
底
か
ら
問
う
」
を

テ
ー
マ
に
提
起
を
受
け
た
。
ま

た
４
つ
の
分
科
会
も
行
っ
た
。

　
開
会
に
あ
た
っ
て
森
蔭
守
委

員
長
は
、「
安
倍
首
相
の
ト
リ

ク
ル
ダ
ウ
ン
で
は
な
く
、
生
活

か
ら
賃
金
を
求
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
春
闘
の
意

義
を
強
調
し
た
。

　「
ま
ず
は
全
体
像
を
つ
か
む
こ

と
が
大
切
」
と
切
り
出
し
た
津

和
さ
ん
は
、
先
進
国
の
経
済
は

成
熟
段
階
に
入
っ
て
お
り
、
高

成
長
は
不
可
能
。
低
成
長
時
代

に
入
っ
て
い
る
、
と
述
べ
た
。

そ
の
中
で
97
年
以
降
、
先
進
国

で
は
日
本
だ
け
が
賃
金
が
下

が
っ
て
い
る
が
、
要
因
は
労
働

運
動
が
弱
く
な
っ
た
か
ら
。「
私

は
労
働
運
動
後
退
の
理
由
は
成

果
主
義
賃
金
の
効
果
と
考
え
て

い
る
」
と
分
析
し
た
。
経
済
が

低
成
長
の
中
、
企
業
は
人
件
費

を
抑
制
す
る
手
法
と
し
て
「
賃

金
を
能
力
で
は
か
る
」
と
評
価

制
度
を
導
入
し
て
き
た
。
国
会

で
議
論
さ
れ
て
い
る
「
残
業
代

ゼ
ロ
法
」
も
根
は
同
じ
で
、
問

題
の
本
質
は
８
時
間
労
働
の
否

定
と
説
明
し
た
。

　
最
後
に
津
和
さ
ん
は
成
果
主

義
賃
金
の
問
題
点
と
し
て
、
①

差
別
賃
金
②
民
主
主
義
否
定

（
労
組
否
定
）
③
共
同
労
働
否

定
と
ま
と
め
た
。

　
狭
山
事
件
は
再
審
で
の
証
拠

開
示
の
重
要
性
か
ら
、
弁
護
団

は
証
拠
物
の
一
覧
表
の
開
示
を

求
め
て
き
た
。

　
東
京
高
等
検
察
庁
（
高
検
）

は
１
月
22
日
、
高
検
に
あ
る
279

点
の
証
拠
物
の
名
前
と
数
量
を

記
載
し
た
一
覧
表
を
開
示
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
証
拠
物
の
名

前
は
わ
か
る
が
、
内
容
や
経

緯
が
不
明
の
も
の
も
あ
り
、
弁

護
団
は
23
日
の
東
京
高
裁
・
高

検
と
の
三
者
協
議
で
、
不
明
の

点
に
つ
い
て
高
検
に
説
明
を
求

め
、
高
裁
に
は
明
ら
か
に
な
っ

た
未
開
示
の
44
点
の
証
拠
物
に

つ
い
て
開
示
勧
告
を
申
し
立
て

る
こ
と
を
伝
え
た
。

　
今
回
の
証
拠
物
の
一
覧
表
の

開
示
は
大
き
な
一
歩
と
い
え
る

が
、
ま
だ
証
拠
物
そ
の
も
の
が

全
て
開
示
さ
れ
た
わ
け
で
は
な

い
。
ま
た
、
高
検
に
保
管
さ
れ

て
い
る
以
外
の
証
拠
物
が
存
在

す
る
可
能
性
も
あ
り
、
さ
ら
に

証
拠
開
示
を
求
め
て
い
く
。「
証

拠
開
示
と
事
実
調
べ
を
行
え
」

と
い
う
声
を
さ
ら
に
大
き
く
し

て
い
こ
う
。

　全労済自治労共済
は、臨時・非常勤等職
員の組織化と連携して
「じちろうの共済シン
プルパック」を制度化
し15年４月から取り組
みを開始する。
　県本部は、臨時・非
常勤等組合員の安心を
つくりだす福利厚生制
度の一環として積極的
に加入推進を行う。
　ぜひとも各単組での
取り組みを。

組
合
役
員
時
代
は
ど
ん
な
活
動
を
？

　
組
合
役
員
歴
は
約
20
年
。
明
石
市

職
労
の
書
記
長
や
委
員
長
の
と
き
に

は
、
現
業
差
別
賃
金
撤
廃
や
、
ヘ
ル

パ
ー
や
臨
時
調
理
員
の
労
組
結
成
・

正
規
職
員
化
等
に
取
り
組
ん
だ
。

議
員
活
動
の
柱
は
？

　
人
員
削
減
と
民
間
委
託
の「
行
革
」

に
反
対
し
、
福
祉
・
教
育
・
医
療
の
拡

充
と
、
地
方
分
権
・
市
民
自
治
の
確

立
を
強
く
追
求
し
て
た
。

安
倍
政
権
の
評
価
は
？

　
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
手
法
で
多
国
籍

企
業
と
富
裕
層
優
遇
政
策
で
、
非
正

規
労
働
者
が
増
大
。
雇
用
不
安
と
賃

金
下
落
が
拡
大
、
個
人
消
費
が
低
迷

し
、先
行
き
不
安
が
増
大
し
て
い
る
。

今
後
の
抱
負
は
？

　
公
契
約
条
例
を
制
定
し
、
同
一
労

働
・
同
一
賃
金
を
め
ざ
す
。
自
治
体

へ
の
権
限
・
財
源
を
移
転
さ
せ
る
地

方
分
権
を
め
ざ
す
。
情
報
の
共
有
化

や
市
民
参
画
、
住
民
投
票
条
例
の
制

定
で
市
民
主
権
を
め
ざ
す
。

組織内議員
の紹介　●⑤

明石市会議員

永  井  俊  作 さん

 

証
拠
リ
ス
ト
開
示

 

再
審
へ
大
き
な
１
歩

狭
山
第
３
次
請
求

15春闘討論集会 分科会報告 ①

能力で賃金決めていいのか
人事評価を目前に控え学習

労
組
が
賃
金
に
関
与
を

15
春
闘

討
論
集
会

課
題
別
に
分
科
会
も
実
施

「シンプルパック」が登場

共
済 

非
正
規
の
福
利
厚
生
に

熱
心
に
講
演
を
聞
く
参
加
者
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21日　県本部病院集会（姫路市民会館）

23日　県本部公営競技評2015春闘学習会（尼崎）

30日　2015年度第7回執行委員会（県本部）

４日　2015障害者春闘（県民会館）

当面の日程

　
今
年
は
統
一
自
治
体
選
挙
。
４
月
12
日
に
は
前
半
戦
（
兵
庫
県
会
、
神
戸
市
議
会
）、
26
日
に

は
後
半
戦
が
実
施
さ
れ
る
。
県
本
部
は
６
人
の
組
織
内
候
補
を
確
認
し
、
勝
利
に
向
け
全
力
を
あ

げ
て
い
る
。
＝
組
織
内
、
推
薦
候
補
の
詳
細
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
に
掲
載
＝

　
播
磨
ブ
ロ
ッ
ク
神
崎
郡
連

が
、
統
一
自
治
体
選
挙
を
前

に
、
役
員
等
を
対
象
に
政
治
学

習
会
を
開
催
し
約
40
人
が
参
加

し
た
。

　
大
阪
市
な
ど
が
、
不
当
に
も

政
治
活
動
を
制
限
す
る
条
例
を

制
定
し
た
こ
と
で
、
マ
ス
コ
ミ

な
ど
で
は
「
公
務
員
は
選
挙
運

動
が
禁
止
」
と
誤
っ
た
報
道
を

行
っ
た
り
し
て
い
る
。
学
習
会

の
講
師
を
つ
と
め
た
西
岡
裕
県

本
部
書
記
次
長
は
、「
地
公
法

が
制
限
し
て
い
る
の
は
、
地
位

利
用
な
ど
、ご
く
一
部
の
活
動
。

政
策
要
求
実
現
の
た
め
、
推
薦

候
補
の
勝
利
に
向
け
た
労
組
活

動
は
原
則
自
由
だ
」
と
し
、
上

野
英
一
候
補
の
必
勝
に
向
け
て

全
力
を
あ
げ
よ
う
と
訴
え
た
。

　
ま
た
、「
告
示
後
に
地
公
法

で
制
限
を
受
け
る
の
は
、
あ
く

ま
で
勤
務
先
の
自
治
体
で
の
選

挙
運
動
で
あ
り
、
友
人
や
知
人

に
働
き
か
け
る
こ
と
ま
で
制
限

し
て
い
な
い
。
工
夫
す
れ
ば
で

き
る
こ
と
は
多
く
あ
る
」
と
説

明
し
た
。

　
私
た
ち
公
務
員
の
組
合
員
は
、

賃
金
や
労
働
条
件
な
ど
、
多
く

の
こ
と
が
政
治
の
場
で
決
着
す

る
。
だ
か
ら
こ
そ
政
治
に
無
関

心
で
あ
れ
て
も
、
無
関
係
で
は

な
い
。
西
岡
さ
ん
は
、「
職
場・

生
活
改
善
の
た
め
に
推
薦
候
補

を
勝
利
さ
せ
よ
う
」
と
訴
え
た
。

県本部推せん候補（県内）
名前 議会名・選挙区

前田　朋己 兵庫県議会 東灘区
石井健一郎 兵庫県議会 灘区

小池ひろのり 兵庫県議会 中央区
向山　好一 兵庫県議会 北区
石井　秀武 兵庫県議会 西区
山本　千恵 兵庫県議会 伊丹市

越田謙治郎 兵庫県議会 川西市
猪名川町

奥野　尚美 兵庫県議会 西宮市
池田　啓子 兵庫県議会 三田市
岸口　　実 兵庫県議会 明石市
迎山　志保 兵庫県議会 加古川
団　　秀樹 神戸市議会 東灘区
永江　一之 神戸市議会 灘区
平木　博美 神戸市議会 中央区
池田林太郎 神戸市議会 北区
崎元　祐治 神戸市議会 須磨区
藤原　武光 神戸市議会 垂水区
川内　清尚 神戸市議会 垂水区
岩田　嘉晃 神戸市議会 西区

※重点候補  　　
西村　政明 伊丹市議会

川上　八郎 伊丹市議会
岩下　　彰 西宮市議会
石堂　大輔 姫路市議会

古田ひろあき 三木市議会

おやすみ漫

春
先
に
な
る
と
、

花
粉
症
で
鼻
が
き

か
な
く
な
る
。
思

え
ば
、
い
ろ
い
ろ

便
利
に
な
っ
て
街

や
生
活
の
中
か
ら

「
に
お
い
」
が
消

え
て
い
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が

す
る
▼
駅
の
ト
イ
レ
は
、
便
器

は
自
動
水
洗
に
な
り
、
手
洗
い

は
セ
ン
サ
ー
で
水
が
出
て
く
る
。

エ
ア
ー
乾
燥
し
て
く
れ
る
し
、

床
も
キ
レ
イ
に
な
り
、
に
お
い

も
ほ
と
ん
ど
し
な
い
。
便
所
と

い
う
言
葉
も
似
合
わ
な
い
。ウ
ォ

シ
ュ
レ
ッ
ト
に
驚
い
て
い
た
祖

母
は
、
湿
布
薬
と
線
香
、
タ
ン

ス
の
防
虫
剤
の
に
お
い
が
し
た

▼
酒
や
タ
バ
コ
、
汗
の
に
お
い

の
す
る
小
う
る
さ
い
オ
ジ
サ
ン

も
少
な
く
な
っ
た
。
深
酒
す
る

ほ
ど
の
余
裕
が
な
く
な
っ
て
、

家
で
フ
ァ
ブ
リ
ー
ズ
で
も
か
け

ら
れ
て
い
な
い
か
心
配
だ
▼
３

月
は
、
津
波
の
被
災
地
の
磯
の

香
り
に
混
じ
っ
た
ヘ
ド
ロ
の
よ

う
な
に
お
い
を
思
い
出
す
。
映

像
や
写
真
で
は
伝
わ
ら
な
い
現

実
を
嗅
い
だ
。
あ
の
に
お
い
は

消
え
た
だ
ろ
う
か
。
に
お
い
の

後
の
街
は
ど
う
な
っ
た
だ
ろ
う

か
。
あ
の
に
お
い
だ
け
は
忘
れ

な
い
よ
う
に
し
た
い
。

　
自
治
労
は
２
月
26
日
の
拡
大

闘
争
委
員
会
で
、
ス
ト
批
准
投

票
の
結
果
が
74
・
44
％
で
あ
り
、

ス
ト
ラ
イ
キ
体
制
と
闘
争
指
令

権
の
確
立
を
宣
言
し
た
。

　
兵
庫
の
批
准
率
は
、
74
・
63
％

　
２
・
６
統
一
行
動
以
降
も
、

「
総
合
的
見
直
し
」
交
渉
は
継

続
。
阪
淡
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
三

田
は
積
み
上
げ
て
き
た
賃
金
表

と
地
域
手
当
引
き
上
げ
、
猪
名

川
は
現
業
の
号
給
継
ぎ
足
し
と

地
域
手
当
引
き
上
げ
、
淡
路
広

域
水
労
は
合
理
化
を
継
続
、
宝

塚
は
平
均
△
２
・
６
％
、
地
域

手
当
引
き
上
げ
、
合
理
化
は
継

続
で
妥
結
し
た
。

　
播
磨
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
加
古

川
は
再
交
渉
で
今
後
、
現
給
保

障
は
継
続
協
議
、
三
木
は
現
給

保
障
の
年
限
は
継
続
協
議
お
よ

び
独
自
の
給
与
制
度
見
直
し
阻

止
で
取
り
組
み
継
続
、
高
砂
は

地
域
手
当
支
給
率
と
４
級
分
割

は
継
続
、
明
石
は
今
年
度
実
施

を
見
送
り
地
域
手
当
は
継
続
、

姫
路
は
現
給
保
障
は
２
年
半
後

に
再
協
議
、
赤
穂
は
地
域
手
当

引
き
上
げ
と
行
政
職
・
技
労
職

と
も
号
給
継
ぎ
足
し
を
確
認
、

現
給
保
障
は
終
期
を
設
け
ず
３

年
後
に
再
協
議
と
な
っ
た
。

　
県
本
部
現
業
評
議
会
は
２
月

20
～
21
日
、
い
こ
い
の
村
は
り

ま
に
お
い
て
現
業
闘
争
２
０
１

５
交
流
集
会
を
開
催
し
た
。
長

谷
川
現
評
議
長
は
、「
現
業
職

場
は
、
市
民
に
直
結
し
て
お
り

安
心
・
安
全
な
市
民
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
た
め
に
直
営
堅
持

は
守
っ
て
い
き
た
い
。
新
規
採

用
に
つ
い
て
も
、
粘
り
強
く
交

渉
を
続
け
て
も
ら
い
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。

　
記
念
講
演
で
は
、
大
阪
府
本

部
西
川
現
業
対
策
部
長
よ
り
、

「
大
阪
市
の
状
況
と
労
働
組
合

敵
視
攻
撃
に
対
す
る
取
り
組

み
」
と
し
て
、
労
働
組
合
へ
の

不
当
な
圧
力
に
対
す
る
取
り
組

み
を
学
ん
だ
。

　
続
い
て
、
吉
田
事
務
局
長
よ

黒田一美さん 上野ひでかずさん 伊藤めぐみさん

永井俊作さん 山口みさえさん 梶川みさおさん

　 2015 年 2014 年
全国 74.44％ 73.94％
兵庫 74.63％ 71.46％

と
昨
年
を
３
・

17
ポ
イ
ン
ト
上

回
っ
た
。

　
攻
撃
が
厳
し

く
な
る
中
、
自

治
労
に
団
結
し

て
た
た
か
お

う
。

兵庫県議会・垂水 兵庫県議会・神崎 神戸市議会

明石市議会 芦屋市議会 宝塚市議会

り
基
調
提
起
を
行
い
、
２
０
１

４
年
現
業
・
公
企
統
一
闘
争
の

中
間
総
括
を
確
認
し
た
。

　
２
日
目
は
、現
業
賃
金
改
善
、

安
全
衛
生
体
制
な
ど
４
つ
の
分

科
会
で
討
論
を
行
っ
た
。

私たちの声を届けよう神崎郡連学習会

政
治
活
動
禁
止
は
誤
り

地
公
法
の
制
限
は
地
位
利
用

現業闘争交流会

不
当
な
圧
力
に
抗
す
る

大
阪
の
取
り
組
み
に
学
ぶ

兵
庫
の
批
准
率
向
上

総
合
的
見
直
し

粘
り
強
く
交
渉

組織内候補の勝利めざす統 一
自治体選

あいさつを行う長谷川さん

政治活動の大切さを説明
する西岡書記次長　　　
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宝
塚
市
職
労
は
約
40
年
、
組
織
内

議
員
を
選
出
し
て
活
動
し
て
き
た
。

全
国
に
先
駆
け
て
嘱
託
職
員
の
退
職

金
制
度
を
確
立
し
た
と
き
私
は
執
行

委
員
だ
っ
た
が
、
組
織
内
議
員
の
大

切
さ
を
実
感
し
た
。

　
私
が
委
員
長
の
と
き
、
古
谷
議
員

が
退
任
、
後
継
者
の
決
意
を
し
た
の

も
単
組
で
の
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
。

　
07
年
に
獲
得
し
た
議
席
だ
っ
た
が
、

11
年
に
な
く
し
て
し
ま
っ
た
。
今
回

の
選
挙
で
は
何
と
し
て
も
議
席
を
取

り
戻
し
た
い
。
前
回
の
反
省
を
踏
ま

え
、地
域
活
動
に
も
積
極
的
に
関
わ
っ

て
き
た
。
朝
か
ら
晩
ま
で
ダ
ン
プ
が

出
入
り
す
る
資
材
置
き
場
周
辺
の
住

環
境
改
善
を
求
め
、
署
名
運
動
を
取

り
組
み
、
確
約
書
を
か
わ
し
た
り
も

し
た
。
前
回
と
異
な
り
、
組
合
だ
け

で
な
く
、
自
治
会
な
ど
地
域
の
方
も

応
援
し
て
く
れ
て
い
る
。

　
今
日
の
政
治
情
勢
に
も
危
機
感
が

あ
る
。
平
和
憲
法
守
る
運
動
の
代
表

と
し
て
、政
治
の
場
で
奮
闘
し
た
い
。

組織内候補
の紹介　●⑥

宝塚市会議員 元職

梶 川  みさお さん

2015春闘
討論集会 分科会報告 ②

　
増
え
続
け
る
臨
時
・
非
常
勤
職
員

等
（
以
下
・
非
正
規
）
の
処
遇
改
善

と
組
織
化
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

　
各
自
治
体
で
非
正
規
が
増
大
し
、

正
規
職
員
の
人
員
確
保
と
並
行
し
て

非
正
規
の
処
遇
改
善
、
雇
用
確
保
の

対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
ん
な

各
職
場
の
現
状
を
報
告
し
あ
っ
た
。

　
報
告
で
は
豊
岡
病
院
労
組
か
ら
臨

職
評
議
会
の
結
成
に
至
る
経
緯
か

ら
、
14
年
の
調
理
師
の
大
幅
給
与
改

善
獲
得
、
15
年
か
ら
嘱
託
介
護
員
給

料
表
の
11
年
以
上
の
新
設
の
報
告
が

あ
り
、明
石
臨
職
ユ
ニ
オ
ン
か
ら
は
、

民
間
委
託
に
よ
る
保
育
所
の
臨
時
調

理
員
雇
用
止
め
阻
止
の
取
り
組
み
が

報
告
さ
れ
た
。
会
場
か
ら
は
篠
山
市

臨
職
評
議
会
の
65
歳
ま
で
の
雇
用
延

長
や
公
共
ユ
ニ
オ
ン
の
パ
ワ
ハ
ラ
問

題
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

　
組
織
拡
大
に
は
未
加
入
者
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
に
取
り
組
ん
だ
加
東
市
臨

嘱
労
か
ら
、ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

集
約
報
告
を
き
っ
か
け
に
加
入
を
呼

び
か
け
た
実
例
報
告
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
組
合
で
勝
ち
取
っ
た
こ
と
は
宣

伝
し
、
み
ん
な
に
知
っ
て
も
ら
う
。

こ
つ
こ
つ
や
っ
て
諦
め
な
い
こ
と
、

自
治
労
共
済
に
入
ら
れ
る
説
明
を
す

る
な
ど
の
意
見
も
あ
っ
た
。

　
組
織
率
の
低
下
、
少
数
意
見
の
ま

と
め
方
な
ど
の
課
題
で
も
協
議
し
た
。

臨
職 

雇
用
、処
遇
改
善
・
組
織
化
を
議
論

　
県
本
部
は
３
月
６
日
、
井
戸

兵
庫
県
知
事
に
対
し
春
闘
期
の

申
し
入
れ
を
行
っ
た
。

　
県
本
部
は
、「
給
与
制
度
の

総
合
的
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

国
は
配
分
の
見
直
し
に
過
ぎ
な

い
が
、
地
方
で
は
給
与
水
準
の

引
き
下
げ
に
利
用
さ
れ
て
い

る
。
特
に
交
付
税
を
背
景
に
し

た
国
か
ら
の
圧
力
は
、
地
方
へ

の
介
入
で
あ
り
排
除
す
る
よ

う
」
に
申
し
入
れ
た
。

　
知
事
は
、「
人
事
委
員
会
の

な
い
市
町
は
、
賃
金
改
定
は
労

使
交
渉
に
な
る
。
た
だ
、
地
域

手
当
は
特
別
交
付
税
減
額
の
対

象
に
な
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
。
地
方
に
余
力
が
あ
る
か
ど

う
か
に
よ
る
」
と
発
言
し
た
。

　
県
本
部
か
ら
は
、
自
律
的
労

使
関
係
制
度
の
構
築
や
非
正
規

職
員
の
処
遇
改
善
、
地
方
創
生

で
は
労
働
組
合
等
関
係
者
の
意

見
を
聞
く
こ
と
な
ど
を
知
事
に

要
望
し
た
。

　
連
合
兵
庫
は
、
３
月
７
日
神

戸
東
遊
園
地
に
お
い
て
、
春
季

生
活
闘
争
政
策
・
制
度
要
求
実

現
総
決
起
集
会
を
開
催
し
た
。

　
集
会
で
は
、「
全
て
の
組
合

井
戸
知
事
へ
春
闘
要
求
書
を

渡
す
森
蔭
委
員
長
●上
連
合
兵

庫
春
闘
総
決
起
集
会

　
第
10
回
県
本
部
卓
球
大
会
は
、

２
月
28
日
、
南
あ
わ
じ
市
三
原

健
康
広
場
で
南
あ
わ
じ
市
職
労

の
協
力
の
も
と
開
催
し
た
。

　
今
大
会
に
は
、
県
職
労
、
神

戸
市
従
、
洲
本
市
職
労
、
淡
路

市
職
労
、
姫
路
市
職
、
宍
粟
市

職
労
、
加
西
市
職
、
豊
岡
市
職

労
、
篠
山
市
職
労
、
地
元
南
あ

わ
じ
市
職
労
、
前
年
度
優
勝
神

戸
市
職
労
、
前
年
度
準
優
勝
朝

来
市
職
労
の
12
チ
ー
ム
が
熱
戦

を
繰
り
広
げ
た
。

　
大
会
は
、
４
ブ
ロ
ッ
ク
で
予

選
リ
ー
グ
を
行
い
、
予
選
を
勝

ち
抜
い
た
神
戸
市
職
労
、
宍
粟

市
職
労
、
姫
路
市
職
、
神
戸
市

従
に
よ
り
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

が
月
例
賃
金
の
引
き
上
げ
に
こ

だ
わ
り
、
底
上
げ
・
底
支
え
、
格

差
是
正
を
成
し
遂
げ
、
デ
フ
レ

か
ら
の
脱
却
と
経
済
の
好
循
環

の
実
現
に
こ
だ
わ
る
」
決
意
を

確
認
し
た
。「
統
一
地
方
選
勝
利

に
向
け
た
た
か
い
抜
く
」
集
会

ア
ピ
ー
ル
も
採
択
し
、
デ
モ
行

進
を
行
い
気
勢
を
あ
げ
た
。

　
本
集
会
に
先
立
ち
、
官
公
部

門
総
決
起
集
会
も
開
催
さ
れ
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
基
本
条
例
・
公

契
約
条
例
の
制
定
を
め
ざ
し
取

り
組
む
決
意
を
確
認
し
た
。

が
行
わ
れ
た
。

　
決
勝
は
、
連
覇
を

め
ざ
す
神
戸
市
職
労

と
２
年
ぶ
り
の
優
勝

を
め
ざ
す
姫
路
市
職

と
の
戦
い
に
な
り
、

神
戸
市
職
労
が
接
戦

を
勝
ち
抜
き
連
覇
し

た
。
第
３
位
宍
粟
市

職
労
、
第
４
位
神
戸

市
従
と
な
っ
た
。

15
春
闘  

井
戸
知
事
へ
申
し
入
れ

交
付
税
使
っ
た
介
入
排
除

自
律
的
労
使
関
係
、地
方
創
生

連合

ベ
ア
に
こ
だ
わ
る

神戸市職労が連覇
準優勝は姫路市職
第10回県本部卓球大会

報
告
す
る
豊
病
労
組

12チームが熱戦を繰り広げた
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当面の日程

今
年
は
私
た
ち
の

老
後
に
と
っ
て
重

要
な
こ
と
が
起

き
る
。
そ
れ
は

年
金
制
度
が
大
き

く
変
わ
る
。
若
い

方
た
ち
に
は
「
年

金
」
て
ま
だ
実
感
が
無
い
と
思

う
が
、
私
も
あ
ま
り
関
心
が
無

か
っ
た
。
し
か
し
、
ア
ラ
フ
ィ

フ
と
も
な
る
と
意
識
し
は
じ
め

ざ
る
を
得
な
い
▼
今
年
の
10
月

か
ら
厚
生
年
金
と
共
済
年
金
が

統
合
さ
れ
、
職
域
部
分
が
廃
止

さ
れ
る
。
そ
の
分
、「
年
金
払
い

退
職
給
付
」
が
創
設
さ
れ
る
の

で
そ
ん
な
に
変
わ
ら
な
い
と
い

わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
反
面
ま

す
ま
す
公
務
員
バ
ッ
シ
ン
グ
が

強
ま
る
可
能
性
が
あ
る
▼
兵
庫

県
内
の
75
歳
以
上
は
12
・
3
％

で
、
65
歳
以
上
に
な
る
と
26
・

3
％
だ
が
、
年
々
約
５
万
人
増

加
し
て
お
り
、
年
金
支
給
年
齢

が
引
き
上
が
る
か
、
支
給
額
が

引
き
下
が
る
か
、
そ
う
な
る
と

年
金
も
今
と
同
じ
と
い
う
わ
け

に
も
い
か
な
い
▼
４
階
立
て
部

分
を
自
分
で
若
い
う
ち
か
ら
確

保
し
て
お
い
た
ほ
う
が
よ
か
っ

た
が
、
今
か
ら
で
も
お
小
遣
い

の
一
部
を
そ
っ
ち
に
ま
わ
そ
う

か
。　
　
　
　
　
　
　
　（
ど
ら
）

この世界の常識？

吉 田 ノ ボ

　
県
本
部
は
３
月
18
日
、
県
市

町
振
興
課
と
春
闘
期
の
交
渉
を

行
っ
た
。

　
県
本
部
は
、
今
年
度
の
大
き

な
課
題
で
あ
る
「
給
与
制
度
の

総
合
的
見
直
し
」
に
つ
い
て
は
、

３
団
体
が
制
度
導
入
を
見
送
っ

て
お
り
、
労
使
の
自
主
交
渉
を

尊
重
し
安
易
に
制
度
導
入
に
つ

い
て
助
言
し
な
い
よ
う
求
め
た
。

　
市
町
振
興
課
は
、
ま
だ
結
果

を
正
確
に
把
握
し
て
お
ら
ず
、

国
、
県
、
地
域
の
状
況
を
踏
ま

え
て
対
応
さ
れ
る
も
の
と
考
え

る
と
の
回
答
に
留
ま
っ
た
。

　
ま
た
、
地
域
手
当
に
つ
い
て

一
部
自
治
体
で
国
と
異
な
る
不

適
切
な
運
用
が
な
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
正
す
よ
う

申
し
入
れ
た
。

　
地
公
法
改
正
に
よ
る
人
事
評

価
制
度
に
つ
い
て
、
管
理
運
営

事
項
に
こ
だ
わ
っ
て
い
て
は
導

入
は
難
し
い
と
の
指
摘
に
対

し
、「
職
員
団
体
も
含
め
て
職

員
へ
の
周
知
と
理
解
は
重
要

だ
」と
し
た
。
県
本
部
か
ら
は
、

拙
速
な
導
入
を
助
言
し
な
い
よ

う
申
し
入
れ
た
。

　
非
正
規
の
雇
用
問
題
に
つ
い

て
は
、
任
用
権
の
濫
用
が
跡
を

た
た
な
い
と
し
て
、
継
続
雇
用

と
な
る
よ
う
指
導
を
求
め
た
。

　
県
本
部
は
３
月
18
日
、
県
市
町
振
興
課
と
交
渉
。
公
務
員
連
絡
会
は
中
央
交
渉
で
組
合
の
意

見
を
聞
く
姿
勢
を
確
認
、
人
勧
期
に
向
け
態
勢
を
継
続
・
強
化
し
て
い
く
。
先
行
組
合
は
平
均

７
４
９
７
円
、
2
・
43
％
（
昨
年
比
１
０
０
６
円
、
0
・
27
％
増
）
の
回
答
。
連
合
は
中
小
、
非

正
規
・
未
組
織
に
確
実
に
広
げ
て
い
く
た
た
か
い
を
強
め
る
。

務
員
連
絡
会
と
は
誠
意
を
持
っ

た
話
し
合
い
に
よ
る
一
層
の
意

思
疎
通
に
努
め
て
い
く
、
と
回

答
し
た
。

　
公
務
員
連
絡
会
は
、「
回
答

は
、
課
題
認
識
を
共
有
し
、
組

合
の
意
見
を
聞
く
姿
勢
を
確
認

し
た
も
の
の
、
要
求
に
明
確
に

答
え
て
い
な
い
。
し
か
し
公
務

を
め
ぐ
る
極
め
て
厳
し
い
情
勢

の
中
で
、
春
の
段
階
に
お
け
る

交
渉
の
到
達
点
と
受
け
止
め
、

人
勧
期
、
確
定
期
に
向
け
闘
争

態
勢
を
継
続
・
強
化
し
て
い
く
」

と
の
声
明
を
確
認
し
た
。

　
公
務
員
連
絡
会
は
賃
上
げ
、

超
勤
縮
減
、
定
年
延
長
、
臨
職

の
処
遇
改
善
な
ど
を
求
め
て
中

央
行
動
・
交
渉
を
重
ね
、
3
月
24

日
に
一
宮
人
事
院
総
裁
、
有
村

国
家
公
務
員
制
度
担
当
大
臣
と

春
闘
期
最
終
交
渉
を
行
っ
た
。

　
交
渉
で
人
事
院
総
裁
は
①
賃

金
等
は
、
情
勢
適
応
の
原
則
に

基
づ
き
、
必
要
な
勧
告
を
行
う

②
よ
り
実
効
性
の
あ
る
超
勤
縮

減
策
を
検
討
す
る
③
臨
職
給
与

の
適
正
か
つ
円
滑
な
運
用
に
取

り
組
み
、
休
暇
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
④
雇
用
と
年
金
の
接

続
は
適
切
な
制
度
が
整
備
さ
れ

る
よ
う
必
要
な
対
応
を
行
う
、

と
回
答
し
た
。
ま
た
、
有
村
大

臣
は
①
15
年
度
賃
金
は
、
組
合

の
意
見
を
聞
く
②
臨
職
の
処
遇

改
善
は
、
組
合
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
③
超
勤

縮
減
を
含
む
「
働
き
方
改
革
」

を
進
め
る
④
再
任
用
を
着
実
に

推
進
し
、
定
年
の
引
き
上
げ
を

含
め
速
や
か
に
検
討
す
る
⑤
公

　
15
春
闘
の
取
り
組
み
を
強
め

よ
う
と
、
各
評
議
会
で
学
習
や

交
流
会
が
行
わ
れ
た
。

　
青
年
部・
女
性
部
は
３
月
７

日
、
第
38
回
団
結
集
会
を
実
施
。

全
港
湾
山
陽
バ
ス
分
会
の
仲
間

か
ら
、
合
理
化
で
進
む
職
場
環

境
破
壊
と
、
そ
れ
に
抗
す
る
た

め
に
は
団
結
が
必
要
と
の
問
題

提
起
を
受
け
た
。
分
散
会
で
は
、

「
何
年
働
い
て
も
非
正
規
で
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
が
ら
な
い
」

な
ど
、
職
場
実
態
を
交
流
し
た
。

　
同
日
、
公
共
民
間
協
も
学
習

会
を
行
っ
た
。「
見
つ
め
直
そ

う
労
組
活
動
」
を
テ
ー
マ
に
西

岡
裕
書
記
次
長
が
提
起
し
、
働

き
方
の
点
検
、ニ
ュ
ー
ス
発
行
、

要
求
づ
く
り
な
ど
、
原
則
的
な

活
動
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　
都
市
交
評
は
３
月
６
日
、
神

戸
交
通
労
組
の
職
場
訪
問
を
実

施
。公
営
競
技
評
は
３
月
23
日
、

尼
崎
市
内
で
尾
西
亮
太
郎
書
記

長
を
講
師
に
学
習
会
を
行
っ

た
。２
単
組
約
40
人
が
参
加
し
、

組
合
に
と
っ
て
団
結
の
重
要
性

を
学
び
、
２
単
組
の
取
り
組
み

交
流
も
行
っ
た
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
の
案
内

　
衛
生
医
療
評
の
対
県
交
渉
、

病
院
集
会
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　３月16日、明石市におい
て、島谷さんの公務災害認
定闘争を支える会設立総会
が開催された。開会にあた
り、大岡久典明石市労連議
長＝写真は、「中皮腫発症の

原因は公務にあると確信し
ている。認定闘争の結果を
出し、遺族のもとへ必要な
補償を届けるまでやりきる」
と決意を述べた。続いて経
過報告、会則と世話人体制
の提案があり、確認された。
　遺族である島谷さんは、

「夫がなぜ中皮腫になった
のか。なぜ死ななければな
らなかったのか、夫の代わ
りに見極めたいと思う。こ
れまで以上に協力をお願い
したい」と訴えた。

県　本　部
振興課交渉

拙速な人事評価導入助言するな
「組合・職員への周知と理解は重要」

2015春闘

中
小
、非
正
規
・
未
組
織
に
広
げ
る

連
合

民
間
先
行

組
合
回
答

定
昇
込
み
で
7497
円
、２
・
43
％

意
見
聞
く
姿
勢
を
確
認

人
事
院
・

大
臣
交
渉

交
流
・
職
場
訪
問
で

団
結
の
重
要
性
学
ぶ

各
評
議
会
が
春
闘
学
習

なぜ死ななければ
ならなかったのか
明石 鳥谷さん支える会結成

県
交
渉
に
挑
む
県
本
部
メ
ン
バ
ー
●上 

上中
央
行
動
で
人
事
院
交
渉
を
支
援
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県
本
部
で
は
60
周
年
記
念
事

業
と
し
て
、
自
治
労
が
つ
く
っ

た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
エ
フ
ァ
ジ
ャ
パ
ン
を

通
じ
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
寺
子
屋

に
文
房
具
を
今
年
か
ら
３
年
か

け
て
支
援
し
て
い
る
。
１
回
目

の
文
房
具
配
布
を
行
っ
た
こ
と

を
機
に
、
３
月
９
日
に
尾
西
亮

太
郎
書
記
長
と
藤
原
敏
也
青
年

部
長
が
現
地
を
訪
問
し
た
。

　
前
日
夜
、
空
港
近
く
の
ホ
テ

ル
に
到
着
。
翌
日
３
時
間
か
け

て
現
地
入
り
し
た
。
２
人
の
宿

泊
し
た
市
街
地
か
ら
は
２
０
０

㌔
㍍
離
れ
て
お
り
、
電
気
も
、

場
所
に
よ
っ
て
は
壁
も
な
い
決

し
て
い
い
と
は
い
え
な
い
学
習

環
境
の
中
で
も
、
み
ん
な
支
援

し
た
文
房
具
を
利
用
し
て
、
先

生
の
板
書
を
書
き
写
す
な
ど
し

て
一
生
懸
命
勉
強
し
て
い
た
。

　
県
本
部
の
２
人
が
あ
い
さ
つ

す
る
と
子
ど
も
た
ち
は
元
気
に

こ
た
え
、
歓
迎
の
歌
を
披
露
し

た
。
す
ぐ
に
打
ち
解
け
る
こ
と

が
で
き
、
短
時
間
で
は
あ
っ
た

が
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
た
。

　
同
行
し
た
エ
フ
ァ
ジ
ャ
パ
ン

の
現
地
担
当
も
「
多
く
の
人
に

現
状
を
見
て
も
ら
い
た
い
」
と

さ
ら
な
る
支
援
を
訴
え
て
お
ら

れ
た
。

　
町
職
単
組
の
運
動
強
化
を

主
眼
に
お
い
て
分
科
会
を
実

施
し
、
９
単
組
の
代
表
者
が

出
席
し
議
論
し
た
。

　
分
科
会
の
冒
頭
、
町
職
連

協
議
長
・
事
務
局
長
を
歴
任

し
た
森
蔭
守
県
本
部
委
員
長

よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
町
村
会

統
一
交
渉
に
至
る
町
職
連
協

の
歩
み
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
。
町
村
会
統
一
交
渉
は

１
９
６
１
年
に
は
じ
ま
り
、

全
国
で
も
唯
一
だ
っ
た
が

「
平
成
の
大
合
併
」
に
よ
り

45
年
の
歴
史
を
終
焉
し
た
。

こ
の
統
一
交
渉
に
よ
り
「
準

則
」
を
確
認
し
、
賃
金
・
労

働
条
件
の
最
低
基
準
と
し
て

各
町
の
水
準
引
き
上
げ
を
実

現
し
て
き
た
。
背
景
に
は
全

組
合
員
署
名
な
ど
多
く
の
取

り
組
み
に
支
え
ら
れ
て
き
た

歴
史
が
あ
る
。

　
分
科
会
で
は
、
統
一
交
渉

再
開
に
向
け
て
、
ま
ず
は
現

状
把
握
を
す
る
た
め
、
各
単

組
の
交
渉
状
況
や
取
り
組
み

課
題
を
交
流
し
た
。
単
組
独

自
で
ア
ン
ケ
ー
ト
や
オ
ル
グ

を
通
じ
て
独
自
要
求
を
作
成

し
、
交
渉
実
施
を
し
て
い
る

単
組
が
多
い
こ
と
が
改
め
て

確
認
で
き
た
。

　
今
後
、
町
職
全
単
組
が
一

体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
る

た
め
に
は
、
要
点
を
絞
っ
た

統
一
要
求
の
作
成
、
各
単
組

の
交
渉
状
況
の
共
有
な
ど
全

町
職
単
組
の
結
集
に
よ
り
具

体
的
な
前
進
が
勝
ち
取
れ
る

よ
う
取
り
組
み
の
強
化
が
必

要
で
あ
る
と
確
認
し
た
。

お
わ
り

2015春闘討論集会 分科会報告 ③

町
村
会
交
渉
教
訓
に

運
動
の
課
題
を
交
流

兵庫県内の推せん候補 大阪府内各種選挙の推せん候補

名前 議会名・選挙区 名前 議会名・選挙区 名前 議会名・選挙区

向山　好一 兵庫県議会 北区 池田　林太郎 神戸市議会 北区 森　みどり 大阪府議会 茨木市

石井　秀武 兵庫県議会 西区 崎元　祐治 神戸市議会 須磨区 吉田やすぞう 大阪府議会 高槻市・三
島郡島本町

山本　千恵 兵庫県議会 伊丹市 藤原　武光 神戸市議会 垂水区 ※組織内候補
前田　佳則 大阪府議会 箕面・豊能郡

越田　謙治郎 兵庫県議会 川西市
猪名川町 川内　清尚 神戸市議会 垂水区 白岩　正三 大阪府議会 豊中市

奥野　尚美 兵庫県議会 西宮市 岩田　嘉晃 神戸市議会 西区 濱田　剛史 高槻市長

池田　啓子 兵庫県議会 三田市 ※重点候補
西村　政明 伊丹市議会 ※組織内候補

中浜みのる 高槻市議会

岸口　実 兵庫県議会 明石市 川上　八郎 伊丹市議会 木村　裕 吹田市議会

迎山　志保 兵庫県議会 加古川 岩下　　彰 西宮市議会 ※組織内候補
中野　修 豊中市議会

団　　秀樹 神戸市議会 東灘区 石堂　大輔 姫路市議会 ※組織内候補
酒井　弘行 豊中市議会

永江　一之 神戸市議会 灘区 古田ひろあき 三木市議会

平木　博美 神戸市議会 中央区

兵庫県議会・垂水 兵庫県議会・神崎

神戸市議会（北区） 明石市議会

芦屋市議会 宝塚市議会

黒田一美さん 上野ひでかずさん

伊藤めぐみさん 永井俊作さん

山口みさえさん 梶川みさおさん

　統一自治体選挙
で県本部は６人の
組織内候補の勝利
をめざしている。
厳しい政治情勢だ
からこそ、私たち
の代表を何として
も届けなければな
らない。

カンボジア寺子屋を訪問 支
援
し
た
文
具
で
勉
強

子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
充
実
を

4月12日前半戦、26日後半戦

統
一
自
治
体
選
挙
で

私
た
ち
の
声
を
届
け
よ
う

支援した文具で勉強する子どもたち



33

 （�）　　２ ０ １ ５ 年 ４ 月 １ ５ 日　１ ４ ５ １ 号 自治労兵庫県本部  （�993年９月６日　第三種郵便物認可）

 20�5．４．15
　月２回（１日、15日）発行　定価10円
　購読料は組合費に含まれる。
　自治労兵庫県本部
　書記長／尾西亮太郎・編集人／宮本誠之

1451号
�993年９月６日　第三種郵便物認可

〒650－0004 神戸市中央区中山手通3－4－8 大東ビル TEL078－392－0820 FAX 078－392－0920
http : //www.jichiro-hyogo.jp/　E-mail : jhyogo@jichiro-hyogo.jp

26日　統一自治体選後半戦投票日
３日　憲法68年 5.3兵庫憲法集会（神戸市勤労会館）
８～９日　県本部書記会議研修会

（豊岡ブルーリッジホテル）
９～ 10日　県本部青年女性反合理化交流集会

（新たんば荘）

当面の日程

桜
前
線
の
北
上

が
、
毎
日
放
送
さ

れ
て
い
る
。
横
目

で
見
な
が
ら
、
週

末
は
花
見
に
行
こ

う
、
と
思
い
出
勤

す
る
▼
こ
の
季
節

は
妙
に
ワ
ク
ワ
ク
す
る
。
春
の

明
る
く
汗
ば
む
日
差
し
と
、
満

開
の
桜
だ
け
で
な
く
、
町
中
に

色
々
な
花
が
咲
い
て
い
る
。
そ

し
て
駅
や
町
中
で
見
か
け
る

ス
ー
ツ
姿
も
初
々
し
い
新
社
会

人
。
毎
日
仕
事
に
追
わ
れ
る
自

分
を
見
つ
め
自
嘲
気
味
に
な
る

▼
こ
れ
か
ら
１
日
１
日
と
仕
事

を
覚
え
、
の
み
込
み
、
こ
な
す

度
に
で
き
る
自
信
と
引
き
換
え

に
、
そ
の
輝
き
が
無
く
な
る
の

だ
ろ
う
か
。
自
信
が
で
き
て

も
謙
虚
さ
は
ほ
し
い
も
の
だ
▼

安
倍
さ
ん
、
あ
な
た
も
新
人
の

頃
は
あ
っ
た
よ
ね
。
世
界
で
一

番
企
業
が
活
動
し
や
す
い
国
？

そ
れ
っ
て
労
働
者
の
犠
牲
の
上

に
成
り
立
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い

の
。
労
働
法
改
悪
や
集
団
的
自

衛
権
、
沖
縄
新
基
地
建
設
の
強

行
な
ど
安
倍
政
権
は
暴
走
を
し

て
い
る
▼
自
信
満
々
は
よ
く
分

か
る
が
、
新
人
の
頃
の
謙
虚
さ

を
、
思
い
出
し
て
ほ
し
い
も
の

だ
。
桜
は
す
ぐ
散
る
か
ら
。
○さ
さ

生物が見つかったって！
働く場所あるかな　　　

地  球  人

山口みさえさん

永井俊作さん

梶川みさおさん

　
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
拡

充
と
地
方
自
治
を
守
り
、
安
倍

政
権
の
暴
走
を
食
い
止
め
、
平

和
を
守
る
統
一
自
治
体
選
。

　
前
半
戦
で
は
県
本
部
組
織
内

３
候
補
を
は
じ
め
推
薦
候
補
は

健
闘
し
た
が
厳
し
い
結
果
と

な
っ
た
。

　
組
織
内
3
候
補
は
、
県
会
の

　
12
日
投
開
票
の
統
一
自
治
体
選
前
半
戦
、
県
本
部
組
織
内
３
候
補
は
県
会
の
黒
田
一
美
、
上

野
ひ
で
か
ず
は
当
選
を
果
た
し
た
が
、
神
戸
市
会
の
伊
藤
め
ぐ
み
は
次
点
で
惜
敗
し
た
。
続
く

26
日
の
後
半
戦
、
山
口
み
さ
え
（
芦
屋
市
会
）、
梶
川
み
さ
お
（
宝
塚
市
会
）、
永
井
俊
作
（
明

石
市
会
）
の
組
織
内
３
候
補
と
推
せ
ん
候
補
に
全
力
を
。
私
た
ち
の
声
を
届
け
る
た
め
に
。

黒
田
一
美
（
垂
水
区
）
は
、
５

党
と
元
職
の
６
人
立
候
補
の
混

戦
、
１
万
５
４
１
２
票
を
獲
得

し
て
５
期
目
の
当
選
。

　
上
野
ひ
で
か
ず
（
神
崎
郡
）

は
、
１
万
２
２
１
２
票
を
獲
得

し
１
人
区
で
自
民
党
と
の
対
決

を
制
し
て
３
選
を
果
た
し
た
。

　
神
戸
市
会
で
は
伊
藤
め
ぐ
み

（
北
区
）
は
、
過
去
最
多
の
16

人
が
立
候
補
の
激
戦
を
３
８
８

４
票
を
獲
得
し
た
が
次
点
で
惜

敗
し
た
。

　
引
き
続
く
後
半
戦
、
組
織
内

３
候
補
、
差
別
撤
廃
に
取
り
組

む
山
口
み
さ
え
（
芦
屋
市
会
）、

復
活
を
め
ざ
し
て
頑
張
る
梶
川

み
さ
お
（
宝
塚
市
会
）、　
市

民
参
画
に
取
り
組
む
永
井
俊
作

（
明
石
市
会
）
を
は
じ
め
県
内
・

大
阪
府
内
の
推
せ
ん
候
補
に
全

力
を
。
私
た
ち
の
声
を
議
会
に

届
け
る
た
め
に
。

実
現
と
男
女
平
等
の
推
進
は
自

治
労
の
重
要
課
題
で
あ
る
。
職

場
で
の
各
種
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対

策
や
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援

策
の
促
進
、
非
正
規
職
員
の
処

遇
改
善
等
を
め
ざ
し
人
員
確
保

闘
争
と
同
時
に
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
。

　
県
本
部
は
、
２
０
１
５
人
員

確
保
・
男
女
平
等
産
別
闘
争
に

つ
い
て
、
６
月
５
日
に
統
一
行

動
（
１
時
間
ス
ト
ラ
イ
キ
）
を

配
置
し
て
た
た
か
い
を
進
め

る
。
ま
た
、
夏
季
一
時
金
闘
争

は
、
６
月
12
日
に
統
一
行
動
日

（
29
分
時
間
内
食
い
込
み
集
会
）

を
配
置
し
て
い
く
。

　
人
員
確
保
闘
争

　
自
治
体
職
場
で
は
、「
行
財

政
改
革
」に
よ
る
人
員
削
減
で
、

多
様
化
す
る
行
政
ニ
ー
ズ
や
業

務
量
の
増
加
に
十
分
対
応
で
き

な
い
実
態
や
、
高
ま
る
社
会
保

障
へ
の
ニ
ー
ズ
な
ど
必
要
な
人

員
確
保
・
増
員
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　
人
員
確
保
闘
争
は
、
４
月
の

人
員
配
置
を
踏
ま
え
た
職
場
実

態
の
点
検
、
６
月
か
ら
７
月
の

新
規
採
用
の
公
募
時
期
を
考
慮

し
、
５
月
上
旬
に
要
求
書
を
提

出
し
、
６
月
５
日
を
統
一
行
動

日
と
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
。

　
男
女
平
等
闘
争

　
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の

  

お
詫
び
と
訂
正

　「
自
治
ひ
ょ
う
ご
」
１
４
５

０
号
（
4
月
1
日
付
）
の
公
務

員
賠
償
責
任
保
険
制
度
の
広
告

に
つ
い
て
、
旧
制
度
を
掲
載
し

ま
し
た
。お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
明
石
・
鳥
谷
さ
ん
支
え

る
会
結
成
は
島
谷
さ
ん
の
間
違

い
で
し
た
。
お
詫
び
し
訂
正
い

た
し
ま
す
。

　
５
月
10
日
告
示
、
17
日
投
開

票
で
行
わ
れ
る
加
西
市
長
選
挙

で
県
本
部
は
、
２
期
目
を
め
ざ

す
現
職
組
織
内
の
西
村
和
平
市

長
を
推
せ
ん
し
、
当
選
に
向
け

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　
加
西
市
職
元
委
員
長
で
も

あ
っ
た
西
村
市
長
は
４
年
前
、

市
民
・
職
員
不
在
の
市
政
の
転

換
を
求
め
、「
ふ
る
さ
と
加
西
」

の
再
生
に
向
け
立
候
補
、
見
事

当
選
を
果
た
し
た
。
西
村
市
長

の
再
選
で
加
西
市
の
未
来
を
市

民
と
と
も
に
つ
く
り
あ
げ
て
い

こ
う
。

兵庫県内の推せん候補
名　前 議会名・選挙区

※重点候補
西村　政明 伊丹市議会

川上　八郎 伊丹市議会

岩下　　彰 西宮市議会

石堂　大輔 姫路市議会

古田 ひろあき 三木市議会

大阪府内の推せん候補
濱田　剛史 高槻市長
※組織内候補
中浜 みのる 高槻市議会

木村　　裕 吹田市議会
※組織内候補
中野　修 豊中市議会

※組織内候補
酒井　弘行 豊中市議会

働きやすい職場環境を
2015反行革・組織集会を加西で開催

と　き　5月22日（金）～23日（土）
ところ　いこいの村はりま

【2015反行革・組織集会の日程】
１日目
　講演　自治労本部　川本書記長
　全労済自治労共済本部からの提起
　基調提起
　分散会
２日目
　分科会
　　Ａ）単組強化の課題
　　Ｂ）組織拡大にむけた課題
　　Ｃ）反行革・人員確保
　　Ｄ）共済推進活動

明石市議会選

芦屋市議会選

宝塚市議会選

欠
員
、超
勤
の
職
場
討
議
を

人
員
確
保

男
女
平
等

６
月
５
日
統
一
行
動
日

西
村
市
長
と
加
西
の

未
来
を
つ
く
り
あ
げ
よ
う

５
月
17
日 

市
長
選
挙

後
半
戦
は
４
月
26
日
投
開
票

県本部組織内結果
当　県会（垂水区）
　　黒田一美 15,412票
当　県会（神崎郡）
　　上野英一 12,212票
次　神戸市会（北区）
　　伊藤めぐみ 3,884票

統一自治体選・前半戦

山
口
、梶
川
、永
井
の
必
勝
を

県
会 

黒
田
、上
野
が
当
選

後
半
戦

26
日
投
票

花束を抱えて喜ぶ黒田さん●上支援者と当選を祝う上野さん（写真右）
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カンボジア
を訪問して

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
シ
ェ
ム
リ

ア
ッ
プ
は
古
代
文
明
と
日
本
の

昭
和
初
期
の
雰
囲
気
を
漂
わ
せ

活
気
に
あ
ふ
れ
た
町
で
し
た
。

車
で
3
時
間
ほ
ど
走
っ
た
タ
イ

と
の
国
境
地
帯
は
電
気
も
水
道

も
な
い
街
が
広
が
っ
て
お
り
、

そ
の
中
に
学
校
が
建
て
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
壁
も
下
駄
箱
も
な

い
（
裸
足
の
子
ど
も
も
多
数
）

教
室
で
元
気
に
勉
強
を
し
て
い

る
子
ど
も
た
ち
を
見
て
い
る
と

逆
に
と
っ
て
も
元
気
を
も
ら
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ち
ゃ
ん
と
椅
子
に
座
っ
て
支

援
し
た
文
房
具
を
使
っ
て
勉
強

し
て
い
る
姿
は
支
援
を
し
て
よ

か
っ
た
と
思
え
る
瞬
間
で
し

た
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
行
く
の
も
不

安
に
な
る
世
界
情
勢
で
は
あ
る

が
、
子
ど
も
た
ち
の
輝
く
目
を

見
て
い
る
と
救
わ
れ
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
を
ど
ん

ど
ん
増
や
す
こ
と
が
で
き
れ
ば

　
今
回
初
め
て
の
海
外
で
、
し

か
も
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
い
う
こ
と

で
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
ま

ず
、
着
い
た
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ

の
街
は
バ
イ
ク
の
多
さ
に
驚
き

ま
し
た
。
宿
泊
し
て
い
た
ホ
テ

ル
は
と
て
も
大
き
く
き
れ
い

で
、
近
く
に
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
等
も
あ

り
、
滞
在
中
も
不
自
由
な
く
暮

ら
せ
ま
し
た
。
一
方
で
今
回
視

戦
争
な
ん
て
起
こ
る
は
ず
も
あ

り
ま
せ
ん
。

　
エ
フ
ァ
ジ
ャ
パ
ン
の
よ
う
な

海
外
支
援
の
重
要
性
は
、
子
ど

も
た
ち
を
救
う
こ
と
が
国
を
救

う
こ
と
に
な
り
、
世
界
平
和
へ

つ
な
が
る
と
深
く
確
信
し
た
視

察
で
し
た
。

　
今
後
も
今
回
の
経
験
を
い
か

し
、
支
援
の
輪
を
広
げ
、
再
び

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
地
に
行
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

察
し
た
寺
子
屋
に
は
電
気
も
水

道
も
な
く
、
そ
し
て
、
場
所
に

よ
っ
て
は
壁
も
な
い
高
床
式
の

住
居
の
床
下
を
使
っ
て
授
業
を

し
て
い
ま
し
た
。
わ
ず
か
200
㌔

㍍
離
れ
た
だ
け
で
こ
れ
ほ
ど
の

格
差
が
あ
る
こ
と
に
さ
ら
に
驚

き
ま
し
た
。

　
し
か
し
そ
ん
な
厳
し
い
環
境

の
中
で
も
、
み
ん
な
一
生
懸
命

そ
し
て
楽
し
そ
う
に
勉
強
を
し

て
い
ま
し
た
。
日
本
に
限
ら
ず
、

い
い
仕
事
（
＝
給
料
の
い
い
仕

事
）
に
就
く
た
め
に
は
学
業
で

他
者
よ
り
も
い
い
成
績
を
修
め

る
こ
と
が
必
要
に
な
り
、
競
争

が
起
こ
り
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、

勉
強
が
楽
し
く
な
く
な
り
、
心

が
荒
ん
で
き
ま
す
。
す
る
と
、

い
じ
め
が
起
こ
っ
た
り
、
メ
ン

タ
ル
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
し

か
し
、
そ
も
そ
も
勉
強
は
知
識

を
つ
け
る
た
め
に
す
る
こ
と
で

わ
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
、
知
ら
な
い
こ
と
が
知
れ
る

と
い
う
こ
と
は
楽
し
い
は
ず
で

す
。
そ
ん
な
本
来
の
勉
強
の
意

味
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
4
月
4
日
神
戸
で
「
県
下
の

障
害
者
の
雇
用
の
現
状
・
雇
用

に
お
け
る
差
別
解
消
の
課
題
」

を
テ
ー
マ
に
「
障
害
者
春
闘
２

０
１
５
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　
金
政
玉
・
明
石
市
障
害
者
施

策
担
当
課
長
よ
り
、
明
石
市

で
の
1
年
の
取
り
組
み
の
紹
介

や
、
全
国
的
な
動
き
、
障
害
者

雇
用
促
進
法
の
改
正
に
お
け
る

「
差
別
禁
止
」
の
適
用
や
「
合

理
的
配
慮
」
な
ど
に
つ
い
て
記

念
講
演
を
受
け
た
。
続
い
て
、

加
古
川
は
ぐ
る
ま
福
祉
会
の
高

井
敏
子
さ
ん
よ
り
、
会
社
で
働

き
た
い
と
望
む
人
に
こ
た
え
る

た
め
に
、
ど
の
様
な
支
援
を
し

て
い
る
か
。
就
労
支
援
の
仕
組

み
、
支
援
の
流
れ
、
現
在
の
兵

庫
県
の
現
状
と
課
題
か
ら
就
労

を
求
め
る
障
害
者
に
ど
の
よ
う

な
影
響
が
出
て
い
る
か
な
ど
、

講
演
を
受
け
た
。

　
引
き
続
き
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
雇
用

促
進
法
改
正
の
問
題
点
や
課
題

に
つ
い
て
議
論
し
た
。

　
自
治
労
は
、
全
国
の
自
治
体

や
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
団
体

で
働
く
仲
間
の
労
働
組
合
で
、

兵
庫
県
本
部
は
兵
庫
県
内
で
働

く
仲
間
の
組
織
で
す
。

　
今
回
は
み
な
さ
ん
の
少
し
先

輩
組
合
員
か
ら
歓
迎
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
一
言
ず
つ
お
送
り
し

ま
す
。

「
組
合
っ
て
何
？
て
思
う
か
も

し
れ
な
い
け
ど
、
参
加
し
て
み

れ
ば
楽
し
さ
は
分
か
り
ま
す
。

し
ん
ど
い
こ
と
も
あ
る
け
ど
み

ん
な
で
や
れ
ば
楽
し
く
な
り
ま

す
。
一
緒
に
や
り
ま
し
ょ
う
」

（
豊
岡
市
職
労
Ｆ
さ
ん
）

「
若
さ
が
あ
れ
ば
な
ん
で
も
で

き
る
！
や
れ
ば
わ
か
る
さ
！
！

１
、２
、３
、だ
ー
ー
ー
ー
！
！
」

（
神
戸
交
通
労
組
Ｉ
さ
ん
）

「
自
分
だ
け
で
は
で
き
な
い
こ

と
も
、
団
結
す
れ
ば
何
で
も
で

き
る
気
が
す
る
。
さ
あ
、
繋
が

ろ
う
。
１
人
は
み
ん
な
の
た
め

に
、み
ん
な
は
１
人
の
た
め
に
」

（
洲
本
市
職
労
Ｏ
さ
ん
）

「
１
人
で
は
ダ
メ
で
も
仲
間
で

集
ま
れ
ば
何
と
か
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
で
き
な
い
じ
ゃ
な

い
。や
ら
な
い
だ
け
だ
。組
合
っ

て
自
分
を
少
し
だ
け
強
く
し
て

く
れ
る
よ
。
み
ん
な
で
頑
張
り

ま
し
ょ
う
」（
香
美
町
職
Ｉ
さ

ん
）

「『
人
と
接
す
る
と
き
は
い
つ
も

最
初
に
い
い
と
こ
ろ
か
ら
見
て

み
よ
う
。（
ｂ
ｙ
イ
ン
ス
ー
）』

　
私
が
以
前
、
研
修
で
出
会
っ

た
言
葉
で
す
。
新
た
な
出
会
い

に
感
謝
し
て
、
お
互
い
を
思
い

や
り
な
が
ら
、
と
も
に
働
く
仲

間
を
大
切
に
頑
張
り
ま
し
ょ

う
」（
豊
岡
市
職
労
Ｋ
さ
ん
）

「
定
時
出
勤
定
時
退
社
、
自
分

の
た
め
に
休
み
を
取
り
た
い
と

き
に
取
れ
る
。
健
康
で
定
年
ま

で
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
・
権

利
を
守
っ
て
い
け
る
よ
う
、
一

緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」（
八

鹿
病
院
職
組
Ｍ
さ
ん
）

  各ブロック
  交流会に参加を
　各地域ブロックでは新入組
合員対象の学習交流会を開催
します。

阪神淡路ブロック
日時　６月13日（土）13：30～
　　　　　14日（日）12：00
場所　エトワール生石
　　　（洲本市内）

播磨ブロック
・６月にブロック内４カ所で
地域別学習会を開催
・７月に１泊で交流会を開催

但馬丹波ブロック
日時　６月26日（金）～
　　　　　27日（土）（予定）
場所　未定

　新入組合員のみなさんは所
属ブロックの交流会に参加し
て、仲間をつくってみてはい
かがでしょうか。

新
入
組
合
員
の
み
な
さ
ん
自
治
労
へ
よ
う
こ
そ

先
輩
組
合
員
か
ら

歓
迎
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

支
援
の
輪
を
広
げ
た
い

尾
西
亮
太
郎
・
書
記
長

教
育
と
は
楽
し
い
も
の

藤
原
敏
也
・
青
年
部
長

就労支援の
現状と課題学ぶ

障害者春闘2015

集会で職場実態を交流

学習の後はデモを行った

生徒たちと集合写真

スマホの自撮機能で子
どもたちと楽しんだ　
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22 ～ 23日　県本部反行革・組織集会

（いこいの村はりま）

28 ～ 29日　自治労第149回中央委員会（盛岡）

30日　人権教育ひょうご第18回総会（ラッセホール）

当面の日程

５
月
の
大
型
連
休

も
終
わ
っ
た
が
、

仕
事
の
疲
れ
を
十

分
癒
せ
た
だ
ろ
う

か
。
連
休
中
の
３

日
は
恒
例
の
憲
法

記
念
日
。
憲
法
集

会
が
各
地
で
開
催
さ
れ
た
▼
こ

れ
ま
で
も
あ
っ
た
改
憲
論
議
は

国
会
で
の
自
民
党
の
安
定
多
数

も
あ
っ
て
、
動
き
も
加
速
化
し

て
き
た
。
７
日
か
ら
は
衆
議
院

で
憲
法
審
査
会
が
開
催
さ
れ
て

い
る
▼
集
団
的
自
衛
権
行
使
容

認
な
ど
解
釈
改
憲
を
進
め
て
き

た
安
倍
政
権
の
も
と
、
戦
争
放

棄
を
う
た
う
９
条
は
岐
路
に
立

つ
▼
改
憲
容
認
の
中
に
は
、
70

年
近
く
た
っ
て
憲
法
が
社
会
情

勢
に
マ
ッ
チ
し
て
い
な
い
と
い

う
そ
れ
ら
し
い
理
屈
や
、
環
境

権
な
ど
と
い
う
理
屈
も
出
回
っ

て
い
る
▼
し
か
し
な
が
ら
、
９

条
の
お
か
げ
で
70
年
に
わ
た
っ

て
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と

も
な
か
っ
た
の
は
、
ま
ぎ
れ
も

な
く
大
き
な
事
実
で
あ
る
▼

「
積
極
的
平
和
主
義
」
の
名
の

も
と
戦
争
に
か
り
だ
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
る
今
こ
そ
、
99
条
の

「
権
力
側
に
憲
法
尊
重
擁
護
義

務
」
を
課
し
て
い
る
憲
法
の
理

念
を
確
認
し
た
い
。（
誠
）

　「
憲
法
集
会
」
が
神
戸
で
「
戦

後
70
年
。
今
こ
そ
9
条
！
許
す

な
壊
憲
国
民
投
票
」
を
テ
ー
マ

に
450
人
の
参
加
で
開
か
れ
た
。

　
佐
治
孝
典
代
表
の
あ
い
さ
つ

「
70
年
前
に
戻
そ
う
と
い
う
権

力
に
反
対
し
、
憲
法
の
基
本
３

原
則
（
恒
久
平
和
、
基
本
的
人

権
の
尊
重
、
主
権
在
民
）
を
取

り
戻
そ
う
」、
事
務
局
長
の
提

起
「
憲
法
を
守
る
、
地
域
に
訴

え
る
、
１
人
ひ
と
り
が
考
え
よ

う
、
戦
争
の
動
き
に
反
対
し
て

い
こ
う
」
の
後
、
屋や

良ら

朝と
も

博ひ
ろ

・

沖
縄
タ
イ
ム
ス
元
記
者
の
講
演

を
受
け
た
。

　
屋
良
さ
ん
は
、「
沖
縄
の
米
軍

基
地
は
本
土
で
の
反
基
地
運
動

に
よ
り
お
ら
れ
な
く
な
っ
て
、

銃
剣
と
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
家
を

押
し
倒
し
て
つ
く
っ
た
」「
沖

縄
米
軍
の
主
力
は
海
兵
隊
（
兵

力
の
６
割
・
基
地
面
積
の
75
％
）、

海
兵
隊
は
沖
縄
で
な
く
て
も
機

能
す
る
、
日
本
駐
留
の
必
要
性

は
な
い
、
抑
止
力
は
虚
構
」
と

強
調
、
辺
野
古
基
地
建
設
反
対
、

集
団
的
自
衛
権
反
対
の
取
り
組

み
強
化
を
訴
え
た
。

　
続
い
て
県
弁
護
士
会
か
ら

「
６
・
21
大
集
会
」
の
訴
え
、「
生

涯
派
遣
、
８
時
間
労
働
制
破
壊

の
労
働
法
制
改
悪
は
生
存
権
の

否
定
」「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
許

さ
な
い
た
め
自
分
の
こ
と
と
し

て
抗
議
行
動
」「
朝
鮮
学
校
へ
の

高
校
無
償
化
適
用
を
求
め
る
朝

鮮
高
校
生
の
思
い
」
の
報
告
を

受
け「
集
会
ア
ピ
ー
ル
」を
採
択
、

終
了
後
は
デ
モ
行
進
し
「
許
す

な
壊
憲
国
民
投
票
」
と
訴
え
た
。

　
梶
川
さ
ん
は
、
前
回
の
悔
し

い
結
果
を
ば
ね
に
、「
暮
ら
せ

る
・
育
て
る
・
働
け
る
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
地
元
自
治
会
や

推
せ
ん
労
組
員
へ
の
支
持
拡
大

に
努
め
勝
利
を
手
に
し
た
。
宝

塚
も
維
新
が
増
え
た
が
、
梶
川

さ
ん
の
中
川
市
政
を
支
え
市
民

生
活
を
守
る
議
会
活
動
に
期
待

す
る
。

　
永
井
さ
ん
は
、
後
援
会
活
動

を
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
地
域
の
労
働
組
合
や
所
属

政
党
の
支
援
で
支
持
者
を
拡

大
、
地
域
へ
の
浸
透
を
は
か
る

こ
と
が
で
き
た
。
結
果
、
前
回

よ
り
投
票
率
が
下
が
る
中
、
得

票
数
を
伸
ば
し
て
６
回
目
の
勝

利
を
得
た
。

　
山
口
さ
ん
は
、
地
域
の
非
正

規
労
働
者
や
人
権
団
体
の
支
援

を
受
け
、
福
祉
・
教
育
や
労
働

政
策
の
充
実
を
訴
え
た
が
、
３

月
議
会
の
定
数
削
減
の
煽
り
を

受
け
次
点
に
終
わ
っ
た
。

な
っ
た
。

　
条
例
の
目
的
で
は
、「
加
西

市
が
締
結
す
る
請
負
契
約
に
基

づ
く
業
務
及
び
市
が
指
定
管
理

者
に
行
わ
せ
る
公
の
施
設
の
管

理
業
務
に
お
い
て
、
当
該
業
務

に
従
事
す
る
者
の
適
正
な
労
働

条
件
等
を
確
保
し
、
も
っ
て
労

働
者
等
の
生
活
の
安
定
を
図

り
、
公
共
工
事
及
び
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
に
資
す
る
と

と
も
に
、
地
域
経
済
及
び
地
域

社
会
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
」

と
明
記
さ
れ
、
労
働
報
酬
の
下

限
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
県
本
部
は
、
市
職
や
連
合
、

兵
庫
土
建
な
ど
と
連
携
を
と
り
、

公
契
約
条
例
制
定
を
求
め
取
り

組
ん
で
き
た
。
兵
庫
で
は
２
例

目
で
、
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
是
正

の
１
歩
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。

　
加
西
市
は
３
月
議
会
で
公
契

約
条
例
を
制
定
。
９
月
以
降
に

締
結
す
る
公
契
約
で
、
条
例
が

適
用
さ
れ
る
。
西
村
和
平
市
長

の
公
約
で
、
任
期
中
の
実
現
と

　
４
月
26
日
投
開
票
で
実
施
さ
れ
た
統
一
自
治
体
選
挙
後
半
戦
に
、
県
本
部
は
３
人
の
組
織
内

候
補
を
擁
立
し
た
。
宝
塚
市
議
選
の
梶
川
み
さ
お
さ
ん
は
、
17
位
で
当
選
、
見
事
返
り
咲
き
を

果
た
し
た
。
明
石
市
議
選
の
永
井
俊
作
さ
ん
も
６
選
を
果
た
し
た
。
一
方
、
芦
屋
市
議
選
で
５

期
目
に
挑
戦
し
た
山
口
み
さ
え
さ
ん
は
、
次
点
に
終
わ
っ
た
。
今
回
の
統
一
自
治
体
選
挙
に
、

県
本
部
は
６
人
の
組
織
内
候
補
を
擁
立
し
た
が
２
議
席
を
失
う
厳
し
い
結
果
と
な
っ
た
。

2015年度ナースアクション
と　き　５月30日（土）
　　　　午後１時30分開会
ところ　私学会館
テーマ　地域医療と処遇改善

平和・人権・環境を考える集い
と　き　６月６日（土）
　　　　午後１時30分開会
ところ　神戸市教育会館
講　演　ヘイト・スピーチを許さ
　　　　ない社会づくり

第32回保育を考えるつどい
と　き　６月14日（日）
　　　　午前10時
ところ　たつの市総合文化会館
講　演　絵本の持つ力

  2015年版  

戦争をさせない全国署名

集団的自衛権、
戦争法案に反対!
  １人５筆
  第１次集約　５月15日

だぶるばいんど

組織内候補の結果
梶川みさお・宝塚市議選
2219票（17位・当選）

山口みさえ・芦屋市議選
995票（22位・次点）

永井俊作・明石市議選
3484票（11位・当選）

統一自治体選・後半戦

梶
川
返
り
咲
き
、永
井
６
選

山
口
は
惜
し
く
も
次
点
に

憲法の3原則取り戻そう
許すな壊憲国民投票
5・3兵庫憲法集会に450人

公
契
約
条
例
を
制
定

西
村
加
西
市
長
の
公
約

返
り
咲
き
を
喜
ぶ
梶
川
さ
ん
●上
支
援
者
か
ら
花
束
を
受
け
取
る
永
井
さ
ん

米
軍
基
地
の
現
状
か
ら
「
抑

止
力
に
は
な
ら
な
い
」
と
強

調
す
る
屋
良
さ
ん
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阪
神
淡
路
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、

毎
年
春
闘
期
に
、
構
成
単
組
の

全
組
合
員
を
対
象
と
し
た
「
権

利
・
職
場
実
態
」「
生
活
実
態
・

賃
金
要
求
」
の
２
種
類
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
じ

て
、
組
合
員
の
置
か
れ
て
い
る

生
活
・
職
場
の
実
態
や
、
必
要
な

賃
金
や
手
当
額
を
把
握
し
、
ブ

ロ
ッ
ク
統
一
要
求
書
や
ブ
ロ
ッ

ク
活
動
に
反
映
さ
せ
て
い
る
。

　
今
年
も
１
月
19
日
か
ら
30
日

を
調
査
期
間
と
し
て
実
施
し
、

「
権
利
・
職
場
実
態
」
が
４
２
９

８
人
、「
生
活
実
態
・
賃
金
要

求
」
が
４
２
９
６
人
か
ら
回
答

が
あ
っ
た
。

　
以
下
、
特
徴
的
な
回
答
項
目

を
紹
介
す
る
。

　
ま
ず
、
昨
年
の
結
果
か
ら
大

き
く
変
化
し
た
の
が
「
夏
期
休

暇
」
の
日
数
で
あ
る
。「
５
日
」

「
６
日
」が
１
位
・
２
位
と
な
り
、

昨
年
１
位
の
「
７
日
」
は
３
位

と
な
っ
た
。
こ
の
間
、
阪
神
間

で
夏
期
休
暇
の
日
数
削
減
の

時
間
数
に
つ
い
て
も
、
平
均
30

時
間
以
上
の
回
答
が
、
約
16
％

を
占
め
る
な
ど
、
増
加
傾
向
に

あ
る
。（
グ
ラ
フ
参
照
）

合
理
化
提
案
が
な
さ

れ
た
結
果
が
反
映
さ

れ
た
か
た
ち
と
な
っ

た
。

　「
超
勤
」
に
つ
い

て
は
、「
あ
り
」
が

７
割
近
く
を
占
め
、

高
止
ま
り
し
て
い
る

状
況
で
あ
る
。ま
た
、

　
さ
ら
に
、
過
労
死
認
定
ラ
イ

ン
の
月
100
時
間
を
超
え
て
い
る

が
73
人
も
あ
り
、
早
急
な
対
応

が
必
要
で
あ
る
。

　
サ
ー
ビ
ス
残
業
に
つ
い
て

は
、「
超
勤
手
当
の
未
払
い
」
481

人
、「
超
勤
の
見
届
け
」
１
６
０

８
人
、「
仕
事
の
持
ち
帰
り
」
１

２
２
８
人
。
多
く
の
組
合
員
が

法
違
反
の
賃
金
不
払
い
労
働
を

強
い
ら
れ
て
働
い
て
い
る
。

　
そ
の
他
、「
暮
ら
し
向
き
」

も
「
苦
し
い
」
が
半
数
を
占
め
、

引
き
続
き
、
わ
れ
わ
れ
公
務
労

働
者
の
厳
し
い
職
場
・
生
活
実

態
が
顕
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

援
し
て
い
る
。今
年
か
ら
は
、「
出

場
機
会
の
少
な
い
小
学
４
年
生

以
下
に
も
出
場
機
会
を
」
と
、

県
本
部
の
呼
び
か
け
で
学
童
軟

式
野
球
大
会
も
開
催
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
、
支
援
を
行
っ
た
。

　
５
月
３
～
５
日
に
尼
崎
市
内

５
会
場
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
た
。
３
日
に
ベ
イ
コ
ム
野
球

場
で
開
催
さ
れ
た
開
会
式
に
は

県
本
部
か
ら
森
蔭
守
委
員
長
が

出
席
し
、「
選
手
の
み
な
さ
ん
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し

た
。

　
今
後
も
、
次
代
を
担
う
青
少

年
の
健
全
育
成
に
県
本
部
は
取

り
組
ん
で
い
く
。

　
県
本
部
は
昨
年
の
60
周
年
を

機
に
、
自
治
労
カ
ッ
プ
全
日
本

少
年
軟
式
野
球
大
会
（
中
学
生

の
大
会
）
に
特
別
協
賛
し
、
支

味
に
な
る
。
法
的
拘
束
力
は
弱

ま
り
、
ま
す
ま
す
過
重
労
働
者

を
増
や
す
危
険
が
あ
る
。
断
じ

て
許
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　
４
月
15
日
、
県
本
部
に
お
い

て
第
１
回
労
働
安
全
衛
生
推
進

委
員
会
を
行
い
、
今
年
度
の
集

会
を
①
過
重
労
働
解
消
に
向
け

た
取
り
組
み
②
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
問
題
の
２
点
に
焦
点
を
あ
て

実
施
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

多
く
の
参
加
を
。

県
本
部
労
安
集
会

と
　
き
　
６
月
23
日
（
火
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
開
会

と
こ
ろ
　
ひ
ょ
う
ご
共
済
会
館

を
実
施
し
た
が
、
当
局
は
雇
止

め
理
由
に
つ
い
て
明
確
な
回
答

を
示
さ
ず
、
一
方
的
に
交
渉
を

打
ち
切
っ
た
。
県
本
部
は
解
決

に
向
け
各
単
組
か
ら
の
抗
議
Ｆ

Ａ
Ｘ
な
ど
、
取
り
組
み
を
強
化

し
た
が
３
月
末
で
の
雇
止
め
が

強
行
さ
れ
た
。
引
き
続
き
組
合

員
の
権
利
を
守
る
た
め
た
た
か

い
を
進
め
る
。

　
暴
走
を
続
け
る
安
倍
政
権

は
、「
過
重
労
働
の
解
消
」
と

称
す
る
一
方
、４
月
３
日
に
は
、

成
長
戦
略
の
目
玉
の
１
つ
と
し

て
労
働
基
準
法
な
ど
関
連
法
の

改
正
案
を
閣
議
決
定
し
た
。

　
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
エ
グ
ゼ
ン

プ
シ
ョ
ン
と
称
し
た
残
業
代
ゼ

ロ
法
案
は
来
年
の
４
月
施
行
を

め
ざ
し
て
い
る
。
も
の
は
言
い

よ
う
で
、日
本
語
で
い
え
ば
、「
事

務
労
働
者
を
労
働
基
準
法
の
規

定
か
ら
除
外
す
る
」
と
い
う
意

　
小
野
市
の
い
じ
め
等
相
談
員

と
し
て
働
く
組
合
員
が
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
被
害
を
訴
え
た
結
果
、

３
月
末
で
雇
止
め
と
な
り
、
県

本
部
は
裁
判
闘
争
を
支
援
し
て

い
く
こ
と
を
４
月
執
行
委
員
会

で
確
認
し
た
。

　
小
野
市
は
、
い
じ
め
防
止
条

例
を
定
め
、
い
じ
め
等
相
談

員
、
女
性
の
た
め
の
相
談
員
の

長
期
任
用
を
想
定
し
、
一
般
職

非
常
勤
職
員
と
し
て
配
置
し
て

い
る
。
組
合
員
は
、
上
司
の
威

圧
的
な
発
言
や
不
利
益
取
扱
等

の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
業
務
の
連

携
、
市
民
対
応
に
支
障
を
き
た

す
た
め
、
管
理
職
や
人
事
課
に

対
応
を
求
め
て
い
た
。

　
当
局
は
、
一
方
的
に
雇
止
め

通
告
を
行
っ
た
。
県
本
部
は
、

雇
止
め
撤
回
を
求
め
団
体
交
渉

　県内17地区３万人が参加したメー
デー。神戸では賃金の「底上げ」「格
差是正」、労働者保護ルール改悪反
対、武力による紛争解決は許さない
との宣言を採択、デモ行進で訴えた。

作成対象は、①森蔭
守県本部委員長、②
えさきたかし参議院
議員、③あいはらく
みこ参議院議員のい
ずれか。
詳しくは単組に問い
合わせを

似
顔
絵
作
成
に
は
、
自
治

労
本
部
、
自
治
労
兵
庫
県

本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

参
照
下
さ
い

県
本
部
ま
ん
が
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

７
月
10
日

必
　
　
着

テーマ

似顔絵
に が お え

平和を守り、雇用を立て直す
県内17地区でメーデー

臨職雇止め 撤回せよ
県本部  裁判闘争の支援を確認

小
野
市 

一
方
的
に
通
告

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
協
議
中
に

県本部労安委

労
働
法
制
改
悪
に
反
対

過
重
労
働
許
さ
な
い
運
動
を

自
治
労
カ
ッ
プ

今
年
は
４
年
生
以
下
も表彰式でメダルを渡す尾西書記長

超
勤
30
時
間
以
上
が
16
％

2015
人
員
確
保
闘
争
に
向
け
て
（上）
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５日　平和友好祭 労組・地区代表者会議
（神戸勤労会館）

６日　第18回平和 ･ 人権 ･ 環境を考える集い
（神戸市教育会館）

13日　県本部女子バレーボール大会（佐用町）

当面の日程

「
二
重
行
政
解
消
」

が
焦
点
に
行
わ
れ

た
「
大
阪
都
構

想
」
住
民
投
票

は
、
０
・
８
％
の

僅
差
で
否
決
さ
れ

た
。「
二
重
行
政

解
消
」
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。

府
と
市
が
近
距
離
に
類
似
の
施

設
を
造
っ
て
ど
ち
ら
も
ガ
ラ
ガ

ラ
だ
と
い
う
が
、
も
し
も
ど
ち

ら
の
施
設
も
繁
盛
し
て
い
た
と

し
た
ら
、
果
た
し
て
「
二
重
行

政
」
の
引
き
合
い
に
さ
れ
て
い

た
の
か
。
た
だ
の
こ
じ
つ
け
に

し
か
聞
こ
え
な
い
▼
今
回
の
結

果
を
労
働
組
合
や
特
定
の
政
党

の
「
エ
ゴ
」
問
題
に
す
り
替
え

た
り
、「
次
世
代
の
意
思
を
高
齢

者
が
押
し
つ
ぶ
し
た
。
70
歳
以

上
は
投
票
権
を
剥
奪
す
べ
き
」

な
ど
と
平
然
と
言
っ
て
の
け
る

キ
ャ
ス
タ
ー
ま
で
現
れ
る
始
末

で
あ
る
。
ま
た
、
直
近
の
世
論

調
査
で
は「
都
構
想
否
決
」が「
良

く
な
か
っ
た
」
が
「
良
か
っ
た
」

を
上
回
っ
た
▼
今
回
は
何
と
か

凌
げ
た
が
、
事
態
は
既
に
第
２
、

第
３
の
「
都
構
想
」
へ
と
動
き

出
し
て
い
る
。
真
の
意
味
で
の

「
地
方
自
治
」「
住
民
自
治
」
と

は
何
な
の
か
。
我
々
に
も
突
き

つ
け
ら
れ
た
課
題
で
あ
る
。 大  植　 賢（豊岡市職労）

　
県
本
部
は
５
月
22
～
23
日
、
加
西
市
に
お
い
て
反
行
革
・
組
織
集
会
を
開
催
し
た
。
基
調
講

演
で
は
、
川
本
淳
本
部
書
記
長
か
ら
「
組
織
強
化
に
向
け
て
」
ま
た
、
全
労
済
自
治
労
共
済
の

三
角
義
男
常
務
か
ら
「
共
済
活
動
の
強
化
に
つ
い
て
」
講
演
を
受
け
た
。
１
日
目
は
８
つ
の
分

散
会
で
組
織
強
化
に
つ
い
て
、２
日
目
は
人
員
確
保
な
ど
４
つ
の
分
科
会
で
議
論
が
な
さ
れ
た
。

集
会
で
は
来
年
の
参
議
院
選
挙
に
向
け
、
組
織
内
の
「
え
さ
き
た
か
し
」
現
参
議
院
議
員
の
必

勝
に
向
け
た
取
り
組
み
強
化
を
確
認
し
た
。
分
科
会
は
別
途
連
載
。　

川
本
書
記
長
は
、
今
春
闘
の

結
果
を
受
け
た
今
後
の
人
勧
期

闘
争
の
課
題
、
今
国
会
で
焦
点

と
な
っ
て
い
る
安
全
保
障
法
制

や
労
働
者
保
護
ル
ー
ル
の
改
悪

に
対
す
る
自
治
労
と
し
て
取
り

組
む
課
題
を
あ
げ
、「
こ
れ
ら

を
た
た
か
う
中
で
組
織
を
強
め

て
い
こ
う
」
と
提
起
し
た
。

　
三
角
常
務
は
、「
自
治
労
共
済

の
商
品
は
、
営
利
を
目
的
と
し

て
い
な
い
の
で
組
合
員
に
と
っ

て
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
」

と
し
た
う
え
で
、「
組
合
員
の
共

同
救
済
＝
相
互
扶
助
を
制
度
化

し
た
労
働
者
自
主
福
祉
事
業
を

推
進
し
よ
う
。
組
合
員
の
参
加

が
増
え
れ
ば
さ
ら
に
制
度
が
充

実
し
て
い
く
」
と
各
単
組
で
の

共
済
活
動
の
強
化
を
求
め
た
。

　
県
本
部
で
は
現
在
、
人
員
確

保
・
男
女
平
等
産
別
闘
争
を
取

り
組
ん
で
お
り
、
本
集
会
を
契

機
に「
要
求

－

交
渉

－

妥
結（
書

面
協
定
）」
の
交
渉
サ
イ
ク
ル

を
基
本
に
た
た
か
い
を
進
め
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

後
の
職
場
を
考
え
る
う
え
で
参

考
に
な
っ
た
」「
分
散
会
で
職

場
交
流
で
き
楽
し
か
っ
た
」
な

ど
の
感
想
が
あ
っ
た
。

　
５
月
17
日
投
開
票
で
行
わ
れ

た
加
西
市
長
選
挙
は
、
現
職
組

織
内
の
西
村
和
平
候
補
が
２
期

目
の
当
選
を
果
た
し
た
。

　
西
村
さ
ん
は
、
４
年
間
の
実

績
を
訴
え
る
と
と
も
に
今
後
４

年
間
の
88
項
目
の
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
を
示
し
、具
体
的
な
市
政
の
方

向
性
を
訴
え
た
こ
と
で
市
民
か

ら
の
圧
倒
的
な
支
持
を
受
け
た
。

４
年
の
実
績
に
圧
倒
的
支
援

西村加西市長が再選

　
青
年
部
・
女
性
部
は
５
月
９

～
10
日
、
篠
山
市
の
新
た
ん
ば

荘
で
青
年
女
性
２
０
１
５
反
合

理
化
交
流
集
会
を
18
単
組
37
人

の
参
加
で
開
催
し
た
。

　
学
習
会
で
は
本
部
青
年
部
常

任
委
員
の
谷
西
健
司
さ
ん
（
徳

島
県
本
部
青
年
部
長
）よ
り「
人

事
評
価
制
度
の
問
題
点
と
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
講
演
を
受
け
た
。
講
演
の

中
で
谷
西
さ
ん
は
「
評
価
制
度

の
導
入
は
人
件
費
抑
制
の
た

め
。
職
場
の
改
善
に
は
つ
な
が

ら
な
い
」
と
問
題
点
を
指
摘
。

仲
間
の
生
活
・
職
場
実
態
に
根

ざ
し
た
た
た
か
い
を
進
め
よ
う

と
提
起
し
た
。

　
そ
の
後
２
日
間
に
わ
た
っ
て

分
散
会
を
実
施
。
生
活
・
職
場

実
態
を
交
流
し
、
問
題
点
を
討

論
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
今

　〈
反
行
革
・
人
員
確
保
の
取
り
組
み
〉
で

は
、
各
単
組
か
ら
新
規
職
員
の
採
用
状
況

と
人
員
要
求
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告

を
受
け
た
。

　
こ
の
間
の
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
な
ど

に
よ
り
職
員
は
大
幅
に
減
員
さ
れ
た
が
、

業
務
量
の
増
大
も
あ
り
、
行
政
職
に
つ
い

て
は
退
職
者
補
充
の
方
向
性
が
出
て
き

た
。
し
か
し
現
業
職
は
不
採
用
が
続
い
て

い
る
。
そ
の
中
、
姫
路
市
従
で
は
、「
技

能
労
務
職
の

あ
り
方
」
を

議
論
す
る

中
、
必
要
な

職
場
の
新
規

採
用
を
確
認

し
て
き
て
い

る
。

　
厳
し
い
職

場
実
態
の
中
で
、
退
職
者
不
補
充
に
よ
る

技
術
の
継
承
が
で
き
な
い
問
題
や
若
者
の

離
職
、
メ
ン
タ
ル
問
題
、
募
集
し
て
も
応

募
が
な
い
状
況
な
ど
、
人
員
不
足
の
実
態

が
報
告
さ
れ
た
。

　
人
員
確
保
に
つ
い
て
は
、
高
砂
市
職
か

ら
報
告
を
受
け
た
。
３
月
と
４
月
に
個
人

対
象
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
集
約
後
、

職
場
懇
談
会
で
職
員
間
の
意
思
統
一
を
し

た
う
え
で
各
職
場
の
要
求
人
数
を
確
定

し
、
人
員
確
保
闘
争
期
に
要
求
・
交
渉
を

行
い
、
書
面
協
定
ま
で
行
っ
て
い
る
。

　
最
後
に
人
員
確
保
闘
争
を
労
働
安
全
衛

生
、
人
材
育
成
な
ど
様
々
観
点
か
ら
と
ら

え
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
た
。

労働学校受講者募集
日  程　７月３日（金）

　  　　　～４日（土）

場  所　ひょうご共済会館

　詳細は組合事務所に問い合わせを

＜第１講義＞
　労働組合は何のためにあるの？
＜第２講義＞
　これだけは知っておこう！賃金の基本知識
＜第３講義＞
　組合員は何を考えている？企画・運営のヒント
＜第４講義＞
　憲法カフェ　平和問題を考える

問題提起を行う本部の川本書記長

当選を喜ぶ西村さん 講演する谷西さん

反
行
革

組
織
集
会

分
科
会
報
告
①

姫
路

市
従

現
業
の
新
採
を
確
認

2015反行革・組織集会を加西で開く
単組の運動課題交流

欠
員
補
充
、超
勤
の
縮
減
を

６
・５
統
一
行
動

青年女性反合集会

人
件
費
抑
制
の
評
価
制
度

職
場
改
善
に
は
つ
な
が
ら
な
い
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県
本
部
は
、
６
月
５
日
に
人

員
確
保
闘
争
の
ヤ
マ
場
を
配
置

し
、
単
組
の
結
集
を
呼
び
か
け

て
い
る
。
職
場
改
善
の
取
り
組

み
が
ど
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
て

い
る
の
か―

。
八
鹿
病
院
職
組

の
職
場
オ
ル
グ
、
要
求
づ
く
り

の
様
子
を
取
材
し
た
。

　「
毎
年
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
明
け
頃
か
ら
執
行
部
で
手
分

け
し
て
職
場
オ
ル
グ
に
入
る
」。

八
鹿
病
院
職
組
の
才
木
寿
治
書

記
長
が
日
程
表
を
見
せ
て
く
れ

た
。
病
棟
、
職
種
、
現
業
、
臨

職
に
分
け
、
延
べ
20
カ
所
で
行

わ
れ
る
。「
新
規
採
用
者
が
職

場
に
慣
れ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、

職
場
は
ど
う
か
、話
し
を
伺
う
」

と
い
う
。

　
６
月
中
に
要
求
書
整
理
、
７

月
交
渉
、
９
月
下
旬
の
採
用
試

験
ま
で
に
結
論
を
出
す
。
県
本

部
の
闘
争
日
程
と
は
合
致
し
て

い
な
い
が
、
同
職
組
に
と
っ
て

組
合
員
の
声
を
反
映
さ
せ
る
中

心
的
な
闘
争
だ
。

　
昨
年
の
要
求
書
に
は
、「
〇

病
棟
で
は
午
後
の
介
護
員
が
不

在
の
た
め
、
１
日
勤
務
が
可
能

な
介
護
員
を
配
置
す
る
こ
と
」

「
薬
剤
師
を
正
規
で
２
名
増
員

す
る
こ
と
」
な
ど
切
実
な
実
態

の
改
善
が
並
ぶ
。
今
年
の
要
求

は
現
在
整
理
中
だ
が
、「
看
護
師

が
万
年
不
足
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
職
場
オ
ル
グ
で
は
看
護
助

手
を
求
め
る
声
も
強
い
」
と
い

う
。
看
護
職
場
で
は
、
月
10
回

を
超
え
る
夜
勤
、
慢
性
的
な
超

過
勤
務
が
横
行
し
て
い
る
。
才

木
書
記
長
は
、「
看
護
師
増
員
も

必
要
だ
が
、
離
職
の
原
因
を
分

析
し
、
そ
の
対
策
も
取
ら
せ
て

い
き
た
い
」
と
一
歩
突
っ
込
ん

だ
課
題
に
も
言
及
し
た
。

　
職
場
オ
ル
グ
は
、代
議
員（
職

場
委
員
）
が
事
前
に
職
場
実
態

を
集
約
し
、
執
行
委
員
と
の
協

議
を
行
う
。
要
求
内
容
、
交
渉

状
況
は
職
場
委
員
が
持
ち
帰

り
、
現
場
が
納
得
し
た
ら
妥
結

と
な
る
。

　「
人
員
確
保
の
た
た
か
い
を

通
し
て
、
患
者
も
職
員
も
安
心

で
き
る
病
院
に
し
た
い
」
と
才

木
書
記
長
は
決
意
を
述
べ
た
。

作成対象は、①森蔭
守県本部委員長、②
えさきたかし参議院
議員、③あいはらく
みこ参議院議員のい
ずれか。
詳しくは単組に問い
合わせを

似
顔
絵
作
成
に
は
、
自
治

労
本
部
、
自
治
労
兵
庫
県

本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

参
照
下
さ
い

県
本
部
ま
ん
が
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

７
月
10
日

必
　
　
着

テーマ

似顔絵
に が お え

患
者
、職
員
が
安
心
で
き
る
病
院
に

2015
人
員
確
保
闘
争
に
向
け
て
（下）

　「
神
戸
空
襲
を
記
録
す
る
会
」

は
５
月
17
日
神
戸
文
化
ホ
ー
ル

に
お
い
て
内
橋
克
人
講
演
会

を
開
催
し
た
。
講
演
会
に
は
７

０
０
人
が
参
加
、
主
催
者
の
中

田
政
子
代
表
は
「
空
襲
で
亡
く

な
っ
た
８
０
０
０
人
の
名
を
碑

に
刻
み
た
い
。
平
和
を
守
り
ぬ

い
て
い
く
た
め
、
講
演
を
聞
い

て
何
か
を
見
つ
け
て
帰
っ
て
ほ

し
い
」
と
あ
い
さ
つ
、映
画
「
炎

の
証
言

－

大
空
襲
の
記
録
」
の

神
戸
部
分
の
上
映
の
後
、
内
橋

克
人
さ
ん
が
「
戦
後
70
年
を
抱

き
し
め
て
～『
再
び
暗
い
時
代
』

を
許
さ
な
い
」
と
題
し
て
講
演

し
た
。

　
内
橋
さ
ん
は
、
神
戸
空
襲
の

中
、
生
き
残
る
こ
と
が
で
き
た

と
い
う
自
ら
の
被
災
経
験
に
触

れ
な
が
ら
、「
被
害
の
跡
地
を

大
切
に
す
る
こ
と
は
、
そ
の
前

に
あ
っ
た
加
害
の
こ
と
も
考
え

る
は
ず
だ
。
誰
か
の
身
代
わ
り

が
あ
っ
て
今
が
あ
る
。
自
分
た

ち
が
つ
く
り
あ
げ
て
き
た
憲

法
、
平
和
を
捨
て
る
こ
と
は
で

き
な
い
」
と
述
べ
、「
平
和
の

70
年
」
が
廃
棄
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
現
状
に
抗
し
て
、
勇
気

を
持
っ
た
取
り
組
み
が
大
切
と

訴
え
た
。

　
加
西
市
で
成
立
し
た
公
契
約

条
例
。
市
職
の
藤
原
聖
吾
委
員

長
に
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。

―

組
合
の
関
わ
り
、
経
過
を

　
12
年
５
月
に
「
公
契
約
条
例

づ
く
り
連
絡
会
」
を
結
成
。
兵

庫
土
建
や
解
放
共
闘
（
市
議
を

含
む
）、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
で
は

あ
る
が
商
工
会
議
所
な
ど
が
参

加
、
市
職
は
連
絡
会
の
事
務
局

を
担
っ
て
き
た
。
入
札
の
現
状

等
の
学
習
会
を
経
て
、
年
末
に

は
宣
伝
と
署
名
に
取
り
組
み
、

３
６
８
６
筆
を
提
出
し
た
。

―
市
民
の
署
名
を
受
け
審
議

会
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
ね

　
14
年
に
学
識
経
験
者
、
事
業

者
団
体
、
労
働
団
体
の
代
表
で

審
議
会
が
発
足
。
全
国
の
状
況

を
研
究
し
、
課
題
整
理
や
条
例

案
が
審
議
さ
れ
た
。

―

加
西
の
公
契
約
条
例
の
特

徴
や
意
義
は

　
特
徴
は
２
点
。
①
委
託
業
務

は
、
元
々
市
が
行
っ
て
き
た
業

務
と
の
認
識
に
立
ち
、
９
割
掛

け
な
ど
を
行
わ
な
い
こ
と
と
し

た
こ
と
②
努
力
義
務
で
は
あ
る

が
工
事
の
業
者
は
市
内
業
者
と

明
記
し
た
こ
と
。

　
一
番
の
意
義
は
、
安
売
り
競

争
を
排
し
、
市
内
の
経
済
が
潤

う
こ
と
。
市
内
部
で
は
、
臨
時

職
員
の
時
給
が
「
低
す
ぎ
る
」

と
引
き
上
げ
ら
れ
た
。

―

課
題
は

　
条
例
の
効
果
を
検
証
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

意
味
で
は
連
絡
会
の
役
割
は

終
っ
て
い
な
い
。
組
合
員
に
対

し
て
は
、
内
容
を
知
ら
せ
て
い

く
こ
と
が
大
切
。
金
額
で
は
な

く
運
動
の
理
念
を
理
解
し
て
も

ら
い
た
い
。

　沖縄平和行進に県本部から３人が
参加した。初日（５月14日）は結団式。
　２日目、３日目は、キャンプシュ
ワブ前、普天間基地周辺を経由し、
宜野湾まで行進を行った。４日目は、
３万5000人が結集した県民大会に参
加した。
　神戸市従青年部の参加者は、「沖縄
地元住民の民意は、戦争経験のある
高齢層ほど新基地建設に反対してい
ると感じました。美しい沖縄の自然
を守っていくことが、平和につなが
ると強く思います」と感想を述べた。

自身の空襲体験を通し、平和の大切さ訴える内橋さん

現業職場のオルグ

連絡会結成総会

内橋克人講演会

「
平
和 

捨
て
な
い
で
」

戦
後
70
年

空
襲
体
験
か
ら
訴
え
る

県民大会にも参加
沖縄平和行進に兵庫から3人

安売り競争に歯止め
効果の検証が課題
加西公契約条例でインタビュー
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20日　県本部野球大会・１日目（西宮）
20日　戦争をさせない1000人委員会関西集会

（奈良県文化会館）
21日　集団的自衛権行使容認反対＆特定秘密保護法
　　　反対兵庫大集会・パレード（三宮・東遊園地）
29 ～ 30日　第５回人事評価制度実施に関する全国交
　　　流集会（大阪・心斎橋）

当面の日程

経
験
の
あ
る
先
輩

か
ら
の
意
見
は
貴

重
だ
▼
衆
議
院
の

解
散
を
決
定
す
る

国
会
で
、
議
長
の

言
葉
が
終
わ
る
前

に
万
歳
を
は
じ
め

た
議
員
に
、
議
長
が
「
万
歳
は

こ
こ
で
や
っ
て
下
さ
い
」
と
注

意
し
、
や
り
直
し
て
い
た
。
総

理
大
臣
名
に
続
い
て
、
天
皇
の

署
名
と
押
印
を
意
味
す
る
御ぎ

ょ

名め
い

御ぎ
ょ

璽じ

と
言
っ
た
後
に
バ
ン
ザ
イ

す
る
の
が
正
し
い
と
の
こ
と
。

へ
ぇ
と
思
い
な
が
ら
、「
前
か

ら
そ
う
だ
っ
た
か
？
」「
何
で

バ
ン
ザ
イ
？
」「
ぎ
ょ
め
い
ぎ
ょ

じ
っ
て
何
？
」
と
言
っ
た
ら
、

85
歳
の
母
が
「
天
皇
と
い
う
の

も
恐
れ
多
い
か
ら
」「
教
育
勅

語
は
御
名
御
璽
と
言
っ
た
ら
頭

を
上
げ
て
も
よ
か
っ
た
」
と

戦
前
の
話
を
教
え
て
く
れ
た
。

へ
ぇ
～
と
納
得
▼
ネ
ッ
ト
で
過

去
の
映
像
を
確
認
し
た
ら
、
最

近
は
フ
ラ
イ
ン
グ
バ
ン
ザ
イ
ば

か
り
。
御
名
御
璽
が
読
ま
れ
た

の
は
50
年
以
上
前
ら
し
い
。
何

か
権
威
づ
け
す
る
よ
う
な
政
権

の
意
図
を
感
じ
て
し
ま
う
。
戦

前
を
思
い
起
こ
さ
せ
、
戦
争
に

つ
な
が
り
そ
う
な
こ
と
に
は
共

感
も
協
力
も
一
切
し
な
い
。

　「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
許
さ
な
い
社
会
づ
く
り
へ
」を
テ
ー

マ
に
６
月
６
日
、
県
本
部
は
第
18
回
平
和
・
人
権
・
環
境
を
考

え
る
集
い
を
神
戸
市
教
育
会
館
で
開
い
た
。
記
念
講
演
を
行

っ
た
郭カ

ク

辰チ

雄ヌ
ン

さ
ん
（
コ
リ
ア
Ｎ
Ｇ
Ｏ
代
表
）
は
、「
住
民
と

向
き
合
う
自
治
体
で
、
人
権
政
策
や
共
生
社
会
づ
く
り
の
取

り
組
み
を
広
げ
る
こ
と
が
重
要
」
と
、
排
外
主
義
に
抗
す
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
呼
び
か
け
た
。

　「
人
権
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ

に
し
た
今
年
の
集
い
は
、
国
連

か
ら
も
是
正
勧
告
を
受
け
、
裁

判
で
も
「
差
別
」
と
判
断
さ
れ

て
い
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
取

り
あ
げ
た
。
郭
さ
ん
が
ヘ
イ
ト

ス
ピ
ー
チ
の
映
像
を
流
す
と
、

そ
の
す
さ
ま
じ
さ
に
参
加
者
は

言
葉
を
失
っ
た
。「
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
は
『
憎
悪
表
現
』
と
訳

さ
れ
る
が
正
し
く
な
い
。
差
別

し
、他
者
を
煽
動
す
る
こ
と
だ
」

と
説
明
し
た
う
え
で
「
先
進
国

で
は
、
犯
罪
と
し
て
規
制
さ
れ

て
い
る
」
と
日
本
社
会
の
問
題

を
指
摘
し
た
。

　
分
科
会
は
、
①
障
害
者
差
別

解
消
法
と
人
権
②
国
際
結
婚
、

　ヘイトスピーチが全国で蔓延し、
日本社会として無視できない問題
になっている。さらに世界を驚か
せているのは、在特会の「デモ」

を表現の自由として、日本が保護している
ことだ。
　在特会が攻撃の対象としているのは、在
日コリアンの人々だけではない。沖縄では
「基地特権」、広島・長崎では「被爆地特権」
と攻撃している。つまり日本社会の中で人
権意識を持った人々の運動を攻撃している
と捉えなければならない。
　ヘイトスピーチは、私たち在日とっては、
脅迫であり暴力である。日常生活からアイ
デンティティーを奪い、政府が規制しない
事実は「日本社会は私たちを守らない」と
のメッセージと受け止められている。
　政府は表現の自由というが、「少数者の
声を聞くために、差別規制が必要」と国際
的には考えられている。
　民主党、社民党が今国会に「人種差別撤
廃のための法案」を提出したことに期待し
たい。また住民と接する自治体での、人権
政策や人権教育、共生社会の取り組みが重
要である。

戦争に引きずりこまれる

大 西 英 剛

ダ
ブ
ル
の
子
ど
も
た
ち
、
外
国

人
女
性
③
平
和
運
動
の
前
進
に

向
け
て
の
３
テ
ー
マ
で
実
施
。

国
会
で
「
戦
争
法
」
の
審
議
が

ヤ
マ
場
を
迎
え
る
中
、
③
に
参

加
者
が
集
中
し
た
。
講
師
の
川

元
志
穂
弁
護
士
は
、「
政
府
の

判
断
だ
け
で
武
力
行
使
が
可
能

と
な
り
、
実
質
的
に
は
国
会
の

チ
ェ
ッ
ク
も
効
か
な
い
」
と
指

摘
し
た
。（
分
科
会
の
詳
細
は

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
に
掲
載
）。

　
臨
職
評
が
企
画
し
た
「
人
権

川
柳
」
は
、
非
正
規
職
員
の
日

常
や
気
持
ち
を
表
現
。
88
作
品

か
ら
、
参
加
者
に
よ
る
投
票
が

行
わ
れ
た
。

　
集
い
は
、「
平
和
・
人
権
・
環

境
は
産
別
運
動
の
重
要
課
題
」

と
位
置
づ
け
、
県
本
部
が
毎
年

開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
地
域

の
仲
間
に
も
参
加
を
呼
び
か
け

て
い
る
。
こ
の
日
は
、
一
般
参

加
者
30
人
を
含
む
１
２
０
人
が

講
演
や
分
科
会
を
通
し
て
問
題

意
識
を
深
め
た
。

　
県
本
部
は
６
月
５
日
を
ヤ
マ

場
に
人
員
確
保
・
男
女
平
等
闘

争
を
た
た
か
っ
た
。

　
播
磨
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
加
古

川
が
、
自
己
都
合
退
職
者
等
を

含
め
た
人
員
を
確
保
。三
木
は
、

人
員
採
用
数
の
確
認
、
雇
用
と

年
金
の
接
続
、
パ
ワ
ハ
ラ
と
人

事
評
価
で
交
渉
し
、ス
ト
回
避
。

高
砂
は
、
緊
急
待
機
交
渉
を
行

い
、
地
域
手
当
の
現
行
３
％
を

７
月
か
ら
４
％
、
来
年
４
月
か

ら
５
％
と
４
級
給
料
表
の
切
り

分
け
を
確
認
し
た
。

　
但
馬
丹
波
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、

13
単
組
全
て
が
ブ
ロ
ッ
ク
統
一

要
求
書
を
一
斉
に
提
出
し
た
。

回
答
状
況
は
10
日
現
在
で
９
単

組
（
豊
岡
、
豊
岡
病
院
、
香
美
、

新
温
泉
、
新
温
泉
臨
職
労
、
養

父
、
朝
来
、
八
鹿
病
院
、
篠
山
）

が
文
書
回
答
を
受
け
て
い
る
。

　
阪
神
淡
路
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、

４
日
の
統
一
交
渉
は
西
宮
水

労
、伊
丹
水
労
、宝
塚
、三
田（
伊

丹
は
３
日
、
他
12
単
組
は
夏
期

一
時
金
と
同
時
交
渉
）。
各
単

組
と
も
疲
弊
す
る
職
場
の
実
態

を
訴
え
、
人
員
の
確
保
を
当
局

に
求
め
た
。
特
に
、
宝
塚
と
三

田
で
は
、
職
場
オ
ル
グ
で
吸
い

上
げ
た
各
職
場
の
状
況
を
も
と

に
、
具
体
的
な
人
員
数
を
要
求

し
、
当
局
か
ら
一
定
の
改
善
案

を
引
き
出
し
た
。

１
位
　
ア
ル
バ
イ
ト  

名
前
も
覚
え
て  

も
ら
え
な
い
（
こ
ち
ゃ
ん
）

２
位
　
無
関
心  

そ
の
対
応
が  

も
う
差
別（
Ｋ
・
Ｎ
）

３
位
　
仕
事
増
え  

賃
金
同
じ  

笑
顔
減
る
（
リ
ラ
ッ
ク
マ
）

臨職評

人権川柳
の結果

憲
法
違
反
の

を
許
す
な

集団的自衛権行使
容認反対

今国会で審議されてい
る「安全保障関連法
案」。その内実は憲法違
反の戦争法。何として
も成立を阻止しよう。

兵庫県大集会に参加を

６月21日●日
集　会　午後２時～
パレード　午後３時～

三宮　東遊園地

排外主義 許さない社会に

平和・人権・環境
を考える集い

自
治
体
の
政
策
重
要

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
法
規
制
を

国
際
社
会
か
ら
逸
脱
す
る
日
本

記念講演要旨

講 師  郭 辰雄さん

人員確保闘争

オ
ル
グ
で
実
態
把
握

宝
塚
、三
田
な
ど
で
前
進
回
答

組合員や共闘の仲間など120人が参加した



40

　　自治労兵庫県本部  （1993年９月６日　第三種郵便物認可） １ ４ ５ ４ 号　２ ０ １ ５ 年 ６ 月 １ ５ 日　　（2）

は
望
め
な
い
の
で
は
」
と
取
り

組
み
を
求
め
た
。

　
最
後
に
、
統
一
闘
争
強
化
に

向
け
、「
要
求
・
交
渉
・
書
面
協

定
」
の
交
渉
サ
イ
ク
ル
確
立
が

重
要
と
の
認
識
の
も
と
、
取
り

組
み
強
化
を
意
思
統
一
し
た
。

状
況
に
つ
い
て
報
告

を
受
け
、
単
組
の
工

夫
し
た
取
り
組
み
を

交
流
し
た
。
多
く
の

単
組
が
、
新
規
採
用

者
の
１
０
０
％
加
入

の
状
況
だ
が
、
分
科

会
参
加
単
組
で
は
、

県
職
や
尼
崎
の
組
織

状
況
が
悪
く
、
単
組

間
の
取
り
組
み
を
交

流
し
た
。
対
策
に
向

け
た
討
論
で
は
、「
配

属
先
の
職
場
の
仲
間

し
た
。

　
組
織
強
化
は
役
員

の
育
成
で
も
あ
る
。

合
併
で
役
員
が
１
年

交
代
の
状
況
が
報
告

さ
れ
た
。
当
局
折
衝

や
取
り
組
み
の
継
続

性
な
ど
か
ら
、
県
本

部
は
単
組
役
員
の
複

数
年
任
期
を
提
起
し

て
い
る
。「
首
長
が

４
年
す
る
の
に
、
労

組
役
員
が
毎
年
交
代

で
は
取
り
組
み
強
化

〈
単
組
強
化
の
課
題
〉
に
は
、

単
組
委
員
長
な
ど
の
三
役
が
参

加
し
た
。

　
ま
ず
、
新
規
採
用
者
の
組
織

の
声
か
け
」
な
ど
の
意
見
が
交

わ
さ
れ
た
。
ま
た
、
組
織
化
と

若
手
育
成
の
課
題
と
し
て
、
青

年
女
性
部
の
活
動
状
況
も
交
流

や
上
司
が
後
押
し
す
る

の
が
大
切
」「
役
員
だ

け
よ
り
同
世
代
の
仲
間

反
行
革

組
織
集
会

分
科
会
報
告
②

は
～
」
と
題
し
た
講
演
を
受
け

た
。
参
加
者
か
ら
は
「
制
度
が

変
わ
っ
た
節
目
に
、
続
け
て
説

明
を
聞
き
た
い
」「
今
後
の
医

療
に
つ
い
て
、
自
分
の
立
場
で

考
え
る
機
会
に
な
っ
た
」
と
感

想
が
出
さ
れ
た
。

　
講
演
後
は
、
大
丸
前
を
中
心

に
、
地
域
医
療
の
確
保
と
人
員

増
に
労
働
組
合
が
役
割
を
果
た

す
存
在
で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー

ル
し
た
。
市
民
か
ら
も
「
ど
う

す
れ
ば
協
力
で
き
る
の
で
す

か
？
」
と
い
う
反
応
も
あ
り
、
手

ご
た
え
の
あ
る
行
動
で
あ
っ
た
。

太
郎
書
記
長
が
裁
判
闘
争
へ
の

支
援
を
訴
え
、
自
治
労
本
部
の

支
援
が
確
認
さ
れ
た
。

　
自
治
体
の
臨
時
・
非
常
勤
等

職
員
の
不
安
定
な
雇
用
や
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
る
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
行
為
に
つ
い
て
訴
え
る
裁

判
で
あ
り
必
ず
勝
利
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
今
後
、
各
単
組
を
は
じ
め
多

く
の
仲
間
へ
の
支
援
で
勝
利
に

向
け
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

に
対
し
、
管
理
職
や
人
事
課
に

対
し
て
改
善
を
求
め
た
が
、
ほ

と
ん
ど
対
応
さ
れ
る
こ
と
は
な

く
、
２
月
17
日
、
突
然
、
雇
止

め
を
通
告
さ
れ
た
。

　
労
働
組
合
と
し
て
継
続
雇
用

を
求
め
取
り
組
み
を
進
め
た

が
、
小
野
市
当
局
の
不
誠
実
な

態
度
は
変
わ
る
こ
と
な
く
、
今

回
の
提
訴
と
な
っ
た
。

　
県
本
部
は
、
自
治
労
本
部
中

央
委
員
会
に
お
い
て
、
尾
西
亮

か
ら
の
医
療
と
介
護
の
行
方

～
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と

　
衛
生
医
療
評
は
５
月
30
日
、

私
学
会
館
で
ナ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ

ン
を
開
催
し
、
約
80
人
が
参
加

し
た
。
ま
ず
、
但
馬
長
寿
の
郷

の
小
森
昌
彦
さ
ん
か
ら
「
こ
れ

チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
な
ど
パ
ワ

ハ
ラ
を
繰
り
返
さ
れ
た
。
こ
れ

　
小
野
市
の
い
じ
め
等
相
談
員

（
非
常
勤
嘱
託
職
員
）
と
し
て
働

い
て
き
た
組
合
員
が
パ
ワ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
を
訴
え
た
結
果
、

３
月
末
で
雇
止
め
と
な
っ
た
。

　
県
本
部
は
当
該
組
合
員
と
協

議
し
、
不
当
な
雇
止
め
の
撤
回

と
パ
ワ
ハ
ラ
被
害
へ
の
慰
謝
料

な
ど
を
求
め
、
６
月
２
日
、
神

戸
地
裁
へ
の
提
訴
を
行
っ
た
。

　
組
合
員
は
、
11
年
４
月
に
採

用
さ
れ
１
年
ご
と
の
更
新
を
繰

り
返
し
て
き
た
が
、
14
年
４
月

に
着
任
し
た
直
属
の
上
司
か
ら

大
声
で
怒
鳴
っ
た
り
、
離
籍

　
労
働
者
派
遣
法
と
労
働
基
準
法
改
悪

が
今
国
会
で
強
行
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
。

　「
派
遣
法
」
は
、
現
行
で
専

門
26
業
務
以
外
は
最
長
３
年
の

と
こ
ろ
、
全
業
務
一
律
に
３
年

と
す
る
一
方
、
労
働
組
合
等
の

意
見
を
聞
け
ば
（
同
意
は
不
要
）、
人

を
代
え
て
派
遣
労
働
者
を
使
い
続
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
同
じ
派
遣
労

働
者
を
、
事
業
所
内
で
「
課
」
を
替
え

れ
ば
継
続
で
き
る
。｢

多
様
な
働
き
方｣

「
派
遣
労
働
者
の
た
め
」
の
お
た
め
ご

か
し
で
、
ピ
ン
ハ
ネ
・
常
用
代
替
防
止

の
規
制
を
な
く
し
永
遠
に
派
遣
Ｏ
Ｋ
と

す
る
今
回
の
改
正
案
は
正
社
員
ゼ
ロ
・

生
涯
派
遣
法
案
だ
。

　
労
基
法
改
正
案
は
、
金
融
商
品
の
開

発
や
市
場
分
析
、
研
究
開
発
等
の
業
務

の
年
収
１
０
７
５
万
円
以
上
の
労
働
者

（
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
）
を
労

働
時
間
規
制
か
ら
外
し
、
ま
た
「
企
画

業
務
型
」
の
業
務
に
も
裁
量
労
働
制
を

広
げ
、
営
業
職
等
の
「
定
額
残
業
代
」

を
合
法
化
す
る
の
が
骨
子
。「
時
間
で

な
く
成
果
で
評
価
」
と
し
て
い
る
が
、

時
間
で
労
務
を
提
供
し
対
価
の
賃
金
を

受
け
る
と
い
う
雇
用
契
約
と
は
相
い
れ

ず
、
成
果
の
水
準
や
評
価
も
使
用
者
が

決
め
る
＝
残
業
代
ゼ
ロ
・
過
労
死
推
進

法
案
で
あ
る
。
し
か
も
対
象
範
囲
は
厚

生
労
働
省
令
で
決
め
る
た
め
、
容
易
に

対
象
が
拡
大
さ
れ
る
（
経
団
連
案
は
年

収
４
０
０
万
円
）。

　
両
法
に
よ
り
安
倍
政
権
の
「
世
界
一

企
業
が
活
動
し
や
す
い
国
」
が
実
現
す

る
一
方
、
少
数
の
正
規
労
働
者
は
残
業

代
ゼ
ロ
で
「
成
果
」
が
出
る
か
過
労
死

す
る
か
ま
で
働
か
さ
れ
、
激
増
す
る
派

遣
労
働
者
は
生
涯
派
遣
・
低
賃
金
と
な

る
。

　
両
法
案
は
、労
働
者
代
表
が
入
ら
ず
、

大
企
業
経
営
者
や
派
遣
事
業
経
営
者
が

構
成
員
の「
産
業
競
争
力
会
議
」や「
規

制
改
革
会
議
」
で
議
論
さ
れ
、
政
府
方

針
と
し
て
閣
議
決
定
、
政
労
使
三
者
構

成
の
労
働
政
策
審
議
会
で
の
労
働
者
側

の
反
対
を
無
視
し
て
法
案
化
、
日
本
弁

護
士
連
合
会
か
ら
も
「
Ｉ
Ｌ
Ｏ
原
則
違

反
」と
し
て
批
判
さ
れ
て
い
る
。

　
結
論
あ
り
き
で
都
合
の
い
い

メ
ン
バ
ー
を
集
め
、
都
合
の
い

い
方
針
を
閣
議
決
定
し
法
案

化
、
数
の
力
で
強
行
と
い
う
や
り
方
は

解
釈
改
憲
で
集
団
的
自
衛
権
を
容
認
し

戦
争
推
進
法
制
を
進
め
る
の
と
同
様

だ
。

　
安
倍
独
裁
政
権
も
労
働
法
制
改
悪
も

安
保
法
制
も
退
場
さ
せ
る
た
た
か
い
に

全
力
を
。

　
５
月
28
～
29
日
、
岩
手
県

で
開
催
さ
れ
た
本
部
第
１
４

９
回
中
央
委
員
会
で
、「
不

当
な
解
雇
は
許
さ
な
い
」と
、

小
野
裁
判
闘
争
へ
の
支
援
を

訴
え
る
尾
西
書
記
長
。
本
部

か
ら
は
、「
県
本
部
と
連
携

し
て
闘
争
を
支
援
す
る
」
と

の
答
弁
が
あ
っ
た
。

本
部
中
央
委
員
会
で
支
援
要
請

不
当
解
雇
の
撤
回
を

小野嘱託職員
首切り撤回闘争

パ
ワ
ハ
ラ
訴
え
た
ら
雇
止
め

６
月
２
日  

神
戸
地
裁
へ
提
訴地 域 医 療 の 確 保

人員増を市民アピール
2015ナースアクション

労
働
法
制
改
悪

強
行
採
択
を
許
さ
な
い

過
労
死
ま
で
働
か
さ
れ
る

新採組織化  同世代の声かけ
職場の後押しが大切

大丸前での訴え
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８日　ピースセミナー・労働法制改悪に抗す（私学会館）
11日　県本部福祉集会（共済会館）
16日　改正地公法に関する県本部単組代表者会議

（共済会館）
21日　第31回反核平和の火リレースタート（県庁前）
23日　公企評・防災意識と環境保全を向上するツアー
� （県広域防災センター他）

当面の日程

先
日
、
娘
の
通
う

高
校
で
学
校
祭

が
あ
っ
た
。
毎
年

こ
の
時
期
に
行
わ

れ
て
い
る
▼
高
校

2
年
生
の
展
示
の

テ
ー
マ
は
「
沖

縄
」。
4
月
に
沖
縄
に
修
学
旅

行
に
行
く
の
で
、
そ
こ
で
学
ん

で
き
た
こ
と
を
い
つ
も
発
表
し

て
い
る
▼
発
表
形
式
は
ポ
ス

タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
ブ
ー
ス

毎
に
オ
ス
プ
レ
イ
、
ガ
マ
、
ひ

め
ゆ
り
の
方
の
話
で
あ
っ
た

り
、
沖
縄
の
方
言
の
こ
と
を
発

表
し
て
い
た
。
4
日
間
と
い
う

日
程
で
の
学
び
だ
が
、
ガ
マ
に

実
際
に
入
っ
て
み
て
の
感
想
や

戦
争
体
験
の
話
を
聞
い
て
、
彼

ら
彼
女
ら
の
感
想
を
聞
い
た

が
、
17
歳
に
し
て
学
ん
で
き
た

こ
と
は
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
担

う
に
は
十
分
な
体
験
だ
っ
た
よ

う
だ
▼
こ
の
子
た
ち
が
来
年
の

参
議
院
選
挙
か
ら
選
挙
に
参
加

で
き
る
の
だ
が
、
し
っ
か
り
と

こ
の
修
学
旅
行
で
学
ん
だ
こ
と

を
基
礎
に
、
今
国
会
で
議
論
さ

れ
て
い
る
安
保
法
制
に
つ
い
て

も
、
も
う
少
し
学
習
を
深
め
な

が
ら
選
挙
に
参
加
し
て
ほ
し
い

も
の
だ
。�

（
ど
ら
）

食中毒に注意！

おやすみ漫

　
6
月
21
日
神
戸
・
東
遊
園
地

に
お
い
て
「『
集
団
的
自
衛
権

行
使
容
認
』
＆
『
特
定
秘
密
保

護
法
』
反
対
！
兵
庫
大
集
会
・

パ
レ
ー
ド
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　
こ
の
大
集
会
は
兵
庫
県
弁
護

士
会
が
呼
び
か
け
、各
種
団
体
・

労
働
組
合
・
市
民
な
ど
９
０
０

０
人
が
参
加
し
た
。

　
集
会
で
は
県
弁
護
士
会
の
幸

寺
覚
会
長
が
「
憲
法
に
違
反
し

て
い
る
安
保
関
連
法
案
廃
案
へ

一
致
団
結
し
て
頑
張
ろ
う
」
と

呼
び
か
け
た
。

　
講
演
を
行
な
っ
た
伊
藤
真
・

弁
護
士
は
、「
全
国
の
弁
護
士

会
が
反
対
の
声
を
あ
げ
、
95
％

以
上
の
憲
法
学
者
が
違
憲
と
声

を
あ
げ
て
い
る
。
憲
法
の
目

的
、
つ
く
ら
せ
た
の
は
、
国
民

に
自
由
と
人
権
を
も
た
ら
す
、

2
度
と
政
府
に
戦
争
さ
せ
な
い

た
め
。
憲
法
を
守
る
た
め
主
権

　
戦
争
法
案
に
つ
い
て
は
国
会
で
の
審
議
を
通
し
て
憲
法
違
反
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
憲
法
審
査
会
で
の
憲
法
学
者
全
員
の
違
憲
と
の
指
摘
、
国
会
前
集
会
や
包
囲
行
動
、

全
国
各
地
で
の
反
対
行
動
の
盛
り
上
が
り
に
よ
り
、
世
論
の
反
対
の
声
が
増
し
て
い
る
。
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
安
倍
政
権
は
95
日
間
も
の
国
会
会
期
の
延
長
を
行
な
い
戦
争
法
案
を
強

行
成
立
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
憲
法
９
条
を
解
釈
改
憲
し
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
容
認

す
る
戦
争
法
案
に
反
対
す
る
取
り
組
み
を
強
め
よ
う
。

　
県
本
部
は
、
６
月
10
日
、
公

営
競
技
職
場
の
オ
ル
グ
を
実
施

し
た
。

　
午
前
中
に
は
、
尼
崎
競
艇
労

組
（
尼
崎
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
）

を
訪
ね
、
単
組
よ
り
春
闘
・
一

時
金
交
渉
の
報
告
を
受
け
た
。

特
に
一
時
金
に
つ
い
て
、
昨
年

ま
で
の
経
緯
を
全
く
無
視
し
た

回
答
が
示
さ
れ
て
お
り
、
非
常

に
厳
し
い
た
た
か
い
と
な
っ
て

い
る
こ
と
が
訴
え
ら
れ
、
県
本

部
も
当
局
に
対
し
て
緊
急
の
申

し
入
れ
を
行
っ
た
。

　
午
後
に
は
阪
神
公
営
競
走
労

組
（
園
田
競
馬
場
）
に
移
動
し
、

単
組
よ
り
経
営
状
況
や
労
使
交

渉
課
題
の
報
告
を
受
け
る
と
と

も
に
、
松
谷
全
隆
県
競
馬
組
合

事
務
局
長
よ
り
競
馬
事
業
を
め

ぐ
る
環
境
の
説
明
を
受
け
た
。

　
両
場
と
も
最
大
の
課
題
は
売

上
金
の
向
上
、
労
働
条
件
や
場

の
存
続
に
も
影
響
す
る
こ
と
か

ら
積
極
的
な
取
り
組
み
が
望
ま

れ
、
県
本
部
役
職
員
も
売
り
上

げ
協
力
を
行
っ
た
。

　
県
本
部
は
６
月
12
日
を
ヤ
マ

場
に
ス
ト
を
配
置
し
て
夏
期
一

時
金
闘
争
に
取
り
組
ん
だ
。

　
阪
神
淡
路
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、

宝
塚
が
役
職
加
算
５
％
支
給
年

齢
を
２
歳
引
き
下
げ
、
尼
崎
嘱

託
は
、
確
定
時
に
積
み
残
し
た

人
勧
引
き
上
げ
分
０
・
０
６
月

を
勝
ち
取
っ
た
。
芦
屋
も
嘱
託

０
・
０
７
月
ア
ッ
プ
な
ど
を
確

認
し
た
。

　
播
磨
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
４
単
組

が
ス
ト
を
配
置
、
人
員
確
保
の

課
題
も
あ
わ
せ
て
交
渉
し
た
。

明
石
で
は
、
定
年
退
職
者
22
人

に
対
し
37
人
の
採
用
を
獲
得
。

高
砂
が
定
員
適
正
化
計
画
を
上

回
る
人
員
を
確
保
。
加
古
川
も

退
職
予
定
者
を
上
回
る
人
員
を

確
保
し
た
。
一
時
金
は
、
支
給

月
数
な
ど
条
例
を
上
回
る
回
答

を
得
た
単
組
は
な
か
っ
た
。

　
但
馬
丹
波
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
全

単
組
で
ブ
ロ
ッ
ク
統
一
要
求
書

を
提
出
し
、
交
渉
に
挑
ん
だ
。

朝
来
が
嘱
託
職
員
等
の
賃
金
表

整
備
と
一
時
金
支
給
を
勝
ち

取
っ
た
。

　
県
本
部
は
７
月
26
日
実
施
予

定
の
三
田
市
長
選
挙
に
立
候
補

を
予
定
し
て
い
る
元
県
会
議

員
（
組
織
内
）
の
芝
野
照
久
さ

ん
の
推
せ
ん
を
決
定
し
た
。
三

田
で
は
労
組
を
軽
視
し
た
姿
勢

が
続
い
て
お
り
、
何
と
し
て
も

負
け
ら
れ
な
い
た
た
か
い
で
あ

る
。

法
学
者
が
安
保
法
制
を
違
憲
と

い
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
潮
目
も

変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
国
会

で
多
数
を
取
れ
ば
何
を
や
っ
て

も
い
い
と
勘
違
い
し
て
い
る
政

権
の
暴
走
を
止
め
る
た
め
に
、

国
会
を
何
重
に
も
包
囲
し
て
大

き
な
反
対
の
声
を
上
げ
よ
う
」

と
締
め
た
。

　
集
会
の
後
、
奈
良
公
園
内
か

ら
Ｊ
Ｒ
奈
良
駅
前
ま
で
パ
レ
ー

ド
を
行
い
「
戦
争
反
対
、
憲
法

守
れ
」
と
市
民
、
観
光
客
に
訴

え
な
が
ら
行
進
し
た
。

加
者
が
「
イ
ケ
ン
」
と
書
い
た

ボ
ー
ド
や
手
書
き
の
ボ
ー
ド
を

掲
げ
、「
違
憲
の
法
律
つ
く
る
っ

て
？（
本
気
で
い
っ
て
ん
の

－

）」
「
自
衛
隊
戦
場
行
か
す
っ
て
？

（
本
気
で
い
っ
て
ん
の

－

）」
と

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
行
な
い

ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　
６
月
20
日
奈
良
県
文
化
会
館

に
お
い
て
「
戦
争
を
さ
せ
な
い

１
０
０
０
人
委
員
会
関
西
集

会
」
が
開
催
さ
れ
、
近
畿
各
地

か
ら
１
２
０
０
人
が
集
結
し

た
。
評
論
家
の
佐
高
信
さ
ん
か

ら
、「
安
倍
政
権
の
強
権
政
治

と
戦
争
法
案
を
止
め
よ
う
」
と

講
演
が
あ
り
「
国
会
で
議
論
さ

れ
て
い
る
安
全
保
障
関
連
法
案

は
明
ら
か
に
戦
争
法
案
で
あ

り
、
原
則
に
立
ち
戻
っ
て
戦
争

推
進
の
是
非
に
つ
い
て
議
論
す

る
べ
き
だ
。
１
人
ひ
と
り
が
こ

の
運
動
を
広
げ
て
い
こ
う
」
と

訴
え
た
。

　
集
会
ア
ピ
ー
ル
で
は
、「
憲

者
と
し
て
主
体
的
に
行
動
し
よ

う
。
憲
法
の
番
人
は
国
民
。
国

民
に
真
実
を
伝
え
な
い
秘
密
保

護
法
、
憲
法
違
反
の
集
団
的
自

衛
権
は
許
せ
な
い
。
安
倍
首
相

の
や
り
方
は
悪
徳
商
法
と
同
じ

だ
。
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い

で
し
っ
か
り
と
反
対
の
声
を
上

げ
続
け
よ
う
」
と
訴
え
た
。

　
集
会
後
の
パ
レ
ー
ド
で
は
参

戦争法反対 兵庫大集会

憲
法
の
番
人
は
国
民

三
宮
に
９
０
０
０
人

反
対
の
声
を
上
げ
よ
う

公営競技
オ ル グ

尼
崎
競
艇
に
緊
急
申
し
入
れ

嘱
託
一
時
金
の
改
善

退
職
上
回
る
採
用

夏
期
一
時
金
闘
争

７
月
26
日 

三
田
市
長
選

芝
野
照
久
さ
ん
を
推
せ
ん

9000人の市民らが集まり「戦争法反対」の声をあげた

安
倍
の
暴
走
ス
ト
ッ
プ

戦
争
さ
せ
な
い
１
０
０
０
人
委
関
西
集
会

講演を行う佐高さん
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〈
共
済
推
進
活
動
〉
三
角
全
労
済
自
治
労
共
済

本
部
常
務
執
行
委
員
が
「
共
済
活
動
を
活
用
し

た
組
織
の
強
化
」
に
つ
い
て
講
演
。
助
け
合
う

こ
と
か
ら
労
働
組
合
が
誕
生
し
た
歴
史
（
労
働

金
庫
・
全
労
済
の
誕
生
）か
ら
は
じ
ま
り
、生
保
・

損
保
を
取
り
巻
く
状
況
、
共
済
の
必
要
性
・
優

位
性
を
説
明
し
た
。「
組
合
員
の
幸
せ
を
守
る

こ
と
が
組
織
強

化
・
加
入
推
進

に
つ
な
が
る
」

と
ま
と
め
た
。

　
意
見
交
換
で
は
、「
組
合
ニ
ュ
ー
ス
を
活
用

し
制
度
周
知
は
行
っ
て
い
る
が
、
学
習
会
等
の

開
催
は
十
分
に
で
き
て
い
な
い
」
と
の
現
状
が

複
数
単
組
か
ら
出
さ
れ
た
。
新
規
採
用
職
員
向

け
に
説
明
会
を
実
施
し
て
い
る
単
組
で
も
、「
説

明
だ
け
に
終
わ
り
加
入
に
結
び
つ
い
て
い
な

い
」
と
の
状
況
に
あ

り
、
加
入
推
進
の
方

法
が
課
題
と
確
認
し

た
。

　
質
疑
で
は
、
各
種

共
済
の
口
座
振
替
の

制
度
の
導
入
や
保
証

相
談
の
実
施
、

説
明
会
等
で
の

軽
食
の
提
供
な

ど
の
要
望
が
出
さ
れ
た
。

　
全
労
済
自
治
労
共
済
本
部
県
支
部
の
西
田
事

務
局
長
が
、「
説
明
会
に
つ
い
て
は
、
担
当
が

お
伺
い
す
る
し
、課
題
の
共
有
も
は
か
り
た
い
。

軽
食
の
提
供
に
つ
い
て
は
開
催
主
旨
が
明
確
で

あ
れ
ば
問
題
は
な
い
の
で
検
討
し
て
い
く
」
と

ま
と
め
た
。�
お
わ
り

〈
組
織
拡
大
に
向
け
た
課
題
〉
14
人
が
参
加
し

た
。
冒
頭
、
大
阪
府
本
部
配
置
の
都
留
オ
ル
グ

が
労
働
組
合
組
織
化
の
意
義
を
提
起
し
た
。「
労

使
対
等
」
と
い
う
が
、
労
働
者
は
組
織
さ
れ
て

は
じ
め
て
使
用

者
と
対
等
に
わ

た
り
あ
え
る
と

強
調
し
た
都
留
さ
ん
は
、「
職
場
や
社
会
の
民

主
化
に
と
っ
て
も
労
組
は
重
要
」
と
し
た
。
ま

た
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
販
売
業
で
は
非
正
規
が
大

半
と
な
っ
て
い
る
現
実
に
ふ
れ
、「
企
業
内
組

合
の
日
本
だ
か
ら
こ
そ
、
組
織
率
が
問
わ
れ

る
」
と
組
織
化
の
必
要
性
を
訴
え
た
。
労
働
契

約
で
は
な
く
「
任
用
」
で
あ
る
公
務
職
場
の
特

殊
性
に
も
言
及
し
、「
労

働
条
件
に
関
す
る
限
り

『
管
理
運
営
事
項
』
を

理
由
に
交
渉
拒
否
は
で

き
な
い
」と
説
明
し
た
。

　
交
流
は
、
①
再
任
用

②
非
正
規
③
社
会
福
祉

協
議
会
、
そ
れ

ぞ
れ
の
組
織
化

に
つ
い
て
行
っ

た
。
①
で
は
、
共
済
活
動
と
あ
わ
せ
て
組
織
化

を
行
っ
て
い
る
事
例
や
一
時
金
や
休
暇
で
の
処

遇
改
善
が
報
告
さ
れ
た
。
②
で
は
、「
組
織
化
し

た
い
が
う
ま
く
い
か
な
い
」
と
い
っ
た
声
が
出

さ
れ
、
都
留
さ
ん
か
ら
は
、「
当
事
者
の
思
い

を
聞
く
こ
と
か
ら
」
と
助
言
が
あ
っ
た
。
③
は
、

当
面
の
組
織
対
象
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

反
行
革

組
織
集
会

分
科
会
報
告
③

　
社
会
福
祉
評
議
会
は
第
32
回

保
育
を
考
え
る
つ
ど
い
を
６
月

14
日
、
た
つ
の
市
赤
と
ん
ぼ
文

化
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
た
。

　「
絵
本
の
チ
カ
ラ~

子
ど
も

だ
け
で
な
く
大
人
に
も
な
ぜ

『
効
く
』
の
か
？
」
と
題
し
て
、

絵
本
ソ
ム
リ
エ
の
岡
田
達
信
さ

ん
（
絵
本
セ
ラ
ピ
ス
ト
協
会
代

表
）
が
講
演
を
行
っ
た
。
参
加

者
か
ら
は
、「
普
段
は
絵
本
を

読
む
方
。
読
ん
で
も
ら
う
と
、

こ
ん
な
に
ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ

す
る
な
ん
て
」
等
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
た
。

　
当
面
の
取
り
組
み
で
は
、
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
制
度
に
つ

い
て
、
対
応
が
必
要
な
課
題
を

当
局
・
議
会
に
要
請
す
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
５
分
科
会
に
分

か
れ
交
流
。
職
場
改
善
の
分
科

会
で
は
、「
同
じ
職
場
で
労
働

条
件
の
違
う
職
員
が
一
緒
に
働

く
こ
と
の
難
し
さ
を
改
め
て
感

じ
た
」等
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
６
月
13
日
、
佐
用
町
内
で
行

わ
れ
た
第
37
回
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
は
、
地
元
佐
用
が

初
優
勝
し
た
。

　
決
勝
戦
は
、
初
め
て
決
勝
に

駒
を
進
め
た
豊
岡
病
院
と
佐
用

が
激
突
。
セ
ッ
ト
カ
ウ
ン
ト
２

－

１
の
激
戦
を
制
し
た
。

　
近
年
の
新
規
採
用
の
影
響
で

選
手
の
平
均
年
齢
も
若
く
、
切

れ
の
あ
る
左
右
の
ア
タ
ッ
ク
で

他
チ
ー
ム
を
圧
倒
し
た
。
キ
ャ

プ
テ
ン
の
山
田
真
里
枝
さ
ん

は
、「
初
優
勝
で
き
て
よ
か
っ

た
。
週
２
回
の
練
習
を
こ
な
し

た
成
果
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

　
野
球
大
会
は
6
月
20
、
24
日

西
宮
市
で
10
チ
ー
ム
（
県
職
労

県
庁
・
神
戸
交
通
・
宝
塚
・
三
田
・

西
宮
水
労
・
加
古
川
・
上
郡
・
豊

岡
病
院
・
八
鹿
病
院
・
篠
山
）
が

参
加
し
開
催
さ
れ
た
。

　
決
勝
戦
の
加
古
川
対
篠
山
は

７
回
裏
に
篠
山
が
追
い
つ
き
延

長
戦
。
８
回
表
に
加
古
川
が
１

点
を
取
っ
た
が
そ
の
裏
に
篠
山

が
２
点
を
取
り
逆
転
サ
ヨ
ナ
ラ

で
２
年
連
続
の
優
勝
を
飾
っ
た
。

　
８
月
の
近
畿
地
連
大
会
に

は
、
篠
山
・
加
古
川
と
昨
年
優

勝
の
神
戸
市
従
の
3
チ
ー
ム
が

参
加
す
る
。
健
闘
を
。

読んでもらうとドキドキ

保育を考えるつどい

「
絵
本
の
力
」を
学
ぶ

分
科
会
で
は
職
場
実
態
も
交
流

社
協
の
組
織
化
が
課
題

周
知
に
終
わ
ら
ず
内
容
説
明
を

佐用が初優勝

保育を考えるつどいには3１2人が参加した。写真は講演を行う岡田さん

バ
レ
ー

県本部スポーツ大会

サヨナラで篠山がＶ野
球

盗塁した篠山

アタックする佐用
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21日　第31回反核平和の火リレー出発式（県庁前）

23日　防災意識と環境保全を向上するツアー（三木市）

27日　県本部第12回執行委員会

28日　2015人勧期7.28中央行動

当面の日程

先
日
こ
ん
な
話
を

聞
い
た
。
沖
縄
辺

野
古
新
基
地
建
設

を
め
ぐ
っ
て
反
対

の
座
り
込
み
を
し

て
き
た
組
合
員
の

話
だ
▼
座
り
込
み

の
間
に
目
が
合
っ
た
高
校
生

に
、
な
ぜ
参
加
し
た
か
を
尋
ね

よ
う
と
し
た
ら
、
反
対
に
同
じ

質
問
を
さ
れ
た
そ
う
だ
。
高

校
生
に
よ
れ
ば
親
に
旅
費
を

出
し
て
も
ら
っ
た
が
、「
変
な

子
」
と
言
わ
れ
、
学
校
で
は
政

治
・
沖
縄
の
話
を
し
て
は
浮
い

て
い
る
状
況
だ
そ
う
だ
。
組
合

員
も
「
私
も
職
場
で
浮
い
て
い

る
」
と
い
う
▼
職
場
で
、
年
休

を
取
る
だ
け
で
、
就
業
時
間
通

り
帰
る
だ
け
で
変
わ
っ
て
い
る

人
。
も
ち
ろ
ん
、
沖
縄
の
今
回

の
座
り
込
み
な
ど
は
知
れ
ば
、

「
や
っ
ぱ
り
ね
」
と
太
鼓
判
が

付
き
そ
う
だ
▼
憲
法
9
条
で
戦

後
70
年
、
な
ん
と
か
平
和
が
守

ら
れ
て
き
た
し
、
こ
れ
か
ら
も

守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

こ
は
正
念
場
、「
変
な
子
。
変

な
大
人
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
は

正
し
い
の
だ
と
、
大
い
に
胸
を

は
っ
て
集
団
的
自
衛
権
行
使
容

認
反
対
、
そ
し
て
辺
野
古
新
基

地
建
設
反
対
と
叫
ぼ
う
。
　
○さ
さ

「なんでやねん」

吉 田 ノ ボ

　
県
本
部
は
第
１
９
８
回
中
央
委
員
会
を
6
月
26
日
、三
田
キ
ッ
ピ
ー
モ
ー
ル
で
開
催
し
た
。

冒
頭
、
森
蔭
守
委
員
長
は
、「
安
倍
政
権
は
、
労
働
者
派
遣
法
の
改
悪
や
、
安
全
保
障
関
連

法
を
強
行
成
立
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、反
対
運
動
を
広
げ
阻
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

来
年
の
参
議
院
選
挙
は
組
織
内
の
え
さ
き
た
か
し
必
勝
に
向
け
取
り
組
み
強
化
を
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。
ま
た
、7
月
26
日
に
投
開
票
が
行
わ
れ
る
三
田
市
長
選
挙
に
立
候
補
予
定
の「
し

ば
の
照
久
」
さ
ん
（
三
田
市
職
労
出
身
）
が
決
意
表
明
を
行
っ
た
。　憲法学者の反対、地方議会での意見書、

世論調査でも反対多数の戦争法案。にも
かかわらず安倍政権は強行採決の動きを
強めている。７月９～ 10日の「戦争法反
対！国会前連続座り込み行動」には、県
本部から８人が参加した。引き続き13日
から国会前座り込み、大集会・請願デモ
が実施される。中央、各地での行動に結
集し、戦争案を止めよう。

　
報
告
の
部
で
は
、
加
西
市

職
か
ら
西
村
加
西
市
長
選
挙
勝

利
の
お
礼
と
公
契
約
条
例
制
定

の
取
り
組
み
、
明
石
市
職
労
か

ら
永
井
明
石
市
議
会
選
挙
勝
利

の
お
礼
と
ア
ス
ベ
ス
ト
中
皮
腫

公
務
災
害
認
定
闘
争
へ
の
支
援

要
請
、
尼
崎
交
通
労
組
か
ら
バ

ス
民
営
化
に
伴
い
無
責
任
な
対

応
に
終
始
す
る
当
局
に
対
す
る

交
渉
支
援
要
請
な
ど
の
発
言
が

あ
っ
た
。
そ
の
後
、
一
般
経
過

報
告
、
第
3
四
半
期
決
算
報
告・

同
会
計
決
算
監
査
報
告
は
承
認

さ
れ
た
。

　
協
議
の
部
で
は
、
神
河
町
職

か
ら
上
野
県
会
議
員
当
選
の
お

礼
と
人
員
確
保
闘
争
の
取
り
組

み
、
洲
本
市
職
労
か
ら
阪
淡
ブ

ロ
ッ
ク
で
の
新
入
組
合
員
加
入

の
取
り
組
み
、
三
田
市
職
労
か

ら
三
田
市
長
選
へ
の
支
援
要
請

と
専
従
役
職
員
賃
金
改
善
支
持

の
発
言
が
あ
っ
た
。
ま
た
特
別

報
告
と
し
て
、
パ
ワ
ハ
ラ
を
受

け
雇
用
止
め
さ
れ
た
小
野
市
の

元
相
談
員
か
ら
、
再
任
用
な
ど

を
求
め
て
裁
判
闘
争
に
臨
む
決

意
表
明
を
受
け
た
。
執
行
部
答

弁
の
後
、「
春
闘
中
間
総
括
」「
当

面
の
闘
争
方
針
」「
組
合
費
の

見
通
し
」「
専
従
役
職
員
の
賃

金
等
に
関
す
る
規
程
の
改
正
」

「
選
挙
委
員
会
の
設
置
」
な
ど

5
議
案
は
承
認
さ
れ
た
。

　
中
央
委
員
会
で
は
、
小
野
闘

争
の
原
告
が
決
意
を
述
べ
た
。

　
原
告
は
、「
日
々
の
パ
ワ
ハ

ラ
に
も
耐
え
、
遅
刻
も
な
く
働

い
て
き
た
私
た
ち
を
雇
用
止
め

に
し
た
小
野
市
当
局
は
、
賃
金

額
を
引
き
上
げ
て
次
を
募
集
し

て
い
る
。
ど
こ
ま
で
も
私
た
ち

の
人
権
を
踏
み
に
じ
っ
て
い

る
。
絶
対
に
負
け
た
く
な
い
裁

判
闘
争
。
み
な
さ
ん
の
支
援
を

お
願
い
し
ま
す
」
と
訴
え
た
。

　
尼
崎
競
艇
労
組
の
一
時
金
交

渉
は
、
15
春
闘
期
に
要
求
書
を

提
出
し
、
断
続
的
に
交
渉
を
進

め
て
き
た
が
、
年
間
協
定
日
数

に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
労
使

交
渉
を
全
く
無
視
し
、
支
給
日

数
を
引
き
下
げ
る
た
め
に
新
た

な
計
算
方
法
を
持
ち
出
す
と
い

う
回
答
が
示
さ
れ
た
。

　
同
労
組
は
、
納
得
で
き
る
回

答
が
示
さ
れ
る
ま
で
6
月
30
日

の
一
時
金
支
給
日
に
こ
だ
わ
ら

ず
た
た
か
い
を
継
続
す
る
こ
と

を
決
意
し
、
回
答
の
修
正
を
求

め
取
り
組
み
を
進
め
た
。
県
本

部
も
6
月
10
日
、
20
日
に
抗
議

申
し
入
れ
を
行
い
、
誠
意
あ
る

回
答
を
強
く
求
め
た

　
一
時
金
支
給
に
向
け
た
ギ
リ

ギ
リ
の
日
程
で
あ
る
6
月
22
日

に
昨
年
並
み
の
回
答
が
示
さ
れ

る
と
と
も
に
、
こ
の
間
、
労
使

間
の
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
「
定

限
年
齢
の
延
長
及
び
再
雇
用
制

度
の
新
設
の
前
向
き
な
協
議
」

な
ど
一
定
の
前
進
回
答
が
示
さ

れ
妥
結
に
い
た
っ
た
。

　
不
誠
実
な
当
局
に
対
し
、
組

合
員
一
丸
と
な
っ
た
た
た
か
い

に
よ
り
一
定
の
回
答
が
示
さ
れ

た
が
、
来
年
度
以
降
も
厳
し
い

た
た
か
い
が
予
想
さ
れ
る
。
同

労
組
は
、
さ
ら
な
る
団
結
強
化

を
決
意
し
て
い
る
。

　
憲
法
ひ
ょ
う
ご
が
主
催
す
る

第
6
回
ピ
ー
ス
・
セ
ミ
ナ
ー
が

7
月
8
日
、
私
学
会
館
で
行
わ

れ
た
。
労
働
者
派
遣
法
改
悪
が

国
会
で
審
議
さ
れ
て
い
る
中
、

「
労
働
法
改
悪
の
問
題
点
」
と

題
し
て
上
原
康
夫
弁
護
士
か
ら

問
題
提
起
を
受
け
た
。

　「
労
働
法
制
の
背
景
に
は
、

生
存
権
や
労
働
基
本
権
と
い
っ

た
憲
法
が
あ
る
」
と
切
り
出
し

た
上
原
さ
ん
は
、「
安
倍
首
相

は
岩
盤
規
制
を
取
っ
払
う
と
い

う
が
、
労
働
者
の
人
権
は
抜
き

だ
」
と
指
摘
し
た
。

　
派
遣
法
で
は
、
民
主
党
政
権

時
の
改
正
（
15
年
10
月
施
行
）

を
目
前
に
、「
派
遣
契
約
を
常

態
化
す
る
規
制
緩
和
を
進
め
よ

う
と
し
て
い
る
」と
説
明
し
た
。

　
労
働
時
間
規
制
緩
和
の
動
き

で
は
、「
労
働
を
時
間
で
は
な

く
成
果
で
評
価
す
る
こ
と
は
、

産
業
革
命
以
前
の
社
会
に
引
き

戻
す
こ
と
」
と
批
判
。「
長
時

間
労
働
の
蔓
延
は
、
労
働
者
か

ら
人
生
の
豊
か
さ
と
社
会
参
加

の
権
利
を
奪
う
こ
と
だ
」
と
ま

と
め
た
。

第31回

反核平和の火リレー
平和の火を走りつなごう

7月21日（月）県庁前出発

　青年女性が「平和の火」を走
りつなぐ反核平和の火リレーが
7月21日～ 8月10日の日程で行
われる。
　戦争につながる動きに反対の
声をあげよう。

人員確保の取り組み報告を行う児島さん
●上新入組合員対策を報告する山西さん

戦
争
法
、労
働
法
改
悪
を
阻
止

し
ば
の
照
久 

必
勝
へ
支
持
拡
大

人
権
踏
み
に
じ
ら
れ
た

絶
対
負
け
た
く
な
い

原
告
が
決
意

尼崎競艇労組

不
当
提
案
を
撤
回

一
時
金
交
渉
が
大
綱
妥
結

長
時
間
労
働
の
蔓
延
は

人
生
の
豊
か
さ
奪
う

労
働
法
改
正
で
セ
ミ
ナ
ー

第198回中央委員会

三
田
市
長
選

戦争法
反 対 国会前で連日行動
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自
治
労
は
人
事
評
価
制
度
全

国
交
流
集
会
を
6
月
29
～
30
日

に
大
阪
で
開
催
し
た
。

　
本
部
か
ら
、
人
事
評
価
制
度

に
関
す
る
調
査
結
果
の
分
析
や

制
度
導
入
に
対
す
る
取
り
組
み

の
提
起
を
受
け
た
後
、
各
単
組

か
ら
の
報
告
や
対
応
策
に
つ
い

て
交
流
を
進
め
た
。

　
川
崎
市
職
労
の
事
例
で
は
、

導
入
は
避
け
ら
れ
な
い
状
況
の

中
で
、
組
合
と
し
て
賃
金
決
定

の
設
計
か
ら
運
用
・
苦
情
処
理

等
ま
で
積
極
的
に
関
与
し
制
度

を
つ
く
り
上
げ
、
納
得
性
・
透

明
性
の
向
上
な
ど
で
一
定
、
評

価
制
度
が
定
着
し
て
い
る
と
の

報
告
が
あ
っ
た
。

　
町
田
市
職
労
か
ら
は
、
一
方

的
に
人
事
考
課
制
度
を
処
遇
に

反
映
す
る
と
の
発
表
が
あ
っ
た

が
、
組
合
の
取
り
組
み
に
よ
り

「
4
原
則
2
要
件
」
を
確
約
さ

せ
処
遇
反
映
に
合
意
し
た
。
し

か
し
、
人
材
育
成
と
か
け
離
れ

た
運
用
も
あ
り
、
開
示
請
求
を

活
用
し
な
が
ら
適
切
な
運
用
を

求
め
取
り
組
ん
で
い
る
と
の
報

告
が
あ
っ
た
。

　
議
論
で
は
、
民
間
で
も
人
事

評
価
導
入
が
見
直
さ
れ
て
い
る

中
、
地
公
で
実
施
す
る
必
要
が

あ
る
の
か
。
処
遇
に
反
映
さ
せ

ず
人
材
育
成
に
と
ど
め
る
べ

き
。
評
価
は
管
理
職
に
と
ど
め

全
職
員
に
ま
で
導
入
さ
せ
な
い

と
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
県
本
部
も
16
日
に
単
組
代
表

者
会
議
を
開
催
し
、
人
事
評
価

な
ど
改
正
地
公
法
に
対
す
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
方
針
を
確
認

す
る
。

　阪神淡路ブロック水道部
会は、6月27日に宝塚市武田
尾「亦楽山荘」で、ボラン
ティアグループ「櫻守の会」
とともに、「桜の園下草刈り」
活動を行っ
た。
　この活動
は、健全な
水循環に里
山の環境が
果たす役割
を学ぶ場と
して、水道部会が毎年行っ
ているもの。
　JR武田尾駅に集合した５
単組14人が、ハイキングコー
スである廃線跡歩道を15分
ほど入った「桜の園」で４
班に分かれ作業を行った。

　「
労
働
組
合
の
基
礎
を
学
ぶ
」

こ
と
を
目
標
に
県
本
部
は
7
月

3
～
4
日
、
第
25
期
労
働
学
校

を
開
催
し
た
。「
労
働
組
合
は

何
の
た
め
に
あ
る
の
？
」
な
ど

5
つ
の
講
義
で
学
習
し
た
。

　
参
加
者
は
青
年
女
性
や
新
た

に
執
行
部
入
り
し
た
組
合
員
ら

30
人
、
内
10
人
が
終
了
（
全
講

義
受
講
）
し
た
。

　
開
校
に
あ
た
り
尾
西
亮
太
郎

運
営
委
員
長
は
、「
働
く
者
の

立
場
で
声
を
あ
げ
ら
れ
る
の
は

労
働
組
合
だ
け
。
基
礎
を
学
ぶ

と
同
時
に
交
流
も
深
め
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
1
日
目
は
、
①
労
働
組
合
②

賃
金
の
基
礎
を
学
び
、
そ
の
後

グ
ル
ー
プ
交
流
を
行
っ
た
。

　
単
組
で
は
、「
組
合
の
活
動

に
参
加
し
て
く
れ
な
い
」
と

の
悩
み
を
抱
え
て
い
る
こ
と

か
ら
、
2
日
目
は
レ
ー
ベ
ン
企

画
の
南
雲
聡
樹
さ
ん
を
講
師

に
「
組
合
員
は
何
を
考
え
て
い

る
？
企
画
・
運
営
の
ヒ
ン
ト
」

と
題
す
る
講
義
を
実
施
。
元
江

戸
川
区
職
労
書
記
長
だ
っ
た
南

雲
さ
ん
は
、
組
合
を
通
し
て
自

身
が
企
画
し
た
コ
メ
の
斡
旋
や

産
地
へ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど

を
紹
介
し
た
。
そ
の
後
グ
ル
ー

プ
で
「
組
合
イ
ベ
ン
ト
企
画
」

を
考
え
た
。「
サ
バ
イ
バ
ル
ツ

ア
ー
」
や
「
男
の
料
理
大
会
」

な
ど
が
出
さ
れ
、
南
雲
さ
ん
は

「
組
合
活
動
は
も
っ
と
自
由
に

で
き
る
。
運
営
を
通
し
て
活
動

の
楽
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
大

切
」
と
ま
と
め
た
。

　
県
本
部
は
6
月
23
日
、「
パ

ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
を
テ
ー

マ
に
15
労
働
安
全
衛
生
集
会
を

開
催
し
た
。

　
冒
頭
、
宮
本
誠
之
推
進
委
員

長
は
、「
労
働
安
全
衛
生
法
は

私
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
武
器

に
な
る
。
し
か
し
継
続
的
な
取

り
組
み
が
し
難
い
状
況
。
本
日

を
機
会
に
単
組
で
の
取
り
組
み

強
化
を
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
明
石
市
職
労
の
大
岡
久
典
委

員
長
よ
り
、
中
皮
腫
発
症
に
か

か
る
公
務
災
害
認
定
闘
争
の
取

り
組
み
の
報
告
を
受
け
た
。

　
講
演
は
、
㈱
ア
ト
リ
エ
エ
ム

の
三
木
啓
子
さ
ん
が
「
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
防
止
に
向
け
た
取
り

組
み
」
と
し
て
実
施
。
パ
ワ
ハ

ラ
や
セ
ク
ハ
ラ
の
定
義
や
事
例

の
解
説
、相
談
の
受
け
方
で
は
、

相
談
者
の
気
持
ち
が
重
要
で
あ

り
、
初
期
対
応
の
重
要
性
や
相

談
者
が
安
心
し
て
相
談
で
き
る

窓
口
づ
く
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
保
護
な
ど
を
強
調
し
た
。

第4講義で発表を行う受講生

講演を行う三木さん

第25期労働学校

運
営
通
し
て
楽
し
さ
を
実
感
し
よ
う

組
合
の
企
画
は
自
由
に

里山の保全に汗

健
全
な
水
循
環
へ

阪
淡
ブ
ロ
ッ
ク

水
道
部
会

人
事
評
価
へ
の
対
応
交
流

評
価
の
活
用
は
交
渉
事
項

県
本
部
労
安
集
会

相談者の立場で
初期対応が重要
ハラスメント対策で学習
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３～４日　近畿地連スポーツ大会（尼崎・伊丹）

７～８日　県本部現評総会・各種集会（神戸・舞子ビラ）

11日　　県本部公立病院対策会議（県本部）

12日　　県本部拡大青年・女性部長会議（共済会館）

当面の日程

「
安
全
保
障
関
連

法
案
」
が
７
月
15

日
衆
議
院
で
強
行

採
決
さ
れ
た
。
多

く
の
憲
法
学
者
が

「
違
憲
」
と
し
て

い
る
法
案
は
何
と

し
て
も
廃
案
に
追
い
込
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
▼
こ
こ
は
「
国

際
貢
献
」
の
名
の
も
と
に
戦
争

に
加
担
す
る
こ
と
に
つ
い
て
考

え
て
み
る
▼
「
イ
ラ
ク
派
遣
内

部
報
告
書
」
に
よ
る
と
、
現
地

は
「
純
然
た
る
軍
事
作
戦
」
と

指
摘
す
る
な
ど
緊
迫
し
た
状
況

だ
っ
た
。
帰
国
後
自
殺
し
た
自

衛
隊
員
は
29
人
と
い
う
▼
こ
れ

ま
で
戦
闘
で
死
亡
し
た
隊
員
は

１
人
も
い
な
い
と
い
う
が
、「
戦

争
法
案
」
が
成
立
す
れ
ば
殉
職

者
も
で
る
だ
ろ
う
▼
Ｐ
Ｋ
Ｏ
で

武
装
解
除
を
指
揮
し
た
伊
勢
崎

賢
治
氏
は
、自
衛
隊
は
既
に「
海

外
で
人
を
殺
さ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
一
歩
手
前
ま
で
追
い
込
ま

れ
て
い
る
」
と
し
た
上
で
、「
国

連
軍
事
監
視
団
な
ど
非
武
装
だ

か
ら
こ
そ
で
き
る
世
界
貢
献
が

あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
▼
国
際

貢
献
と
い
う
な
ら
ば
、
戦
争
に

加
担
し
な
い
方
策
を「
想
像
力
」

を
も
っ
て
議
論
し
て
い
く
と
き

だ
ろ
う
。（
誠
）

地  球  人

権
者
と
し
て
積
極
的
に
声
を
あ

げ
て
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
」
と
熱
く
訴
え
た
。

交
渉
を
拒
否
で
き
な
い
。
給
料

表
の
級
と
職
務
と
の
関
係
に
変

化
が
な
い
た
め
、
現
在
の
関
係

を
条
例
化
す
れ
ば
よ
い
。

　
企
業
職
員
、
技
能
労
務
職
員

に
つ
い
て
は
、
条
例
化
お
よ
び

等
級
ご
と
の
職
員
数
の
公
表
は

適
用
除
外
で
あ
る
。

な
い
。
職
員
の
人
材
育
成
・
能

力
発
揮
を
促
す
こ
と
を
目
的
と

し
、
信
頼
性
が
確
立
し
な
い
限

り
賃
金
へ
の
反
映
を
さ
せ
な
い

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

等
級
別
基
準
職
務
表
の
条
例
化

　
等
級
別
基
準
表
は
法
律
上
も

勤
務
条
件
に
該
当
し
、
当
局
は

保
と
制
度
の
信
頼
性
が
確
立
し

な
い
限
り
、
賃
金
へ
の
反
映
に

は
反
対
の
取
り
組
み
を
進
め
る
。

　
人
事
評
価
結
果
の
活
用
に
つ

い
て
は
、
交
渉
事
項
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
こ
と
。
ま
た
、

導
入
に
際
し
て
は
、
拙
速
を
避

け
、
十
分
な
試
行
期
間
を
確
保

す
る
こ
と
な
ど
が
大
切
で
あ
る
。

　
特
に
、
人
事
評
価
制
度
は
、

総
人
件
費
削
減
を
目
的
と
さ
せ

　
県
本
部
は
７
月
16
日
、
人
事
評
価
制
度
へ
の
対
応
な
ど
改

正
地
方
公
務
員
法
に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
単
組
代

表
者
会
議
を
開
催
し
た
。
当
日
は
本
部
よ
り
森
本
総
合
労
働

条
件
局
長
を
招
き
、「
単
組
交
渉
指
針
、
総
務
省
の
等
級
別

基
準
職
務
表
の
条
例
化
及
び
職
員
数
の
公
表
に
対
す
る
対
応

方
針
」
に
つ
い
て
提
起
を
受
け
た
。
服
部
副
委
員
長
が
調
査

結
果
を
踏
ま
え
県
本
部
方
針
を
提
起
し
た
。

人
事
評
価
制
度
に
関
わ
る
単
組

交
渉
指
針

　
自
治
労
は
、
人
事
評
価
制
度

導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
設
計
段

階
か
ら
労
働
組
合
と
の
十
分
な

協
議
と
合
意
、
４
原
則
（
公
平・

公
正
、
透
明
、
客
観
、
納
得
）

２
要
件
（
労
働
組
合
の
関
与
、

苦
情
解
決
制
度
の
構
築
）
の
担

　
安
倍
政
権
は
７
月
15
日
、
集

団
的
自
衛
権
の
行
使
に
関
す
る

憲
法
解
釈
を
ね
じ
曲
げ
、
憲
法

違
反
の「
安
全
保
障
関
連
法
案
」

を
衆
議
院
に
お
い
て
強
行
採
決

し
た
。

　
県
本
部
は
、
こ
れ
ま
で
「
戦

争
を
さ
せ
な
い
１
０
０
０
人
委

員
会
」
や
各
団
体
と
連
携
し
な

が
ら
「
戦
争
法
案
」
反
対
の
取

り
組
み
を
進
め
て
き
た
が
、
引

き
続
き
運
動
を
強
化
す
る
。
７

月
28
日
に
は
、
東
京
で
大
規
模

の
抗
議
集
会
が
開
か
れ
、
県
内

に
お
い
て
も
各
駅
で
の
街
頭
行

動
や
各
地
区
で
抗
議
集
会
・
行

動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
世
論
の
多
く
は
、
今
国
会
で

の
成
立
に
反
対
で
あ
り
、
憲
法

学
者
は
85.2
％
が
戦
争
法
案
は

違
憲
と
し
、
12.7
％
が
違
憲
の
疑

い
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
学
者

や
青
年
が
運
動
に
参
画
す
る
な

ど
「
流
れ
」
は
変
わ
り
つ
つ
あ

る
。「
戦
争
法
案
」
廃
案
め
ざ

し
て
各
単
組
、
各
地
域
で
取
り

組
み
を
強
化
し
て
い
こ
う
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
ひ
ょ
う
ご
は
7

月
5
日
神
戸
で
総
会
を
開
催
、

戦
争
法
案
反
対
、
辺
野
古
新
基

地
建
設
阻
止
、
脱
原
発
の
取
り

組
み
強
化
を
確
認
。
総
会
終
了

後
は
飯
島
慈
明
・
名
古
屋
学
院

大
学
準
教
授
を
講
師
に
学
習
会

を
開
催
し
た
。

　
飯
島
さ
ん
は
、「
安
倍
首
相

が
め
ざ
す
の
は
海
外
で
の
武
力

行
使
、
戦
争
が
可
能
な
国
。
憲

法
違
反
の
戦
争
法
案
は
世
界
中

で
自
衛
隊
が
活
動
、
日
本
が
攻

撃
さ
れ
て
い
な
い
の
に
武
力
行

使
、
武
器
の
使
用
を
可
能
に
す

る
。
再
び
海
外
で
戦
争
の
で
き

る
国
に
し
て
も
良
い
の
か
。
主

評価の活用は交渉事項

単組代表者会議

信
頼
性
の
確
立
が
肝
要

人
事
評
価
の
対
応
を
意
思
統
一

「
戦
争
法
」は
廃
案
に
強
行
採
決
に

各
地
で
抗
議

安倍首相の暴走
全力で止めよう
7月5日、平和フォーラム総会

戦争法案阻止へ国会前座り込み

改正地公法に対する取り組みを協議
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県
本
部
社
会
福
祉
評
議
会
は

７
月
11
日
共
済
会
館
に
お
い
て

55
人
の
参
加
で
福
祉
集
会
を
開

催
し
た
。

　
元
釧
路
市
職
員
の
櫛
部
武
俊

さ
ん
を
講
師
に
「
生
活
困
窮
者

支
援
『
釧
路
方
式
』
誕
生
の
秘

密
」
の
講
演
を
受
け
た
。

　
櫛
部
さ
ん
は
在
職
中
の
ほ
と

ん
ど
を
社
会
福
祉
職
場
に
携
わ

り
、
現
在
は
釧
路
社
会
的
企
業

創
造
協
議
会
で
、
生
活
保
護
制

度
と
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法

が
地
続
き
と
な
っ
て
、
誰
も
が

助
け
て
！
と
言
え
る
地
域
を
め

ざ
し
て
、
直
ち
に
就
労
困
難
、

あ
る
い
は
ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
だ
け

で
は
就
労
困
難
な
生
活
保
護
受

給
者
を
対
象
に
個
人
の
ス
テ
ー

ジ
に
応
じ
た
多
様
な
自
立
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
、
地
域

で
支
え
ら
れ
て
い
た
人
が
支
え

る
人
に
回
る
仕
組
み
を
構
築
し

て
こ
ら
れ
た
。

　
櫛
部
さ
ん
は
「
中
間
的
就
労

と
居
場
所
づ
く
り
か
ら
社
会
的

企
業
と
し
て
の
ス
モ
ー
ル
ビ
ジ

ネ
ス
を
起
こ
し
、
地
域
と
協
働

で
き
る
体
制
づ
く
り
が
大
切
。

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
を
地

域
で
推
進
す
る
た
め
に
も
、
政

策
を
担
う
公
務
員
も
市
民
ニ
ー

ズ
、生
活
文
化
に
寄
り
添
お
う
」

と
締
め
く
く
っ
た
。

　
そ
の
後
①
福
祉
施
設
・
医
療

介
護
職
員
②
社
協
③
自
治
体
福

祉
行
政
組
合
員
の
３
分
散
会
を

実
施
し
た
。

　
分
散
交
流
会
で
は
、
各
職
場

で
悩
み
な
ど
を
出
し
合
い
、
交

流
し
た
。

し
、
兵
庫
県
庁
前
で
出
発
式
が

開
催
さ
れ
た
。

　
冒
頭
、
平
和
友
好
祭
兵
庫
県

実
行
委
員
会
の
藤
原
敏
也
実
行

委
員
長
（
自
治
労
兵
庫
県
本
部

も
、
反
戦
・
反
核
を
訴
え
、
平

和
な
社
会
と
は
何
か
を
考
え
な

が
ら
走
り
つ
な
ぎ
た
い
」
と
決

意
表
明
し
た
。

　
各
組
合
、
団
体
、
政
党
、
県

か
ら
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
藤
原

実
行
委
員
長
か
ら
第
１
ラ
ン

ナ
ー
に
平
和
の
火
が
渡
さ
れ
、

出
発
し
た
。
平
和
の
火
は
県
内

を
一
周
し
８
月
10
日
神
戸
市
役

所
前
に
到
着
予
定
で
あ
る
。

　
７
月
14
日
、
臨
職
評
は
代
表

幹
事
な
ど
13
人
で
対
県
交
渉
を

行
っ
た
。

　
市
町
振
興
課
交
渉
は
、
毎
年

試
験
の
た
め
雇
用
不
安
が
生
ま

れ
、
民
間
に
人
材
が
流
れ
職
員

不
足
に
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、

試
験
の
簡
素
化
を
訴
え
た
。
年

金
支
給
年
齢
繰
り
の
べ
に
よ

る
、
65
歳
ま
で
の
雇
用
延
長
に

対
し
て
市
町
振
興
課
は
、
臨
職

に
定
年
の
概
念
は
な
い
し
雇
用

安
定
法
も
あ
る
、
各
自
治
体
に

は
説
明
は
す
る
と
回
答
し
た
。

ま
た
労
基
法
通
り
の
年
休
や
繰

り
越
し
に
な
っ
て
い
な
い
該
当

自
治
体
に
も
助
言
す
る
よ
う
訴

え
た
。

　
教
育
委
員
会
交
渉
で
は
、
研

修
が
臨
時
・
非
常
勤
は
伝
達
研

修
で
あ
る
自
治
体
へ
、
直
接
研

修
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
助
言
を

強
く
訴
え
た
。
学
期
雇
用
の
た

め
学
期
毎
に
雇
用
や
健
康
保
険

が
切
ら
れ
、
年
休
付
与
も
な
い

臨
時
職
員
の
自
治
体
に
対
し
、

今
年
も
是
正
の
助
言
を
依
頼
し

た
。

　
兵
庫
県
パ
ー
ト
・
ユ
ニ
オ
ン

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
7
月
11
日

神
戸
で
、
西
村
和
平
加
西
市
長

を
講
師
に
公
契
約
条
例
学
習
会

を
開
催
し
た
。

　
西
村
市
長
は
「
前
市
長
の
臨

時
職
員
の
民
間
転
籍
問
題
に
対

抗
し
、
市
長
選
に
立
候
補
、
勝

利
し
、
転
籍
問
題
は
白
紙
撤
回

へ
。
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
1
つ
に

に
公
契
約
条
例
も
入
れ
、
財

政
の
壁
も
突
破
、
三
木
市
で
の

成
立
も
実
現
へ
の
ポ
イ
ン
ト
で

あ
っ
た
」
と
述
べ
た
。

　
加
西
市
職
員
ユ
ニ
オ
ン
は

「
今
回
の
条
例
制
定
で
労
働
条

件
が
改
善
と
な
っ
た
。
今
後
の

展
開
は
県
下
自
治
体
へ
の
広
が

り
を
ど
う
つ
く
っ
て
い
く
か
」

と
締
め
く
く
っ
た
。

　
第
31
回
反
核
平
和
の
火
リ

レ
ー
が
７
月
21
日
に
ス
タ
ー
ト

2015年７月15日

与党による安保関連法案の強行採決に抗議し廃案を求める
　本日、衆議院安保特別委員会で与党は野党の強い反対の中、
安保関連法案を強行採決をした。審議を重ねれば重ねるほど
に国民の不信感が増大し、安倍首相自ら「国民の理解が十分
ではない」ことを認めたにもかかわらず、戦後の安全保障政
策を一転させる重要法案を、国民の声を無視し、非民主主義
的な手法で採決したことに対し、私たち立憲フォーラムは怒
りを持って糾弾する。
　一昨年４月、私たちは安倍政権が憲法というものの存在と
機能についてそもそも理解をしておらず、改憲のために憲法
96条の先行改定などという禁じ手を使おうとすることに対す
る危機感から「立憲フォーラム」をつくり、立憲主義にのっ
とった政治を行うよう求める活動を続けてきた。
　しかし、安倍政権は昨年７月１日「集団的自衛権も含む武
力行使の新三要件」の閣議決定を行った。これは戦後一貫し
て保守政権が積み重ねてきた「集団的自衛権は憲法違反」と
の判断を唐突に180度転換するものであった。その閣議決定
を具体化するために今回の法案を国会に提出してきたが、新
法1本と10本の関連法改正を1本にまとめるという乱暴極まる
方法であった。
　これは、法律によって憲法を変えてしまうという許されな
い方法であり、憲法は為政者を縛るものであるという立憲主
義を公然と踏みにじるものであった。大多数の憲法学者や元
内閣法制局長官が「この法案は憲法に違反する」と判断をし
たのは当然であり、専門家の枠をこえた1万人の学者や元自衛
官、大学生などが反対を表明するなど「憲法違反の安保法制」
との認識は国民各層に着実に広がっている。400近い地方議会
が「安保法制反対」「慎重審議」を求める決議を上げ、各種世
論調査では「法案反対」と共に「政府の説明が不十分」で「今
国会で成立させる必要はない」という意見が圧倒的である。
　それにも関わらず、与党は今日の暴挙でこれらの声に応え
たのである。
　参議院の審議では、「集団的自衛権行使の明確な基準がな
く、時の内閣に武力行使を白紙委任することになる」など、
この間明らかになった問題点を徹底追及する。同時に全国か
ら澎湃（ほうはい）として巻き起こっている「憲法違反の戦
争法案を葬ろう」という声に共鳴し、野党協力を一層密にし
て活動する。
　立憲フォーラムはその役割をしっかり担い、「殺さない、殺
させない」という平和主義を貫いてきた戦後日本を守り抜く。

立憲フォーラム代表　　　近藤昭一　
　　同　　　事務局長　江崎　孝　

加
西
市
で
の
公
契
約
条
例
制

定
へ
の
歩
み
を
講
演
す
る
西

村
市
長

青
年
部
長
）

が
戦
後
70
年

や
、
7
月
16

日
に
衆
議
院

で
強
行
採
決

さ
れ
た
安
保

法
案
、
そ
し

て
原
発
問
題

を
あ
げ
な
が

ら
「
我
々
、

そ
し
て
、
私

た
ち
の
子
や

孫
に
、
戦
争

や
核
の
不
安

を
残
さ
な
い

よ
う
、
今
年

第一ランナーに平和の火を渡す

福祉集会で講演する櫛部さん

県本部福祉集会

地
域
と
協
働
で
き
る
体
制
づ
く
り

ニ
ー
ズ
、生
活
文
化
に
寄
り
そ
お
う

雇用不安の解消、労基法
通りの年休と繰り越し

臨職評 対県交渉で助言求める

公
契
約

条
　
例

加
西
か
ら
広
げ
よ
う

パ
ー
ト
ユ
ニ
オ
ン
学
習
会

平和の火リレー

二
度
と
戦
争
は
し
な
い

県
下
を
走
り
つ
な
ぐ
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13日　臨職評第21回総会（共済会館）

当面の日程

今
年
の
人
事
院
勧

告
が
出
た
。
２

年
連
続
の
本
棒
・

一
時
金
引
き
上
げ

勧
告
は
、
実
に
四

半
世
紀
振
り
で
あ

る
。
今
年
も
差
額

支
給
か
と
思
い
き
や
、
そ
う
簡

単
に
は
い
き
そ
う
に
な
い
。
官

民
較
差
の
大
部
分
が
地
域
手
当

に
配
分
さ
れ
る
か
ら
だ
。
し
か

も
、
そ
の
要
因
が
４
月
か
ら
の

給
与
制
度
の
総
合
的
見
直
し
に

伴
う
現
給
保
障
と
い
う
か
ら
皮

肉
な
も
の
だ
▼
同
時
に
フ
レ
ッ

ク
ス
タ
イ
ム
制
の
拡
充
も
勧
告

さ
れ
た
。
一
定
の
コ
ア
タ
イ
ム

を
設
け
た
上
で
出
退
庁
時
間
を

職
員
が
決
め
ら
れ
る
と
い
う
も

の
だ
。
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
の
確
立
と
い
う
が
、
業
務

の
繁
閑
に
合
わ
せ
た
勤
務
時
間

の
変
更
が
懸
念
さ
れ
る
▼
一
方

で
、
雇
用
と
年
金
の
接
続
と
い

う
生
活
に
直
結
す
る
問
題
に
つ

い
て
は
明
確
な
言
及
は
な
い
。

人
事
院
と
は
何
の
た
め
に
あ
る

の
か
と
言
い
た
く
な
る
。
公
務

員
労
働
者
の
労
働
基
本
権
制
約

の
代
償
機
関
で
あ
る
こ
と
を

も
っ
と
自
覚
し
て
も
ら
い
た
い

も
の
だ
。
中
央
官
僚
の
お
手
盛

り
勧
告
に
強
く
抗
議
す
る
。 ダブルバインド

　
８
月
３
～
４
日
、
近
畿
地
連
ス

ポ
ー
ツ
大
会
が
県
内
で
開
催
さ
れ

た
。
尼
崎
の
野
球
大
会
に
は
神
戸

市
従
、
篠
山
市
職
労
と
初
出
場
の

加
古
川
市
職
労
が
出
場
。
神
戸
が

３
連
覇
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
は
ね

の
け
優
勝
、
加
古
川
、
篠
山
は
一

歩
お
よ
ば
ず
１
回
戦
で
敗
れ
た
。

　
伊
丹
の
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
に
は
佐
用
町
職
と
豊
岡
病
院
労

組
が
初
出
場
。
豊
岡
は
1
セ
ッ
ト

を
取
り
、
佐
用
も
一
進
一
退
の
ラ

リ
ー
を
展
開
し
た
が
惜
敗
、
豊
中

市
職
が
12
年
連
続
優
勝
し
た
。

　
憲
法
違
反
の
戦
争
法
の
国
会
審
議
が
ヤ
マ
場
を
迎
え
、
全

国
各
地
で
「
反
対
」
の
声
が
高
ま
っ
て
い
る
。
県
内
で
も

１
０
０
０
人
委
員
会
ひ
ょ
う
ご
を
中
心
に
学
習
会
や
街
頭
行

動
が
展
開
さ
れ
た
。
参
議
院
で
の
審
議
は
９
月
14
日
付
近
が

ヤ
マ
場
に
な
り
、
国
会
前
座
り
込
み
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
戦
争
を
さ
せ
な
い
１
０
０
０

人
委
員
会
は
、
８
月
10
日
に
豊

岡
市
民
会
館
に
お
い
て
「
自
衛

権
は
国
家
の
当
然
の
権
利
？
」

と
題
し
、
浦
部
法
穂
神
戸
大
学

名
誉
教
授
か
ら
の
講
演
を
中
心

に
学
習
会
を
開
催
し
た
。

　
講
演
で
は
「
第
１
次
大
戦
以

後
に
国
際
的
な
戦
争
違
法
論
が

議
論
さ
れ
、
そ
の
中
で
戦
争
を

合
法
化
す
る
た
め
に
戦
勝
国
で

あ
る
ア
メ
リ
カ
を
中
心
に
自
衛

権
が
持
ち
出
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
第
２
次
世
界
大
戦
、

そ
の
後
の
戦
争
も
『
自
衛
』
を

理
由
に
行
わ
れ
て
い
る
。
自
衛

権
に
『
個
別
』
も
『
集
団
』
も

な
い
。
ま
た
、
自
衛
権
を
国
家

固
有
の
権
利
と
す
る
こ
と
は
誤

り
で
あ
る
」
と
、
過
去
に
行
わ

れ
た
武
力
行
使
の
事
例
を
説
明

し
た
。

　
今
回
の
学
習
会
に
は
約
１
０

０
人
が
参
加
し
た
が
、
労
働
組

合
員
以
外
の
一
般
市
民
も
多
く

み
ら
れ
戦
争
法
案
に
対
す
る
関

心
の
高
さ
が
う
か
が
え
た
。

　
８
月
21
日
、
１
０
０
０
人
委

員
会
ひ
ょ
う
ご
は
Ｊ
Ｒ
元
町
駅

な
ど
県
内
６
カ
所
で
「
戦
争
法

反
対
」の
街
頭
宣
伝
を
行
っ
た
。

自
治
労
は
三
田
と
元
町
の
責
任

団
体
を
担
い
、
市
民
と
一
緒
に

ビ
ラ
配
布
・
署
名
を
行
っ
た
。

　
29
日
に
は
弁
護
士
会
が
神

戸
・
尼
崎
・
姫
路
・
豊
岡
の
県
内

４
カ
所
で
集
会
と
パ
レ
ー
ド

を
実
施
。
１
０
０
０
人
委
員
会

ひ
ょ
う
ご
は
パ
レ
ー
ド
終
了

後
、
元
町
駅
で
集
会
と
街
頭
宣

伝
を
行
っ
た
。

　
ま
た
８
月
30
日
は
「
全
国
総

が
か
り
行
動
」
と
し
て
、
全
国

各
地
で
１
０
０
万
人
、
国
会
前

10
万
人
集
会
が
呼
び
か
け
ら
れ

た
。
県
本
部
は
執
行
委
員
を
中

心
に
大
阪
・
扇
町
公
園
で
行
わ

れ
た
集
会
に
結
集
し
た
。

　
９
月
27
日
投
開
票
で
行
わ
れ

る
猪
名
川
町
議
会
議
員
選
挙

に
、
組
織
内
の
く
ぼ
宗
一
さ
ん

が
挑
む
。
く
ぼ
さ
ん
は
、
07
年

に
初
当
選
、
現
在
２
期
目
。
学

童
保
育
の
直
営
復
帰
に
取
り
組

み
、
ま
ち
づ
く
り
条
例
制
定
に

奮
闘
し
て
い
る
。
今
回
の
選
挙

は
現
職
全
員
と
有
力
な
新
人
や

元
職
が
立
候
補
予
定
の
厳
し
い

選
挙
。「
地
域
が
起
点
の
ま
ち

づ
く
り
」
に
取
り
組
む
と
決
意

を
語
る
。
支
援
を
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
・
１
５
２

号
の
案
内

・
小
野
裁
判
第
１
回
期
日

・
三
田
市
長
選
挙
の
結
果

　
県
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　県本部は６月の中
央委員会で第66回定
期大会に向けた選挙
管理委員会を設置、
８月７日の第１回選
挙委員会を経て、８
月10日付で役員選挙
公示第1号を発出し
た。
　立候補届受付は、
９月14日（月）午前
９時～９月24日（木）
午後５時まで。
　選挙（選挙および
信任投票）は、９月
26日の定期大会で実
施する。選出する役
員の職および人数
は、「役員選挙公示
第１号」を参照。

最
優
秀
選
手
に
選
ば
れ
た
津
田
投
手
（
神
戸
市
従
）

1000人委員会ひょうごが主
催した豊岡学習会には、市
民など100人が参加した

元町駅前での街頭行動

憲法違反の戦争法案阻止

1000人委ひょうご
豊岡で学習会

戦
争
を
合
法
化
す
る
た
め

「
自
衛
」口
実
に
戦
争
し
た
歴
史

県
内
各
地
で
街
宣

集
会
・
パ
レ
ー
ド
も

く
ぼ
宗
一
さ
ん

３
期
目
に
挑
戦

猪
名
川
町
議
選

県本部役員選挙
立候補受付 9月14～24日

地
連
ス
ポ
ー
ツ
大
会

野球は神戸市従３連覇
バレー 豊病、佐用惜敗
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県
内
の
自
治
体
病
院
で
唯
一

組
織
化
さ
れ
て
い
な
い
の
が
公

立
宍
粟
総
合
病
院
。
い
ま
、
宍

粟
市
職
労
、
播
磨
ブ
ロ
ッ
ク
、

県
本
部
が
一
体
と
な
っ
て
組
織

化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
７
月
21
日
と
31
日
に
「
地
域

医
療
を
と
り
ま
く
情
勢
」
に
つ

い
て
、
職
員
向
け
研
修
会
を
実

施
。
そ
れ
に
先
立
ち
５
日
間
、

早
朝
か
ら
案
内
チ
ラ
シ
の
配
布

を
行
っ
た
。当
初
、何
が
起
こ
っ

た
の
か
不
思
議
な
顔
を
し
て
い

た
職
員
も
、
日
の
経
過
と
と
も

に
「
連
日
ご
苦
労
さ
ま
で
す
」

の
声
を
か
け
て
く
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　
研
修
会
へ
の
参
加
は
思
っ
た

よ
り
少
な
か
っ
た
が
、
市
職
労

は
、
今
後
も
粘
り
強
く
継
続
的

に
労
働
組
合
の
必
要
性
を
Ｐ
Ｒ

し
、
病
院
職
員
の
相
談
窓
口
と

し
て
機
能
す
る
こ
と
で
、
病
院

組
織
化
に
向
け
て
最
大
限
の
努

力
を
重
ね
る
と
決
意
し
て
い

る
。

　
阪
神
淡
路
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、

水
道
部
会
が
7
月
22
日
に
西
宮

市
越
水
浄
水
場
で
、
現
業
評
議

会
が
8
月
11
日
に
洲
本
市
・
南

あ
わ
じ
市
衛
生
事
務
組
合
や
ま

な
み
苑
（
清
掃
セ
ン
タ
ー
）
で
、

そ
れ
ぞ
れ
職
場
安
全
点
検
活
動

を
行
っ
た
。

　
水
道
部
会
で
は
、
13
年
に
竣

工
し
た
越
水
浄
水
場
の
施
設
概

要
、
職
場
の
安
全
衛
生
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

施
設
内
の
水
質
試
験
室
・
中
央

監
視
室
の
巡
視
を
行
っ
た
。
意

見
交
換
で
は
、
薬
品
の
管
理
や

職
場
環
境
、
職
員
の
健
康
診
断

に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。

　
現
評
で
も
、
労
働
安
全
衛
生

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
後
、
施
設
内
の
巡
視
を

行
っ
た
。
危
険
箇
所
の
表
示
、

転
落
防
止
、
整
理
整
頓
に
つ
い

て
感
想
や
質
問
が
出
さ
れ
た
。

　
播
磨
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
現
業
評

議
会
が
７
月
２
日
、
三
木
市
清

掃
セ
ン
タ
ー
で
職
場
点
検
活
動

を
実
施
し
た
。
委
託
先
の
職
員

か
ら
施
設
の
概
要
説
明
を
受

け
、
職
場
点
検
活
動
を
実
施
し

た
。
職
場
点
検
に
よ
る
大
き
な

問
題
は
な
か
っ
た
が
、
同
時
期

に
「
三
木
市
に
お
け
る
清
掃
職

場
の
ご
み
収
集
と
焼
却
の
両
方

と
も
２
０
２
５
年
を
め
ど
に
民

間
委
託
す
る
」
と
労
使
合
意
な

し
に
新
聞
発
表
さ
れ
、
三
木
市

職
現
業
評
議
会
で
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
医
療
評
は
、７
月
７
日
、

赤
穂
市
民
病
院
で
職
場
点
検
を

実
施
。
ど
の
職
場
も
明
る
く
、

広
く
、
清
掃
も
よ
く
さ
れ
て
い

た
。
休
憩
室
や
仮
眠
室
な
ど
も

十
分
に
整
備
さ
れ
て
い
て
高
評

価
で
あ
っ
た
。
医
療
監
査
の
際

に
指
摘
さ
れ
る
点
に
つ
い
て
管

理
者
に
職
場
改
善
を
要
求
し
、

改
善
す
る
旨
回
答
を
得
た
。

常
の
作
業
状
態
で
は
な
か
っ
た

が
、
施
設
は
最
新
の
ド
ラ
イ
シ

ス
テ
ム
で
あ
り
、
空
調
も
完
備

し
夏
で
も
涼
し
く
、
快
適
な
環

境
で
、
作
業
同
線
も
床
の
色
で

区
域
分
け
さ
れ
て
い
た
。

　
セ
ン
タ
ー
は
最
新
の
施
設

で
、
指
摘
事
項
は
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
が
、
ア
レ
ル
ギ
ー
食
に

対
応
す
る
独
立
し
た
ス
ペ
ー
ス

の
確
保
や
更
衣
室
と
休
憩
室
を

分
け
る
な
ど
、
一
部
改
善
す
べ

き
事
項
に
つ
い
て
当
局
へ
報
告

し
改
善
を
要
請
し
た
。

場
安
全
衛
生
点
検
活
動
を
実
施

し
た
。
昨
年
４
月
よ
り
稼
働
し

た
こ
の
施
設
に
は
、
臨
時
・
嘱

託
等
９
人
の
調
理
員
が
働
い
て

い
る
。

　
今
回
は
夏
休
み
期
間
で
、
通

　
８
月
６
日
に
香
美
町
村
岡
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
但
丹
ブ

ロ
ッ
ク
現
業
評
議
会
に
よ
る
職

あ
い
さ
つ
と
決
意
を
述
べ

た
。

　
総
会
後
は
、
一
般
現
業

な
ど
各
部
会
で
交
流
。
こ

の
内
学
校
部
会
で
は
、
体

育
館
が
避
難
所
に
な
っ
た

こ
と
を
想
定
し
た
「
避
難

所
運
営
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
」
を
行

い
、
危
機
管
理
態
勢
の
向
上
に

努
め
た
。

採
用
を
勝
ち
取
る
べ
く
、
２
０

１
５
現
業・
公
企
統
一
闘
争
勝
利

に
向
け
全
力
を
あ
げ
よ
う
」
と

て
長
谷
川
克
彦
議
長
は
、「
現
業

職
場
を
取
り
巻
く
情
勢
は
厳
し

い
が
、
市
民
か
ら
必
要
と
さ
れ

る
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
と
し
て
、

直
営
堅
持
を
基
本
と
し
た
新
規

　
８
月
７
日
、
舞
子
ビ
ラ
で
、

27
単
組
１
１
９
人
参
加
の
も

と
、
15
現
業
評
議
会
総
会
が
開

催
さ
れ
た
。
主
催
者
を
代
表
し

病
院
前
で
の
朝
ビ
ラ

西宮市越水浄水場の点検を行う

安全衛生
月　　間 各ブロックで職場点検

阪淡ブロック

危
険
個
所
、転
落
防
止

や
ま
な
み
苑
視
察
後
、意
見
交
換

播磨ブロック

管
理
者
に
改
善
を
要
求

赤
穂
病
院

「
改
善
す
る
」と
回
答

但
丹
ブ
ロ
ッ
ク

アレルギー食対応へ
独立スペース必要

村岡学校給食センター

病院の組織化めざす
学習会を企画・実施宍　粟

市職労

現 評 総 会

新
規
採
用
に
こ
だ
わ
る

現
業
・
公
企
闘
争
へ
意
思
統
一

学校部会ではロールプレイを実施

最新のシステムで快適な環境
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衛
生

医
療

評
議

会

は
３

月
2
1
日

、
病

院

集
会

を
開

催
し

た
。

今
年

の
集

会
は

、
播

磨
ブ

ロ
ッ

ク
管

内
の

病
院

職
場

の
組

織
強

化
を

意
識

し
て

姫
路

市
民

会
館

で
開

き
、

約
8
0
人

と
昨

年
を

上

回
る
参
加
が
あ
っ
た
。

森
蔭

委
員

長
、

飯

田
議

長
か

ら
あ

い
さ

つ
を

受
け

た
後

、
佐

々
木

司
先

生

（
労

働
科

学
研

究
所

・
慢

性
疲

労
Ｃ

）
か

ら
「

夜
間

長
時

間
労

働
が

身
体

に
与

え
る

影
響

」
に

つ
い

て
の

講
演

を
受

け
た

。
佐

々
木

先
生

は
、

「
夜

勤
の

労
働

者
は

全
体

の
2
0

％
に

過
ぎ

な
い

た
め

、
声

が
反

映
さ

れ
に

く
い

」
な

ど
と

説
明
し

た
。

分
散

会
は

、
看

護
・

介
護

・
医

療
技

術
な

ど

の
各

職
種

と
臨

時
非

常

勤
の

グ
ル

ー
プ

に
分

か

れ
、

夜
勤

や
超

過
勤

務

の
実

態
に

つ
い

て
活

発

な
意

見
交

換
が

行
わ

れ

た
。

集
会

後
の

懇
親

会

で
は

、
Ｐ

Ｖ
撮

影
も

行

わ
れ

、
賑

や
か

な
交

流

が
行

わ
れ
た

。

衛
生

医
療

評
が

県

に
申

し
入

れ
た

「
医

療
と

介
護

の
環

境
改

善
を
求
め
る
要
求
書
」

対
す

る
回

答
に

対
し

て
、

３
月

３
日

、
健

康
福

祉
部

担
当

者
と

衛
生

医
療

評
議

会
幹

事
で

交
渉

を
行

っ
た

。
評

議
会

か
ら

は
、
議

長
以
下

1
0
人
が

参
加
し

た
。

主
に

求
め

た
の

は
、

①
地

域
医

療
総

合
確

保
基

金
に

つ

い
て

の
周

知
②

介
護

職
の

処
遇

改
善

③
医

療
勤

務
改

善
支

援
Ｃ

の
運

営
④

精
神

疾
患

を
持

つ
患

者
の

救
急

対
応

で
あ

る
。

特
に

、
基

金
の

確
保

は
市

町
村

か
ら

、
現

場
へ

の
周

知
が

十
分

で
な

い
こ

と
が

実
態

か
ら

明
ら

か
に

な
っ

て
お

り
、

当
局

任
せ

に
せ

ず
、

組
合

側
か

ら
の

働
き

か
け

も
必

要
で
あ

り
、
全

体
の
取

り
組
み

が
必
要

で
あ
る

。

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
情
報

発
行

自
治
労
兵
庫
県
本
部

書
記
長
／
尾
西
亮
太
郎

編
集
人
／
宮
本
誠
之

No
148

2015.4.1

地
域

医
療

確
保

基
金

の
周

知
を

４月1
2

日(前半戦)、2
6

日(後半戦) 統一自治体

選挙

病院集会
少

数
者

の
実

態
を

組
合

が
し

っ
か

り
取

り
あ

げ
よ

う

問
題

提
起

を
行
う
澤

本
事
務

局
長

講
演

を
行
う
佐
々
木

さ
ん

３
月

３
日

行
っ
た
県
交

渉

№
147－

2
№
148－

1
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地
　
区

日
　
時

神
　
戸

4
月

2
9
日

尼
　
崎

4
月

2
5
日

西
　
宮

5
月

1
日

伊
　
丹

4
月

2
9
日

芦
　
屋

5
月

1
日

川
西

・
猪

名
川

・
豊

能
4
月

2
8
日

宝
　
塚

5
月

1
日

三
　
田

4
月

2
9
日

淡
　
路

5
月

2
日

明
　
石

4
月

2
6
日

東
　
播

5
月

1
日

加
　
西

4
月

2
6
日

北
　
播

5
月

1
日

姫
　
路

4
月

2
9
日

西
　
播

4
月

2
9
日

但
　
馬

4
月

2
5
日

丹
　
波

4
月

2
8
日

西
脇

市
総
合

市
民

セ
ン
タ
ー
体

育
館

東
御

屋
敷

跡
公

園

相
生

・
IH
Iふ

れ
あ
い
広

場

豊
岡

市
総

合
体

育
館

前
広

場

丹
波
の

森
公

苑
大

ホ
ー

ル

武
庫

川
河

川
敷

公
園

郷
の

音
ホ
ー
ル

玄
関

前

洲
本

市
大

浜
公

園

明
石

公
園

西
芝

生
広

場

高
砂

市
総

合
運

動
公

園

い
こ
い
の

村
は

り
ま
芝

生
広

場

開
催

場
所

大
倉

山
公

園
野

球
場

尼
崎

市
記

念
公

園
陸

上
競

技
場

六
湛

寺
公

園

昆
陽
池

公
園

多
目

的
広

場

芦
屋

市
役

所
北

側

池
田

市
民

文
化

会
館

労
働

者
保

護
ル

ー
ル

の
改

悪
を

許
す

な

メ
ー

デ
ー

は
毎

年
の

５
月

１
日

、
全

世
界

の
労

働
者

が
団

結
の

力
と

国
際

連
帯

の
意

思

を
示

す
統

一
行

動
日

。
「

８
時

間
労

働
制

」

を
要

求
す

る
、

1
8
8
6
年

５
月

１
日

の
シ

カ
ゴ

で
の

ゼ
ネ

ス
ト

を
記

念
し

、
第

２
イ

ン
タ

ー

は
1
8
8
9
年

の
設

立
大

会
で

、
毎

年
５

月
１

日

を
「

８
時

間
労

働
制

」
な

ど
を

要
求

す
る

「
国

際
労

働
示

威
の

日
」

と
す

る
こ

と
を

決

定
し

た
。

第
１

回
メ

ー
デ

ー
は

1
8
9
0
年

、
日

本
で

は
1
9
2
0
年

に
第

１
回

メ
ー

デ
ー

が
開

催

さ
れ
、
戦
争
を
経
て
1946年

第
17回

メ
ー
デ
ー

か
ら
復
活
し
た
。

今
年

は
第

8
6
回

、
先

行
組

合
の

昨
年

を
上

回
る

回
答

を
中

小
・

非
正

規
・

未
組

織
へ

確

実
に

広
げ

て
い

く
た

た
か

い
の

強
化

、
安

倍

自
民
党
政
権
が
推
し
進
め
る
労
働
者
保
護
ル
ー

ル
の

改
悪

阻
止

、
憲

法
違

反
の

世
界

中
で

戦

争
で
き
る
国
づ
く
り
に
反
対
し
、
第
86回

メ
ー

デ
ー

に
参

加
し

よ
う

。
各

地
区

の
実

施
状

況

は
右
表
の
と
お
り
。

５
･３

兵
庫

憲
法

集
会

戦
後

70年
。
今

こ
そ
９
条

－
許

す
な
壊

憲
国

民
投

票
－

と
き

５
月

３
日

（
日
・

祝
）

午
後

１
時
3
0
分

開
会

と
こ

ろ
神

戸
市
勤

労
会
館

講
師

屋
良

朝
博

さ
ん

主
催

ひ
ょ

う
ご

憲
法

集
会

実
行

委

員
会

196
2年

北
谷

町
生

ま
れ

。
フ
リ
ー

ラ
ン

ス
ラ
イ
タ
ー

。
沖

縄
タ
イ
ム
ス
元
記

者

講
演

沖
縄

か
ら

見
え

る
壊

憲
情

勢

№
148－

2
№
149
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「
明

日
の

自
由

を
守

る
若

手
弁

護
士

の
会

」
の

川
元

志

穂
さ

ん
が

、
安

倍
政

権
が

昨
年

７
月

に
行

使
容

認
を

閣
議

決
定

し
た

集
団

的
自

衛
権

と
、

そ
れ

に
基

づ
き

今
国

会
で

成
立

さ
せ

よ
う

と
し

て
い

る
「

安
全

保
障

関
連

法
案

」
の

中
身

に
つ

い
て

説
明

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
問

題
点

に
つ

い
て
説

明
し
た

。

川
元

さ
ん

は
「

集
団

的
自

衛
権

行
使

容
認

の
閣

議
決

定

は
、

実
質

的
に

政
府

が
憲

法
を

変
え

て
し

ま
っ

た
の

と
同

じ
。

国
民

が
つ

く
っ

た
憲

法
を

政
府

が
守

ら
な

い
と

い
う

こ
と

は
立

憲
主

義
に

違
反

し
て

い
る

」
と

痛
烈

に
批

判
し

た
う

え
で

、
「

安

全
保

障
関

連
法

案

は
全

て
、

ど
こ

で

ど
の

よ
う

な
事

態

に
行

使
で

き
る

の

か
が

曖
昧

。
実

質

政
府

の
判

断
だ

け

で
武

力
行

使
が

可

能
と

な
り

、
国

会

の
チ

ェ
ッ

ク
も

効

か
な

い
」

と
法

案
の

危
険

性
を

指
摘

し
た

。
「

憲
法

学
者

が
全

て
違

憲
と

い
っ

て
い

る
異

常
な

状
態

。
そ

れ
な

の
に

強
引

に
推

し
進

め
よ

う
と

し
て

い
る

」
と

危
機

感
を

あ
ら

わ
に
し

た
。

最
後

、
司

会
よ

り
「

自
分

た
ち

の
職

場
、

地
域

で
で

き

る
こ

と
を

１
人

ひ
と

り
が

考
え

て
い

こ
う

」
と

提
起

し
、

分
科
会

を
終
了

し
た
。

平
和

運
動

の
前

進
に
向

け
て

第
３
分
科
会

国
会
情

勢
を
反
映
し
、
第
３
分

科
会
に
は
参
加

者
が
集
中
し
た

障
害

労
働
者

評
議
会

が

中
心
に

分
科
会

を
運
営

し

た
。
明

石
市
福

祉
部
福

祉

総
務
課

障
害
者

施
策
担

当

課
長
の

金
政
玉

さ
ん
を

講

師
に
招

き
、
手

話
言
語

・

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

条

例
の
特

徴
や
差

別
解
消

条

例
制

定
に

向
け

た
明

石
市

に
お

け
る

取
り

組
み

の
報

告
を

受
け

た
。

来
年

４
月

に
施

行
さ

れ
る

「
障

害
者

差
別

解
消

法
」

の
成

立
ま

で
の

経
過

や
、

「
障

害
に

基
づ

く
差

別
」

「
合

理
的

配
慮

」
に

つ
い

て
の

定
義

を
具

体
例

を
交

え
て

解
説
い

た
だ
い

た
。

ま
た

、
障

害
者

差
別

解
消

支
援

地
域

協
議

会
に

つ
い

て
、

適
切

な
相

談
窓

口
を

有
す

る
機

関
の

紹
介

や
具

体
的

事
案

の
対

応
例

の
共

有
な

ど
、

重
要

な
役

割
が

期
待

さ
れ

る
が

、

設
置

が
義

務
で

は
な

い
た

め
、

設
置

を
求

め
て

い
く

取
り

組
み
が

必
要
だ

と
提
起

し
た
。

事
例

交
流

で
は

、
「

段
差

は
介

助
が

必
要

だ
が

、
障

害

者
手

帳
は

持
っ

て
い

な
い

。
そ

の
方

か
ら

ス
ロ

ー
プ

を
付

け
る

よ
う

要
求

さ
れ

た
が

、
合

理
的

配
慮

の
対

象
に

な
る

の
か

」
な

ど
、

５
つ

の
事

例
を

あ
げ

て
、

そ
の

対
応

方
法

を
講
師

と
一
緒

に
考
え

た
。

ワ
ー

ク
メ

イ
ト

の
森

木
和

美
さ

ん
を

講
師

に
「

国
際

結

婚
、

ダ
ブ

ル
の

子
ど

も
た

ち
、

外
国

人
女

性
支

援
、

フ
ェ

ア
ト

レ
ー

ド
」

に
つ

い
て

、
長

年
の

活
動

と
課

題
を

語
っ

て
い
た

だ
い
た

。

森
木

さ
ん

は
、

ブ
ラ

ジ
ル

人
男

性
と

の
結

婚
か

ら
は

じ

ま
っ

た
活

動
の

現
状

を
「

女
性

た
ち

と
め

ぐ
り

合
い

、
今

も
と

も
に

い
る

ラ
ッ

キ
ー

な
環

境
」

と
し

、
外

国
で

出
産

し
た

子
ど

も
が

無
国

籍
状

態
に

な
っ

た
こ

と
で

は
じ

め
た

両
性

平
等

・
血

統
主

義
へ

の
法

改
正

の
取

り
組

み
を

紹
介

し
、

今
な

お
無

国
籍

の
子

ど
も

た
ち

が
い

る
現

状
を

話
し

た
。フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
運
動
で
は
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
で
は
な
く
、

良
い

商
品

を
出

す
社

会
起

業
と

し
て

活
動

し
て

い
る

人
身

売
買

被
害

者
支

援
組

織
が

作
成

し
た

「
さ

を
り

織
」

製
品

を
紹

介
し

、
大

量
生

産

に
比

べ
て

高
額

で
も

、

誰
が

つ
く

っ
て

い
る

か

と
い

う
こ

と
に

思
い

を

寄
せ
て
欲
し
い
と
語
り
、

日
本

在
住

の
外

国
人

女

性
と

子
ど

も
の

エ
ン

パ

ワ
ー

メ
ン

ト
で

は
、

「
寛

容
じ

ゃ
な

い
雰

囲

気
」

は
、

海
外

旅
行

と

同
様

に
身

近
な

外
国

人

に
興

味
を

持
ち

、
ふ

れ

あ
う

こ
と

で
変

え
ら

れ

る
と
話

し
た
。

障
害

者
差

別
解

消
法

と
人

権

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
情
報

発
行

自
治
労
兵
庫
県
本
部

書
記
長
／
尾
西
亮
太
郎

編
集
人
／
宮
本
誠
之

No.151

2015.7.3

県
本
部
は
「
人
権
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
６
月
６
日
、

第
18

回
平

和
・

人
権

・
環

境
を

考
え

る
集

い
を

開
い

た

（
自

治
ひ

ょ
う

ご
６

月
15

日
号

掲
載

）
。

記
念

講
演

終

了
後

、
３

つ
の

分
科

会
を

行
い

、
当

面
す

る
運

動
課

題

に
つ

い
て

認
識

と
議

論
を

深
め

た
。

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

情

報
で
分

科
会
の

内
容
を

報
告
す
る
。

第
１
分
科
会

国
際

結
婚

、
ダ
ブ
ル

の
子

ど
も
た
ち
、
外

国
人

女
性

支
援

、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

～
市

民
運

動
か

ら
起

業
へ

～

第
２
分
科
会

明
石
の
報
告
を
行
う
金
さ
ん

自
ら
の
経

験
を
踏
ま
え

話
し
を
す
る
森

木
さ
ん

分
科

会

報
告

№
151－

1
№
151－

2
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№
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